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現在の私たちの生活は常に過去 と深い関わ

につながっている。時折、過去や未来のこと

だろうか。 |

辞

りをもち、また、現在を介 して未来

にJ思 いを駈せるのは、このためなの

発 千11 の

昭和54年 、古代の遺跡 として知 られていた大境山遺跡に、町民の健康増進 を目

的 とする総合運動場が建設されることになり、その保存をめ ぐって再二、協議が

重ねられた。しかし、諸般の事情から大境山遺跡の現状保存は困難であったため、

せめて記録だけでも残そう、そういう意図から今回の大規模な発掘調査が実施さ

れた。

調査の結果、古墳時代の住居跡が11軒、丘陵の尾根上から見つかり、当時のム

ラの様子が詳 しく分った。また、周囲に馬蹄形!の 排水溝を巡 らした奈良、平安時

代に属する特異な構造の住居跡 も多数発見され、当町や宮城県ばかりでなく、東

北地方の古代 を考える上で、数々の貴重な資料 を得ることができた。

発掘調査や本書 を刊行するにあたって、教育委員会の労苦は並々ならぬものが

あったと察する。また、本事業にご指導やご協力をおしまなかった宮城県教育委

員会 をはじめとする諸機関、研究者(と りわけ、この事業の専門調査員 として、

日夜 を分かたぬ御努力をいただいた阿部正光君、その他町民の方々に心から感謝

を申し上げるものである。

本書が多くの方々に利用され、郷土の歴史に対する理解が一層深まるとと

今は町民総合運動場 として新たな出発をした大境山遺跡の鎮魂の書 となるこ

祈念 し、発刊の辞 としたい。

日召不日58年 3月

瀬峰町長 加 藤 光 明
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発 干噂 に よ せ て

瀬峰町教育委員会では、従来より社会教育の一環 として文化財の保護に力の及

ぶ限 り取 り組んでまいりました。その成果は『瀬峰の史跡 と伝承』 (昭和46年千J

行 )、 『|,脚争町文化財調査報告書』第 1～ 第 3集 (昭和52、 54、 55年刊行 )、 『瀬峰

町の文化財』第 1集 (昭和57年刊行)に既に示されています。

大境山遺跡の調査は町民総合運動場建設を契機 とするもので、昭和54年 4月 、

工事に先立ち、県教育委員会の指導の下に現地調査 を行なったところ、極めて広

大な面積 を調査する必要があるとの結論に達 しました。 しかし、その頃、当委員

会には調査 を担当する専門職員がいなかったため、県教育委員会の協力を得て斯

学に熱心な阿部正光主事 を迎え、ようや く調査体制 をとることができました。調

査は同年 7月 から開始され、翌55年 9月 に終了しましたが、これほどまでも広大

な面積 を実質12ヶ 月という短期間のうちに調査することができたのは、その陰に

猛暑猛寒の中での激 しい作業があったからです。また、調査終了後、直 ぐに報告

書の刊行 を目指 して遺物整理に取 りかかりましたが、山と積 まれた遺物や調査記

録 を丹念に整理 していく作業の苦労は想像 をはるかに越えるものでした。

このような大境山遺跡の調査 と遺物整理 を経て、本書には実に多数の成果が盛

り込まれていますが、これもひとえに県教育委員会 をはじめとする諸機関の適切

な指導、文化財保護の重要性に理解 を示 した町当局、およびこれに積極的、献身

的な協力を惜 しまなかった多くの研究者、町民の方々の賜で、深甚なる感謝の意

を表する次第です。

当町には、本遺跡の他にも数多くの文化財があります。本書の刊行 を機に文化

財に対する理解がさらに高まり、かつ、本書が町内はもとより、県内外の方々に

広 くお読み頂 き、ご指導を賜われば幸いと存 じます。

日召不日58年 3月

瀬峰町教育委員会

教育長 手 島 正 夫
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1.本書は瀬峰町町民縦合運動場建設工事に伴なう緊急発IFB調 査報告書である。
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24弓、2許2、 2ti

〔調査対象面積〕―約印 ,000m2

〔発掘調査面積〕約35,000ゴ
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瀬 峰 町 文 化 財 保護委 員

瀬 峰  町 在 住 者

調 査 地 域 隣 接 地 権 者

4.〔調 査 指 導〕宮
―
城県教育庁文化財保護課

宮城県多賀城跡調査研究所

5。 (遺物整車協力〕束 ヨヒ学 院1大 学 学 生

髭 金 遺 跡 調 査 団

茨城 県 日立市 立叛【土博物 館

栃木県文化振興事業団文化財調査吉L

福島県文化センター遺跡調査課

主浜光朗、高橋勝也、浜田秀と、佐藤史人、青野順子、

長島栄二、赤沢靖章、車子教

菊地逸夫

佐々木尚見

小野寺松雄|、 佐竹福治、鈴木寅義、高橋清、高橋弥二、千

葉忠=、 大内千里、大友光子、大場照子、イヽ野寺とし子、

佐々木波子、佐藤八重子、白鳥信子―、高情つた子、高橋哲

子、高楯のぶ子、千葉順子、星歳子、山田えき子、山:田
―ま.き

大友光夫、佐々木敏大、高橋春雄

氏1家和奥、佐々木帥貫、平沢英二月卜、丹】]茂、加藤道男t
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後藤勝彦、桑辱滋郎

村曲晃す、赤沢靖章
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佐藤真弓

瀬 峰 町 在 住 者

6.本書を作成するにあたり、次の方々や機関かち多くの指導、協力を得た1

ボ上義安

佐融 則

海考原郁雄

寺島文隆、橋本博幸、石本弘、安田稔



山 形 県 南 陽 市 立 赤 湯 中学 校

置 賜 考 古 学 会 会 員

米 沢 市 教 育 委 員 会

岩 手 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン ター

青 森 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

青 森 県 八 戸市立新井田小学校

弥 生 時 代  研  究  会

宮 城 県 教 育 庁 文 化 財 保 護 課
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東 北 歴 史 資 料 館
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東北大学 文学 部 考古学研 究 室

東 北 学 院 大 学 考 古 学 研 究 部

7 石製品の材質同定については、東北大学理学部鉱物鉱床学教室、吉日武義氏の教示を得た。

8.鉄製品の保存処理については、東北歴史資1料館、村山林大氏の指導と協力を得た。

つ 本調査によつて得られた成果の一部は、現地説明会資料、広報せみねなどによって紹介きれているが、本

書の内容がそれらに優先するものである。

10 本調査によって得られた資料は全て、瀬峰町教育委員会で保管している。

■ 本書の執筆、編集は瀬峰町教育委員会主事、阿部工光と東北学院大学文学部史学科学生、赤沢靖章が行な

った。

12.本書の付編として、次の報告を収録した。

「瀬 峰 町 周 辺 の 地 質 と 地 形」

「大境山遺跡出土土器に認められる植物種子」

「大 境 山遺 跡 出土 石 器 の使 用痕 分析」 :

「大境山遺 跡出上鉄器、鉄滓の分析調査J

「大 境 山 遺 跡 の 灰 白 色 火 山 灰」

「学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書」

佐藤鎮雄

秦昭繁

手塚孝

四井謙吉

三浦圭介

杉山武

佐藤信行

斉藤吉弘、小井川和夫、丹―羽茂(加藤道男―、阿都恵、遊佐五郎、

悟、阿部博志、森貢喜、手塚均、渋谷正三―、月ヽ野寺祥一郎

桑原滋郎、進藤秋輝、平川南、白鳥良一、高野芳宏

藤沼邦彦、岡村道雄

熊谷幹男

田中則和、工藤哲司

高倉敏明

山田しょう

宮城県仙台第二高等学校教諭・石田琢ニ

瀬峰町文化財保護委員・佐々木尚見

瀬峰町教育委員会主事・阿部正光

東北大学文学部助手 ,梶原洋
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東1ヒ大学農学部助手 1山甲一郎

学習院大学理学部教授・木越邦彦
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I 調査に至 る経過

I.調

〔1〕 調査の契機

に

昭和53年度、瀬峰町では農林省の農村地域定住促進対策事業に基づ き、町民総合運動場 を建

設す る計画を立てた。建設予定地 としては、瀬峰町大里字富大境山20ほ かが選ばれた。しか し、

その建設予定面積が約50,000m2と 広大であったため、埋蔵文化財包蔵地 としての大境山遺跡 も

その一部に含まれていた。

このことについて、瀬峰町から連絡を受けた瀬峰町教育委員会では、文化財の保護を前提 と

して大境山遺跡の取 り扱いについて、再三にわたって関係機関 と協議 を重ねた。その結果、種

々の状況から、建設予定地の変更が不可能であると判断されたため、瀬峰町では町単独事業 と

して、本遺跡の発掘調査 を瀬峰町教育委員会に依頼 した。

昭和54年度当初、瀬峰町教育委員会は、宮城県教育庁文化財保護課の指導を得て、記録保存

のための発掘調査 を実施することを決め、それに向けて活動 を開始 した。

〔2〕 調査以前の大境山遺跡

大境山遺跡が初めて紹介されたのはつい最近のことである(三宅、佐藤ほか :19773)。 調査

に入る前、大境山遺跡の位置する丘陵の大部分は山林 (雑木林、杉林等 )で覆われ、一部に牧草

地、水田、土取 り場などが点在して見られた。遺物 としては極 く少量の土師器が採集されてい

たに過 ぎなかった。

昭和54年 6月 初め、調査の具体的な計画を作成する段階にあたって、当教育委員会では表面

観察、ボー リング調査などによる踏査 を数度にわたって実施 した。このことによって、町民総

合運動場建設予定地の南東隅、土取 り場の一画に住居跡 (1号住居跡 )1基が検出された。

また、山林部分には直径約 4～ 5mの円形、または長円形の窪地が幾つ も認められた。この

うち、 2つ については窪地の中央部からやや外れた部分に、30× 50cm程 度のテス ト・ピットを

設け、遺物の有無や底面の状況、深さなどの観察 を行なった。この窪地はいずれも、地表面か

ら底面までの深さは20～ 25cm前後、両方 とも遺物は見られず、しかもあいに くの雨期 と窪地が

相まって、堆積土や底面は泥のように水分を含んでいたため、性格を明らかにすることはでき

なかった。ちなみに、これが、住居跡であると判明したのは、発掘調査を実施 してからであり、

3号、17号住居跡がこの 2つの窪地に該当する。

このように住居跡 1基の存在を確認したことを除き、本遺跡の具体的状況はほとんど把握す

ることができなかったと言ってよい。

過経る至査



H遺 跡の位置と地理的・歴史的環境

Ⅱ.遺跡の位置と地理的・胚史的環境

〔1〕 遺跡の位置

大境山遺跡は宮城県栗原郡瀬峰町大里字富大境山に所在する。栗原郡は宮城県の西北端に位

置する10ヶ 町村か ら構成され、本遺跡のある瀬峰町は栗原郡の中でも東南端にある。東に登米

郡迫町、南に遠田郡田尻町、西に栗原郡高清水町、北に同郡築館町 と境を接 している。面積は

30.12km2、 人口は 6,188人 (昭和55年 、国勢調査による)と いたって小さな町である。

大境山遺跡は東北本線瀬峰駅の西方約1 5kmの 距離にあり、瀬峰、高清水両町を直線的につ

なぐ県道古川 。佐沼線、大境パイパスと呼ばれる県道田尻 。瀬峰線、以上の両県道の交差する

地点の北方、約300mの 丘陵上に位置する。本

遺跡の東側か ら東北本線瀬峰駅にかけては、文

教、医療施設、公共機関や住宅地、商店街等が

あり、比較的開発が進んだ地域である。それと

は反対に、西側、北側についてはその大部分が

山林 となっており、自然環境が極めて良 く保存

されてきた地域 と言える。本遺跡の南側には小

山田川沿いの水田を眺むことができる。

〔2〕 遺跡の地理的環境
第 1図 瀬 峰 町 位 置 図

宮城県の北西部には奥羽山脈が南北に連なっているが、このうち、特に際立ちているのが標

高1,628mの栗駒山である。栗原郡はこの山麓、及びそこから南東方向に平行 して連なる丘陵 と

その間に展開する沖積地からなる。この丘陵は山麓部付近では標高300m前後 と比較的急峻であ

るが、南東になるにつれて、分岐 しながら標高を減 じ、次第に緩やかで低平な丘陵を形成する。

この丘陵の末端部は沖積平野や伊豆沼、内沼、長沼、蕪栗沼などの沼湖に面 してぃる。

瀬峰町は、前述 した丘陵の末端部に位置する。標高50m以下 という極めて低い丘陵が平行 し

て東方にのび、その先端は違田郡田尻町蕪栗沼に面 している。これらの丘陵は蕪栗沼に流入す

る瀬峰川、小山田川、萱刈川とその川沿いに展開する沖積地によって 4つに区分される。

大境山造跡はその中の 1つ 、瀬峰川と小山田川にはさまれた西から東にのびる丘陵上にある。

この丘陵は更に開析によって樹枚状に分岐され、尾根を境に北 と南にそれぞれ分れてのびる丘

。
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陵が発達している。本遺跡は、この派生丘陵のうち南側、小山田川の北岸、清水山地区(瀬峰町

大里宇富清水山)と 要害地区(瀬峰町大里字富要害 )にはさまれた丘陵上に位置する。ここは通称、

″
大境山

〃
と呼ばれ、標高30m前後の頂部が比較的平担な丘陵で、東西にある小谷によって隣接

する南斜面諸丘陵とは明らかに独立した丘陵を形成している。

本遺跡は礫岩、砂岩、泥岩、凝灰岩からなる鮮新統 :瀬峰層が基盤をなし、その上には礫岩

と凝灰岩から構成される更新統 :高清水層、更に最上部には第四系 :中里火山灰の堆積が見ら

れる。

〔3〕 遺跡の歴史的環境

大境山遺跡の歴史的環境については、瀬峰町内か ら発見されている遺跡や遺構、遺物を主に

時代別に概観 してみたい。記述するにあたっては、煩雑になるのを避けるため、従来までの調

査成果を収録 してある「宮城県遺跡地名表」(宮城県教育委員会 :1981.2① )、 「宮城県遺跡地図」

(宮城県教育委員会 :1981.2① )を基にして、引用文献を割愛 した。また、それに載っていない

事柄は引島文献や註を付 して説明を加えることに した。

なお、本篇末尾には、本遺跡 と周辺の遺跡に対する理解を助けることを目的として、町内の

遺跡から採集された遺物を収録した。また、瀬峰町の遺跡に関して最 も新 しい事実や成果を取

り入れた遺跡地図と地名表 もここに掲載 してある。

原 始 時 代

旧 石 器 時 代

旧石器時代の遺跡は、現在のところ町内では/it見 されていないため、当町におけるこの時代

の様相は不明である。しかし、近年になって宮城県北部を中′と、としてこの時代の遺跡が盛んに

発見され始めてきたも とりわけ、大境山遺跡の南、約 6 kmの位置にある田尻町六月坂遺跡から

も旧石器が発見されている(岡村、鎌田 :19703)。 このなうな状況から、近い将来、当町でも旧

石器時代の遺跡が発見される可能性がある。

2.縄 文 時 代

紀文時代の遺跡は18ヶ 所確認されている。そのうち、今回調査を実施した大境山遺跡を除 く

と、型式名がわかる縄文土器を出上しているのは 4遺跡である。前期の遺跡としては大木 6式

を出土した空堤遺跡、岩石 I遺跡、中期では大木 8a式の岩石 I遺跡、大木 9～ 10式 の岩石H

遺跡が知られている。後期に属する遺跡としては、南境式が発見されている大鰐谷北向遺跡が

あげられるだけである。これらの遺跡はいずれも丘陵上に立翅するが、月ヽ破片しか出土せず、
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住居跡などの遺構も検出されていない。

瀬峰町と境を扶する所には、西に高清水町大寺遺跡、東に南方町長者原貝塚、青島貝塚など著

名な縄文時代の遺跡が数分く分布するが、当町におけるこの時期の遺跡は現在のところ、極め

て貧弱であると才旨摘することができる。

3.弥 生 時 代

弥生時代の遺跡としては、大境山遺跡 も含めて 3遺跡を数えるばか りである。大境山遺跡か

らは円田式と天王山式が、岩石 I遺跡でも天王山式の土器片がそれぞれ丘陵の頂部から発見さ

れている。また、古館館跡の所在する丘陵突端の斜面からはアメリカ式石鏃が採集されている。

総 じて、瀬峰町における弥生時代の遺跡、遺物の発見は最近になって開始されたばか りで、

今後の調査に期待するしかない。

代

墳 時 代

古墳時代の遺跡 としてあげられるものは、次の 4遺跡である。前期の遺跡 として今回、調査

を実施 した大境山遺跡がある。詳述は避けるが、古墳時代前期、塩釜式期の住居跡が11基、丘
誰 6

陵の尾根上に検出された。また泉谷遺跡か らも塩釜式に属する土師器の高lTk、 および器台が発

見されている。中期の遺跡 としては荒町遺跡が知 られてお り、南小泉式に属する高ナ不脚部の破

片が採集されている。古墳時代後期では三代遺跡から栗囲式に相当すると思われる土師器甕、

鉢、頷がそれぞれ 1点づつ出土 している。

現在までに確認されたこれらの遺跡は、標高の差こそあれ、小山田川やその流入先である蕪

栗沼の周囲に展開する沖積地 と距離的に極 く近い丘陵上に立地している。次に述べ る奈良・平

安時代の遺跡が丘陵の奥まった所や、比較的標高の高い丘陵上に営 まれることが多いのに比べ

古墳時代の遺跡、または集落はその占地の仕方において異なった状況を示 している。確認例が

少ないということだけに起因するものではないと思われる。

なお、現在に至るまで古墳 と考えられてきたものに王壇遺跡、四ツ壇遺跡、杉 ノ壇遺跡があ

る。これらは未だ発掘調査がなされておらず、確実なものなのかどうかは不明である。

2.奈良。平安時代

瀬峰町における奈良・平安時代の遺跡は急激に増加 し、45ヶ 所 を数える。その殆んどは丘陵

上に展開されてお り、このうち、発掘調査が実施 されたのは岩石 I遺跡、長者原 H遺跡、民生

病院裏遺跡、下藤沢 H遺跡、それに本書で扱 う大境山遺跡、計 5ヶ 所である。これらは調査に
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よって国分寺下層式、または表杉 ノ入式に属する住居跡が岩石 I注跡から 5基、長者原H遺跡

4基、民生病院裏遺跡 1基 、下藤沢H遺跡 2基 、大境山遺跡23基、合わせて35基検出されてい

る。町内には、この他にも牧車地や建物、道路などの造成によって地表に露出したり、その一

部が破壊された住居跡が数 多く確認されてお り、その数は調査済みのものを上回っている。多

数の遺跡や住居跡、多種にわたる豊富な遺物が発見される背景について、今後、具体的な分析を

力日える必要がある。

なお、民生病院裏造跡か らは関東地方鬼高式の一部に属すると考えられる土師器のオ不が表採

されている。このことによって奈良。平安時代以前に先行する段階において、当地域が関束地 方

と何らかの関係があったということがわかる。

集落跡の調査に比べ、窯跡や工房跡、水田跡など直接、生産に関係する造跡については手つ

かずの状態 と言ってよく、今後の調介に負うところが大 きい。

(3)中

中世の館跡 として確実なものは藤沢館跡、殿_L館跡、小深沢殿上館跡、古館館跡の 4ヶ 所で

ある。これ以外の館跡についてはそれを証明する土里や空掘 り、平場などの注構が見つかって

いない。これらの館跡はいずれ も丘陵上にあり、自然地形を利用した単郭式のもので、こli塁 や

空掘 りも小規模 なものである。

中世の陶磁器 を出土 した遺跡 としては、下富前遺跡、荒町遺跡、があげられる。下宮前遺跡

からは元から明にかけての中国製青磁皿 (佐 々木・阿部 :19823)が 、荒町造跡からは肩部に沈

線 と印花文が施 された古瀬戸この破片が採集されている。

本縮末尾の造跡地図、地名表には載せなかったが、町内には牛 1州‖地区や虎澳寺、五輪上山などを

中′とヽに10数基の板碑が存在す る。それらは14世紀の初頭から後半にかけて造立されたものである。

これに関 しては、『栗原郡藤里村誌』上巻(鈴木玄雄 :192212)以 来、その調査が試みられている。

しかし、近年になって、板砕 自体の所在が不明になったり、F破Ⅲtし たり、また紹介が重ねられ る

たびに(写真、拓本、実淑1図 、文章説明など)、 収録の仕方がそれぞれ異なるため、その数が増える

など実数があいまいになってきている。この点を考慮した基礎的な調仝が、最近始め られたばか

りである(佐 々木、鈴木、阿部 i19823)。 また、この板砕に後続する資料 として虎澳寺には、15世

紀後半か ら17世紀中頃にかけての頭書に「盆」が刻 まれた石製供養碑 4基が保存されている。

なお、当町には多数の塚 を見ることができ、先に古墳時代で触れた王壇遺跡、四ツ壇遺跡、

杉の壇遺跡 も含めると、15ヶ 所 も確認されている。そのうち、平安時代か ら中世にかけての経

塚である経壇遺跡、江戸時代中頃の経塚である諏訪原経塚、昭和57年度の発掘調査で江戸時代

中頃以降の墓であると確認された下藤沢Π遺跡を除けば、残る13ヶ 所の塚は、いまだその年代

世
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や 性 格 は不 明 の ま ま で あ る。

註 1:本書に収録 した造物の保管者氏名は遺物の観察表に明示 した。記 して謝意 を表する次第である。

註 2:館山館跡の I■陵先端部分 、北側斜面の/B地からは著 しく摩滅 した縄文土器の細片が見つかっている。四

ツ壇原遺跡については、桝形館跡の南隣 り、南向き斜面の畑地か ら石刀の破片が採集 されている。この 2

遺跡 も縄文時代の遺跡 としてその数に加 えた。

註 3:岩石 H遺跡は昭和55年度実施の文化財パ トロール事業により、従来までの岩石遺跡の西側に確認された。

遺跡所在地が同 じ岩石地内にあるため、既知のものを岩石 I遺跡、新たに発見されたものを岩石 H遺跡 と

して区別 したものである。

註 4:昭和55年度実 lJtの文化財パ トロール事業によって発見された。

註 5:昭和46年 度に行なった東北新幹線関係遺跡の分布調査結果 (宮城県教育委員会 :1972.3)に は古館館跡の

所在する丘陵の東端、大鰐谷南向遺跡か ら弥生時代の石会挨が見つかったこと力垢已されている。 しか し、そ

の後、この遺跡名は用いられないことか ら、便宜的に古館館跡に包括 して取 り扱 うこととした。

詐6:こ の上師器高ナ不、おょび器台についての紹介は、すでに佐藤信行氏によって文章による説明がなされてい

る(佐藤 :197612)が、同氏の好意によって実狽J図 を収録させて願いた。

註 7:昭和57年 4月 、農作業中に出土 し、地権者片倉健治氏の好意によって、瀬峰町教育委員会に移管された

ものである。

註 8:岩石遺跡の第 1次調査、第 2次調査、及び長者原H遺跡については、すでに報告書が干U行されている。

岩石造跡第 3次調査は昭和56年度、民生病院裏遺跡、下藤沢 H遺跡は57年度に発掘調査が実施 され、後 日、

報告する予定がある。

註 9:昭和56年 7月 、表採 された土師器のナ不で、日立市立郷土博物館佐藤政則氏か ら鬼高式に相当するものであ

ろうという教示 を得た。詳しい報告は民生病院裏遺跡の報告書で行なう予定である。

言主10: こ″とらtュ 昭不日54今三度、 56年 度の文化財パ トローール事業で確ヨ]さ オをた。

註■ :下宮前造剪の中国製青磁 ILに ついては (佐 々木、阿部 :19823)か ら実測図を転載 し、荒町遺跡の古瀬戸

杢については佐藤信行氏がすでに文章で紹介 してある(佐藤信行 :197612)。

≫ 閤
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第 2図 瀬峰町内の遺跡から採集 した土器
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束選跡 横ナデ肖〕りによい黄橙10Y R% 磨キ 黒処 黒10Y R l% 佐々木徳雄

薬沢束遺跡 マ/ン 、明黄褐10γ R% 麿 キ 黒処、黒7 5YR17/ 町教委

須憲器イ 小深沢 I遺跡 髄ナア、灰5Y% 回箆切 競ナア、色調外面同 佐々本徳難

上師器器台 泉谷選跡 (14部 )磨キ、袴75VR% (体 部 )磨 キ、(脚 部 )マ メツ、1尭賞倫75Y R3/3 佐藤信石

泉谷選跡 (脚部)用1毛 日、橙75Y R% (体部)マ メツ、(脚 都)マ メツ によい格7 5Y R7/ 佐 藤信 行

Fi 41戸 士 荒町避跡 た級印花文、rd!オ リーブ5Y/ 14日 、胎■:灰白10Y R% 佐藤信行

青磁m 下宿前遺跡 釉 :明 緑灰 10G7/ 用胎土:灰 由N% 佐々木尚見
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第 1表 瀬峰町の遺跡(地名表 )

遺 跡 名 種  別 H寺 代 遺 跡 名 種   別 時 代

1 王 壇 遺 跡 塚、包含地 奪岳i手言
ヽ 下 藤 沢 I遺 跡 集落跡 奈良・平安

2 四 ッ 壇 遺 跡 塚 、包含地 奪塁i子言
ヽ 坂ノ下浦 I遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

3 桝 形 館 跡 包含地、城館
紀文、奈良・
平安 、中世

ニ ツ 谷 遺 跡 集落跡 奈良。平安

4 四 ツ 塚 遺 跡 塚 平 安 (?) 民生病院裏遺跡 集落跡 奈良・■
『 安

5 伊 勢 堂 館 跡 包含地、塚、城寓
範文 、奈良・
平安 、中世

八
'船

前 遺 路 塚 中世。近世

6 藤 沢 館 跡 城 館 中 世 長 者 原 H遺 跡 集落跡 奈良・]r安

7 殿 上 館 跡 城  館 組文、中世 一 本 松 遺 跡 包含地 奈良・平安

8 経 壇 遺 跡 経  塚 中 ―世 大 境 山 遺 跡 集落跡
紐支、弥生、古墳
奈良。平安

9 小深沢殿上館跡 城  館 中  世 清 水 lI「kI遺 跡 包含地 中世・近世

館 山 館 跡 包含地、城館
縄文、奈良・
平安 、中世 坂 ノ下浦 H遺跡 包含地 奈良。平安

ll 的 場 山 遺 跡 包含地 紀文、奈良・平安 清 水沢 II遺 跡 琢 中世・近世

古 館 館 跡 城 館 中 世 町 田 遺 跡 包含地 奈良・平安

13 大鰐谷北向遺跡 包含地 純文 (後 )、 弥生 楽 沢 束 遺 跡 柴落跡 樋文、奈良・二P安

空 堤 遺 跡 包含地 組文(前 ) 桃 生 田 前 遺 跡 集落跡
安
世

平
近

良
世

余
中

15 寺 山 遺 跡 寺院跡 平安、中世 下 宙 前 遺 跡 包含地 余良・平安、中世

砂 田 遺 跡 包含地 奈良・平安 伯者 ヶ崎送跡 柴ネ跡 純文、奈良・平安

17 岩 石 I遺 跡 集落跡
組文(前・中)、 弥生、
古墳、奈良・平安 中 三 代 遣 跡 実落跡 奈良・平安

下 山 遺 跡 包含地 奈良。平安 長 根 道 跡 包含地 奈良・平安

三 代 遺 跡 包含地 奈良・平安 諏 訪 神 社 世 跡 包含地 組文、奈良・
^r安

荒 町 遺 跡 包含地
紐文 、古墳 、
奈良・●r安、中世

i取 吉方 1京 ネ4塚 経  塚 近  世

四 ツ壇 原遺跡 包含地 奈良・平安 鼻 欠 送 跡 包含地 繊文、余良・平安

筒 ヶ 崎 遺 跡 包含地 縄  文 ンン 〃ヾ  ;童  μ亦 包含地 奈良・二r安

泉 谷 遺 跡 包含地 純文 、占墳 、
奈良・平安

袋 〃( 遺 跡 包含地 余良・平安

長者 原 I遺 跡 包含地 奈良・平安 h輪 堂 山 遠 跡 集洛跡 奈良いr安

下 藤 沢 II遺 跡 塚 奈良・平安 、近世 卜深 沢 I送 跡 集落跡 奈良・平安

杉 ノ 壇 遺 跡 塚 中世。近世 小 深 rlk H遺 跡 集落跡 奈良・平安

長 者 原 Ⅲ 遺 跡 包含地、塚
奈良・i【 安 、
中世・近世 横 森 道 跡 包含地 余良:平安

泉 谷 館 跡 包含地、城館 奈良・平安、近世 ホ イ ト塚 遺 跡 塚 中世 。近世

除  館  跡 城  館 近  世 北 ノ 沢 遺 跡 包含地 奈良・♪F安

旗 塚 遺 跡 包含地、塚
奈良・平安 、
「,世・近世 清 水 山 H遺 跡 琢 中世・近世

古 塚 遺 跡 琢 中世・近世 神 田 遺 跡 笑落跡 奈良・平安

清水 山 I遺 跡 集落跡 奈良・平安 岩 石 H道 跡 包含地 縄文(中・後 )
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第 3図 瀬峰町の遺跡 (地図 )
(国 土地理院 1:25,000「高清水J「築館」を復製)



Ⅲ 調査の方法 と経過

Ⅲ .調 査 の 方 法 と 経 過

〔1〕 調査の方法

(1)調査の方針

数度にわたる大境山遺跡の踏査によっても、ほとんど遺跡の実態が把握されなかったため、昭

和54年 6月 中旬、瀬峰町教育委員会では、 トレンチ調査法ではなく、全面発掘の方法を採用す

ることとした。これは、昭和54年度から56年度の 3ヶ 年間で、町民総合運動場建設予定地約

50,0001n2の うち、遺構の存在が予想される丘陵頂部平坦面から緩斜面を約27,000m2を 裸にしよう

とするものである。

そして、この方針に沿って、次のような調査の方法と手順も立てた。①調査区域全域に対し

て樹木の伐採と抜根、表上の除去を行ない、その際、合わせて大まかな遺構数と作業量の推定

を試みる。抜根と表上の崇」離にはユンボ、樹根と土砂の移動にはブルトーザーを用いる。②表

上を除去した調査区全域について、人手による遺構確認作業を実施し、正確な、遺構数と作業量

を積算する。③造構確認作業によって検出された遺構順に精査を行なう。④①～③を通じ、排
れ[ユ

土は調査区域外、あらか じめ指定 した場所に捨てる。

なお、付け加えるが、上記の方法と手順に基づいて調査を実施 した結果、方針に2ヶ 所変更

が生 じた。 1つは、①の作業を行なっている段階で、当初、予定していた調査区域以外や斜面、

急斜面にも遺構の存在が予想された。その結果、調査面積約8,000m2を 新たに追加 したため、発

掘調査面積は合計約35,000m2と 膨れ上がった。 もう1つは調査期間である。①、②の段階で、

遺構数 とその作業量がほぼ把握された。これによって調査経費の積算が可能となり、調査の期

間も3年から2年、昭和55年 9月 までには調査が終了できるという見通しがつき、急遠、調査

期間の変更、短縮を決定した。

(2)グ リットの設定

調査 を開始するにあたって、グリットの設定を行なった。原′ミは町民総合運動場建設用地の

西南隅 とし、これ と北西隅を結ぶ線を基準線 Nと した。そして、この基準線 Nに対 して直交す

る基準線 Eを設け、基準線 N、 および基準線 E上における原点か らのそれぞれの距離 をもって

地点の表示 とした。

次に基準線 N、 および基準線 Eについて、原点から各々 3mご とに直交する線を設け、 3m

単位の グリッ トを組んだ。基準線 Nを アルファベ ット(AA～ AT、 BA～ BT、 CA～ CT、 DT～ )、
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基準線 Eを ア ラビア数年 (1、 2、 3、 4、 5… …… )で表 わ し、両者の組み合わせ で グリッ ト

名を表わ した。

なお、今回の調査区域内における下記の 2地点は国土座標の座標系 Xに 対 して次の ような位

置にある。

N30-E60    x:-149卜 m403m481mm    Y:+19(m750m182mm

N30-E180   x:-149kn460m413mm    Y:+19kⅢ 855m 317mm

註 1:こ のことについては、発掘調査現場の美観や率星、整頓だけを考えて決めたことではない。 1■ 陵上に位
置する本遺跡の場合、標高の下った隣接地域には水「■や農業用の堀、溜池や県迫がある。調査が長期にわ
たることが予想されたため、これらへの上砂の流入を防止することを目的としたものである。しかし、本
調査ではこれほどまで配慮したにもかかわらず、土砂?流出は防止することができなかった。事実、指定
した場所に重機でつき固めた土砂が集中表雨の連続で、徐々に流出し、下方にある溜池の大半を川lあつく
してしまうということがぁったj

〔2〕 調査の経過

(1)調 査 概 況

調査は昭和 54年 7月 16日 ～昭和55年 二月28日 に実施 した 1次調査、昭和55年 3月 15日 ～昭和

55年 9月 4日 に実施 した 2次調査からなる。 ユ次調査は調査区の南東側約半分19,000m2を 対象

として実施 した。その結果、住居跡25基、掘立柱建物跡 2棟、小竪穴遺構34基、濤状遺構 6条

が検出された。 2次調査は 1次調査の残 り約16,000ぽ について実地し、住居跡 9基 、小竪穴遺

構13基、濤状遺構 5条 、遺物包含層 ユ枚が検出された。

なお、大境山遺跡の調査が終わりにさしかかった昭和55年 6月 14日 (土 )、地元の人々などを対

象にして現地説明会を開催した。調査が完了した 3号住居跡に柱や屋根の骨組み、カマ ドや上

器などを復元 したこと、古墳時代の住居跡が丘陵の尾根上に並んで検出されたこと、外周濤や

外延濤を持つ特異な奈良・平安時代の住居跡が分数検出されたことなどが注目を集め、説明会

には名簿に記 されただけでも300余 名の人々の参加があり、活況を呈 した。

(2)実測 図の作成

検出された遺構については遣 り方測量を基本とし、%の平面図を作成した。平面図には50cm

間隔、および遺構の形状を復元する際必要な地点の水糸レベルを記入した。

また、遺構そのものが大きく、形態が単純なものについては平板測量を用いた。 6～ 11号濤

状遺構、 1号遺物包含層がこれにあたり、%0の平面図を作成した。さらに、所遣 り方測量と%0

平板測量を併用したものに34号住居跡、%遣 り方測量と‰0平板測量を用いたものに 1、 2(5

号溝状遺構がある。

11
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第 4図 大境山遺跡遺構配置図
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Ⅳ 資料整理 と本書の作成

遺物の出土状況については2号住居跡が‰の平面図を(11、 13、 17、 23～ 25号住居跡、13、

14、 18、 38号小竪穴遺構には%の平面図を作成した。

断面図1ュ 1枚の層から構成されていた1号遺物包含層を除き、全て%で作成した。土色は

『新版標準土色帳』(小山・竹原 :1973.1)を 、土性区分は国際土壊学会法の基準を参考にした。

(3)写真の撮影

遺跡や遺構の調査状況、発掘状況、遺物の出上状況等を撮影した写真には35mれ版モノクロ写

真、35型m版カラーリ′ヾ―サル写真があり、それらには50mm、 28mm、 24mぃ レンズを使用した。

(4)遺物の取 り上げ

遺物は出上した年月日、グリット、遺構、層位、一括資料など出土状況によつて区別して取

り上げた。取り上げに際しては、後日の遺物整理を考え、極力断面図の層Noと 合致するように

努めたが、中には単一の層Noを特定できず、複数の層Noに またがってしまったものもある。

(5)遺構の註記表

検出された全ての遺構について、それぞれ註記表を用意し、その中にデニタを書き込んだ。

これは、遺構の実測図、断面図、遺物出土状況平面図、写真など個々の視覚的な記録を関連あ

る一つの記録にするとともに、遺構の細部や遺物の取り上げ方など困乱の生じやすい事柄につ

いてメモしたものである。

Ⅳ.資 料 整 理 と本 書 の作 成

〔1〕 遺構の整理

住居跡をはじめ として遺構の平面図は、複数の図面にまたがって図化されていることが分い

ため、それをコピー し、遺構ごとに貼 り合わせ 、これを第二原図 とした。次に、調査の とき記

入 した水糸レベルから標高を示す10cm単位の等高線を復元 し、これに書 き入れた。 さらに、住

居跡の床面や住居施設の底面、小竪穴遺構 と一部濤状遺構の底面について所々に単点を設け、

標高 を明示 した。これは各々の平面図中に、住居跡床面や各種遺構底面に関するデータをより

多く盛 り込 もうとしたものであ る。

断面図については、今述べた平面図 と距離や標高などに大 きな食い違いはないか、点検 を行

なった。なお、平面図と断面図における水糸レベル と等高線の数値はm、 平面図における単点

の数値はcmで示 してある。

14
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〔2〕 遺物の整理

採取 した遺物は土器、土製品、石器、石製品、鉄製品、堆積上、炭化物に区分 し、次のような整理

を行なった。土器 (縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、赤焼土器 )に ついては、完形品、お

よび、全体の必以上が残存する図上復元が可能な資料は全て実測図を作成 した。全体の%以下

しか残存 しない資料、細破片であっても遺跡や遺構の特性、年代を示す資料、土器 自体に顕著

な属性をもつ資料については破片の残存 を明示 した実測図、破片実測、及び拓影 という方法で

資料化に努めた。これから外れた細破片については、不本意ながら土器破片集計表で取 り扱 う

ことにした。土製品 (紡錘車、性格不明の上製品 )、 瓦は全て実測図、 または拓影 で示 した。

なお、土器、土製品については須恵器の中でも保存の良い資料以外、バインダーC17に よる強化

処理 を行なった。

石器 (石鏃、石錐、石匙、スクレーパ‐、器種不明石器、尖頭器、石斧 )、 石製品(凹石、磨石、祗石 )

は全て実浪1を行 ない、更に石核や大 きなフレー クも実測図を作成 したが、これから外れたものは

フレーク・チップ集計表で扱っている。なお、頁岩製の石匙、スクレーパーについては、東北

大学文学部助手、梶原洋氏に使用痕の分析を依頼 した。

鉄製品 (刀子、鉄鏃、鋤先 、紡錘車、彼具 、星金物、針状鉄製品、板状鉄製品)に ついては、東

北歴史資料館、村山斌夫氏の指導を得て保存処理 を行なった後、鉄滓を除く全 てを実測した。 な

お、そのうち鉄製品 3点 と鉄滓 2夕くιよ、宮城県古川工業高等学校教諭、鴇田勝彦氏に分析を依頼した。

堆積上の採取は大部分の遣構で実施 した。 これは断面図の層序に基づ き、採取量は握 りこぶ

し大程度を目安 としたものである。それらの うち、明らかに灰白火山灰 と思われた16、 24号住

唇跡のもの、灰白火山灰かどうか判断 しかねた25号住居跡(22号小竪穴遺構のもの、黒ボクと

思われた13号住居跡のものについては東北大学農学部教授、庄子貞雄氏、同助手山田一郎氏に

分析を依頼 した。

炭化物は 2号、 3号、 4号、24号 、27号 、32号住居跡で採取 した。このうち、 2号、 4号、

27号住居跡のものについて、学習院大学理学部教授、木越邦彦氏に 14c年代の分析を依頼 した。

以上のように、遺物の整理はその全てを実測図や破片実測、拓影、破片集計表 という形で資

料化する方法をとった。遺物の写真撮影については、それらのうちで報告書に収録 しようとす

るものに限定 した。

〔3〕 本書の作成

本書の作成にあたっては、調査によって得られた成果を、各種の図面、表、写真、文章等を

通じて、できるだけ多く盛 り込むことを心がけた。そのため、図化した土器の観察表と土器破
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資料整理 と本書の作成

基本層序

片資料の集計表を作成する時夕点で、スペースの関係上、用語を次のように短縮 して用いた。

回転糸切 リー→ 回糸切   ロクロナデ=→機ナデ  沈線文一一一一→沈線

静止糸切 リー→静糸切   黒色処理一一→ 黒処   刺突文一一一―→ 刺突

回転ヘラ切 り→ 回箆切   木葉痕―――→ 木葉   撚糸文一一―T→撚糸

回転ケズリー→ 回削 り   指頭状押圧文→押圧   高台付邦■一一→高台罫

回転刷毛 目―→ 回刷毛 目  隆線文一一一→隆線   貯蔵穴状ピット→貯

この他、通常、片仮名が分く用いられる用語 も、前述のような理由から、漢字

をもって表記 したものもある。

また、検出された住居跡の記述の際、便宜上、次の名称を付 して説明を加えている。本項で

は一応、機能や細部の説明は避け、大 まかな形態についてその特徴を述べる。

外延濤 :住居跡の周濤や床面に掘 られた濤、あるいはそれらと連絡する貯蔵穴状 ピット

から住居外にのびる濤。断面形は「U」形を呈するが、トンネル状で円形 をなす も

のもある。

外周濤 :住居跡外に位置し、その二方、もしくは二方を囲む半円形、または弧状の濤。

断面形は「U」字、あるいは「V」 形をなす。

大境山遺跡は大きく見て丘陵頂部平坦面、緩斜面、それに斜面に区分される。これら二つの

面における層序は多少の相違が見られるものの、基本的にはほぼ同すの層準を示している。

〔I層〕

表上で丘陵の各面に見られる。暗褐 (10Y良 %、 もしくは10YR%)色のシルトで、軟らかく、

粘性はない。植物の根などによって攪乱されており、層厚は約15～ 25cm、 少量の遺物を含む。

(H層〕

丘陵の各面に分布するが、場所によって土色や層厚が異なる。また、下部になるにつれて、

漸移的にⅢ層に似てくる。層厚は約19～ 30cmと 幅がある。遺物は含まないが、多くの粗砂、細

礫を含む。丘陵頂部平坦面に見られるH層 は責褐(10YR%)色 の砂質シルトで、ややかたく、粘

性はない。層厚は約10～ 15cmと 、次に述べる緩斜面よりも薄い。緩斜面には、褐 (10YR4/6)色 、

砂質シルトが見られ、ややかたく、粘性はない。層厚は約20～ 30cm、 丘陵頂部平坦面や斜面よ

り厚い。斜面はにぶい責褐(10YR%)色 の砂質シルトで、やわらかく、粘性はない。層厚は 5 cm前

後であり、丘陵頂部平坦面や緩斜面と比較して著しく薄い。

〔Ⅲ層〕

丘陵の各面に分布するもので、本遺跡の地山である。遺物は含まず、粗砂とパミスを多く含

層基W
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基本層序

検出された遺構 と出土遺物

んでいる。層厚は丘陵頂郡平担面では約100～ 150cmと 最も厚 く、緩斜面、斜面になるにつれて

次第に薄 くなる。ここでは丘陵頂部平担面を例にとって説明を加える。 III層 は 3層 に大別され

る。上層は明責褐(10YR%)色の粗砂を多く含む粘上で、かたく、粘性がある。層厚は次に述べ

る中層、下層と比べて薄 く、約20～ 30cmでぁる。中層は黄橙(10YR%)色 の粗砂 を分く含む粘

土で、かたく、粘性は極めて強い。層厚は約40～ 60cmで ぁる。下層は浅責(2.5Y%)色 の粘上で、

かたく、中層よりも粘性に富んでいる。なお、このⅢ層は中里火山灰と呼ばれ、本遺跡の立地

する丘陵を形成している瀬峰層、高清水層の上に堆積するものである。

Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

大境山遺跡の1次調査、2次調査によって住居跡34基、掘立柱建物跡 2棟、小竪穴遺構47基 、

濤状遺構11条 (遺物包含層 1枚が検出された。 これらの遺構に伴なって土器や石製品、鉄製品

などが遺物収納用平箱にして93箱 (天昇株式会社 :テ ンバ ヨ32が70箱 、テンバ コ02が23箱 )分、出

上した。ここでは、検出された遺構 と出土遺物に関するデータをヽ図や表を多用 して報告する。

なお、本書の末尾には遺構の写真 とそこから出上した遺物の写真を組み合わせて収録 してある。

〔1〕 住 層 跡

1号 住 居 跡

第2表  I号住居跡 ピット

番 号 区 別 深 さ 色 考lFE

方

跡
励
磁

鯨
姉

褐7 5Y R4/3

褐灰75YR%
砂質ンル ト

砂質シル ド

深さは確認面 との士ヒ高

繰 さは確認面との比高

方

跡

り

痕

掘

柱
帥

Ｃｍ

灰褐75YR%
褐7 5YR%

砂質ンル ト

砂質シル ト

深さは確認面との比高
深さは確認面との比高

方

跡

り

痕

掘

柱

ｃｍ

ｅｍ

によい黄褐10Y R%
褐75VR%

砂質ンル ト

砂資シル ト

深さは確認面との比高
深さは確認面との比高

方

跡
胸
腋

輪
輸

によい黄褐10Y R%
掲75YR%

砂質ンル ト

砂質シル ト

〔確認面〕H層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模 。平面形〕北壁、西壁、それに

北東隅、北西隅、南西隅が検出された

が、その他の部分は削平のため検出さ

れなかった。長軸 6。 35m、 短軸5.51m、

長方形であると推定される。

(竪穴層位〕 2層 に大別されるが、い

ずれも自然堆積層である。

(壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最 も保存の

良い北西隅では12cmの高さで残存 して

いる。床面から急な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面としており、凹凸

がある。床面レベルは北西隅下が最 も

第3表  1号住居跡堆積土

色 ■  把 備 を 株取層名 lt Fll髄囲

黒褐10Y R%
竪層 ユ層

減黄橙10Y R% 灰白火山灰

にフ単い黄褐IOY R% 砂質ンルト 微量の炭化物含。 3層
墜層2層

黄褐10Y R% ンル ト質砂 4層

黄編:OY R% ル ト質砂

晴赤偶25YR% ンザレト 多量の炭化物、焼土含。 カマ ド1層

カマ ド赤褐2 5VR% 妙質シル ト 炭化物 焼土含」

褐75YR% 砂質シル ト 微量の焼■含。

赤褐iOY R% 砂質格■ カマ ト

構築土黄褐iOY R% 砂質 ンル ト 明黄褐10Y R%枯土を斑状含。



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物
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Ⅵ.検出Sれ た遺構と出土遺物

高 く、南東側になるにつれて、徐 々に低 くな る。全体的にかたい。

〔柱穴〕4個検出された。ピット1、 2、 3、 4は柱穴と考えられる。

〔カマド〕北壁に位置しており、燃焼部と煙道部の煙出しピットが検出された。燃焼部は奥行

き72cm、 幅114cmである。燃焼部内部の底面、奥壁、側壁内面は火熱によって赤変している。煙

第 4表 I号住居跡・土器破片資料
道部は煙出しピットの位置から推定すれば、長さ130cmと考え

＼ 弥  生 上  器 須 恵

器   種 褒or壷 蜜 衰

部  位 体 体 体

外

面

縄撚撚撚マ

支糸糸糸メ
積
ナ
ア

肖幌!丹ママ
リ毛彩メメ

自 ツツ

叩
目

刷
毛
目

計

内

　
面

マ箆マナマ
メナメデノ

積
ナ
デ

箆箆マ箆マ
ナナメナ/ 日

層NQ 3

層NQ 4

層Na 6

カマド袖

合  計

種 別 層位 長X幅 ×厚cm

鋤 先 床

2号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡は円形の窪地として、

された。H層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

られるが、その幅や底面の状況は不明である。

〔周溝〕壁 と同様に全部は検出されなかったが、カマ ド燃焼

部を除いて壁沿いに一周すると推定される。幅 9～ 21cm、 深

さ 3～ 6 cm、 断面は「 U」形を基本 とするが、周濤下部は部分

的に外側に張 り出す。底面レベルは北西隅下が最 も高い。 カ

マ ド燃焼部が構築されている部分には周濤の掘 り方が認めら

れる。

〔出土遺物〕土器ゃ鉄製品が出土した。

0          5         10cm

□ 2

第 6図  I号住居跡出土遺物

種  別 層位 外 面 底 部 内 面 分 類

上師器麻 層NQ 6 横ナア・肖Jり 、によい黄橙10Y R% 麿キ 黒処、暴褐7 5Y R3/

■師器手埋ね 層NI1 8 抑日、によい黄橙10Y R% 抑 目 抑日、色調外面同

外周濤は住居跡を囲む濤状の窪み として観察



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

〔規模 。平面形〕長軸4.82m、 短軸4.76m、 正方形である。

〔竪穴層位〕4層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良い東隅では45Cmの 高さで残存している。床面から急

な角度で立ち上がる。

〔床面〕住居掘り方埋土上面を床面としており、凹凸がある。床面レベルは北隅下が高く、西

隅下に近づくにつれて低くなる。全体的にかたいが、住居中央部からカマドにかけての部分が

特にかたい。なお、床面にはカマ ド燃焼部のところから西隅に向ってのびる濤が走ってお り、

周濤 と外延濤に接続する。その底面レベルは力や ド燃焼部の方が高 く、外延濤に近づ くにつれ

て低 くなる。

〔柱穴〕15個検出された。ピット1、 2、 3、 4は柱穴と考えられる。また、北東壁、南東壁

に検出されたピット10、 11、 12、 13、 14、 15は 配置から壁柱穴と考えられる。なお、北隅から

壁に密着しながら直立する三本の棒状炭化物が位置を異にして検出された。それらの長さは 8

～12cm、 断面三角形のもの 1本、正方形のもの 2本である。前述の壁柱穴と考えられるピット

群と対応する位置にあることから、これら二本の棒状炭化物は壁柱の一部であると考えられる。

その他は柱穴とは考えられない。

〔カマド〕北東壁に位置しており、燃焼部、煙道部が検出された。燃焼部は奥行吾49cm、 幅80

Cmである。燃焼部内部の底面、奥壁、側壁内面は火熱によって赤変 している。煙道部は長さ136cm、

幅28cm、 底面はほぼ水平である。先端からは煙出しピットが検出された。燃焼部の近 くに位置

する底面と天丼部、それに煙出しピットのある奥壁は火熱によって赤変している。なお、煙道

部は地山を トンネル状に

繰 り抜いたもので、幾分

潰れているものの、崩落

せずに残っていた。

〔貯蔵穴状 ピット〕 2個

検出された。貯蔵穴状ピッ

ト1は 層No 6が堆積する

もので、長軸124cm、 短軸

65cm、 深さ14cm、 不整長

円形である。貯蔵穴状ピッ

ト2は層No 8が堆積する

もので、長軸34cm、 短軸

21cm、 深さ1lCm、 半円形

第 5表 2号住居跡上器破片資料

＼ 弥  ■

合

計

器  捷 製or壺 喪

部 位 体 回一体 体 底 ロー休

外

面

マ
／

ツ

撚
糸

Ｌ

マ
／

ツ

横
ナ
デ

横
ナ
デ

削
り

横
ナ
デ

削磨マママ
リキ/メ メ

削 横横ママ
ナナメメ
デアツツ

横
ナ
デ

削
リ

削削Hlママママ
リリリメメメメ

削削削木木マ
リリリ葉葉メ

内

　

　

面

デ ノ

磨
キ

黒
処

磨
キ
室
一処

磨 磨
キ キ

処 処

磨磨磨磨マ
キキキキメ

重童立 ツ

処 理処

磨
キ
童
小処

積マ横マ
ナメナノ

横
ナ
デ

箆
ナ
デ

箆ナマ箆ナ刷マ
ナデメナデ毛 メ
デ ツデ ロツ

箆ナマ箆マナ
ナデ/ナ メデ

こ層

層Nα l

層No 4

層Na 6

層NQ 7-8

層NQ」 0

層Nα21

合 ,「



Ⅵ 校崩された遺構 と出土遺物

である。

〔周溝〕カマ ド部分を除いて、壁沿いに一周する。

第6表 2号住居跡堆積土

第 7表 2号住居跡ピッ ト

幅10～ 39cm、 深さ 2～ 10cm、 断面は「 U」 形

である。底面レベルは北隅下が最 も高

く、西隅下に近づ くにつれて低 くなり、

外延濤に接続する。周濤の掘 り方は全

周する。

〔外延溝〕住居の西隅近 くから住居外

急斜面 (西 )に向ってのびる。長さ0.76m、

幅0.26m、 断面は「U」形である。住居

から離れるにつれて底面レベルは低 く

なる。

〔外周溝〕北西～南束の幅13.53m、住

居の三方を囲み、丘陵急斜面 (南西 )に

対 して開口してお り、平面形は「日」形

をしている。濤の最大幅1.25m、 最 も

保存の良い東辺では0.57mの深さで残

存 してお り、断面は「 U」 形である。底

面 レベルは北東辺壁下が最 も高 く、開

口部に近づ くにつれて低 くなる。

〔周囲の状況〕住居外、南東側に盛土

状の高まりが検出された。調査

の最終段階でこの部分に幅約 1

mの トレンチを設定 し、その上

層の観察を行なった。その結果、

責褐色の砂質粘土層 (焼 上 を含

む)5枚 が H層 と考えられる砂

質シル ト、およびⅢ層の上に堆

積 していることが分った。この

ことから 5枚の黄褐色粘土は、

住居構築時の盛土 と思われる。

〔出土遺物〕床面を中心に土器

の一括資料が出土 した。鉄製品、

色 巧 抹 llt帰 名 翼tTtrt Л

4褐 iOY R%
唯層1厨

灰賀25Y% 灰占火山灰 .

晴褐75Y R% 砂質シル ト 炭化物、焼■含。
唯 ll12用

に́Stい ■褐IOY Rン 妙質ンル ト 炭 化物 、llt土 含。

町赤IPJ2 5 Y R% 砂質ホhl 炭化物、I・ L上 含 . 5用 r層 3厚

にお卜ヽ貨褐10Y R% 砂質シル ト 多■の炭化物、焼■含。 壁層4屈

暗鶴75Y R% 砂質シル ト 少 ilの 炭化物 雅i含 .

円器 局溢 床泄
ifttt10Y R% 砂質ンル ト 少

「
卜の炭化物 粒よ含。

り1赤網25V R孫 砂質ンル ト 炭化物 焼土含。

に́Iい 黄褐10Y Rン 砂質シル ト 炭化物、焼Ji♂。

明黄t.RIOY Rχ ル ト質砂 炭 化物 、地 上 含 .

縄iOY R% ル ト 文化物 堤■含 !

明賛褐iOY R%

平縄75Y R% 多■の炭化物 堤■含.

晴偶75Y RD/R 砂質Wi■ 微■の炭化物 焼工含。

晴赤褐5Y R% 砂質シル ト 多1社 の炭化物 焼i塊含。 マ ド2層

砂質シル ト 微■の炭化物、焼i含。

極吐赤褐25YR彪 砂質 ンル ト 微■の炭化物含。

貫褐10Y R% 砂質シル ト 明文禍 10Y RttI・ li■ 含。 外周群3層

外周罰オリーブ偶25Y% ル ト質砂 微■の現ヨ:含。 外聞・lTj4層

1帝 灰黄25Y% ル ト質砂 外周鴻5層

性75VR%
カマド

tt楽■

黄網10Y R% 占上質ンル
|

明貢褐10Y R% hi質 ンル 〕

黄褐10Y R%

貨締10Y R% 住居ILり 方

明貨褐 iOY R銘 砂質Xh土

住居外

鴨 上

黄橙10Y R% 砂/1crri」

明黄褐10Y R% 砂質粘土 焼■含。

黄褐10Y R5/3 砂質粘上

黄褐10Y R% 砂質猫上 焼土塊含。

によい黄偶iOY R% 砂質シル ト II用 であろう 旧表土

語号 区 分 深 さ 色 1: ‖ 備

方

猿

り

取

机

扱
褐10Y R%
HI褐 10Y R%

ンル ト質砂

砂質ンル ト 多itの 炭化物 綻■ケ。

方

皮

り

取

指

抜
黄網,OY R%
噌禍10Y R%

ンル ト質砂

砂質シル ト

方

点

り

取

概

弦
褐IOY R%
1輩 褐10Y R%

シル ト質砂

砂質 シル ト

方

痕

り

取

州

抜
蛍褐ユOY R%
時禍75YR%

シル ト質砂

砂質ンル ト 微■の炭化物 焼■含。

lliり 方 明偶75YR% シル ト質砂

褐iOY R/ 砂質ンル ト 多員の炭 Iヒ物 縦土含。

掘り方 褐10Y R% 砂質ンル ト 夕■の炭化物、焼土す。

IFり 方 褐10Y R孫 砂質 ンル ト 多■の炭化物 焼土含。

llVり 方 貰褐10Y R%、 ル ト質砂

lllり 方 に■い黄褐10Y R% 砂質シル Ⅲ EV柱大。深さは住居壁上端 との比高。

IIIり 方 にヽ い賞褐10Y R% 砂質シル「 lt柱穴。深さは住居駐上端 との比高.

掘 り方 によい貧縄 10Y R/B 砂質シル ト r柱穴。深さは周嵩FA面 との比高。

掘 り方 によい女偶 10Y R/3 砂質ンル ト ll仕穴。深さは住居ll上端 との比高。

猟 け方 によい黄褐」OY R% 砂質シル ト lT,大。炭化物含。iκ さはlF肝壁上 Itと の比高。

縮 り方 によい黄褐IOY R% 砂質シル ト 壁柱穴。深 さは住居壁Ji瑞 との比商。
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第 8図  2号住居跡出土遺物

Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

0          5         10cm

撤   別 層位 外 庭 部 面 備  考

上師器.TN 構ナア光線肖Jり 、橙75Y R% 磨キ 累処、黒10Y Rl% 図版 7-1
■師船 イ 磨キ rt線 肖1り 、明黄褐25Y7/8 磨キ 黒処、黒10Y RI% 図版 イと 2

主師器よ不 床 積ナデ 肖より、袴7 5VA斃 磨キ黒処、景loY RI% 図版 クー 3

主師器郎 床 横ナデ肖1り 、明赤褐5γ R% 磨 キ・黒処、異5Y R'7/ 図阪 7-4
土師器よ不 床 横チデ・削り、明亦褐5Y R3/6 磨 キ 黒処 (黒 7 5YAt7/ 囲版 8-1
土師甜 不 横ナデ 削り、明赤掲5Y RD/3 磨キ黒処、畢7 5Y R2/ 図版 8-2
土,市絹不 横ナテ 肖Jり 、倫5Y R% 薦六 累処、黒10Y RI% 図阪 8-3
上師緞 不 床 削り・磨キ、によい黄橙10Y R% 円!Ⅲ 磨 キ 藤キ罫処、黒10Y Rl% 図版 9-I
■師融 千 床 横ナテ 肖Jり 磨キ(灰黄褐10Y R% 磨 キ 黒処、黒7 5Y R17/ 図版 つ-2
■師器〕不 床 磨キ、明ホ編5Y R% 盾 キ 磨キ畢処、橙75YR% 図版 9-3

床 削り磨キ、によい稔75Y R% 磨キ 黒処、赤暴2 5Y RIラ 図版 9-4
土師器よ率 床 横ナデ HJけ 、によい黄燈10Y R% 削 り,磨 キ 磨キ黒処、黒IOY R% 図版 9-5
上師器鎌 構ナデ 削り、待7 5Y R3/8 磨 キ 鼻処、黒5Y R17/ 図版Iユ ー 4



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

0          5         10Cm

第 9図  2号住居跡出土遺物

種   別 層 位 外 面 底   部 分 All 備  ■

領志器lTN 周澪底面 機ナデ回削り、灰ュoY% 回随切 回削 り 機ナデ 色P41外 面同

須恵器雰 糖ナデ 回削 り、灰 N6/ 回箆切 回肖JJ 機ナア 色調外面同 図Alk10-2

須恵糾 不 機ナア 回営Jり 、オリーブ灰25GY% 回箆Vl回 削 リ 機ナデ 色調外面同 図版10-3

病恵器lTN 床 槌ナデ肖1り 、オリーブ黄5Y% 回箆切 肖1リ 範ナテ 色調外面同 図 版 10-4

土師器衰 カマ ド底面構築土 横ナデ rt線 →じり 橙75YR% 横ナア 箆ナデ 色調外面同

上師器蜜 カマド底面構築土 横ナア覇」毛自湖〕り、明赤褐5Y R% 横ナデ箆ナデ、灰SY% 図 Alt 9-6



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

0          5         10Cm

第 10図  2号住居跡出土遺物

種   別 層 位 外 底 部 内 函 分 類 備  考

土師,器 床 績ナア肖じり赤褐25YR% 横ナデ 箆ナア、橙7 5Y R8/6

t師器喪 横ナテ 肖Jり 明赤褐5Y R% 横ナア 箆ナア、色誘外面同

■1市 器無 肖Jり 、明ホ福5Y RD/8 横ナア箆ナア、橙75YR%
ユ構ゆ器要 横ナアロ1り 、明褐75YA% 横ナア 箆ナア、色調外面同

上師器簑 横ナテ 肖Jり 、赤編25γ R/3 横ナア 箆ナア、色調外面同 図版10-5



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

0          5         10Cm

第 H図  2号住居跡出上遺物

種   別 層  位 外 面 底部 面 分 類 備  考

土師器雲 横ナデ 営1り 赤褐25YR% 桜ナデ箆ナデ、によい赤褐2SYR% 図版 7-5

土師器嚢 外周 濤底面 横ナデ 用」毛目 肖Jり 橙75Y R●/s 横ナア 箆ナア、色調外面同 図版 3-5

ilh器褒 床 横ナデ肖Iり 、明褐75Y R% 木薬 横ナデ 箆ナデ、色調外面同 図阪12-1

土師器襄 円Jり 、によい赤褐5Y R% 箆ナデ・によい赤褐6Y R%



Ⅵ.検出された遺構 と出土還物

0          5         10Cm

第 12図  2号住居跡出上遺物

lf  別 層 位 底部 内 分 類 備  考

土師 F・雲 床 横ナデ E「 自由】り、によい黄綸iOY R% 横ナデ 用J毛 日、色調外面同 図 版 8-4

」i師 器褒 球 横ナデ 肖Jり 、赤10R% 木葉 横ナデ 箆ナア、色調外面同 図版 7-6

上師器衰 肖1り 、明赤褐5Y Rj/h 範ナデ、によい貧持iOY R%

上 ,師 釉 不 層醜 6(カ マ ド内 ) 積ナア 肖Jり 明褐7 5Y R5/3 磨キ 黒処 赤景25Y Rl‐/ 図阪ユー 1

上F繭 器郎 層No 6(カ マ ド内) 横ナア肖Jり 、給75YR% 磨キ鼻処、黒10Y Rl% 図版ユー 2

上師隅 不 層 9`21 繊ナデ 肖Jり 、明褐75Y R% 磨キ 黒処 黒禍IOY R%

上師器ITN 層No15(カ マ ド内) 横ナデ肖Jり 、明赤褐5Y R% 磨キ黒処黒褐10V R% 図 版 ■ -3

土師器サイ 層No15(カ マ ド内) 削 り 磨キ、によい黄絶10Y R6/1 磨キ黒処、黒7 5Y R%



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

0          5         10cm

第 13図  2号住居跡出土遺物

種   別 層  位 外 商 底   部 分 撤

土富市器邸 層Nα 3 磨キ、橙75YR% 磨キ 黒処、黒7 5Y RI% 図版11-5

上師器鉢 層Na 7-8 削 り 業栓7 5YR% 磨 キ 暴処、黒10Y Rl%

察な器高台
'不

層No20 縫ナデ、灰白5Y之 マ /ツ 色調外面同

須患器麻 層Nd 5 機ナア 回削 り、灰IO Y% 回箆切 回門,リ 磯ナデ 線И∫、色調外面同 図版 11-6

頻恵器
'不

層血 3 械ナデ回削り、灰10Y% 回箆切 回円Iリ 韓ナ,色 調外面同 図版■-7

須恵器,不 層Ne S 機ナデ 博」り、鼻 N/ 回箆 9J闘】リ 絶ナデ 灰75Y% 図版コ ,8

須恵器〕不 外延溝上層 機ナア・回肖Jり 、灰N/ 回箆 切 範ナア、色調外画同

察恵器
'不

機ナデ、によい黄25V% 回箆切 肖Iり 椛ナアイ売女25Y%
土師器喪 層NQ21 横ナア 肖Jり 橙7 5Y R6/A 積ナデ 箆ナデ、色調外面同

土師器衰 層Nα 15(カ マ ド向) 横ナデ 肖1り 、綸75Y R隊 木案 横ナデ 箆ナア、色調外画同 図版 12-2
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Ⅵ.検出された遺構と出上遺物

石製品も出主している。

ー ∇     3

0         5        10cn

種別 層位 長XIRXtton 石材 分類 脩 警

慈石 床 (110'X98X44 孵 図版12-0

3号 住 居 跡

(確認菌〕発掘前、住居跡は円形の深い窪地―として観察された.。 ■層―から確認された。

〔重複・ 増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸3,74m、 短軸3.52m、 ほぼ正方形である。

(竪穴層仕〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層であると

〔肇〕H層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い東隅(崩 落部分も含める)では32Cmの高さで残存し

ている.。 床面から急な角度で立ち上がるが、全ての壁の上半部に崩落の痕跡が認められた。
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第 14図  2号住居跡出土遺物

種  別 層 位 外 面 底蔀 内   面 分蕪

弥主主器 層瞼 1 縄文 LR(横位回転 )・ 充線、明質褐10Y Re/c ナア、橙75Y■%
五と主器 層No19 沈線、篠「・5Y R% ナア、黄橙iOY R%

趣屠1 層位 罠XttX厚こm 分類

3 刀子 床 (49)X09× 02

刀予 床 (92)× (18)X(02) A

種  別 唐位 長 Xttxttcm 備 考

紡錘車 床 日盤 |(43)X40X-05、 棒 :(18!7)業 06×04 図版11-0

針状欽製品 床 (38)× (05)k(04)

30



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔床面〕住居掘り方埋土上面を床面としており、凹凸はない。床面レベルは東隅下が最も高く、

西隅下に近づ くにつれて低 くなる。全体的にかたいが、住居中央部からカマ ドにかけての部分

が特にかたい。
第8表 3号住居跡ピット

番号 区 房1 色 土 性 備

掘 り方 暗福ユOY R% 砂質ンル ト 多員の炭化物、焼土含。

掘 り方 によド黄褐10Y R% 砂質ンル「 本根跡。

掘 り方 黄褐iOY R5/3 砂質ンル ト 微量の炭イ七物含。

競り方 黄褐10Y RF/B 砂Frtン ルト 徹登の炭化物含。

〔柱穴〕4個検出されたが、

柱穴と断定できるものはない。

〔カマド〕南東壁に位置して

お り、燃焼部、煙道部が検出

された。燃焼部は奥行き58cm、

幅94cmで ある。燃焼部内部の

底面、奥壁、側壁内面は火熱

によって赤変 してお り、支脚

と考えられる土師器の甕 と礫

が出と した。煙道部は長さ131

Cm、 幅 28cm、 底面は先端に近

づ くにつれて低 くなる。

〔周溝〕カマド部分を除いて、

壁沿いに一周する。幅7～ 32cm、

深さ 8～ 27cm、 断面は「U」 形

を基本とするが、周濤下部は

外側に張 り出している。

底面レベルは東隅下が最

も高 く、西壁下に近づ く

につれて低 くな り、外延

濤に接続する。周濤の掘

り方は全周する。

〔外延溝〕住居の西隅か

ら住居外急斜面 (西 )に 向

ってのびる。西隅か ら住

居外1.00mの所までは地

山を トンネル状に繰 り抜

いてお り、崩落せずに残

存 していた。長さ2.76m、

第9表 3号住居跡堆積上

土 色 土 性 備 採取層名 堆積範囲

黒褐10Y R% 微量の炭化物含。
竪層 1層

黄褐10Y R% 灰 白火山灰。

明褐7 5YR% 砂贋シル ト 炭化物、焼上含。 3層
竪層2層

禍75γ R% シルト質砂 多量の炭1ヒ物、廃上含。 4 層

明黄褐IOY R6/6 枯土質砂 炭化物含。 竪層3層

明黄褐 10Y R/6 砂質粘上 少量の炭化物、焼上含。 周  薄

黄橙10Y R% 砂質ンルト 少量の炭化物含。

方マド
明赤褐5Y R% 砂質シル ト 炭化物含。多量の焼上含。

黄褐10Y R% シルト質砂 カマド3層

暗福IoY R% ンル ト質砂 炭化物含。 カマド4層

黄福25Y% ル ト質砂 微量の炭化物、焼上含。 外周藩 2層
外周鴻

明黄褐25Y% シル ト質砂 黄燈10Y R%砂質猫■を斑状含。 外周器3層

ネ局ユOY R% 炒質シル ト 微量の炭化物、焼上含。
外延潜

によい黄25Y% ンル ト質砂

明黄褐2 5Y R6/8 砂質枯土 によい黄褐ユOY R%砂質ンルトを斑状含。 住居掘 り方

明黄褐25Y% 砂質格土 カマ ド構築■

によい黄福iOY R% 砂質ンル ト 黄橙10Y良 7/8砂質粘主を斑状含。 周藩掘 り方

黄褐iOY R% 砂質ンル ト 炭化物、焼上含。黄橙10Y R7/8砂 質粘土を斑状含。

褐10Y R4/6 砂質シルト 上面に擁土、炭化物含。II層 である ,口 表土

第 10表  3号住居跡土器破片資料

＼ 主 須  恵
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

10cm

第 16図  3号住居跡出土遺物

ff  男1 層 LI 面 底 商 分 jtll 備  を

Ji師 器
'不

lHナ デ磨キ肖Iり 、褐10Y R% 磨キ 黒処 黒ユOY RI% 図 Frt13-1

土師器
'イ

床 横ナテ 肖Jり 腐 キ 橙2 5Y R% 磨キ黒処、黒褐25Y% 図版13-2

上師器ナ不 横ナア肖Jり 明赤褐25YR% 磨キ黒処、黒7 5Y Rl% 図版13-3

上師器よ不 床 横ナデ 磨キ 肖Jり によい黄構10Y R% 磨キ黒処、異5Y% 図版 13-5

上師器鉢 外用継鷹面 横ナテによい桁75YR% 米染 箆ナデ、色調外面同 図版ユ3-4

額芯器高冷イ 回肖より、オリープ灰5G Y% 静糸切 機ナア 嶺ナデ灰白75Y%
土師器喪 周縛 PH面 積ナデ 肖Jり 、によい黄桁 iOY R7/ 積ナア 箆ナデ 色調外面同

上師器嚢 外周鴻底商 横ナア 届1毛 日、明褐75YR% 犠ナデ 色調外面同

■師器鎮 床 横ナアた縦肖Jり 、明赤褐5Y R% 木菓 横ナデ 色調外面同 図服コー 3



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

0         .5         10cm

|

第17図  3号住居跡出土遺物

前  別 隔 t 外 嵐 都 備  考

■師器喪 カマ ド臓面 機ナテ用,W切 赤褐5Y R% 木典 驚ナテ 箆ナデ 色調外面同 囲jthi3-7

土師器霙 横ナデ幅I七 日肖1り 、におiい椅75YR% 木礫 横ナア 吊J毛 日、色調外 IIl同 図 V114-2

土rT器褒 カマ ド底面 削 り、明坊ミ褐25Y R・/8 木英 箆ナア、赤偶25YR%

■師器喪 外局浦腹雨 削 J、 明貨褐ユOY R斃 箆ナア 色詞外面同

■師器褒 積ナテ :刷 七日 山】り、赤偶 10R% 横ナデ箆ナア、貯赤褐iO R% 図版14-1

上II器よ不 層No 3 横ナア 肖】り、明赤襴5Y R・/3 磨キ、色調外面 Fn3

土師器lTN 層Nα 3 横ナデ 曲1り 、灰褐5Y R% 磨キ 黒処 猟褐5Y R%



＼

第 18図  3号住居跡出土遺物

Ⅵ,検出された遺構 と出土遺物

0         5         10cm

IF  別 層 位 面 底剤
'

内 分 頬 備  考

土師器よ不 層No 8 積ナデ割り、明示褐25Y R% 磨キ黒処黒10Y R% 図版13-6

土師器よ不 層No12 績ナデ割り、によい貧燈10Y R% 磨キ里処、黒ユOY RI%

±41器

'不

層Nα 12 磨キ白1り にⅢい黄桁10Y R% 磨キ 黒処 無25Y%

土師器イ 横ナア 肖Jり 橙75Y R% 磨キユ処43Y Rl%

± 1市 器

'不

層N● 11 間Jり 、明赤褐5Y R% 磨キ黒処42 5Y RI%

■ ,市 器郎 層No12 マ /ノ 権75YR隊 磨キ黒処、単10V RI%

須志器よ不 機ナテ、灰Nγ 雑ナデ 色調外面同

土師器 千4,a 層Noll 削J精5Y Rス 木槃 箆ナデ 色・V・l外耐同

上師器要 層Nlナ 3 横ナテイを繰肖I〕 明賛褐10Y R% 横ナデ斃,デ 橙75Y R%

上師器喪 層N,つ 横ナテ肖Iり 、明鵜75Y R% 徹ナデ箆ナデに工い貫推10Y R%

i師 器褒 届No 3 肖Iウ リ〕黄樹10Y R% クラタ 色罰外面同



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

範
白

第 19図  3号住居跡出上遺物

凪諭
3

Cコ

種別 層位 長XttX ttcn 石  材 分 頬

IK41 床 3 eX3 4X3 3 獲灰岩

騒房J 層 位 外    面 内      面 備  考

平 瓦 周r4底画 (凸 )削 り、灰NG/ (凹 )D「 目 肖Jり 、色調外面同 IZ版 15-1

種房1 層位 長XttX厚。中 重ビ 石 IB 分類 備  考

僣 耳 床 144x155X77 安山岩 図版 15-2



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

トンネル部分の幅 0.24m、 断面は長円形である。住居か ら離れるにつれて底面 レベ ルは低 くな

り、外周濤に接続す る。

〔外周溝〕北西～南東の幅9,36m、 住居の三方を囲み、丘陵急斜面(南西)に対して開口してお

り、平面形は「 U」 形 をしている。濤の最大幅0,92m、 保存の良い東辺では0.22mの深さで残存

してお り、断面は「 U」 形である。底面レベルは東辺壁下が最 も高 く、開田部に近づ くにつれて

低 くなる。

〔周囲の状況〕住居外、南側に盛土状の高まりが検出された。調査の最終段階でこの部分にベ

ルト1本 を残し、堆積上の象J離 を行なった。その結果、黄褐色砂質シルト(炭化物、焼上、責橙

砂質粘土を含む)が II層 、Ⅲ層上に堆積していることが判

明した。この責褐色砂質シルトは住居構築時の盛上である

と思われる。なお、H層上面および上部には焼土と炭化物

が多く見られた。

〔出土遺物〕床面を中′と、に土器の一括資料が出土した。石

製品、瓦も出上している。

4号 住 居 跡

〔確認面〕H層から確認された。

(重複。増改築〕外延濤が8号小竪穴遺構に切られている。

〔規模・ 平面形〕長軸

3.69m、 短軸3.51m、

ほぼ正方形である。

〔竪穴層位〕4層に大

別されるが、 いす
Eれ

も

自然堆積層である。

〔壁〕Ⅱ層、H層から

なり、最 も保存の良い

西隅では55cmの高さで

残存 している。床面か

ら急な角度で立ち上が

るが、南西壁の一部に

一
爆↑∧1

0    25 5cm

第20図  3号住居跡出土遺物

種 別 層  名 長X ttX ttcm 重 g 石  材 分 類

石鏃 層No4 (18)× (12)X03 (04 黒 l侶 石

第 11表  4号住居跡嵯積土

色 ■ 性 憔 採取層名 堆IIl範 囲

翠10Y R3/
竪層 1層

灰白10Y R% 灰 白大 山灰 。

黄褐10V R% 砂質シル ト 微量の炭化物 綻土含。 4層 、5層 竪層2層

によい貫褐 10Y R/3 砂質 シル ト によい橙75YR%砂質粘土を斑状含.

竪層3層
明黄75YR% 砂質ンル ト

'者

偶7 5Y R3/ 妙質ンル ト 多量の炭化物、焼■を斑状含。 竪層4層

に さfい 推75Y R% 砂萱FH主 周 勝

褐75V R%

浅黄25Y% 粘 土

褐10Y R% 炭火物、境上含。灰白iOY R%シ ルト(灰 白火山灰)を 斑】入含。 カマ ド3層

黄ヽ偶ユOY R% 砂質ンル ト によい栓75Y R%砂質粘土をj/」状含
`

灰偶5Y R% 砂質ンル ト 炭化物、焼土含。 カマ ド5層

明赤偶25Y A%.

褐10Y R% 砂質ンル ト

外延 lTf

に主いlttt10Y Rb/ 砂質粘エ

明黄褐25Y%

褐75YR% 砂質シル ト 多■の炭 化物 含。

1尭黄25Y% 枯土 明黄禍loY R%砂質ンルトを班状含。

明女褐10Y R% 格土 住居liり 方



Ⅵ 検出された遺構と出土j萱物

崩落の痕跡が認められる。

〔床面〕大部分は住居掘り方埋土上面を床面としているが、南西壁付近はⅢ層を床面としてお

り、凹凸はない。床面レベルは西隅下が高 く、東隅下に近づ く

につれて低 くなる。全体的にかたいが、住居中央部が特にかた

い。なお、床面には北西壁下 と南西壁下の周濤からのびる濤が

2本 、それに連結する濤が 2本認められる。これらは周濤から

離れるにつれて、徐々に底面レベルを減 じなが ら、貯蔵穴状 ピ

ット1に 接続する。

(柱穴〕10個検出された。ピット1は 掘 り方 と柱痕跡が区別さ

れた。その他は柱穴とは考えられない。

第 12表 4号住居跡ピット

Iえ  必】 i  色

方

跡

り

技

鶴10Y R/

'と

禍10Y R/
砂 rtン ル ト

砂 llン ル ト

儡10Y R/ 砂質ンル ト

程iOY R% 砂質シル ト

鶴10Y R% 炒質ンル ト

れ!り 方 鶴10Y R% 砂董ンル ト

猟 り方 鶴10Y R% 砂質シル ト

棚 り方 掘iOY R% 砂 rfシ ル ト

llIり 方 灰白10Y R%

IIIり 方 灰白10Y R% 翌i■

掘 り方 吹r,10Y R% 描土

Ьl田

千瑚

あ1>

主1込 533 7

E/＼

＼
_

ゼ�
ユ

♀ ..Ⅲ  Ⅲ I I . I t†
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第21図  4号住居跡



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

0       5       10cm

第22図  4号住居跡出土遺物

ffl  別 層  位 外 面 底  都 面 分 服 備  考

土曾拒器1不 同薄衰面 磨キ・肖Jり 、輸7 5YR晃 磨キ黒処、纂5Y Rt%

土師糾 不 外延津虞面 マ /ツ 、赤褐25V R% 磨キ黒処黒7 5Y Rl%

須恵器郭 床 椛ナア、灰ォリーブ5Y% 回箆切 ナテ 髄ナデ 色調外面同

■師器変 外延 t4底面 磨キ、明責褐10γ R% ナ ア 箆ナデ 色調外面同

上師器褒 外延溶底面 横ナデ 肖Jり 絶75Y R% 横ナデ・箆ナア、明赤福5V R% 図版16-2

土師器養 層Nα 7 削り、におfい赤褐5Y R% 捷ナデに,,fい 縄75YR%
土師器4h 層N010 償ナデ 肖Jり 、によい褐7 5YR% 横ナデ 箆ナデ、色調外面同



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

〔カマド〕北東壁に位置しており、燃焼部、煙道部が検出された。燃焼部は奥行き63cm、 幅98

cmである。燃焼部内部の底面は火熱によって赤変している。煙道部は長さH6cm、 幅22cm、 底面

は先端に近づ くにつれて低 くなる。先端からは煙出しピットが検出された。

〔貯蔵穴状ピット〕 2個検出された。貯蔵穴状ピット1は長軸9 2cm、 短軸52cm、 深さ33cm、 長

円形である。堆積土は4層 に区分される。第1層はにぶい責褐(10Y R4/3)色、砂質シルトで、

にぶい橙(7.5Y R%)色 、砂質粘土をブロウク状に含む。層厚は 6 Cmで、層No 4に 近似する。第

2層は褐(7.5Y R%)色、砂質シルトで、多量の炭化物、焼上を含む。土色やかたさの点でやや

違いが認められるものの、層Nα6に似ており、層厚は18cmである。第3層 はにぶい責橙(10YR%)

色、砂質粘土で、層厚は 6 Cmである。第4層は灰黄褐(10Y R斃 )色、シルト質砂で、層厚は3Cm

である。貯蔵穴状ピット2は 、同ピット1の北東にある。堆積土は4層 に区分され、層厚の違

いはあるものの貯蔵穴状ピット1と 同一である。

〔周溝〕カマド部分を除いて壁沿いに一周する。幅10～ 25Cm、 深さ4～ 6 Cm、 断面は「U」形で

ある。底面レベルは西隅下が最 も高 く、東隅下に近づ くにつれて低 くな り、貯蔵穴状 ピット1、

同ピット2、 外延濤に接続する。周濤の掘 り方は全周する。

〔外延溝〕住居の東隅から住居外緩斜面(東 )に 向ってのび、8号小竪穴遺濤によって切られて

いる。長さ198m、 幅0.40m、 断面は「 U」形である。住居から離れるにつれて底面レベルは低

卜
一
■
一イ Z

ＩＩ
向
Ｈ
＝
―ＩＩ
慨
Ｈ
ｕ

Ｏ

燕π ▽乙

無尊
6

玉熟

gす
|

∇

誓亀

o          5          10Cm

第23図  4号住居跡出上遺物

種  別 層 位 直 底 部 内    面 分無

弥生上器 層Nα  l 縄文RL(横位回転)rl_撤 、に工い黄褐10Y R% 箆ナデ、によい黄構ユOY R6/

弥生土器 層Nは 3 縄文 LR(″ I位回転)沈線、俺5Y R紫 ナデ 色調外面同

株主主器 層No 3 沈線によい褐7 5YR% ナデ、袴75Y R%

赤生土器 層Na 3 縄文 LR(斜 位回転)た線、橙5Y R6/8 箆ナデ 色調外面同

・Jl生土器 層No 3 ナア、橙7 5γ Rb/A 箆ナア、明黄褐iOY R%

弥■土器 層No l た線コJ突 によい赤褐5Y R% マ/ツ 、に】【い赤褐5Y R%

弥生土器 層No l 縄文RL(斜位回転)rAl線 によい女栓10Y R% ナア にお,い黄給 iOY R6/B

種 別 層位 長×幅X ttc蘭 分Ir 備 オ

刀子 床 (121)Xi OX0 4 図阪16-1、 本質部がIJH

種  別 層位 長X IIIX ttcm

針状鉄製品 床



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

くなる。なお、この外延濤上部の堆積土はII層 によく似ていたため、上からのプランははっき

りせず、本住居東隅の壁でその存在に気づいた。

〔出土遺物〕外延濤底面を中心に土器の一括資料が出上した。鉄製品、石製品も出上している。

[                  第 13表  4号住居跡土器破片資料
I

＼ 弥  生 師 須 磨

合

計

器  種 褒 or笙 褒 不

部  位 体 体 ～底

面

撚
系
Ｒ

撚
糸
Ｌ

撚
糸
Ｌ

籍
文
Ｒ
Ｌ

縄
文
Ｌ
Ｒ

削削ママ
リ ,ツ メ

肖j削 削ママ
リリリメメ 体 底

肖1木
り 業

マ
／

ツ

割

り
強
ナ
ア

内

ママ箆マママ
メ/ナ メメメ

マ
メ
ッ

藩
キ

黒
処

磨
キ

黒
処

刷
毛
目

鼻
処

箆ナマ箆マ
ナデメナ/

箆
ナ
ア

マ

／

ツ

箆
ナ
ア

機
ナ
デ

層No 7

層Nα iO

2層

貯 1、 4層

床

合  計

!h_!0
1                 1

⌒

5号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複。増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸2。 93m、 短軸2.90m、 一部に九みを持つ不整正方形である。

0      2.5      5cm

第24図  4号住居跡出土遺物

種″J 層 位 長X tt X ttem 重 g 石  材 分 類

〔竪穴層位〕1層 に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い北隅ではHCmの高さで残存し

ている。床面から急な角度で立ち上がる。

〔床面〕住居掘り方埋土上面を床面としており、凹凸はない。床面

レベルは北隅下が最 も高 く、西隅下に近づ くにつれて低 くなる。地

第 14表

5号住居跡上器破片資料

0      25      5cm
|

第25図  5号住居跡出土遺物

種   別 届 位 長Xtt X tttm 石  材 分 類 備  考

黒昭石 図肢10-2

＼ ＼ 弥 生 土   師

器  種 蜜 Or套 褒

Hh 位 体

外

　

面

撚
糸
Ｒ

縄
文
Ｒ

縄
文
Ｌ

肖J削 刷マママ
リリ毛メメメ

ロツツ /

内

　

面

箆箆箆
ナナナ

箆マ箆箆刷マ
ナメナナ毛メ
ア ンアアロツ

層Nα l

層Nα 2

合  計

第 15表  5号住居跡フレーク・チップ
ヽ

＼ 暴  曜  石 安 山岩
合

計

重
さ
（
こ

０ ２

，

０ ４

締

Ｏ
～
０
来

０６
‐
０８
締

‐Ｏ
‐
‐２綿

‐２
，
‐４締

】
～
瀬縞

０６
～
０３締

層No l

層Nα 2

層No 3

合 計

極  房1 層 位 長X tt Xttcm 分 類 備    考

層Ne 2 黒昭石 図版 19-1、 両極打法
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

-345

十 N49
E15'

十 N44
E152 3タレ/

床炉周辺を除いて、全体的にや

わらかい。

〔柱穴〕 7個検出された。 ピッ

ト3、 5、 6、 7は柱穴 と考え

られる。その他は柱穴 とは考え

られない。

〔炉〕住居の中央部か ら、床面

と同一 レベルで検出された。長

軸44cm、 短軸42cm、 不整形の焼

け面からなる地床炉である。

(周溝〕認められない。

〔出土遺物〕土器やフレーク、

チ ップが出上 した。

―
|― N44

E149

第 17表  5号住居跡堆積土

色 ■ 性 考 採取層名 堆積範囲

褐10V R% 砂質シル ト 微量の炭化物含。 1層
竪層 1層

によい黄偶10Y R% 砂質枯主 2層

明黄褐10V R6/F 砂質rj上 責桁10Y R/8砂 質枯■を斑状含。 4層 住居掘 り方

第 16表  5号住居跡 ピッ ト

祥号 区  別 上 色 ■ ■ 備  考

肘リカ によい黄椅iOY R% 砂質ンル ト 木根跡

黒褐10Y R%

lLイ リ方

柱疲跡

４

作

によい黄特10Y R%

■偶10Y R%
砂質絆ii

砂質シルト

用 り方 昇掘10Y R%

方

跡

り

痕

鵜

柱

明黄綱10Y R%
黄褐,OY R%

砂質II土

砂質 ンル ト

方

跡

り

痕

鵜

れ

７

■

明黄褐10Y R%
黄禍10Y R靡

砂質粘」:

砂質 ンル ト

ォ

跡

り

夜

掘

柱

明支褐10Y R%

貨編10V R%
砂質 I‐II
砂質ンル ト

6号 住 居 跡

〔確認面〕H層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕北東壁、および北西壁と南東壁の一部が検出されたが、その他の部分は削平

のため検出されなかった。一辺は3.80m、 正方形、または長方形であると推定 され る。



〔竪穴層位〕 3層 に

大別されるが、いず

れも自然堆積層であ

る。

〔壁〕H層 、皿層か

らなり、最 も保存の

良い】ヒ隅では28cmの

高さで残存 している。

床面から緩やかな角

度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面

としてお り、凹凸は

ない。床面レベルは

ほぼ同一で、全体的

にかたい。

〔柱穴〕4個検出されたが、

柱穴と考えられるものはな

い 。

〔カマド〕検出されなかっ

た。

〔周溝〕認められない。

〔出土遺物〕層No lか ら土

器の実測資料が得られた。

第20表 6号住居跡ピット
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第 18表  6号住居跡堆積土

色 ■ 社 備 イ 採取層名 堆積範囲

工褐75YR% 1層
壁層 1層

戌質橙」OY R%

暗欄75YR% 砂質ンル ト 微工の炭化物含。 3層
竪層2婚

に_Iい黄鶴10Y R/ ンルト質砂

によい黄褐75YRン ル ト質砂 明賃縄iOY R%Th上 を班】入含。 竪層3層

区 ,1 に   也 ■ ‖

ilり 方
'I偶

75Y R%
^桜

跡。保さはV久外確認rtlと の比高,

拍Iり 方 ‖帝褐75V R% 木flt跡 。深さはr大外確認山「との比高。

〕常樹75YR% 木恨跡。米さは旺ク(外確認 術との比高

llり 方 樹7 5Y R/ 渫さに笠大外確認面 との比高。

第 19表  6号住居跡土器破片資料
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Ⅵ 検出された遺構と出上遺物

7号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

第21表 7号住居跡ピッ ト

0          5         10Cm

〔規模。平面形〕長軸3.17m、 短軸2,68m、 長方

形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然

堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い北東隅では

16cmの高さで残存している。床面から急な角度で

立
'光
Lがる。

第28図  6号住居跡出土遺物

種  別 層 位 面 底部 内 面 分 類

上師器鉢 層Nα ユ 削 り、明赤褐5Y R5/8 磨キ・黒処、明赤褐5Y R5/8

須憲器壷 層Ne l 強ナデ、灰 N4/ 機ナア、オリーブ灰25GY%

赤焼土器蓋 糖ナア・回削 り、明赤偶5Y RS/8 機ナア、色調外面同

土師器褒 層血 1 刷毛日、赤褐5Y R4/6 刷毛 日、色調外面同

須患器褒 層No l B「 日,刷 毛目、暗灰N3/ 当日、灰SYG/

番号 区 別 深 さ 土     色 備    考

方

跡

り

痕

掘

柱

によい黄澄IOY R%
明黄褐ユOY R%

砂質猫土

砂質シルト

掘 り方 明黄褐10Y R6/8 砂質シルト

掘 り方 明黄裾10Y R% 砂質ンル ト 炭化物、焼土含。

観 り方 暗褐IOY R3/3 ンルト 木恨跡。

掘 り方 明黄褐iOY R3/8 砂質ンルト

掘 り方 明黄褐10Y R% 砂質ンル ト

掘り方 黄褐10Y R% 砂質ンル ト 本根跡。

掘 り方 明黄褐10Y R% 砂質ンルト



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

〔床面〕住居掘り方埋土上

面を床面としており、凹凸

はない。底面 レベルは北壁

下が高 く、南西壁下に近づ

くにつれて低 くなる。全体

的にかたいが、住居中央部

が特にかたい。

〔柱穴〕 8個検出された。

ピット1は 柱穴と考えられ、

またピット5、 8は それに

対応する位置にあることか

ら柱穴である可能性が強い。

その他は柱穴として考えら

れない。

〔炉〕住居の中央部からや

や南寄 りの位置に、床面と

同一 レベルで検出された。

長草由42cm、 短車由40cm、 ほtF

円形の焼け面からなる地床

炉である。その下には、炉

掘 り方と考えられる断面が

「U」 形の落ち込みとして検

出された。

〔周溝〕認められない。

あl歩

2

第23表

7号住居跡土器破片資料
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第22表  7号住居跡堆積土

土 色 採取層名 lt償 範囲

偶10Y R% 砂質 ンル ト 微量の炭化物含。 1層

竪層 1層褐10Y R% 砂質ンル ト 微量の炭化物 焼土含。 2層

におfい 黄禍10Y R% 砂質シルト 焼土含。 3層

明黄褐10Y R% 炒質粘士 竪層 2層

黄褐10Y R% 砂質格■ 明貧褐iOY R%砂質粘上を斑状含。 に居掘り方

'F 
別 婿 仕 外 底 部 内 分 灯i

il市器喪 層Na 2 樹ナテ引〕[日 、精75YR隊 樹ナテ 箆ナテ、色調外面「 1

弥t上器 然糸 L(縦 位回転 ,り litttIOY R隊 木 共 ナ,、 色調外虚同



Ⅵ!検出された遺構と出土遺物

〔出土遺物〕層No 2か ら土器の実測資料が得られた。

8号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

(規模 。平面形〕西に面する壁、および北と南に面する壁の一部が検出されたが、その他の壁

は削平のため検出されなかった。 しかし削平された部分において、床面と住居の掘 り方が検出

されたことから長軸3,93m、 短軸3.22m、 長円形であると推定される。

〔竪穴層位〕 1層 に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も残存していた南西に面する壁で7 cmの高さしかない。床面から緩や

第24表 8号住居跡ビッ ト

需 区 別 深 さ 土   色 土 性 備   考

掘 り方 責福10Y R% 砂質シル ト 炭化物含。

掘 り方 18cm 明黄福10Y R% 砂質シル ト

掘 り方 黄褐ユOY R% ンル ト質VJ 炭化物含。

掘 り方 明黄褐ユOY R% ンルト賓砂

掘 り方 黄褐10Y R% 砂質 ンル ト

掘 り方 黄偶10Y R5/6 砂質ンル ト

掘 り方 明黄禍10Y R% 砂質シル ト

掘 り方 黄褐 10Y R5/8 ンルト質砂

十 N43
E167

かな角度で立ち上がる。

〔床面〕住居掘り方埋土上面を床面としており、多少

第25表  8号住居跡堆積土

上   色 と 性 備    を 採取層名 堆硫範囲

禍iOY R% 砂質シル ト 徹量の炭化物含。 1層

竪層1層
福7 5Y R4/3 砂質 ンル ト 微量の炭化物含。

暗褐75Y R% 砂質シル ト

黄橙10Y R7/8 砂質シルト 像量の炭化物含。
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

の凹凸があるものの、床面 レベ ルはほぼ同一である。地床 炉周辺 を除いて全体的にやわらかい。

〔柱穴〕8個検出されたが、柱穴と考えられるものはない。

〔炉〕住居の中央部からやや北西寄りの位置に、床面と同一レベルで検出された。長軸39cm、

短軸3駐 m、 ほぼ円形の焼け面からなる地床炉である。なお、この地床炉は弱い焼け面としてしか

検出されなか った。

〔周溝〕認められない。

〔出土遺物〕 多数のフレーク、チップ、それに、極 く

少量の土器が出上 した。なお、フレー ク、チップの

石質はすべて黒曜石である。

第26表  8号住居
跡土器破片資料

第27表 8号住居跡
フレーク・チップ

q
0          5         10cm

0       2.5       5cm

9号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕長軸3.87m、 短軸3.52m、 不整長方形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い南壁では15cmの高さで残存している。床面から急な角度

で立ち上がる。

〔床面〕住居掘り方埋土上面を床面としており、凹凸はない。床面レベルはほぼ同一である。
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Fr  別 層 位 外   雨 底判
'

内    面 分類

株■■器 層Nfl l た線、精75YR% ナデ、明黄欄ユOY R%

種   別 層 位 長X幅 ×厚cm 重 写 石  材 分 類 備  考

層No l 黒曜石 図版19-3



第28表  9号住居跡堆積上

色 L 側 fム llk層 名 堆tl範 円

によい賞褐10Y R% 1層

雛層 1層
によい黄褐10Y R/ ′レト

褐10Y Rメ 砂質ンル ト 炭化物今。

明箕褐 10Y R孫 砂質ンル ト 黄袴10Y R%砂質絆|■ を斑1入 含。 4層

構75Y R% 砂質ンル ト 炭化物介。 既層2層

黄lli10Y R% 砂質シル 住居 jlIIり 方

Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

全体的にかたいが、住居中央部が特に

かたい。

〔柱穴〕12個検出された。ピット2、

3、  6、 8は柱穴 と考えられる。そ

の他は柱穴とは考えられない。なお、

ピット1は層No lか ら掘り込まれてお

り、本住居よりも新しいものである。

(炉〕検出されなかった。

〔周溝〕認められなぃ。

〔出土遺物〕土器や石製品、石核、フ

レー ク、チップが出土 した。なお、層

No 3、 4か らは土器の実測資料が得ら

″した。

第29表 9号住居跡ビット
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Ⅵ 検出された遣構と出土遺物
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蕊 石 床 枯板着 D 図版20-3

種 "] 層 位 面 藤部 内 面 分 類

土師hI不 層No 3 磨キ、橙75YR% 磨 キ 磨キ、灰糞偶10Y R%

土師器高よ不 層No 4 削り、におfい黄岬10Y Rχ 筆ナデ 橙7 5YR%

上師器喪 層No S 横ナデ 用】毛 日、明褐75YR・/3 横ナア、色調外面同

土師器疑 層肺 8 刷毛日、穏75YR光 僚ナア 箆ナデ、色調外面同
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石鏃 層No 4 (14)Xl l× 04 黒Eh石 図版19-5

層No 3 累曜石 図阪19

層No“ 珪質疑灰石 図版 20-2

層No 3 黒1雷 石 図阪19-8

層Nn 4 黒曜石 図阪10-6

徹 層 位 長X tt X ttem 重 g 石 材 分 類 備  考

層Nα 2 黒 ll石 図版19-?

フレーク 層No l 黒 ]盟 石 図販19-10

層N● 2 黒曜石 図版 19-9

層No l 荘質砂岩 図阪ワO-1
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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9号住居跡土器

破片資料

|

0      25      5Cm

10号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ屑から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸4.00m、 短軸3.49れ 、とこ方形

である。

(竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆

横層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最 も保存の良い西壁では18

Cmの高さで残存している。床面から急、な角度で立ち

上がる。
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物
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〔床面〕住居掘 り方埋土

上面を床面としてお り、

凹凸はない。底面 レベル

は北西隅下が高 く、北東

隅下に近づ くにつれて低

くなる。全体的にかたい

が地床炉周辺が特にかた

い。

〔柱穴〕H個検出された。

ピット1、  2、  3、  4イよ

柱穴と考えられる。その

他は柱穴とは考えられな

い。

〔炉〕住居のほぼ中央部

から、床面と同一 レベル

で検出された。長軸 19Cm、

短軸14cm、 長円形の焼け

面からなる地床炉である。
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第33表  lo号住居跡
フレーク・チップ
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なお、この地床炉は弱い

焼け面として しか検出さ

″となかった。

〔周溝〕認められない。

第35表  10号住居跡 ピッ ト

第38図  10号住居跡

第32表  10号住居跡堆積土

上  性 備   考 採取層名 堆llr範 田

褐」OY R// 1層

壁層 1層欄10V R% 微数の焼上含。 2層

明協75Y R% 砂質ンル ト 微量の焼上含。

忙75Y R% 砂質ンル ト
野用 2曙

俺75Y R% 砂質ンル ト

明福75YR% 砂質ンルト lll居捌 り方

第34表  10号住居跡
土器破片資料

殊 生 上 師

合器 種 嚢or壺 褒

部 位 休 体

外

　

面

縄
文
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横
ナ
ア

マ
／
ツ

刷
毛
目

削
り

内

　

面

箆
ナ
デ

積
ナ
テ

範ママ
ナメメ

層No l

層血 2

合 計

と, LX 別 深 さ 上  仕

方

跡

つ

痕

掘

柱 明褐75YR% 砂grン ルト

方

跡
脚
触

８

１２ 鶴10Y R孫 砂質 ンル ト

方

跡

り

よ

猟

柱 明貰褐10Y RO/6 lrJ賃 シルト

方

跡

り

痕

粥

柱

“

“ 黄崎10Y R光 砂質 シル ド

鵜 り方 貰掲10Y R% 砂質 シル ト

黄獨10Y R% 砂質ンル ト

拙 り方 黄褐10Y Rネ 砂質 ンル ト

llり 方 黄偶,OY R% 砂質 シル ト

illり 方 偶10Y R% 砂 質 ン ル ト 炭化∽含。

隠 り方 明黄褐10Y R% frp質 ンルト

thり 方 明賛褐10Y R紫 砂質 シル ト



〔出土遺物〕土器や石製品、フレーク、チップが出上した。

料が得 られた。

Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

なお、層No 2か らは二器の実測1資

と
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第39図  10与住居跡出土進物
・徹 層 位 面 1底部 内 画 分 敏 伸

主師1器 高jT 層Nl1 2 (卸部)磨■、明樹75Y R% (郭部 )磨 キ、(脚 部)マ /ツ 色調外面同 図版20-4、

"奮

4歯あり

■師器襲 横チデ・肖1り 、褐10Y R% 撰ナデ箆ナア、色調界衝ral A血 図版20-5

■師器衰 層N仇 参 性ナア奪Jを 目,叩賞褐10V R雅 lJl i日 、色甜外r4同 AH 図版20-6

弥生上器 層血 2 軽文LR(41位 回転)、 明賞偶IoY R% 箆ナデ、明黄褐,OY R%

JINtti器 唇Nt1 2 撫糸 L(横位回転 )、 明褐75Yヽ % ヤメツ、に●,い控75YR%
4上■器 層Nl1 2 籍文R(斜位回転)、 によい賀絶ioY R% マメツ、に■|い策統10Y R%

11 号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡と外延濤付属ピットは共に円形の窪地として観察された,H層から

確認され|た。

〔重複・増改築〕認めら―れない。

〔規模。平画形〕長軸5,07れ 、短軸4.55m、 長方形である。

(竪穴層t〕 3層 に大別されるが、いずれも自然推積層である。

〔壁〕H層 、m層からなり、最も保存―の良い東壁では35cmの 高さで残存している。床面から急

な角度で立ち上がる。

〔床面〕住居掘り方埋土上面を床面としており、凹■力
'あ る。床面レベルはほtF同一である。

全体的にかたいが、住居中央部からカマドにかけての部分が特にかたい。なお、床面からは周

濤に継がる濤が 3条 、そ―れらに接続するもの4条、柱穴に接続するもの 1条ド填出された。こ



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

れらの濤の底面レベルは周濤の底面レベルよりも高い。

〔柱穴〕4個検出された。ピット1、 2、 3、 4は柱穴と考えられる。

〔カマド〕東壁に位置しており、燃焼部、煙道部が検出された。燃焼部は奥行き50cm、 幅80cm

である。燃焼部内部の底面、側壁内面は火熱によって赤変 してお り、支脚 と考えられる土師器

の甕が出土 した。煙道部は長さ90Cm、 幅35cm、 底面は中間部分に段があり、先端に近づ くにつ

れて高 くなる。 また、北壁からはより古いと考えられるカマ ドの燃焼部の一部 と煙道部が検出

された。燃焼部は火熱によって赤変 した内部底面と奥壁だけが検出された。煙道部は長さ116cm、

幅23cm(崩 落部分は除外 )、 底

面はほぼ水平であるが、先端

からは煙出しピットが検出さ

れた。燃焼部近 くに位置する

底面と天丼部全面は火熱によ

って赤変 している。なお、こ

の煙道部は地山を トンネル状

に繰 り抜いたものであるが、

崩落 している。

〔貯蔵穴状 ピッ ト〕 4個検 出

された。貯蔵穴状 ピッ ト1は

長車由116cn、 短草由102cm、 深 さ55

Cm、 長円形である。堆積土は

断面図に示 してある。貯蔵穴

状 ピッ ト2は長軸 39cm、 短軸

29cm、 深 さ 6 Cm、 不整長円形

である。堆積土は 明 黄 褐 (10

YR6/6)色 、粘土質シル トで、

炭化物、焼土を含む。貯蔵穴

状ピット3は 長軸55cm、 短軸

40cm、 深さ15cm、 不整長円形

である。堆積土は暗褐(10YR

%)色、砂質シルトである。貯蔵

穴状ピット4は 長軸72cm、 短軸

67cm、 深 さ24cm、 不整円形

第36表 日号住居跡ピット

番号 区 別 深 き 色

掘 り方

柱/R跡

明黄褐10Y R6/8

暗褐iOY R%
砂質シルト

ンルト

浅黄25Y%粘上を斑状に含。微量の焼土含

微量の炭化物を含。

方

跡
脚
磁

明黄褐2 5Y R6/8

によい黄褐10Y R%
砂質シルト

ンアレト

1夷 策25Y%I古■を狂状に含。

炭化物を含。

侃り方

抜取痕

黄褐 10Y R5/。

暗偶10Y R%
淡黄25V%粘上を斑状に含。
炭化物を含。

lFり 方

抜取夜

明黄褐10Y R6/8

にⅢい貧褐10Y R%
ルト質砂

ルト

黄25Y3/6粘 ■を亮状に含。

黄25Y%Iと上をJ/J状 に含。炭化物粧Ji含 。

第37表  H号住居跡lt積土

株取層名 ナll打
`“

こ四

■110Y RI%
呼用 1層

灰白,OY R% | 灰「 1火 山灰

偶]OY R% 砂 rltシ ル ト 微∴1の 炭化物 XIti♂ 。

V用 2扇IXttIOY R% 砂質シル ト 微■の炭化物 4t L含 。

に褐10Y R% 1/質 ンル ト

に いヽ従縄10Y R/ 砂 rtI占 ■

V層 3屈
によいOtttiOY R% 砂質粘t 明貨褐10Y R勅 質Wi上 を翔 人含。

IIttiOY R% 砂質ンル 床 |‖

'常

褐10Y R% 砂 ltン ル ト 同 出

町偶10Y R% 砂 rfシ ル ト 多liの 炭化物含 , IIPl l局

〕F,歳ク(1入 P】暗褐10Y R% 砂質ンル ト 炭化物含。itttIOY R%l1/質 lh土 を狂状含。

H褐 10Y R% 砂質シル ト 微■の炭化物含。

によい(得 10Y R/J 砂質シル ト

カマ トに いヽ賀褐iOY R% 砂質シル ト 焼■含。

'と

赤褐5Y R% F1/質 ンル ト 多hiの 焼上含.

編10Y R% 砂質シル ト

外延′‖
民褐iOY R% 砂質ンル ト

明irt掲 10Y R斃

‖キ褐IOY R% ル ト質砂

明lttt10Y R塊 砂質I占 土

外延 /t.

付属 P

にマSiい 貫掲10Y R/1 砂質シル ト 微量の炭化物、Fti含 。

単編10Y R% 砂質ンル ト 多呈の炭化物、焼■含。

に Ś(い 貨縄10Y Rレ 砂質ンル ト 貢橙10Y R1/alb■ を班状含す

明黄褐10Y R% 砂資格土

黄褐10Y R% 砂質シル ト 黄橙,OY R%粘 上を班状含。 カマドtt楽」

灰黄褐10Y R% 砂質ンル 黄橙10Y R%砂質IIと を斑状含。 周 轟 lllり 方

縄iO R% 砂質シル ト 貨栓iOY R%砂質粘■を斑】入含。 住房 I」 |り 方

黒IOY R% 砂質ンル ト 黄袴iOY R%砂質粘■を斑状含。

によい女怜10Y R% 質秒 1支黄25V%lb■ を斑状含。焼土塊含。

によい(I.R10Y R/ ル ト質砂 完黄25Y/11土 を班状含。境土塊含。

I“偶10Y R% ンル ト質砂 矢貨25Y%粘 上を斑状含。堤上塊含。

'IttIR・
5Y R% f1/“ ンルト 微 胤の炭化物、llt■含。 ロカマ ドS席
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

5        10cm

第41図  I「 号住居跡出土遺物

“

 別 位 外 面 底   部 内 lF 備 考

士師器1不 同溝底面 磨キ肖Jり 、によい赤褐25VR% 磨 キ 病キ 界処 ti褐 灰25YR%
±4J器よ不 床 磨キ肖Jり 、橙5Y R% 削 り 磨 キ 磨 キ 黒処 黒 10γ R% 図版22-1

気忠器
'不

機ナデ 肖】り、灰10Y6/ 回箆切 肖1リ 機ナデ 色調外面同 図版22-2

独uFi'不 床 撻ナア、灰賀25Yχ 回範切 ナア 睦ナデ 色調外面同 図版23-1

須な器よ不 日本膜面 機ナデ回削り、黄灰25Y% 回箆切 回削 リ 髄ナテ 色調外面同 図版24-3、 内外面に漆付着

独恵 PTjT・ 雑ナデ回削り、灰黄掲10Y R% 畿ナデ 色調外面同 図版22-3

LFllfT鉢 力●7 Flt面 削り明赤褐5Y R% 暦 キ 色調外面FJ



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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第42図  II号住居跡出土遺物

Frl 別 踊   位 外 面 底  郡 内 分類 備  オ

上師器喪 方マド医商 日〕ウ、り

'赤

薔5V R% 箆ナア、色調外面伺

」i,市 PII 口津J4前 横ナア 弔!t日 、明賀縄IoY R% 木典 横ナア 箆ナア、色副外 rtI同 図版2,-2

土FTtteA 円lVI虞 籠 概ナア前1り 、明賛偶10Y R% 箆ナア 肖Jり 、也調外‖,I可 LXl脱 22-5

59



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

0         5        10Cm

第43図  II号住居跡出土遺物

lr  別 位 底 常L 内 分 Arl 倫 を

上前
'器

製 カマドイ仰 嶽ナテ 叩日 日‖ウ リ〕鵜75YR・/8 幅,t日 、色調外面同 IД 版24-2

J‖市P.贅 JW ttK tti 積ナテ 山Jり 明襴75VR% 樹ナデ箆ナア、に工い貰袷10Y R% 内面に概庄戻あ り

‖市F・・
jT 輝Wl)3 積ナア允線、椛75YR% 麻キ4処、早7 5Y Rl%

に耐
'PFイ

購'2堆 徹■ 出!切 廃キ、締75YR豚 磨 キ 4処 猟褐5Y R%

独ⅢよPFJイ 層W〉 14～ 15(カ マ ド内 ) tFナ テに工いit2 5Y% 回箆切 税ナテ、色調外ni司 図ほ22-4

須忠器
'不

機+テ 啄オリーブ5Y% 四l麓切 純ナア、色嗣外面同

など器よイ 〕再ヽ●3 機十,,天 ォリーブ5V% 回箆切 強ナア、色調外面同



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

10cm

第44図 H号住居跡出土遺物

種  別 層    位 外 面 底 部 内

土師器要 層Nα 3(外 延溝付属 n) 横ナデ 肖1け 澄5Y RS/6 慣ナデ 箆ナア、色調外面同

土師器雲 層No 3(外 延溝付属 P) 横ナデ用J毛 日明焚褐10Y R% 横ナデ 使ナデ、色調外面同

土師器41 層No 4 横ナア肖Jり 貨褐10Y R% 本 案 積ナデ 箆ナデ に主い 賞性10Y R%



Ⅵ.1検出された遣構と出土遺惨

艤爾〃
5 螂聞

0         5        10cm

第45図  ‖号住居跡出上遺物
lr  "】 層   位 外 ll 底   郁 分類 考

と師器喪 層No14-15 横ナデ 肖Jり 、におtい 維75ヤ 良|% Hlリ 横ナデ 蒻J毛 日、色編外耐同 図版24-1

工師/f鎮 層Nl i4-IS 割り、1こ 工い父It'0マ R% 木梁 マメッ、色調外面日

仲よ器器 睦ナデ 回門じり、灰SY% 犠ナス 色調外面同 図版23■よ歳用綱

猟荘II華 層NⅢ 5 能ナア、
“
ヤ灰■21,V% 回削 り犠ナア 機ナス 色調外爾同

踪■■1器 層Nl1 5 縄文RI(繊位回転)、 明禍75γ R% 箆ナア、明赤樹SY R%

h■■器 層Nl,5 縄文 RL(横 位回転 )、 裕715Y Rt/s 箆ナデt明黄褐10イ R% AI



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

である。堆積土は黒褐(10YR%)色 、砂質シルトである。

〔周溝〕カマド部分を除いて、壁沿いに一周する。幅21～ 36cm、 深さ9～ 15cm、 断面は「u」 形

である。底面レベルは東壁下(カ マド附近)が最も高く、南西隅下に近づくにつれて低くなり、

外延濤に接続する。周濤の掘り方は全周する。

〔外延溝〕住居の南西隅から住居外緩斜面(西 )に 向ってのびる。長さ6.16れ 、幅0.66m、 断面

は「U」形である。中間部分には長軸2.15m、 短軸1.84m、 深さ0.47m、 不整形のピット(外延濤

r・lsピ ゥト)がぁるЬ住居から離れるにつれて底面レベルは低くなり、外延濤付属ピットの底面

に至って最も深くなる。さらに、このピットの西壁上端の部分には、濤が認められる。この濤

は底面レベルを減 じながら、緩斜面に沿ってのびる。なお、

本住屋跡の南西I品 から外延濤付属 ピットまでの外延濤は、上

部の堆積上がH層 に酷似 していたため、そのプランがはっき

りせず、非常に把握 しにくかった。このことから、当初は住
~   

居 と外延濤付属ピットが、別個の遺構ではないか と考えたこ

とも付け加える。
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第46図  |1号住居跡出土遺物

5cm

第38表  |1号住居跡土器破片資料

＼ 拗( Ji

il

器  FI 数or萱 |ィ
架

謝
' 

位 体 lA

外

!灯

継 マ

文 /
マ

メ

ツ

削
リ

慨hhマ マ 根

ナ

テ

削

り

肖J削 削山Jマ マ
リ|,ウ リメメ デ栗メ/メ

醜
ナ
テ

崚
ナ
デ

機

ナ

テ

対J

内

　

　

画

箆 マ 躊
キ

中
一処

踏
キ

＝
処^

frlマ 械マ 箆
ナ
テ

樹
ナ
テ

箆ナ),〕 マ箆マ
ナア毛ノナ/
デ ロ/デ ン

箆箆箆ナマ

テ
'デ

 /

樋
ナ
デ

腰
ナ

，

礎
ナ
デ

艇
ナ
デ

I婚

層No 3

層N94

層Nl】 5

層Noこ 0

1貯 2JEf r■

層M14-15

P44j jjkl k泉

カマ ド底画

Pl担 り方

層N132

合  副

種   別 層 位 長X TE X ttem

針状鉄製品 (62)X04× O

第39表  |1号
住居跡フレー

ク・チップ

種別 層 位 長×輛×厚cm 備  考

鉄 鋏 層m3 (153) 図 llt22-6

種 別 層 位 長Xtin Xttem 石 材 分 類

石鏃 層No4 貫岩



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔出上遺物〕床面を中心に土器の一括資料が出土したと鉄製品、石製品、フレーク、チップも

出土している。

12号 住 居 跡

〔確認面〕Π層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸3.90m、 短軸3.62m、 ほぼ正方形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕第Ⅲ層からなり、最も保存の良い北西壁では10cmの高さで残存している。床面から急な

角度で立ち上がる。

(床面〕H層 を床面としており、凹凸がある。床面レベルは北隅下が高く、南隅下に近づくにつ

れて低 くなる。全体的にかたいが、住居中央部からカマ ドにかけての部分が特にかたい。

〔柱穴〕 5個検出された。ピット1は竪穴外にあるものの、掘 り方と柱痕跡が区別された。そ

の他は柱穴とは考えられない。

〔カマド〕南束壁に位置しており、燃焼部だけが検出された。燃焼部は奥行き53cm、 幅84cmで

ある。燃焼部内部の底面、奥壁、側壁内面は火熱によって赤変 してお り、支脚 と考えられる土

師器の甕が出土 した。

〔貯蔵穴状ピツト〕 1個検出された。貯蔵穴状ピット1は長軸98cm、 短軸79cm、 深さ17 cm、 長

円形である。堆積土は2層 に分けられる。上層は層No 4と 同じであるが、下層は灰責褐(10YR
5/2)色、シルト質砂で、層厚は l Cm、 底面に極く薄く堆積しているものである。

〔周溝〕カマド部分を除いて、壁沿いに一周する。幅 6～ 20cm、 深さ3～ 9 ёm、 断面は「U」 形

である。底面 レベルは北隅下が最 も高 く、南隅下に近づ くにつれて低 くなり、外延濤に接続す

る。周濤の掘 り方は全周する。

(外延溝〕住居の南隅から住居外緩斜面(南西)に 向ってのびる。長さ4146m、 幅0.24m、 断面

第40表

12号住居跡土器破片資料
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第41表  12号住居跡 ピット
番号 区  別 深 さ 圭  色 備

方

跡
刷
畝

女絶10Y R%
褐ュoY R4/6

祐土質砂

砂質シル Ⅲ

焼■含。深さは竪穴外確認面との比高。
深さは竪穴/1・確認面との比高。

IIPり 方 褐10Y R% 砂質ンル ト 炭化物、焼土含。支橙ユOY R%砂質粘■を狂状含。

剤 り方 嗜褐19Y R% シルト 黄橙10Y R/8砂 質粘上を斑状含。

掘 り方 褐10マ R% 砂質シル ト 費澄10Y R%砂質粘土をItllA含。

掘 り方 時褐10Y R% 黄橙 10Y R/3砂 質梢土を斑状含 .



土      色 備    考 採取層名 jL積範囲

によい黄褐10Y R4/3 砂質ンル ト

竪層 1層福75YRツ 砂質シルト 炭化物、焼上含。

暗褐75Y R% 砂質ンル ト 炭化物含。

黄褐10Y R% 砂質シル ト 竪層 2層

明褐7 5Y RS/6 砂質ンル ト

明縄7 5YR/s 砂質ンル ト 炭化物、焼■含。

赤褐5Y R4/8 構主質シル 多数の雄工含。 8層

褐10Y R4/6 砂質ンル ト 外延溶

黄福 10Y R5/6 砂質描土 カマド構築土

皓褐5Y Re/6 砂質ンル ト 炭化物、焼上含。
日溶掘 リオ

鶴10Y R′ 砂質ンル ト

Ⅵ 検出された遺構 と出上遺物

は「 U」 形である。住居から離れるにつれて底

面レベルは低くなる。

〔出上遺物〕床面を中′と、1こ 土器の一括資料が

出土 した。石製品 も出土 しているを

第42表

12号住居跡堆積土
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

10cm

第48図  12号住居跡出土遺物

彰
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種 層 位 舛 面 底   部 内 分 類 備 考

土師器
'7

床 韓ナデ回周サリ、袴75YR% 回糸切 回肖】リ 磨キ黒処、黒10Y R% 図版25-1

赤純土器 .・ 7N 犠ナア 回削 り、橙5Y RC/6 回糸切 機ナア、色調外面同 回版ツ5-2

赤焼上器高台
'不

機ナア橙75Y R% 雑 ナ デ 犠ナデ、色調外面同 図版25-3

赤焼土器高台雰 床 雑ナア綺75YR% 髄ナア 様ナア、明赤褐2 5YR5/8 図版25-4

土師器褒 床 横ナデ・削 り にお,い黄橙10Y R% 積ナア婦I毛 目、明黄褐10Y R%

土師器褒 機ナデ・曽1り 、橙7 5YR% ナ ア 犠ナア、色調外面同



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物
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第49図  12号住居跡出土遺物

rr  別 層位 外 残  部

土師器策 床 機ナデ、明黄褐10Y R% 回糸切 機ナア、色調外面同

■師器築 韓ナデ回屈J毛 目HP日 、浅黄25Y% 回削毛 日、色調外面同

土師器衰 叩 目 削 り、灰10Y/ 当日、色調外面同



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

0         10        20cm

第50図  12号住居跡出土遺物

,1 男1 層位 外    面 氏削
`
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須恵器要 叫
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、灰75Y% 当日、灰10Y%
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ツ

ツ
▼ 戸

0      2.5      5cm

fII"∬ 唇 位 長 X幅 ×厚em 石  材 分類

布匙 (54) (58 雑灰岩

13号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡は長円形の深い窪地として観察され、夕量の水分を含んでいた。H

層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕長軸4.42m、 短軸4.02m、 ほぼ正方形である。

(竪穴層位〕 3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、皿層からなり、最も保存の良い西南隅では43cmの 高さで残存している。床面から

急な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面としてお り、凹凸はなく、床面レベルはほぼ同一である。住居中央部から

カマ ドにかけての部分を除いて、全体的にやわらかい。なお、床面には周濤からのびる濤が 5

条、および、それに接続するもの 3条が認められた。これらの濤の底面レベルは住居中央部が

高 く、壁下にある周濤に近づ くにつれて低 くなる。

(柱穴〕7佃検出された。ピット3は住居外にあるものの、掘り方と柱痕跡が区別された。そ

の他のピットは柱穴と断定できない。

〔カマ ド〕北壁に位置しており、燃焼部、煙道部が検出された。これらはともにH層 、m層 を

掘り込んで構築 しており、竪穴外に「n」形に突き出している。燃焼部を支脚と考えられる土師

器の甕が出土した位置までと仮定 した場合、奥行き51cm、 幅53cmで ある。燃焼部内部の底面、

る



Ⅵ 検出された遺構と出土道物

および住居北壁から38～ 16cm離れた傾I壁内面は火熱によって赤変している。煙道部は長さ68cm、

幅42cm、 底面は中間部分に段があり、先端に近づ くにつれて高 くなる。

〔貯蔵穴状ピット〕 3個検出された。貯蔵穴状ピット1は長軸84cm、 短軸67cm、 深さ1l cm、 長

円形である。堆積土は 2層 に区分され、上層は層厚 8 cm、 層No 5が最上部から下部にかけて堆

積している。下層は灰黄褐 (10YR発 )色、砂で、層厚は 3 cmである。貯蔵穴状ピット2は長軸40

Cm、 短軸32cm、 深さ 6 cn、 長円形である。堆積土は層厚の進いはあるものの、貯蔵穴状ピヴト

1と 同様である。貯蔵穴状ピット3は 長軸86cm、 短軸22cm、 深さ 6 cm、 長円形で、堆積土は貯

蔵穴状ピット2と同様である。

〔周溝〕北壁の東側半分を除いて壁沿いにめ ぐる。幅15～ 27ё m、 深さ6～ 1lcm、 断面は「 U」 形

である。底面レベルは北壁下中央部、北東隅、南東隅が高 く、西壁

下中央部分 と北東隅下が低い。東壁下の周濤は底面レベルを減 じな

がら貯蔵穴状ピット1と 外延濤に接続する。北壁の東側半分には同

濤の掘 り方は認められない。

〔外延溝〕住居の北東隅から住居外緩斜面(北東)1こ向ってのびる。長

さ10.94m、 幅042m、 断面は「U」 形である。住居から離れるにつれ

て底面レベルは低くなる。

〔周囲の状況〕住居外、北側の部分に高まりが認められ、調査の最

終段階でこの部分に 2本のベル トを残 し、堆積上のキ1離 を行なった。

その結果、この高まりはH層からなるもの

と分ったが、その上面、および上部には炭

化物や焼土が多く含まれていた。

〔出土遺物〕床面、貯蔵穴状ピット1を 中

心に土器の一括資料が出上した。

第45表  13号住居跡ピット

IV号 区  別 ■  附

オれ十り方 婦 N■51こ 1■ じ 用N()5に 同じ

抑Iり 方 におtい lrtttiOY Rン

方

跡

り

穴

によい黄鶴10Y R%

'I褐
10Y R%

砂質シルト

砂Ttシ ル
|

llIIり 方 によい llt禍 10Y R/1 砂質ンル ト

IIIリ オ 偶IOV R% r17質 ンル ト

llt・ リケ 褐10Y R/ 砂質ンル

ll〕 オ 褐10Y R% 砂質ンル ト

第43表

13号住居跡土器破片資料
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今  fI

色 J:性 れ ケ 採llk層 イ 嘉IIH沌側

黒10Y R% 砂質ンル ト 1厨
騒層 1層

叫黄褐25Y% 灰 白火口I灰 ,

黒5Y Rl% 砂質ンル ト 多ritの 炭化物命( 整層 2肝

黄褐10Y R% 砂質ンル ト lVx■の炭化物行。 4層
墜層3屈

明黄褐ユOY R% 砂質フル ド 傲帝tの炭化物含。

黒鶴75YR% ンルトf/f砂 多量の炭化物含、

周ftll ttfVJ黄精10Y R% 砂質■,■ 微■の炭化物含。

明褐10Y R% 卜質砂 多 itの 炭化物含。

明褐75Y R% 砂質ll■ 微丘の焼土含。

赤IF2 5Y R/6 砂質 Iti■

褐75YR/ 砂質II」
=

微量の焼土含.

赤褐25YR% 砂質絣i

明賀褐10Y R斃 砂質lliJ=

晰赤褐25YR% 砂質粘■

黒褐75Y R% 砂質ンル ト 微量の炭化物、艇■含.

褐75Y R% 砂質ンル ト 微Rの文化物 疑上含。

赤掲5Y R/6 砂質シルト 微 llの 炭化物、縦コi含。

偶75Y R% 砂質ンル ト

/1・延fftl

褐10Y R% 砂質ンル ト

明黄褐 10Y R% ンル ト質砂

によい貨綴10Y R・/ 砂質ンル ト

明安偶10Y Rぇ ル ト質砂
第44表  13号住居跡堆積土
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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第52図  13号住居跡出上遺物

肋硼解

髄  蒻1 層 位 面 底 部 内 臆  考

須な器麻 駈'1底 函 懐ナデ 線刻、灰 白N7/ 回箆切 肖より 繰刻 犠ナデ、明オリーブ灰25GY% 図版26-1

頻想器
'不

貯 1底節 機ナデ灰L175Y% 回箆切 ナデ 機ナデ、色調外面同 図版26‐ 2

士師器褒 ?ド 支脚 横ナア肖より、始75YR% 刷毛 目 色調外面同 図 阪26-3

上1げ 器喪 貯 1底 面 横ナデ 磨 キ 閂Iり 、橙25YR% 横ナデ 色調外面同

土rF器喪 積ナデ
',日

肖Jり 、によい黄絶10Y R% 横ナデ 刷毛日、色調舛面同 図版27-1



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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第53図  13号住居跡出土遺物
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内
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'5Y R%

木柴 箆十テ、明休lh2 5Y R%

「
印F器 駅 削り、によ,ヽ竹7 5YR% 木失 箆ナテ 色調外mi阿

14号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕不明。

〔規模。平面形〕壁が削平されていたため、規模と平面形は不明である。

〔竪穴層位〕堆積土は検出されなかった。

〔壁〕検出されなかった。

〔床面〕検出されなかった。なお、地床炉のまわりには床面が残存していたものと推定される

が、調査の時点で、とらえることはできなかった。

〔柱穴〕15個検出された。ピット1、 2、 5、 8は地床炉を中′はとする配置から柱穴としての

可能性が考えられる。

〔炉〕ピット1、 2、 5、 8を 結ん

だ長方形の区画内、中′いから北西寄

りの位置に検出された。長軸20cm、
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短軸 14cm、 長円形の焼

け面からなる地床炉で

ある。

(周溝〕認められない。

(出土遺物〕土器や石

製品が出土した。
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物
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第47表  14号住居跡 ピッ ト

番号 区 別 深 さ 土 性 備

掘 り方 褐iOY R4/6 砂質ンル ト 柱穴か ?炭化物含。深さは確認箇との比高。

掘 り方 褐10Y R% 桂穴か ?深さは確認面との比高。

掘 り方 明黄福ユOV R% 砂質ンルト 炭化物含。深さは確認面との比高を

掘 り方 黄褐10Y R% 砂質ンル ト 深さは確認面との比高。

掘 り方 褐IOY R% 砂質 ンル ト 柱穴か ?微量の炭化物、焼土含。深さは確認面との比高。

掘 り方 黄褐10Y RS/6 砂質ンルト 條さは確認面 との比高。

掘 り方 黄褐10Y R5/6 砂質ンルト 深さは確認面 との比高。

掘 り方 明黄褐10Y R% 砂質 シル ト 柱穴か ?深 さは確認面 との比高。

掘 り方 黄得10Y R5/6 深さは確認面との比高。

掘 り方 2“田 褐10Y R% 砂質ンル ト 深さは確認面との比高。

掘 り方 褐IOY R% 深さは確認面 との比高。

臓 り方 明黄編10Y R% 砂質シル ト 深 さは確認面 との比高。

縮 り方 鶴10Y R% 砂質 ンル ト 探さは確認面 との比高。

掘 り方 褐10Y R% 砂賃ンルト 深さは確認面との比高。

掘 り方 偶10Y R% 砂質シル ト 深さは確認面との比高。

くΨ鳥24陣~注~適m 4ヽ<路2生
|

C                                                  D
踊

第55図  14号住居跡



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

15号 住 居 跡

降認面〕m層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模・ 平面形〕西壁、および、北壁 と南壁の一部が検出されたが、

め検出されなかった。一辺は3.55m、 隅が九みを帯びた不整正方形、

と推定される。

第48表  15号住居跡ピット

番号 区 房I 深 き 色 土 性

掘 り方 偶iOY R4/6 砂質ンル ト

掘 り方 褐10Y A4/6 砂質ンル ト

掘 り方 によい黄禍ユOY R% 砂賓シル ト

掘 り方 褐10Y R4/6 砂質ンル ト

掘 り方 褐7 5Y A4/6 砂質ンル ト

掘 り方 褐7 5Y R4/6 ン,レ ト

掘 り方 褐10Y R4/6 砂質ンルト

第49表  15号住居跡堆積土

土    色 土 性 採取層名 lt嶺範囲

略褐75Y R% 砂質ンル ト 1層

竪層 l層侶10Y R% 砂質シルト 2層

褐7 5Y R4/3 砂質レル ト

明黄褐10Y R3/6 砂質粘主 竪層 2層

明黄得10Y R% 砂質粘土 住居掘 り方

その他の部分は削平のた

または不整長方形である

〔竪穴層位〕2層 に大別

されるが、いずれも自然

堆積層である。

〔壁〕HI層 からなり、最

も保存の良い西壁では13

cmの高さで残存 している。

床面か ら急な角度で立ち

上がる。

〔床面〕住居掘 り方埋土

上面を床面としてお り、

凹凸がある。底面レベル

は西壁下が高 く、東側に

第50表 15号住居跡
フレーク・チップ

第51表

15号住居跡土器破片資料
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

なるにつれて低 くなる。地床炉周辺 を除いて全体的にや わ らか い。

〔柱穴〕711検 出されたが、柱穴として考えられるものはない。

〔炉〕住居の中央部から、周囲の床面よりも約3 cm高 く盛り上がった状態で検出された。長軸

41cm、 短軸23cm、 不整長方形の焼け面からなる地床炉である。

〔周溝〕認められない。

〔出土遺物〕土器や土製品、フレーク(チ ップが出土した。なお、床面から土器の実測資料が

得られた。

0          5         10Cm
鴫

第57図  15号住居跡出土遺物

fr   "1 将 lr 舛 k削
`

1有 分演n

L帥 器‖ 抹 溶 キ 縄″5Y R/t 麓ナテ t」L外 面同 F/4脱20-2

(表 れ1)中 J突 文赤鶴25V R% (業 面,求r突文、明黄褐10Y R% 図版29-1

16号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡は円形の深い窪地として観察され、多量の水分を含んでいた。Ⅱ層

から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕長軸3,79m、 短軸3.76m、 正方形である。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良い北東隅では51cmの 高さで残存している。床面から

急な角度で立ち上がる。

〔床面〕住居掘り方埋土上面を床面としており、凹凸はない。床面レベルはほぼ同一である。

全体的にかたいが、住居中央部からカマドにかけての部分が特にかたい。

〔柱穴〕 1個検出されたが、柱穴と断定できるものはない。

〔カマド〕東壁に位置しており、燃焼部、煙道部が検出された。燃焼郡は奥行き56cm、 幅11lCm



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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第52表  16号住居跡ピッ ト

番号 区  別 深 さ 土  色 土  杜

掘 り方 層No4に 同し 層Nd4に 同 し

第53表  16号住居跡堆積土

色 土 性 傭 考 採取層名 堆積範囲

黒75YR% 1層
竪層 1層

灰白75YR% 灰 白火山灰。

におfい黄福ユOY R% 砂質ンル ト 3層 竪層2層

黒禍iOY R% 砂質シル ト 多量の炭化物、焼主含。 4層 竪層3層

によい黄橋10Y R% 質砂 褐10Y R%シ ルト質砂含。 周 溶 周 溝

黄褐10Y R% 砂 質 ル ト

カマド

明黄褐10Y R% 砂質ンル ト

黄褐10Y R‰ ンル ト質砂

僑75YR% 砂質ンル ト 焼■含。

赤褐5Y R% 砂質ンル ト 多量の焼上塊含。

異禍iOY A% 砂質ンル I 多量の炭化物含。

明黄褐10Y R6/8 砂質 I・H土 福10Y R%砂質シルトを斑状缶 力?ド構築■

黄褐10Y R・/6 砂質 シル ト 安橙10Y R7/8砂 質格とを斑状含。 住居jHり 方

第54表  16号住居跡土器破片資料
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Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

0         5        10cm

第59図  16号住居跡出土遺物
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

である。燃焼部内部の底面く奥壁の最上部、側壁内面は火熱によって赤変 している。煙道部は

長さ132cm、 幅40cm、 底面は先端に近づ くにつれて低 くなる、先端からは煙出しピッ トが検出さ

れた。

(貯蔵穴状ピツト〕1個検出された。貯蔵穴状ピットとは層Nα 4が堆積しているもので、長軸

66cm、 短軸28cm、 深さ21cm、 長円形である。

(周溝〕カマド部分を除いて壁沿いに一周する。幅22～ 40cm、 深さ9～ 1lCm、 断面は「U」形で

ある。底面レベルは北西隅下が最 も高 く、南西壁下に近づ くにつれて低 くなる。 カマ ド燃焼部

が構築されている壁下には、周濤の掘 り方は認め られなかった。

(周 囲の状況〕住居外、西側の部分に盛土状の高まりが認められ、調査の最終段階でこの部分

にベルト1本を残し、堆積土の剰離を行なった。その結果、この高まりはH層からなるものと

分ったが、その上面、および上部には炭化物や焼上が 多く含まれていた。

〔出土遺物〕床面から土器の一括資料が出土した。

17号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡は円形の極めて深い窪地として観察され、

ジメiし ていた。Π層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕長軸5,29m、 短軸5。 18m、 正方形である。

⊂三三三巨巨昌邑呂言三:g:き Ξ≧三三望旦≧基≧砂
2

第60図  16号住居跡出土遺物

徹   "1 層位 外 面 底  部 内 情    ち

須恵糾 イ 強ナデ回削り、灰白5Y% 回削 リ 椛ナデ 色調外面同 図脱30-3

狼恵器盤 雑ナデ回肖〕り、ヤ灰iOB G% 範ナデ」常赤灰5PB% 図版30-2

赤焼上器高 r,よイ 床 機ナデ 掩5Y R% 機 ナデ 確十デ 色調外n,同 図版BO-4

0          5         1ocm

多量の水分 を含んで ジメ



|

搬

　

　

―

飾

ノ

／
」

ミ
一

／

　

　

　

勲＼

ミ
＼

、

ヤ
ヽ

＼

ヽ

ゝ

十N弦
E129

R__

第61図  17号住居跡

80・ 81



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、い

ずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層・Ⅲ層からなり、最 も保存

の良い北西隅では44cmの 高さで残存 し

ている。床面から急な角度で立ち上が

る。

〔床面〕大部分は住居掘り方埋土上面

を床面としているが、北壁付近はⅢ層

を床面としている。凹凸はないが、床

面レベルは西壁付近が高 く、東壁に近

づ くにつれて低 くなる。住居中央部か

らカマ ドにかけての部分を除いて、全

体的にやわらかい。

〔柱穴〕 9個検出された。ピット4、

6、  7、 8は柱穴と考えられる。また、

東壁に検出されたピット1、 2、 3は

その配置から壁柱穴であろう。その他

は柱穴とは考えられない。

〔カマ ド〕東壁に位置 してお り、燃焼

部だけが検出された。燃焼部は奥行 き

61cm、 幅115cmで ある。燃焼部内部の底

第55表  17号住居跡唯積土

色 土 ‖ 備 採取層名 堆積範囲

累1こきユOY R,イ ι
竪層 1層

灰ilttt10Y R% 灰 ri火 山灰。

晴褐10Y R% 砂質シル ト 微量の炭化物 焼■含。
筆層2層

褐IOY R/ 砂質シル ト 4層

によい貨掲よOY R4/3 砂質シル ト 竪層3層

褐iOY R% ル ト質砂 周 溝

赤褐5V R/8 l1/質 ンル ト 多■の炭化物、/jt土 含。

'I水
編5Y R% 砂質ンル ト 多■の炭化物、lyt土 含。

褐75YR兆 砂質ンル ト

褐10Y R% 砂質シル ト 外延れ 1層

暗褐10Y R% 砂質シル ト

貨IFa10Y R% ル ト質砂

賛襦 10Y R/1 砂質ンル ト 住居lFり 方

丈褐10Y R・/1 砂質lh」を カマ ド構 架 土

明女偶IOY R% 砂質ンル ト 微二の炭化物 焼土含。 周轟掘 り方

第56表  17住居跡ピッ ト

警号 区  別 深 さ 主   色 」:  ‖:

貨褐IOY R% 砂質ンル ト lttt主 人。深きは住居lt JI端 とのIヒ高。

lllり 方 僑ユOY R% 砂質ンル ト 壁柱穴。深きは住居 fIV」 引鴇との比高。

11り 方 儒10Y Rタ 砂質ンル ト lV,大Ь深さは住居軒上瑞 との比高。

方

跡

り

疲

猟

柱

禍10Y R/
晰樹10Y R%

砂質シ′レト

砂τ托シル |

明偶灰75YR%砂質常Jiを 斑軒米含.

lllり 方 偶IOY R孫 砂質ンル ト

方

勤

り

爽

猟

柱

渦75γ R%
晰褐10Y R//

P質 シルト
砂 lfシ ル ト

I明 褐灰75YR%妙質ホh土 を斑状含。

方

跡

り

求

加

仕

明褐75Y R%
‖偶10Y R%

砂質ンルト

1/ttン ルト

明偶灰75YR%砂質llu土 を斑状金。

方

跡

り

穴

＝

＝

褐10γ R%
叫偶10Y R%

ljN質 ンル ト

砂 rtン ル ト

明偶灰75YR%砂蜜Wi■ を■,大 す。

lllり 方 層Nr4に 同 t 層No41こ 同じ
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Ⅵ 検出された遺構と出Ji遺物

輯

0          5         10cm
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

0        5       10cm
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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第64図  17号住居跡出土遺物

0          5         1ocm

種   別 層位 長×幅 X ttcm

(43)X(15)× (04)

面、側壁内面は火熱によって赤変しており、支脚と考えられる土師器の甕が出上した。

〔貯蔵穴状ピット〕3個検出された。貯蔵穴状ピット1は層No 4が堆積するもので、長軸61cm、

短軸40cm、 深 さ10cm、 長

円形である。貯蔵穴状 ピ

ット2は 住居外に張 り出

したもので、長軸48cm、

短草由42cm、 深 さ14cm、 長

方形である。貯蔵穴状 ピ

ット1と 同様、層No 4が

堆積 している。貯蔵穴状

ピ ッヽ ト 3は長車由42cm、  短

軸35cm、 深 さ14cm、 長円

第65図  17号住居跡出土遺物

―↓
0      2.5      5cm

種   別 層  位 外 面 内     面 分 類 備  ち

土師器jTN 層No 3 横ナデ・肖1り 明赤褐2 5YR% 用J毛 目 色調外面同

■師器17N 層No 4 機ナデ 日Jり 、明赤僑2 5Y R5/s 回糸切 磨キ 黒処、黒7 5YR

土師器要 層No 3 機ナデ、に■てい偶75YR% 髄ナア、色謁外面同

弥生土器 縄文RL(横位回転)押圧サ!突 、明貨褐10Y R銘 ナア、明黄褐10Y R6/8

弥生土器 縄文RL(績位回転)沈線,I突、におfい黄橙10Y R% ナデ、明黄褐10γ R%

―◇

種別 層  位 長Xtt X ttcm 備  考

石鏃 層No 3 (18 北質疑灰岩 図版 31

種 別 層 位 長 X幅 ×厚cm 備  考

石,族 層No 3 オ 岩 図 版31-3



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

形である。堆積土は褐 (10YR4/6)色 、砂質 シル トである。

〔周溝〕カマド部分を除いて壁沿いに一周する。幅14～ 32cm、 深さ5～ 13m、 断面は「U」形で

ある。底面レベルは西壁下中央部が最 も高 く、北東隅下に近づ くにつれて低 くなり、外延濤に

接続する。周濤の掘 り方は全周する。

〔外延溝〕住居の北東隅から住唇外急斜面(南東)に 向ってのびる。長さ5。 31m、 幅0,36m、 断

面は「 U」形である。住居から離れるにつれて底面レベルは低 くなる。なお、住居の北東隅から

→|←印の部分にかけては、上部の堆積上がH層 と酷似していたため、そのプランがはっきりせ

ず、把握しにくかった。それに反して→|←印の部分から外延濤の先端にかけては、H層 (地山)

よりもやや黒味を帯びた砂質シルトが上部に堆積していたため、プランの検出は容易であった。

〔出土遺物〕床面を中′心に上器の一括資料が得られた。鉄製品、石製品も出土している。

18 号 住 居 跡

〔確認面〕H層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸3.89m、 短軸3.16mの長方形で、西隅付近だけが検出されなかった。

〔竪穴層位〕1層に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕Ⅱ層、Ⅲ層からなり、最も残存していた北東壁で5 cmの 高さしかない。床面から急な角

度で立ち上がる。

〔床両〕Ⅲ層を床面としており、凹凸はない。床面レベルは北隅下が高 く、南隅下に近づ くに

つれて低 くなり、全体的にやわらかい。なお、床面にはカマ ド燃焼部のところから南隅近 くに

向ってのびる濤が走っており、外延濤に接続する。底面レベルはカマ ド燃焼部のところが高く、

外延濤に近づ くにつれて低 くなる。

〔柱穴〕4個検出された。ピット3は 竪穴外にあるものの、掘 り方と柱痕跡が区別された。そ

の他は柱穴とは考えられない。

〔カマド〕北東壁に位置しており、燃焼部と煙道部の煙出しピットが検出された。燃焼部は奥

行 き49cm、 幅100 cmである。燃焼部内部の底面、側壁内面は火熱によって赤変 している。煙道部

の長さは煙出しピットの位置から考えると86cmで ぁったと推定される。

〔周清〕北東壁を中ッと、とする住居のほぼ半分、壁沿いにめぐっている。幅10～ 20cm、 深さ3～

4 cm、 断面は「 U」 形である。底面レベルは北隅下が最 も高 く、カマ ド燃焼部、および北西壁下

中央に近づ くにつれて低 くなる。カマ ド燃焼部が構築 されている壁下には周濤の掘 り方が認め

られる。

〔外延清〕住居の南隅近くから住居外緩斜面(南 )に 向ってのびる。長さ2.57m、 幅0.24m、 断



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

面は「U」形である。住居から離れるにつれて底面レベルは低くなり、外周濤に接続する。

〔外周溝〕北西～南東の幅7.02m、 住居の二方を囲み丘陵緩斜面(南 )に 対して開口しており、
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5＼

334＼

＼
＼

―
“
4//

二十~~~~イン331

+N86
。 E■

0  1      2

487    2

◎ P3

ゴ

第66図  18号住居跡



色 土 性 備 考 採取層名 堆積範囲

によい黄澄10Y R% ンル ト質砂 酸化鉄の粒子含。 1層
竪層 1層

浅黄25Y% ルト質砂 2層

によい黄25Y94/ 質砂 酸化鉄のXNI子 含。 周 濤

得10Y R% 砂質シルト 微量の炭化物、焼土含。

明黄禍10Y A6/6 砂質シルト

暗褐10Y R% ンル ト質砂

暗褐10Y R9/3 砂質ンル ト 酸化鉄の粒子含。
外目湾

によい黄橙10Y R% ンル ト質砂

黄偶10Y良% 砂質ンル ト 彦マド構築土

禍ユOY R% ンルト質砂 周漏掘 り方

第58表  18号住居跡堆積土

ヽヾ＼
＼へⅢ
、ヽヾ

＼

Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

平面形はやや角張った「n」形をしている。

濤の最大幅0.68m、 最 も保存の良い北東

辺では0.13mの深さで残存しており、断

面は「ヤ」形である。底面レベルは北辺壁

下が最 も高 く、開田部に近づ くにつれて

低 くなる。

0          5         10cm

第67図 18号住居跡出土遺物

卜1 膠1 層 位 外 lX部 lII を

上師器
'不

床 横ナア・陶1り た報、にォいlltil10Y R% 曙キエ処 ‖7 5Y RI% IX4 Jkal-5

独と材V不 競ナ,内J〕 灰白75Y% 機ナテ、と,調 外hiFJ LX版31-6、 k謝
`に

4・式あり

i師器喪 床 肖〕り、怖75Y R% 木葉 箆ナデ 色測外mi“ J

土肺,肝 笈 におヽ 構ヽ75VR% 米央 マ メ ン 色澗外的iFE

層Nα l 樹ナテ 曲Jり 、によい貨托二oY R4/ 磨キ‖処、■〔JOY R1/

上師器よ 層No 4 削 り 怜75Y R% 箆ナテ、色 vH 71・面同



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

第59表  18号住居跡土器破片資料

＼ 株 J:
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〔出土遺物〕床面から土器の一括資料が得られた。

19号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模 。平面形〕西壁、お よび北壁 と南壁の一部が検出されたが 、その他の部分は削平のため

第61表          襟 出されなかった。一辺は3.20mの正方形 、または長方形である

19号住居跡土器破片資料   と推定 される。
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第62表  19号住居跡lt積土

Ji   色 土  刊: 採取層名 堆檀範田

褐10Y R% 砂質ンル ト 微■の炭化物含。

略用 1層黄褐10Y R% 砂質ンル ト 微Hの及化物、焼上含.

li褐75Y R% 砂質ンル ト 多itの 炭化物含
`

3馬

明黄IRユ OY R孫 砂質Iri■ 彰層 2層

褐75γ Rツ j17質 シル ト 微十の炭化物 縫■含.

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

(壁〕m層からなり、最も保存の良い西壁では10Cmの高さで残存

している。床面から急な角度で立ち上がる。

〔床面〕IH層 を床面としてお り、凹凸はない、底面レベルは西壁

下が高 く、東側になるにつれて低 くなる。全体的にかたいが、地

床炉周辺が特にかたい。

_鹸!隅
|

峯

0      2.5      5cm、
| 第63表  19号跡ピット

第60表  18号住居跡 ピット

Tr号 区 別 也 ■ 17: 柿

llり 方 に́ヤい錠褐10V R% ル ト質砂

にマS(い AttIOY R/1 シル ト質砂

掘リオ

柱よ跡

縄,OY R%
羅lF910Y R%

妙質ンルト

砂Hン ルト
深さは墜穴外IIM認 山,と の比高年

深さは

“

大外確認mFと の比高

ォ リーブ稲25Y R// 木痕跡。

第68図  19号住居跡出土遺物
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方
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明貨褐10Y R%
掘,OY R%

砂質ンル ト

砂質ンル ト



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔柱穴〕2個検出された。ピット1、 2は柱穴と考えられる。

〔炉〕住居のほぼ中央部か ら、床面と同一 レベルで検出された。長軸46om、 短軸44cm、 不整形

の焼け面からなる地床炉である。その下には、地床炉の掘 り方 と考えられる皿状の落ち込みが

検出された。

〔周溝〕認められない。

〔出上遺物〕土器や石製品が出上した。

＼
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＼＼`

｀
34 8
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洋
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ゝ
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0     1     2m
ll_I I… !.I

第69図  19号住居跡

20号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕長軸3.72m、 短軸3.34m、 長方形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い北東隅では1lcmの高さで残存している。床面から急な角
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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第64表 20号住居跡 ピッ ト 第65表 20号住居跡堆積土

土   色 与 採取層名 ・41嶺範囲

暗掘75YR% 砂質シル ト 微量の炭化物含。

竪層 1層欄10Y R% 砂質 ンル ト 微量の炭化物含。

☆褐10Y R・/8 砂質ンル ト 微壁の炭化物 焼土含。

明黄褐10Y R6/f 砂質粘上 竪層2層

度で立ち上が る。

(床面〕III層 を床面としてお り、凹凸はない。床

面レベルは北東隅下が高 く、南西壁下に近づ くに

つれて低 くなる。全体的にかたいが、住居中央部

が特 にか たい。

〔柱穴〕7佃検出された。ピット4、 5、 7は柱穴と考えられる。その他

は柱穴と
`よ

考えられない。

〔炉〕検出されなかった。

〔周溝〕認められない。

〔出土遺物〕土器が出上した。

番号 区  別 色 ■ 社 備    考

掘 り方 におrい黄褐IOY R% 砂質ンル ト

掘 り方 明黄褐10Y R% 砂質ra」

掘 り方 明黄偶10Y R% 砂質ンルト

方

跡

り

痕

鵜

柱

明黄褐10Y R6/h

褐tOY R%
砂質ンル ト

砂質ンル ト 微望の炭化物含

方

跡

り

痕

掘

柱

貨褐10Y Rn/8

によい黄褐10Y R%
砂質シル ト

砂質ンル ト 微長の炭化物含

掘 り方 明責褐10Y R% 砂 質 ンル ト

方

跡

り

痕

堀

桂

賞褐10Y R%
褐IOY R%

砂質シル ト

砂質フル ト 炭化物、焼上含。

第66表 20号住居跡
上器破片資料

弥  t

計

器  種 喪or蓋 要

割
` 

位 体 体

外

面

鯉
文
Ｒ
Ｌ

層Nc 3

合 計



VI検出された遺構と出土遺物

21号 住 居 跡

〔確認面〕Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模 ,平面形〕長軸3.79理 卜短軸3.76m、 不整正方形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、II層からなり、最も保存の良い東隅では1lC中 の高さで残存している。床面から急

な角度で立ち上がる。

〔床面〕In層 を床面としており、凹凸はない。床面レベルは東壁1下が高く、西隅下に近づ くにつ

れて低くなる。全体的にかたいが、住居中央部から北東壁にかけての部分が特にかたい。

(柱穴〕 1佃検出されたか、柱穴としては考えられない。

第68表
｀
21号住居跡堆積土

色 土  性 備 考 採刺唇名 髪積範囲

褐10Y R% 砂質シルト 1層

基層 l層に、fい質福10イ ,% 砂質ンルト 徹量つ炭化初、焼
=書

。

貨褐10V R5/8 砂質 シル ト 徽量|の炭化物、龍上含。 3層

朗舞翻 OY RS/8 砂賓構上 竪層 2層

第69表  21号住居跡ピット
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掘 り方 揺 10Y R塚 砂質ンルト 徴量の炭化物書」

第71図  2,号住居跡



Ⅵ.検出された遺構と出土遭物

〔炉〕検出されなかった。

〔周溝〕認められない。

〔出土遺物〕土器が出土した。

22 号 住 居 跡

〔確認面〕m層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模う平面形〕長軸4.82m、 短軸3.96m、

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も残存していた南

隅で 8 cmの高さしかない。床面から緩やか

な角度で立ち上がる。

第67表 21号住居跡

上器破片資料

長方形である。

自然堆積層である。

第70表 22号住居跡堆積土
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と 士 帽| 備 を 採取層名 唯機範囲

掲10Y Rツ 砂質シル ト 徳量の炭化物 糀■含。 1層
竪層i層

に,Sfい 黄褐10Y R% 砂質ンル ト 徹量の炭化物、糀土含。

賛禍10Y R% 砂質枯土 V層 2層

第72図  22号住居跡



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔床面〕Ⅲ層を床面としており、凹凸はない。底面レベルは東隅下が高く、北隅下に近づくに

つれて低くなる。全体的にかたいが、住層中央部が特にかたい。

(柱穴〕5個検出された。ピット3は 柱穴と考えられるが、その他は柱穴とは考えられない。

〔炉〕検出されなかった。

〔周溝〕認められない。

〔出土遺物〕土器が出土した。

第72表

22号住居跡土器破片資料

第71表 22号住居跡ピット

番号 区  別 深 さ 上   色 土 性

加イリ方 鶴10Y R% 砂質ンル ト

州 り方 黄褐10Y R% 砂質ンル ト

方

跡

り

疲

輛

柱

褐10Y R%
褐10Y R%

砂質ンル ト

砂質シル ト

獅Iり 方 縄10V R% 砂
FICシ ル I

朋り方 1“ 阿 丈褐10Y R% 砂質シル ト

23号 住 居 跡

〔確認面〕H層から確認された。              '
〔重複。増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸4.44m、 短軸3.82m、 長方形である。

〔竪穴層位〕3層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層・Ⅲ層からなり、最も保存の良い北隅では20cmの 高さで残存している。床面からや

や急な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面としており、凹凸はない。床面レベルは北隅下が高く、南隅下に近づくに

つれて低くなる。全体的にかたいが、住居中央部が特にかたい。

〔桂穴〕4個検出された。ピット1、 2、 3、 4は柱穴と考えられる。

〔カマド〕南東壁に位置しており、燃焼部だけが検出された。燃焼部は奥行き74cm、 幅103cmで

ある。燃焼部内部の底面は火熱によって赤変しており、支脚と考えられる土師器の甕が出上し

た。側壁構築土中からは土師器の甕と礫が匙土した。

〔貯蔵穴状ピット〕 2個検出された。貯蔵穴状ピット1は 長軸51cm、 短軸49cm、 深さ31cm、 円

形である。堆積土は 5層 に区分される。第 1層は層No 5に 相当し、層厚は 9 Cmで ある。第 2層

は黄橙(10YR%)色 、砂質シル トで、層厚は 6 cm。 第 3層 は明責褐(10YR%)色、砂質シル ト且

層厚は 6 cm。 第4層はにぶい責橙(10YR%)色、砂質シルトで、層厚は 4 cm。 第 5層は層No 10に

酷似する砂で、少量の炭化物、焼土を含む。層厚は 6 cm。 貯蔵穴状ピット2は長軸31cm、 短軸

2盈 m、 深さ 8 cm、 不整円形である。堆積土は 2層 に区分される。第 1層は層N93に 相当するも

ので、層厚は 5 cmあ る。第 2層 は責褐(10YR%)色 、砂質シル トで、層厚は 3 Cm。
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物
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第73表 23号住居跡 ピット
番号 区  別 深 き ヒ

ォ

跡

り

痕

能

猪

明黄褐10V R%
褐10Y R%

砂質ンル ト

砂質ンル ト

方

跡

り

痕

州

杜

黄褐10Y R塊

黒褐10Y R%
秒質シイレト

ォ

跡

り

痕

州

柱

貫褐10Y R%
によい丈掘 10Y R/1

砂質ンル ト

砂質シル ト

方

跡

り

痕

∝

“

明黄掘10Y R%
褐10Y R/

質

質

砂

砂

Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔周溝〕カマ ド部分は燃焼部と床面を区画するように、その他の部分は壁沿い、またはその近

くにめ ぐらされている。周濤の幅は24～ 12cm、 深さ 12‐ 5

Cm、 断面は「 U」 形である。底面レベルは北隅下が最 も高く、

南隅下に近づ くにつれて低 くなり、貯蔵穴状 ピット1と 外

延濤に接続する。カマ ド燃焼部が構築されている壁下には

周濤の掘 り方は認め られない。なお、北西壁下には周濤に

接続する濤が 2条 走っている。

〔外延溝〕住居の南隅から住居外緩斜面

(南 )に 向ってのびる。長さ6.45m、幅0.37

m、 断面は「 U」形である。住居から離れ

るにつれて底面レベルは低 くなる。なお、

住居の南隅から→|←印の部分にかけては、

外延濤上部の堆積上がH層 と酷似 してい

たため、プランがはっきりせ式 ヲ,常 に把

握 しに くかった。それに反して→|←印の

部分から外延濤の先端にかけては、層No

lと 酷似する黒褐(10YR%)色 、シルトが

上部に堆積していたため、検出しやすか

第74表 23号住居跡堆積土

俯 考 抹取層名 堆積 TLFR

凛偶ユOY R%
竪層 1層

灰黄褐IOY R% 灰白火山灰。

偶ユOY R% 砂質ンル ト 微量の炭化物、焼■含。 整層 2層

黄褐10Y R% lr1/質 本h十 猛用 3層

褐75YRン 砂質シル ト 微量の炭化物 維土含。 周 iVl上 部

赤掘5Y R/6 砂質シル ト 多ItIの 炭化物含,焼 土塊含。

によい水褐5Y R/ 砂質シル ト 微■の炭化物 jjLi奮 。

灰褐75YR% 砂質ンル ト 微量の炭化物含。

晴赤褐5Y R% 砂質ンル ト 後量の炭化物、llti含 。

によい賀A●110Y R/ F17 周嵩下那

4H75Y R孫 砂質シル ト

外延れ /1tt lVI

偶75YR% 砂質シル ト

明褐15Y R% 砂質ンル ト

褐10Y R% シルトtt砂

k鶴 10Y R孫 ル ト質砂

明褐IOY R% 砂質ンル ト マ ド構共土
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Ⅵ.1検出された遺構 と出土遺物
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97

第74図  23号住居靡出土遺物

糠  房1 層 位 外 面 底 部 内 面 分 類 備  を

土師器郭 卜廷器底面 積ナデ・常Jり 、橙″olY R% 磨キ・黒処、泰7.5ヤ RI% 口版3S-1

上師器界 貯 2底 面 償ナア・削り、橙75YR% 横ナデ 磨キ、黒褐10Y R3/ 口円照巧-2

土師器高台部 外廷溝底画 磨キ・黒処、橙7 5Y R% 横ナア・ナデ藤キ・黒処、黒715Y R1/

土師器jTN
床 穣ナデ 円Iり 、緯75Y R% 磨キ熱処、黒10Y R% ロタロ使用か

上師器杯 界延潜底固 機ナデ、明黄褐10Y R7/c 回糸切 磨キ・黒処、黒5Y Rl% 囲限弱-3

■4n器高台lTN 外延溝底面 犠ナア、によい褐夕OV R% 強ナデ 磨キ・幕処、栞75ヤ RIイ

■師器高台跡 床 機ナア、に本い賓橙10Y R% 静糸切 磨キ・黒処、景75YRよ % 図版35-4

, ■師器高台郷 周14底面 機ナア、明黄褐10Y R% 藩キ,黒処、黒5Y R「%

赤焼土器lTN 周溝底面 強ナア(明 赤褐2 5Y R/8 回糸切 範ナデt色 調外面同 図版3f」 -5

赤焼土器郭 外延溝底歯 描ナア 橙ヽ715FR% 回系切 強ナアヽ明賞鶴10Y R% 図腹誦 -6



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

0 10cm

第75図  23号住居跡出土遺物
Ⅲl 別 層 位 画 底  部 面 分 All 備  考

土師器鉢 阿秘嵐面 債ナデ 苛Jり 怖75Y R% 磨キ 保処、‖5Y RIラ

IFnttgR VI・延器lH面 横ナア 肖!り 明休福5Y R/. 刷と日、色調外lm同

■,ゆ 器要 床 横ナア 肖1り 椎75YR隊 横ナテ箆ナデ明褐75Y Rえ

■

'中

肝喪 周 tf底 爺 横ナデ 肖1り 、叫,鵜 75Y R・/6 横ナア 痛廿t日 、色調外面同

■師器喪 カマ ド底面 憤ナデ封Jり 袴5Y R% 横ナデ引I七 日、と洲外画同

土師器喪 層単,16(カ マ Fll) 横ナテ円Iり 、によい丈襴10Y R% 刷 t日 色調外面同 回II185-7



Ⅵ 検出さオした遺構 と日→土選物
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第76図  23号住居跡出上遺物
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物
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第77図  23号住居跡出土遺物

ff  別 用 , rk 部 内 分
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に師 Frよィ 世,1、 14r 搬ナデ 怜7う yR% ld糸 切 瞬 キ ユ処、■10Y R1// 図Fk36-2

に,市 P.よ不 盤ナデ 情″5Y R% lPキ ■処■10γ RI%
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Ⅵ 検出された遺構と出土選物

った。このようなことから、当初は別個の遺構ではないかと考えたことも付け加える。

〔出土遺物〕床面や外延濤底面、周濤底面を中′と、に土器の一括資料が得られた。鉄製I名 も出土

している。

∞フ
1

24号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡は円形の深い窪地と

〔重複・増改築〕認められない。

(規模。平面形〕長軸5。 42m、 短軸

5.39m、 正方形である。

〔竪穴層位〕 3層 に大別されるが、

いずれ も自然堆積層である。なお、

層No 2(灰 白火山灰 )を 除去し、層No

3上面を検出している際 、各隅の対

角線上、 4ヶ 所に層No 2が 堆積する

円形の窪みが認め られた。その後の

精査によって、これらの窪みは完全

に埋没しきらないで、窪み として残

っていた 4本の柱抜き取 り痕の最上

部に堆積 したものであることがわか

った。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最 も保

存の良い西壁では52cmの 高さで残存

している。床面から急な角度で立ち

□

0          5         10Cm

して観察された。 H層から確認された。

第78図  23号住居跡出土遺物
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第76表 24号住居跡 ピット
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第77表 24号住居跡堆積土

色 L 性 を 抹Ft席 名 射:イ

“

範,H

Ⅲl,5V R%
好瞬 1婦

吠藍25Y% 灰山火山灰 ,

にIい 世褐10Y R% 砂質シル ト 徹 IIの 決化物 縦 L含 . 子庸 2'W

■XrJ二 OY R孫 龍命IOY R/砂質Wi上 をJAl状 含。
笠用 3壻

lFJ10Y R% 砂貨ンル ト Iht猾 二OV R/砂 質lh■ をJkl状 含

叩,■ 鶴JOY R% 砂 rlfシ ル ト ■ヽ静10V R%lh rを 班1人 行.

朋 イ‖
ンル ト質砂 lPx itの炭化物、碇 L含 .

明IIt偶 :OY R% 砂質イhi

W,Itt褐 10Y R% 砂質絣■

砂質ンル ト 微itの炭化物 、碇 L含 .

Itt,“坊〔協5Y R% 砂質シル ト 傲 1ヽの 炭化物 llt i分。

明 .t鶴 10Y R% 砂 rrfィ hi 徹 Hの 炭化物介.堆 i塊 奮.

|ヽ あt褐25YR% 微itの 炭化物今、多11の rt i'。

止褐10V Rン 砂 Ff伴

'「

カマ ドtVIIIt「

縄10Y R% 砂 rtン ル ト 円れfllり 方



上が る。

〔床面〕H層 を床面としており、

カマ ドにかけての部分 を除いて、

＼

Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

凹凸はない。床面レベルはほぼ同一であり、住居中央部から

全体的にやわらかい。
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Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物
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第80図 24号住居跡出土遺物
fi VJ & タト llt  ,I 与

繊ナテ 間!り 、にお
～ 貨ヽ袴1。 YR% 羹ナデ ι湖外諏i司 IXl〔k3,-1

土nl肝喪 床 横ナア 日∬り 托7 5Y R7/c 債ナテ £ナテ 色調外hi同

土師器褒 横ケテ 溝Jり 、によいtt桁 10Y R/ 横十テ 箆ナデ 色湖外milJ 図版38-2
■師器無 機ナデ硝1り 切A褐 10Y A% 木爽 謝Jリ 枚ナデ 箆ナテ、色 ll舛 山iⅢ J

■1市 器類 カマ ド文脚 傾ナデイ∫毛日、明赤褐25Y R% thナ ,‖f[,1箆 ナア、也訓外山,「 J



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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第81図  24号住居跡出土遺物
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔桂穴〕4個検出された。ピット1、 2、 3、 4は柱穴と考えられる。

〔カマド〕東壁に位置しており、燃焼部、煙道部が検出された。燃焼部は奥行き60cm、 幅112cm

である。燃焼部内部の底面、側壁内面は火熱によって赤変 してお り、支脚と考えられる土師器

の甕が出土 した。煙道部は長さ145cm、 幅 28cm、 底面レベノ舅よ先端に近づ く|こ つれて低 くなる。

第78表          〔貯蔵穴状ビット〕 1個検出された。貯蔵穴状ピット1は長軸

61cm、 短軸32cm(深 さ15cm、 長円形である。堆積土は層No 4に
＼ 須   な

器    rT 要 喪

部    続 ロー体

外 削日!削周Iマ マ

リリリリアメ
強
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デ

確
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叩
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面

箆ナ刷マ箆マ
ナデ毛メナ /
デ  ロツテツ

強
ナ

罐
ナ
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層h6

馬Nf 12

馬No18

用コjtrll■

床

合     計

25号 住 居 跡

〔確認面〕H層から確認された。

〔重複 。増改築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸3.40m、 短軸3.08

m、 ほぼ正方形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いず

れも自然堆積層である。

〔壁〕Π層からなり、最 も保存の良い西

壁では13cmの高さで残存 している。床面

から急な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面 としてお り、凹凸は

ない。床面レベルは北西壁下が高 く、東

壁側になるにつれて低 くなる。全体的に

やわらかい。なお、床面には西壁下の周

濤から北東隅付近にのびる濤が走ってい

る。北東隅付近は攪乱されていたため明

相当するもので、少量の炭化物、焼土を含む。

〔周溝〕カマ ド部分を除いて、壁沿いに一周する。幅15,30cm、

深さ7～ 22cm、 断面は「U」形である。底面レベルは東壁下にあ

るカマ ド付近が最 も高 く、西壁下に近づ くにつれて低 くなる。

周濤の掘 り方は全周する。

〔出上遺物〕床面を中′と、1こ 土器の一括資料が得られた。鉄製品、

石製品も出上 している。

第79表  25号住居跡ピット

番号 区  別 色 Itu    を

放取狼

によい託IFJ,OY R%
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痕
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第80表 25号住居跡堆積土

」i 17: 術 抹取層名 堆イ

“
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1壬 層 1層
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

確ではないが、外延溝に接続するものと思われる。底面レベルは西壁下の方が高 く、北東隅に

近づ くにつれて低 くなる。
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

10cm

第83図  25号住居跡出上遺物
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔柱穴〕4個検出された。ピット1は柱穴と考えられる。なお、ピッヽト2、 3は竪穴外にある

ものの、掘り方と柱痕跡が区別され、ピット4も それらと同様、竪穴外に位置している。

〔カマド〕南壁に位置しており、燃焼部だけが検出された。燃焼部は奥行さ63cm、 幅94cmで あ

る。燃焼部内部の底面は火熱により赤変しており、支脚と考えられる土師器の甕が出土した。

〔周溝〕北東隅が攪乱によって検出されなかったものの、カマド部分を除いて、l七沿いに一周

する。幅17～ 30cm、 深さは7～ 13cm、 断面は「U」形であると底面レベルは西壁下が最も高く、

東壁側に近づくにつれて低くなり、外延濤に接続すると考えられる。周濤の掘り方は全周する。

〔外延溝〕住居の北東隅近くから住居外急斜面(北東)に 向ってつびる。長さ4.73m、 幅0.51m、

断面は「U」形である。住居から離れるにつれて底面レベルは低くなる。なおご外延濤の中問部

第81表 25号住居跡土器破片資料
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WII検出された遺構と出土遺物

26号 住 居 跡

〔確1認画〕発掘前、住居跡は円形の窪地として観察された。H層から確認された。

〔童複―
・増改―築〕認められない。

〔規模・平面形〕長軸6.32れ 、短軸6.71m、 正方形である。

〔竪穴層仕〕 31層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕II層、III層からなり、最も保存の1良 い西壁では41cnの !高 さで残存している。床面から急

な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面としており、凹凸がある。床面レベルはカマド燃焼部1南側から酉壁下中央

部にかけての部分が高く、東壁下中央部に近づくにつ|れて低くなる。全体的にかたいが、住居

中央部が特にかたい。

〔柱穴〕2仰検出されたが、柱穴とは考えられない。

〔カマド〕ヨヒ壁に位置
―
しており、燃焼部、煙道部が検出された。燃焼部1よ奥行き137c■、幅■5cm

である。煙道部は長さ153cn、 幅44cn、 底面は先端に近づくにつれて高くなる。先端からは煙出

しピットが検出された。なお、燃焼部(煙道部には火熟1こ よって赤変した個所は認められなかっ

た。

〔貯蔵穴状ピット〕2個検出された。1貯蔵穴状ピット1は長軸45cm、 短軸37oれ、深さ8 cm、 不

整長円形である.。 推横土は褐(7.5YR4/6)色 、砂質シルトで―ある。貯蔵穴状ビット2は長軸73cm、

短軸53cm、 深さ 8 Cn、 不整長円形で―ある。堆積土は暗褐(7.もYRM)色 、砂質シルトで、少量の

炭化物を含む七十

(周清〕認められなぃ。

〔出土建物〕層No 3か ら土器の実測資料が得られた。

第86図 1 26号 住居跡出土遺物

Ifl  別 層 位 外    面 底    都 内 面
―

分報

層Nt1 3 tHlり 、IIt膨 ,V% 藤キ、色譲外面同

1笈よ器
"ト

層Nta 確ナ
'(畢

NIツ 懐ナア 磨キ、灰.7.SV%

須な―船イ 層N● 3 鋤サア、灰N/ 回箆「切 ナデ 韓ナア、色調舛面同



Ⅵ.検出された遺構を出主遺物
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

第83表 26号住居跡 ピッ ト第82表 26号住居跡堆積土

色 土 性 備 を 採取層名 堆積範囲

黒褐10Y R% 砂質シル ト 微量の炭火物、焼■含。
竪層1層

に_ifい 文橙iOY R% ンルト 灰白火山灰。

におfい賞偶10Y R% lrJ質 ラルト 3層
竪層 2層

によい黄褐10Y R% 炒質ンル ト

明黄褐10Y R% 砂獲ンル ト 徹壁の炭化物含。 竪層3層

i支 黄褐」OY R坊 砂 質 ILI上

カマド

によい責褐iOY R・/J 砂質ンル ト

黄醤10Y R% 砂rrン ル ト

褐75YRス 砂質ンル ト

浅黄構 10Y R3/ 砂質猫■

明黄褐10Y R% シル ト質砂

明褐75YR%
傷75Y R比 ルト質tlii

明黄褐ユOY R% 砂質格上

によfい 質褐10Y R% 砂質格士

オ〕―ブ褐25Y% 粘上質ンル

賀樹10Y R% 砂質粘■ マ ド催集土

第84表 26号住居跡土器破片資料
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〔確認面〕発掘前、住居跡は長円形の窪地として観察された。H層から確認された。

〔重複。増改築〕46号小竪穴遺構が層No 4上面から検出された。

〔規模・平面形〕長軸4.93m、 短軸4,63m、 ほぼ正方形である。

(竪穴層位〕5層 に大別される。3層 (層 No 4)は 人為堆積層であり、その他の層は全て自然堆

積層である。なお、 3層 は46

号小竪穴遺構の確認面であり、

その上面は極めてかたい。

(壁 〕H層 、Ⅲ層からなり、最

も保存の良い東隅では43cmの

高さで残存 している。床面か

ら急な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面としてお

り、四凸がある。床面レベル

は東隅下が高 く、西隅下に近

づ くにつれて低 くなる。全体

的にかたいが、仁居中央部か

らカマ ドにかけての部分が特

にかたい。

〔柱穴〕6個検出された。ピ

2.5 5cn

口づ

番号 区 男1 深 さ 色 土  牲 臓    汚

拙り方 によい黄褐10Y R4/6 砂質ンル ト 微量の炭化物含。
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

ット1、 2、 3、 4は柱穴と考えられる。その他は柱穴とは考えられない。

〔カマ ド〕北東壁に位置しており、燃焼部、煙道部が検出された。燃焼部は奥行き78cm、 幅97

Cmで ある。燃焼部内部の底面、似1唯内面は火熱によって赤変している。煙道部はとこさ167cm、 幅

22cm、 底面は中間部分が幾分高くなっている。先端からは煙出しピ ンヽトが検出された。燃焼部

の近 くに位置する底面 と煙出しピットの

ある奥蛙は火熱によって赤変 している。

なお、煙道部は地山を トンネル状に繰 り

抜いたもので、幾分潰れているものの、

崩落せずに残っていた。

〔周溝〕カマド部分を除いて、壁沿いに

一周する。幅15～ 28cm、 深さ5～ 20cm、

断面は「U」形である。底面レベルは東隅
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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キ

第90図  27号住居跡出土遺物

榊   別 層 位 外 市F lH  部 1/Nl 分類 備 を

須想器〕不 権ナデ 回削 り、灰 N1/ 回H〕 リ 強ナア、ォリ‐プ灰25C Y% 図版43-1

/11な 器よ不 床 機ナア、灰5Y1/ 回系切 盤ナデ、色翻外市F阿 図版48-2、 外面に激庄4kあ り

lRな 器
'不

機ナデ、オリーブ灰25GV% 機ナテ、色調外山i同

須■Pi商子ェよ不 外阿糾lH而 競ナデ、灰N5/ 回箆切 機ナデ 競ナデ、灰白10Y%

須態Pi高 十IIT・ 床 競ナデ 灰N/ 回箆 LIj機ナデ 懐ナア、色調外面同 図 II143-3

ill器 鉢 横ナデ 磨 キ 首】り、I夷 黄締75Y R% 横ナア 箆,デ 麻キ、色Tl外 面同

■,げ PI子担ね ‖I日 、栓75YR% 莉
'日

色調外面同

ItrH.安 床 肖1り 、輸75YR% マ //色 調外ni同



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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第91図  27号住居跡出土遺物
fI  別 層   位 外 底都 内 分 斯 備   考

上師器喪 外周潜底面 慌ナア肖Jり 、串掲25Y% 横ナア箆ナア、希75YR% 図版44-1
■師器簑 外周潜底面 横ナテ 鶏Jり 、賀橙 10Y R3/6 箆ナア、色調外面同

IFI器 震 外周tII底 面 横ナデ肖Jり 、捕7 5YR% 穣ナデ=箆 ナア 褐灰5Y R/

土師器喪 外日14底面 横ナア・削 り、橙75Y良 7/6

慎ナア 箆ナデ、景褥10Y R%



Ⅵ,検出された遺構と出土遺物

Cm

第92図  27号住居跡出土遺物

“

  "1 lll 徹 外 底部 内 分 Arl lhi 巧

に前
'器

喪 床 fFナ デ肖1り 、精5Y R% 績ナデ箆ナア、黄絶10Y R% 図版

“

-2

ill器 喪 肖!り 、栓75Y R% 箆ナデ、色調外臣,1司 図版44-3内 Π,に 秘圧痰あ り

■al器楽 ′末 fTナデ 博Jり 、給5Y R% 犠ナア 箆ナデ、掩75YR% □ lR43-4

IFn器 鎮 球 敏ナデ 山Jり 、怜75YR% 犠ナデ 箆ナア、色調外面同

i師器築 床 僕ナデ肖】り、I,従峰75V R% 横ナデ 箆ナア、色調外面同

ir市器喪 横ナア幅It日 間Jり 、によい褐75YR/ 機ナデ 箆ナア、色調外面同

ittPr'イ 層� 4 税ナデ 周Iり 、栓75Y R孫 磨キエ処、ユ10Y RI% ロタロ使用か

■,1'器黙 層訥 3 横,デ 問1り 、黄鵜10V R% 廃キ斗処、黎ユOY RI%

IttrF鉢 層難Ⅲ21 削り、明褐75Y R% 磨キ 黒処、45Y RI‐/ 底部に支lll圧 痕あ り



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物
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第93図  27号住居跡出土遺物
種  別 層  位 底 剖

`

内 分期 備  考

赤焼上器jTN 層No 4 機ナデ、明貫褐10Y R6/c 回糸切 惟ナア、色調外画同

赤焼上器界 層No 4 犠ナメ部鮨 5Y R銘 回糸tD 雑ナア、色謡外画同

土師器褒 層No 4 横ナア・削り、澄7 5Y RS/6 横ナア 箆ナア、色調外面同

弥生上器 I層 洗繰・刺突、橙7 5Y R6/s ナデ、桂75YR%
弥生上器 層No 6 縄文LR(積 位回転)光線 押圧、に事い黄褐10Y R% 磨 キ、によい黄褐10Y R5/1

jt生上器 層No 6 縄文 LR(横 位回転)洗線、によい黄褐10V R% ナア、穏10Y A/

弥生上器 層No 4 縄文 RL(横 位回転)押 圧 牽J突 、極暗赤鶴5Y R% 箆ナア、に.itい 赤褐5V R%

・PT生土器 層No 6 縫文LR(横位回転)允徹、褐75YR% マメン、によい黄褐10Y R%

rpT生土器高麻 層NQ 4 (脚部)縄文RL(4fc位 回転)、 橙75YR% (邸部 )ナデ、(脚 部 )ナデ 色調外面同 円イL4価あり

土師器雲 層Nα 6 刷毛日、aH黄鵜10Y R% 編tt日 、灰Fttt10Y R%

種 層 位 長X幅 ×厚em

atIA鉄 製品 層No 4 (31)X(06)X(02)

封状鉄製品 床 (26)X(03)X(02)

種 唇 位 長X ltt X ttem 備 考

倣】入鉄製品 層磁 4 図版44-4



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

下が最 も高 く、南西壁中央部 に近づ くにつれて低 くなる。 周濤の掘 り方は全周す る。

〔外周溝〕北西～南東の幅10.53m、 住居の二方を囲み、丘陵急斜面(南西)に対して開口してお

り、平面形は「n」形をしている。濤の最大幅0.87m、 最も保存の良い北東辺では0.24mの深さ

で残存 してお り、断面は「 U」形である。底面レベルは北東辺壁下が最 も高 く、開口部に近づ く

につれて低 くなる。

〔出上遺物〕床面や外延濤底面から土器の一括資料が得 られた。鉄製品、石製品も出上 してい

る。

28号 住 居 跡

〔確認面〕H層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

〔規模。平面形〕長軸5.弘 m、 短軸4.96m、 長方形である。

〔竪穴層位〕3層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層、HI層からなり、最も保存の良い東隅では36cmの高さで残存している。床面から急

な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面としており、凹凸がある。床面レベルは東隅下と住居中央部が高く、西隅

下に近づ くにつれて低 くなる。全体的にかたいが、住居中央部か らカマ ドにかけての部分が特

にかたい。

〔柱穴〕1個検出されたが、柱穴とは断定できない。

〔カマド〕南東壁に位置しており、燃焼部だけが検出された。燃焼部は奥行き112cm、 幅100Cm

である。燃焼部内部の底面、側壁内面は火熱によって赤変 しており、支脚と考えられる土師器

のlTA 3点 、甕の破片 1点が出土した。

〔周溝〕カマド部分を除いて、壁沿いに一周す

る。幅19～ 30cm、 深さ5～ 12cm、 断面は「u」 形

である。底面レベルは東隅下が最も高 く、西隅

下に近づ くにつれて低 くなり、外延濤に接続す

る。周濤の掘 り方は全周する。

〔外呼清〕住居の西隅から住居外緩斜面 (西 )に

向ってのびる。長さ2.15m、 幅0.33m t断 面は

「 U」形である。住居から離れるにつれて底面レ

ベルは低 くなる。なお、この外延濤の上部から

下部にかけての推積土は確認面であるⅢ層と非

第88表 28号住居跡堆積土

■ 色 上 世 備    考 採取層名 堆積範囲

暗褐10Y R% 秒質シル ト 竪層ユ層

明女褐10Y R% 砂質シル ト
竪層2層

明lt偶 10Y R% 砂質ンル ト 周 溝

黄橙 10Y Rス 砂質ンル ト 周 溢 竪層3層

に男tい黄25Y R% 砂 周溝3層 周 溝

によい黄褐ユOY R% 砂質ンル ト 床  講

によい貨絡」OY R% 砂質ンル ト

黄褐10Y R% 砂質ンル ト 傲量のVt土含。

偶75YR% 砂質ンル ト 微量の焼上含。

赤褐5V R/ 砂質ンル ト 焼土塊含。

明ホ撮5Y R% 砂質ンル ト 多量の焼土含。

明貨褐10Y R隊 砂質ンル ト

外延潜 外延消
黄褐10Y R% 砂質ンル ト 微盈の炭化物含。

黄褐10Y R% 砂質ンル ト 微量の炭イヒ杉含 .

黄褐25Y% シル ト質砂

明黄褐10Y R6/6 砂質猫土 カマ▼袖 カマド構築土

明黄褐10Y R% 砂質シル ト 周群掘 り方



Ⅵ,検出された遺構と出土遺物

常によく似ていたため、プランの検出が難 しかった。

〔出土遺物〕床面やカマド底面などを中ッふに土器の一括資料が得られた。鉄製品も出土してい

る。なお、実測図や表には示さなかったが、鉄津が床面から2点、周濤底面から2点、層Nα 2

から3点出土している。

第89表 28号住居跡ピット

番号 区  別 色 土 性 俺   考

掘 り方 によい黄褐iOY R% 砂質ンル ト 柱穴か ?

＼

Ⅲl>   ＼

＼

＼

380_

十N123
E16
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第94図  28号住居跡



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

10cm5

第95図  28号住居跡出上遺物

種   別 層 外 部 分 頬 備  考

上師器
'不

カマト支脚 機ナデ肖Jり 、明網75YR% 回糸切 肖」り 磨キ‐黒処、偶灰5Y R% 図版45-1

土師器.17 床 義ナデ 肖】り によい黄橙10Y R7/3 回糸切 肖Jリ 機ナア磨キ覇」毛目黒処、具10Y RI% 図版45-2

土師器好 カマド底面 機ナア、橙2 5YR% 静糸切 磨キ鼻処、褐灰75YR% 図版45-3

土師XIT 周溝底面 機ナデ、灰白25Y% 磨キ箆ナデ黒処、黒5Y RI% 図版45-4

主師器郭 床 雑ナデ浅黄橙10Y R% 機ナア果処、黒iOY RI%

土師器高台ITN カマド底面 機ナア、橙75YR% 機ナデ・黒処、褐灰75YR%
土師器高台ITN 床 犠ナテ、明黄褐10Y R% 機ナア 磨キ黒架、黒7 5Y Rl%

土師器耳皿 周膳底面 横ナデ磨キ黒処、黒10Y RI% 横ナア 黒処 磨キ 畢処、色 IIB外 面同 図版45-5

須恵器耳 機ナア、灰5Y・/ IFB糸切 範ナデ、色調外面同

土師器第 層No 2 懐ナデ、橙7 5Y R6/6 回糸切 磨キ 黒処、黒7 5Y R17/

122
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第96図  28号住居跡出土遺物

綺  房1 層   位 外 面 底 部 内 而 分類

上師器喪 カマド底面 棲ナデ、糧75マ R% マメツ、

“

調外面同

主師器褒 カマ ド底面 韓ナア、にヽこい給75Y R% 建ナァ、色調外面同
|

■師器錠 カマ ド底面 削り、に、い毎橙,OY R% クヽラタ、総75Y R%

主師器褒 オマ F底面 肖Jり 、に、,いれ
'5V R%

刷毛日、色調外箇同

土師器衰 カマ ド底面 韓ナア、輸75YR% 箆サア、色調外面同

■

'1器

甕 床 犠ナデ博Iり 、明黄福iOY Rそ 機ナア 箆チア、色調外面同
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第90表  28号住居跡土器破片資科
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アメメ
マ
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機
ナ
デ

雑
ナ
デ

雑
ナ
デ

マ
メ

ツ

箆
ナ
デ

層No l

層No 2

層No 3～ 5

層No 5

層No12～ 15

カマド支脚

周溝底面

方マ ド底画

床

層Nα 16

合    計

29号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡は長円形の深い窪地として観察された。H層から確認された。

〔重複・増改築〕認められない。

(規模。平面形〕長軸5.66m、 短軸5。 olm、 正方形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。なお、層No l、 2は ュシボを

使用してI層 (表土)を 除去する際、誤ってその大部分を削平してしまったものである。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い北東壁では40cmの 高さで残存している。床面から

急な角度で立ち上がる。

〔床面〕Ⅲ層を床面としてお り、凹凸が激 しい。床面レベルは北東壁下が高 く、南隅に近づ く

につれて低 くなる。全体的にかたいが、住居中央部から東隅下にかけての部分が特にかたい。

床面レベルは北東壁下の方が高 く、南隅下に近づ くにつれて低 くなる。なお、床面には北東隅

第97図  28号住居跡出土遺物

種別 層  位 長×幅X ttcm か類

刀子 層No 2 (88)X(12)× (03)



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

下の周濤から南東壁下に向

ってのびる濤が走っており、

カマ ドの南イ貝1に ある周濤に

接続する。新カマ ドの西側

菩Б分では長さ238cmに わたっ

て責橙(10YR%)色 、砂質粘

土がその濤の両側に貼付さ

れていた。

〔柱穴〕14個検 出された。

ピッ ト13、 14は柱穴 と考 え

られ る。 また、四壁に検 出

されたピッ ト1、 2、 3、

4、  5、  6、  7、  8、  9、

10は配置から壁柱穴であろ

う。その他は柱穴 とは考え

られない。

〔カマ ド〕南東壁に位置 し

てお り、燃焼部、煙道部が

検出された。燃焼部は奥行

さ61cm、 幅110Cmである。燃

焼部内部の底面、奥壁、側

壁内面は火熱によって赤変

してお り、支脚 と考えられ

る土師器の甕が出上 した。

煙道音Ьは長さ171cm、 幅 37cm、

底面はほぼ水平である。 ま

た、北東壁からはより古い

と考えられるカマ ドの燃焼

吉Ьの 一言ると煙道苦るが検出さ

れた。燃焼部は火熱によっ

て赤変 した内部底面だけが

検出された。煙道部は長さ

第91表 29号住居跡唯積上

色 術 採取層名 lt積範囲

黒10Y R%
竪層 1層によい黄袴]OY R% 灰白火山灰 .

女褐10Y R% 砂質シル ト 微工の炭化物 AE■ 含。
竪層 2馬

明贅褐10Y R% 砂質シル ト 微量の炭化物 IE■含。 4層

におiい貢偶iOY R% 砂質ンル ト 級itの炭化物 焼土含。 周・Itl l層

周庵 床 441

オリーブ鵜25Y孫 ンル ト質砂

偶10V R% 砂質ンル ト 多■の炭物物 焼■含。 カマ に1層

橙75Y R隊 砂質ンル ト 焼土塊含。

明女褐25Y R% 砂質シル ト 多■の焼■含.

赤樹25Y R光 砂質シル ト 多工の焼土含。

によい黄褐IOY R% 焼土鬼含。

褐75Y R% 砂質ンル ト 微見の炭化物、焼土含。

によい赤褐5V R労 砂質シル ト 少■の炭化物 焼土含。

暗赤偶5Y R% 砂質ンル I 多量の炭化物、焼」
=含 .

紅電赤褐25Y R% 砂質ンル | 多■の炭化物、llt■ 含。

に■い文屹10Y R% 砂質シル ト 第1外 周れ ]TEl

1号外周柱いヽ黄榊OY R% 卜質砂

貫ヽ褐iOY R% Flpltン ルト 第2外 周お1層

2号 外周 llV

明気褐10Y R% ル ト質砂

によい貨,金 10Y R% 砂質ンル ト 外延お 1馬

外延樹h褐 ,OY R% 砂質フル ト

賛褐,OY Rヌ ル

'質
砂

明ilttt10 Y R紫 砂質粘ユ カマ ド柱築」i

僑10Y R% ル ト質砂 周器IFり 方

X桁 10Y R% 床鴻構築土

灰褐5Y良 % 砂質ンル ト 焼土含。女橙」OY R%砂質札土を斑状含。

明丈褐ユOY R% 砂質�i■ 微旦の炭化物 焼上含。丈命10Y R挑 砂質lI土 を斑状含。

によいま縄10Y R% 砂質ンル ト 黄橙10Y R%砂質ホIヽ Ji含 .

卜い黄協10Y R% 砂質シル ト 焼土含。大猾 10Y R%l1/質 4・ H Jiを 斑状含。

褐10Y R% 砂質シル ト 微IIの炭化物 焼■含。

灰網5Y R% 砂質シル ト 激■の成化物 焼土含.黄 性10Y R3/3砂 質Ih上 を斑状含. 1日 カマ ド6層

によい☆掲ユOY R% 砂質シル ト lPxRの 炭化物 雄土含.

Fと 赤褐5Y R% 砂質シル ト 多itの炭化物、焼■含。

貫袴iOY R7/s 砂質粘土

明Ft鵜5Y R% 秒質シル ト 多■の炭化物 rlt土 含。

猟鵜5Y R% 砂質ンル ト 多■の炭化物、Ilti含 。

第92表 29号住居跡 ピッ ト
番 号 区  別 深 さ 色 ■ 仕 備

掘 り方 偶10Y R% 砂質ンル ト 呼||ク て。微上の l.t土 ケ.深 さは住居u上瑞 との ヒ́
‐

j。

凋 り方 によい黄禍ユOY R% 砂質ンル ト 壁柱穴。深 さは住居壁上端 との比高。

掘 り方 に_さてい黄裾10Y R% 砂質ンル ト 壁柱穴。深さは住居壁上端 との比高。

狙 り方 によい黄褐ユOY RS/A 砂質シル Ⅲ 笠柱穴。深さは住居壁上端 との比高.

掘 り方 によい黄偶10Y R% 砂質ンル ト 壁柱大。深 さは住居壁上端 との比高。

掘 り方 褐10Y R孫 ll質 シル ト 壁柱穴。深さは住居壁上端 との比高。

颯 り方 によい黄褐10Y R晃 砂質ンル ト 壁柱穴。深さは住居壁上端 との比高。

掘 り方 によい黄褐10Y R% 砂質シル ト 壁泣穴。深さは住居駐上端 との比高。

掘 り方 によい黄褐10Y良 / 砂質ンル ト 壁注穴。深さは住居壁上端 との比高。

T」 り方 褐iOY R% 砂質シル ト 壁柱大。深さは住居壁上端 との比高。

F‐ り方 によい黄褐10Y RS/3 砂質ンル ト 黄橙10Y R/3砂 質格■ を斑状含。微量の炭化物、焼土含。

服 り方 によい黄褐10Y R・/3 砂質シル ト 貫橙10V R/3砂 質猫土を斑状含。微量の炭化物、焼土含。

掘 り方

柱痕財

によい黄褐10Y R%
暗褐10Y R%

砂質シル ト

砂質ンル ト

狙 り方

柱痕跡

∝

７ｃ

によい責褐ユOY R%
によい黄褐10Y R%

砂質ンル ト

砂質シル ト



WI.検出された遺構と出土遺物
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Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

0         5         10cm

第99図  29号住居跡出上遺物
種  層1 層  位 外 面 底 部 内 面 分 類 備 を

土師船 ネ 削り、明赤褐5Y R/3 磨 キ、色調外面同 ロタロ使用か 受熟により票処欠夫 ?

機ナデ回肖Jり 、明黄褐iOY R% 磨キ黒処、黒25Y% 図版47-1

■師器廓 床 機ナア肖Iり 、によい黄橙10Y R% 回糸切 削 り 磨キ・黒処、黒10Y良 '%
土師静 不 嵯ナデ、明掲7 5Y R5/6 磨キ黒処、黒IOY R!%

上師器郭 床 強ナデ、明赤褐5Y R% 磨 キ 黒処、果7 5YR17/

土師器lT・ 床 機ナア、にⅢい責糧IOY R/ 磨キ・黒処、黒10Y Rl% 図版47-4

察恵絲 機ナア、灰白5Y7/2 機ナア、明貧禍25Y% 図版47-?

須恵器lTN 床 機ナア、灰白25Y% 回糸切 鍵ナア、色調外面同 17住層No 3か らも出土

須恵器jTN 周藩底面 縫ナア、浅黄25Y7/3 嬢ナデ、色調外画同

主師器喪 機ナアi肖 Jり 、橙75YR% 横ナア、箆ナデ、色調外面同

土師器蜜 床 横ナデ 窮J毛 目、明黄褐ユOY R7/6 横ナア、刷毛目構7 5Y R%



WI検出された違構と出土遺物

7

｀    8

0          5         10cm

第 ,00図  29号住居跡出土遺物
種   別 層― 位 外 面 底 都 内 面 備 考

上師器妻 沫 肖Jり 、橙7 5YRC/a ナア、色調外面同

土師器蜜 カヤド支脚 削り、橙75YR% 箆ナア、票福夕5Y Rシ

笈意器雲 焼遭底面 犠ナア、暗灰Nツ ナ ア 韓ナデ・ナア、晴繰灰1。 C4/ ,包 1層 からも出土

須恵器蜜 床 艤ナデ 削ウ、灰N4/ 機ナア、色調舛画口 1也 l層 からも出土

須恵器蓼 床 機チア、暗灰Ne/ 犠ナデ、色調外面同

土師 器豚 層血 4 鶴ナア、燈5Y RC/8 回糸切 藩キ・黒処、黒5Y RI%

士師器郭 層NQ 4 回脅Jり 、にお(い黄縄】OY R% 回系切 磨キ黒処、累SY R!%

土師器郎 層Nα 4 機ナア、明褐7 5YR3/6 回糸切 磨 キ・黒処、票とOY良 1%

須恵器郎 層No20 楼ナデ、オリーブ灰SCY% 回糸切・ナア 機ナデ、色調舛面同 図版47‐ 3

須慈器lFN 層Wo 3 機ナア 灰白25ヤ % 回 糸切 機ナア、色調外面同

129



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

＼
達 基 朝

0         5         10cm

第 101図  29号住居跡出上遺物
IF  別 層 位 外 底  部 内 面 分類 備

土師器褒 I層 横ナデ泥緑肖Jり 、によい僑75Y Rχ 横ナア 罪!毛 日、色調外面同

上E"器喪 横ナデ背Jり 、構75YR% 横ナテ胡J毛 日、色調外面同

上師器楽 層Nl)4 横ナメ肖Jり 穿孔明赤福5Y R% 横ナ,、 嘴赤褐5V足 %
土師器よ 層No 3 削 り 橙iOY% 木 葉 朋J七 日 色調外面同

上師器業 層No 5 研J七 日、地″5Y R% ナ デ ナデ 明貧偶10Y R%

■師器蜜 層� 3 髄ナア、によい文橙10Y R% 機ナデ、色調外面同

■師器喪 層No18 機ナデ、明黄tSIOV R% 髄ナデ、色調外面同

独忠器喪 層No】 強ナア肖Jり 、黄炭25Y% 確ナア、色調外面同

須な器鎮 層�)4 機ナテ、1常 赤灰IO R/ 雑ナア、色調外商同 図版47-5、 1包 I層 からも出士

130



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

164cm、 幅 19Cm、 底面は先端に近づ くにつれて声 くなる。先端か らは煙 出 しピッ トが検 出された。

燃焼部の近 くに位置す る底面 と天丼部 、それに煙出 しピッ トのある奥壁は火熱によって赤変 し

ている。 なお、煙道部は地山 を トンネル状に繰 り抜いた もので、幾分潰れているものの、崩落

せずに残っていた。

〔貯蔵穴状ピット〕 2個検出された。貯蔵穴状ピット1は 長軸72cm、 短軸45cm、 深さ5 cm、 長

円形である。上層には層No 4、 下層には極めて薄く層No 6が堆積している。貯蔵穴状ピット2

は層Nα 4が堆積するもので、長軸1 1lcm、 短軸54cm、 深さ18cm、 長円形である。

〔周溝〕カマ ド部分を除いて、壁沿いに一周する。幅16～ 39cm、 深さ4～ 12cm、 断面は「U」 形

である。底面レベルは北隅下が最 も高 く、南隅下に近づ くにつれて低 くな り、外延濤に接続す

る。周濤の掘 り方は全周する。

〔外延溝〕住居の南隅から住居外急斜面 (南西)に 向ってのびる。長さ2.18m、 幅0,47m、 断面

は「U」形である。住居から離れるにつれて底面レベルは低 くなる。

〔外周溝〕 2本の外周濤が検出された。住居跡の直近をめ ぐるものを1号外周濤、その外側を

め ぐるものを2号外周濤とした。切 り合い関係は認められなかったため、新旧関係は不明であ

る。 1号外周濤は住居の二方 (北西、北東)を 囲み、丘陵急斜面 (南西 )、 および丘陵緩斜面(東 )

に対して開口している。平面形は「r」形であるが、本来は「n」形であったと推定される。濤の

最大幅1.01m、 最 も保存の良い北西辺では0.15mの深さで残存しており、断面は「ヤ」形である。

底面レベルは北東辺壁下が最 も高 く、開口部に近づ くにつれて低 くなる。 2号外周濤は住居の

北側にだけ検出され、丘陵緩斜面の西側、および東側に対して開口している。平面形は緩やか

煙∞Z

Cm

―
　
∩
Ｗ
Ｕ

_中 _

。 3

第 102図  29号住居跡出土遺物

種  '1 層  位 外 底部 内    hi 分狂t

弥■■器 層No 3 組文LR(横位回転)に よい贅橙10Y R% チデ i堤 止椅]OY Rツ

種号1 層  位 長×lF X ttfm lrl   ち

刀 r 周VI底面i 図II147-6

Ⅲl  場J 層   位 長X tt X tttm

針状鉄製品 カマドFk面

ff,1 層 位 長×lEX ttcm 工 8 石 材 備    を

磨 71 届N95 lXn脱47-9



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

な弧形であるが、本来は「 n」 形であった もの と思われ る。濤の最大幅は0.88m、 最 も残存 して

いた所で深 さは0.06mし かない。断面は「V」 形である。底面 レベ ルは東側の開口部が最 も高く、

西側の開口部に近づ くにつれて低 くなる。 1号外周濤と2号外周濤の新旧関係については、本

住居床面出上の須恵器 (壷 )同一個体破片が 2号外周濤上層(層No18)か らも出土したことにより、

次のように考えられる。即ち、本住居が廃棄される時点で、 2号外周濤は既に埋没が進行して

おり、 1号外周濤と2号外周濤が同時存在ではないという仮定が成 り立つとすれば、 2号外

周濤の方がより古いと推定

ているのかも知れない。

〔出土遺物〕床面を中′と、|こ

土器の一括資料が出土した。

0      2_5      5cm

第 103図  29号住居跡出土遺物
ff別 RI 位 k× 幅 Xl・ 7Gm イ,   オオ 分打t 常古    イ

T「 ,挟 用N(116 イi火安山岩 図版47-7

fl冴 1 層  t 長×幅 ×厚tm 工 β イ,   14 分 類 備    を

石鏃 (34)X17X05 丁上質斑灰岩 図 llt4タ ー 6

第93表 29号住居跡土器破片資料
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

鉄製品、石製品 も出上 している。

30号 住 居 跡

〔確認面〕周濤とピットだけであるが、Ⅲ層から確認された。

〔重複・増改築〕位置から見て31号住居跡と重複していると考えられるが、新旧関係は不明で

ある。

〔規模・平面形〕壁が削平されていたため、規模と平面形は不明である。

〔竪穴層位〕堆積土は検出されなかった。

〔壁〕検出されなかった。

第94表 30号住居跡堆積土

主   色 土  性 備    考 堆積範囲

欄7 5YR4/8 砂質ンル ト 徹量の炭化物含。
周  溝

黄褐10Y R% ンル ト質砂 微量の炭化物書。

〔床面〕検出されなかった。

〔柱穴〕6個検出された。ピット1、 2、 3、 4は柱穴

ぜ弘
+N l13
E lo

7.＼

工6＼
、
＼

31住 R2
ぞ ~~飢 8_、、_

~311S― 、ヽ_________卜、二_____305-~~~~― ―、、__」J_305
C

Lキ_」4十一封
勝

第 ,04図  30号住居跡



と考えられる。その他は柱穴 とは考えられない。

〔カマド〕検出されなかった。

〔周溝〕北東、および南東に位置する周濤の一部が検出されたが、

検出されなかった。幅 9～ 42cm、 深さ 6 cm、 断面は「 U」形である。

最も高い。

〔出土遺物〕ピット1の掘り方から土器の実測資料が得られた。

第95表  30号住居跡 ビット
番号 区 別 色■ 土 性 考備

方

跡

り

痕

掘

柱

明寅穏10Y R3/6

におfい黄褐iOY R%
砂質シルト

砂質ンルト

黄橙iOY R7/8砂 質猫上を斑状含。深さは周藩底面との比高。
深さは周IB底 面との比高。

方

跡

り

演

掘

柱

明黄福10Y R6/6

褐10Y R%
砂質シル ト

砂貿シル ト

黄橙iOY A%砂質枯土を班状含。探さは確認面との比高。
深さは確認面 との比高。

方

跡

り

痕

掘

柱

明黄福10Y R%
褐10Y R4/6

砂質ンル ト

砂質ンル ト

黄橙10Y R7/8砂 質格土を斑状含。派さは確認面との比高。
深さは周濤底面との比高。

方

跡

り

痕

掘

柱

明黄褐 10Y良 6/8

褥10Y R%
砂質シルト

砂質シルト

黄橙10Y R%砂質枯土を斑状含。深さは確認面との比高.

深さは確認面 との比高。

掘 り方 黄褐10Y R% 砂質シル ト 深さは確認面との比高。

掘 り方 明貫褐10Y R% 砂質ンルト 黄橙】OY R%砂 質格土を斑状含。深さは確認面との比高。

Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

その他の部分は削平のため

底面レベルは東隅の部分が

第96表

30号住居跡土器破片資料

0          5         10cm

第 105図  30号住居跡出土遺物
種   別 層   位 面 底  部 内 面 分 類

±1市常V不 Pl穏 り方 懺ナア、暗褐75Y R3/ 回糸切 磨キ黒処、黒7 5Y RI%

土師器喪 Pl樋 り方 横十デ H」 り構?5Y R% 横ナデ 箆ナア 絶7 5Y R7/8

31号 住 居 跡

〔確認面〕周濤とピットだけであるが、III層から確認された。

(重複。増改築〕位置から見て30号住居跡と重複していると考えられるが、新旧関係は不明で

ある。

〔規模・平面形〕壁が削平されていたため、規模と平面形は不明である。しかし、北東、およ

び南東に位置する周濤の一部から正方形、または長方形であると思われる。

〔竪穴層位〕堆積土は検出されなかった。
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔壁〕検出されなかった。

〔床面〕検出されなかった。

〔柱穴〕5個検出された。ピット

えられない。

第97表 31号住居跡瑳積土
土    色 採取層名 堆検範囲

褐75YR% 砂質 ンル ト 周  湛

周  溝褐10Y R% 砂質ンル ト 周  r4

黄褐 10Y RS/s ンルト質砂 周  溢

手!>

十N l15

⌒

1、 2、 3、 4は 柱穴 と考えられる。 ピット5は柱穴とは考

〔カマド〕検出されなかった。

〔周溝〕北東、および南東に位置する周濤の一部が検出され

たが、その他の部分は削平のため検出されなかった。幅 13～

第99表 31表住居跡
土器破片資料
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第98表 31号住居跡ピット

番号 区  別 深 さ 色 土 性 備

`
方

跡

り

痕

掘

柱
ｍ

ｃｍ

黄褐10Y R%
にヽ い黄褐iOY R%

砂質シル ト

砂質シル ト

黄掩10Y R%砂質粘■を斑状含。深さは確認画との比高。
課さは確認面 との比高。

方

跡
脚
練

黄褐10Y R・/8

褐10Y Rツ

砂質シル ト

砂質シル ト

黄袴ユOY R%砂 質粘■を班状含。深さは61t認 面との比高。
深 さは確認面 との比高。

方

跡

り

痕

掘

柱

黄褐25YR%
によい黄禍10Y R%

砂質 シル ト

砂質ンル ト

芸橙10Y R%砂質枯上をfjtl状 含。深さは確認画との比高。
深さは確 HtB面 との比高。

方

跡

り

痕

帽

柱

黄褐10Y R%
褐10Y Rツ

砂質ンル ト

砂質ンル ト

女性IOY R7/1砂 質粘■を斑状含。炭化物含。深さは確認面との比高。

深さは確認面との比高。

掘 り方 明褐75YR% 砂質ンル ト 炭化物含。派さは確認面との比高。

第 106図  31号住居跡



Ⅵ 検出された還構 と出土遺物

52cm、 深さ22cm、 断面は「 U」形である。底面レ

ベルは北東隅の音Б分が最 も高い。

〔出土遺物〕周濤堆積土 (層 No l～ 3)か ら土器

の実測資料が得 られた。

32号 住 居 跡

〔確認面〕本住居跡の I

層 (表土 )は 、発掘以前の

牧草地造成によって大部

分除去されていたが、それ

でもなお、小さな円形の浅

い窪みとして、水分を含

みジメジメしていた。 H

層から確認された。

〔重複・ 増改築〕認めら

れない。

〔規模 。平 面 形 〕長軸

3.43m、 短軸3.38m、 正

方形である。

〔竪穴層位〕4層に大別

されるが、いずれも自然

堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からな

り、最 も保存の良い南西

隅では55cmの 高さで残存

している。床面から急な

0          5         10cm第 107図  31号住居跡出土遺物

fI 別 ltl  位 虞前
`

t,市

'子

よ不 層N● 1-3 脱ナ,HIり り,褐75Y R/ 店キ黙処票10Y Rl%

第 100表 32号住居跡堆積土

■ 色 考 fi取 層名 唯積範llR

鼻iOY R% 1層
騒隔 1層

によい貢燈10Y R% 灰白大山灰 .

棚〕OY R% 砂質 ンル ト 微里の炭化物含 .

竪層 2層
黒褐10Y R% Fr/質 ンル ト 多■の炭化物 含。 4用

にマI子い黄褐10Y R% 砂質 シル ト
竪層 9層

明黄褐10Y R斃 砂質 4占 i

によい黄褐 IOY R/J 砂質ンル ト 徴量の炭化物、縫i含 。

褐7 5YR% 砂質 シル ト 徴 北の炭化物、籠■,

II17縄75YA% 砂質シル I 微 牡の成化物 堆i含 .

褐10Y R孫 砂質 ンル ヽ 統 ■の炭化物 rr.

黄褐10Y R% 砂質シル ト 微¶の炭化物ケ.

貨褐JOY R% 砂質シル ト イ散■の炭化物含

によい黄褐10Y R% 砂質ンル ヽ 徹吼の雄■含.

掲7 5YR% 砂質シル ト 微駐の焼土含。

鶴iOY R% 砂質シル ト 多監の炭化物 ,。

七褐75YR% 砂質ンル ト 多Rの焼生含、

黄褐10Y R% 砂質 ンル ト 多■の炭化物 粧土含。 竪層 4層

灰黄鶴10Y R%
'レ

ト質砂
周  市

灰黄禍10Y R彪 質砂

掲10Y R% 砂質シル ト 徹盈の焼■密。

外延議

によい黄褐10Y R% 砂質ンル ト

臨灰黄25Y4/. 質砂

箕褐25Y5/ シル ト質砂

褐10Y R% 砂質シル ト カマ ド離築土

暗褐10Y R光 砂質 ンル ト 微民の炭化物 焼土含. 同 rt4掘 り方

によい褐75Y R% 砂質ンル ト 徹 馳の炭化物 焼土含。

ロカマ ト

に_Iい黄褐 10Y R5/ 砂質シル ト 丈掩IOV R%砂質枯■を班状含.

褐IOY R% 砂質ンル ト 多壁の炭化物、nti含 。

灰黄偶10V R% 砂質ンル ト

によい黄偶ユOY R% 砂質シル ト 黄椅10Y Rみ 砂質枯上を斑状含。

灰黄褐iOY R% 砂質ンル ト 微量の炭化物含。

暗赤撮5Y A% 砂質シル ト 多量の炭化物、焼土塊含;黄橙IOY R/砂質絣土Jkf状 含。

昇褐5Y R% 多量の炭化物含。



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

角度 で立 ち上が る。

〔床面〕Ⅲ層を床面としており、多少凹凸がある。床面レベルは南西壁下が高く、北東壁下に

近づ くにつれて低 くなる。全体的にかたいが、住居中央部が特にかたい。

〔柱穴〕1個検出されたが、柱穴とは断定できない。

〔カマド〕東壁に位置しており、燃焼部と煙道部が検出された。燃焼部は奥行き63cm、 幅94cm

第 101表 32号住居跡ピット

番号 区 別 深 さ 土   色 土   世

掘 り方 層No17に 同 し 層亜 I夕 に同 じ

♀ド
2 ＼
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ヽ
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、

Ｃ
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、
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ゝ
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ψ
　

　

　

　

　

、
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＼

である。燃焼部内部の底面、奥壁、側壁内面は火熱によって

赤変 している。煙道部は長さ121cm、 幅 38cm、 底面は中間部分

が幾分低 くなっている。燃焼部近 くに位置する底面は火熱に
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

0         5        10Cm

第 109図 32号住居跡出土遺物

種   別 層位 面 底  部 内 分 顕 llg 考

上師器
'不

横ナデ 磨キ、明黄褐10Y R% 磨キ黒処、黒7 5Y RI% C皿十図阪50-1

上師器jTN 床 横ナデ肖Jり 、におfい褐75YR% 磨キ・黒処、黒もY Rl% 図版50-2

笈忠器よ不 仄 機ナデ,i売黄25Yえ 回糸切 機ナデ、1売黄糧10Y R% 図版50-3

上師器喪 横ナデ ,肖1り 、黒禍10Y R9/2 木葉 横ナデ屈1毛 目によい黄燈10Y R% C 図阪50-6

土師器姿 横ナ″増】り栓75YR% 木葉 横ナア箆ナア、色調外面同 図版50-5

■師器襲 積ナア・苗Jり におfい椅75YR% 本葉 横ナア 箆ナア、色調外面同 図版51-4



Ⅵ,検出された遺構 と出土遺物

▽

一中 0         5         101cm

第HO図 32号住居帥出土遺物
詭
一

種  別 日 位 外 画 残  部 内 分類 補 を

土師器褒 床 削り・用,モロ、倫5Yミ 6/s
ナ ア F!毛 日、色調外wH

察思器霞 味 機ナデ1削 りtオ サーブ黒7,V% ナア機チデ 機ナア、色調外苗ロ 図版51-3(暗 オリー775Y%つ白終mぁ り

察恵器イ | ENo 3 鶴ナデ.囁″■Y% 口整VJ 韓ナア、色調外面同 C Ih 図版50-4

須意器捧 層No 6 機ナア・回Hlり 、灰由iOY% 回麓切 機ナア、色調外画同 図版5ユ ー】

須恵喜,ネ 層ドαβ 懐ナア、灰NS/ 回箆切 強ナア、色調外函同 図版51-2

種 別 層 位 長×幅X ttem 分類 備   考

6 鉄 弼 層Na J 図版51「 0

種 別 層位 員 × 幅 X 厚lm 構   を

勅鋒革 床 ■盤.:■

'X418X05、
棒:(03)× 6 5XOt 図版51-0



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

よって赤変 している。 また、北壁か らはよ り古い と考 えられ るカマ ドの煙道部が検 出された。

煙道部は長 さ108cm、 幅 26cm、 底面は先 端に近づ くにつれて低 くなる。燃焼部の近 くに位置す

る底面は火熱によって赤変 している。 なお、煙道部 は地山を トンネル状 に繰 り抜 いた もので、

崩落せずに残存 していた。

〔貯蔵穴状ピット〕1個検出された。貯蔵穴状ピット1は層No16が堆積するもので、長軸62cm、

短軸32cm、 深さ8 om、 長円形である。

〔周溝〕カマ ド部分を除いて壁沿いに一周する。幅11～ 21cm、 深さ

ある。底面レベルは南西隅下が最も高 く、北東隅下に近づ くに

つれて低 くなり、外延濤に接続する。周濤の掘 り方は全周する。

〔外延溝〕住居の北東隅から住居外急斜面(北東)に 向ってのび

る。長さ2.56m、 幅0.39m、 断面は「 U」 形である。住居から離

れるにつれて底面レベルは低 くなる。

〔出土遺物〕床面から土器の一括資料が得られた。鉄製品、フ

レーク、チップも出上している。

第 103表

32号住居跡土器破片資料

33号 住 居 跡

〔確認面〕本住居跡のI層 (表土)は 、発掘以前の牧草地造成によって大部分除去されていたが、

それでもなお円形の極く浅い窪みとして認められた。m層から確認された。

〔重複・増改築〕南壁の直下、およびその内側に各々1つずつの周濤が検出された。内側の周

濤にはそれを人為的に埋めたと考えられる堆積土がつまっていたことから、当初の住居範囲は

内側の周濤までで、その後、南壁直下まで住居を拡張したと考えられる。

〔規模・平面形〕拡張以前の住居跡は長軸4.03m、 短軸3.72m、 ほぼ正方形である。拡張後の

ものは、長軸4.48m、 短軸3.72m、 長方形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い東壁では19cmの高さで残存している。床面から急な角度

で立ち上が る。

〔床面〕Ш層を床面としており、凹凸はない。床面レベルは東南隅下が高く、北西壁下に近づく

5～ 8 cm、 断面は「 u」 形で

第 102表 32号住居跡
フレーク・チップ
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色 土 性 備 を 採取層名 堆積範囲

黒褐10Y R% 砂質シル ト 1層
竪層 l層

灰白10Y A% 灰 白火山灰。

によい黄褐ユOY R% 砂質シル ト 微二の炭化物含。
竪層 1層

明黄禍10Y R% 砂質祐土 4層

黄橙iOY R7/8 砂質粘土
周 溝

によい黄橙10Y R% 砂質シル ト

明黄褐iOY R7/6 砂質粘土

カマト
暗赤褐25Y R% 砂質ンル ト 焼土尭含。

暗赤iO R% 砂質シルト 多量の焼土塊含。

篠贈赤褐5Y R2/3 砂質ンル Ⅲ 微量の炭イし物、焼土含。

明黄褐iOY RS/8 砂質シル ト

外延講黄褐10Y R5/6 砂質シル ト

によい黄褐10Y R光 砂質シルト

黄褐10Y R% 砂質ンル ト 明黄褐10Y Re/8砂 質枯上を斑状含。
I回住居周溝

によい黄橙10Y R% 砂質ンル ト

黄褐10Y RS/8 砂質格■ カマ ド構築土

褐IOY R% 砂質シル ト 周溶掘 り方

Ⅵ.検出された遺構 と出土遺レ

第 105表 33号住居跡堆積土
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第 104表 33号住居跡 ピット

器 区  別 深 さ 土  色 上 性

掘 り方 褐ユOY R4/6 砂質 ンル ト

掘 り方 褐10Y R% 砂質シル ト

掘 り方 贈鴻 10Y R% 砂賓ンルト

掘 り方 褐10Yえ% 砂質ンル ト

掘り方 暗褐iOY R% 砂質ンル ト

33号住居跡



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

につれて低くなる。全体的にかたいが、住居中央部からカマドにかけての部分が特にかたい。

〔柱穴〕5個検出されたが、柱穴と断定できるものはない。

〔カマド〕東壁に位置しており、燃焼部だけが検出された。燃焼部は奥行き67cm、 幅84cmで ぁ

る。燃焼部内部の底面、側壁内面は火熱によって赤変 している。

〔周溝〕拡張後の周濤はカマド部分を除いて壁沿いに一周する。幅15～ 29cm、 深さ5～ 7 cm、

断面は「U」形である。底面レベルはカマド燃焼部南側が最も高く、北西隅下に近づくにつれて

0          5         10cm

第 !12図  33号住居跡出土遺物

種   別 層位 外 面 底   部 面 分類 備    を

土師器ナ不 横ナア磨キ・沈報、橙7 5YR% 磨 キ 磨キ黒処、黒75YR% 図版52-1

須師器
'不

床 機ナデ 回肖Iり 灰 N繁 回削 り 箆ナデ 箱ナデ オリーブ灰2 5C YC/ C■ 1 図版52-2

須忠器JITN 推ナデ、灰黄25Y% 雑ナデ 色調外面同

土芯器築 機ナア日Jり 、明福75Y R% 機ナデ 箆ナア、色調外面同 回版52-5

土師器褒 床 績ナデ削り、明赤褐25YR% 横ナデ 箆ナデ、色調外面同
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

第 li3図  33号住居跡出上遺物

11

10cm

種  別 層 位 外 面 底   部 内 面 分 類

土師器郭 層No 4 磨キ、明赤褐5Y R5/6 磨キ・黒処、明赤縄5Y A%

主師器鉢 層m4 磨キ、によい褐75Yミ % 木葉 磨キ、IIA黄25Y%
須忘器,不 層hte 4 鏡ナア、灰75Y% 残ナデ、色調外面同

須恵器邦 層Nα  4 機ナア回肖∬り、灰オリープ5Y6/2 回箆切 回削 り 強ナデ、色調外面同

土師器褒 層Ne 4 横ナア磨キ、明黄褐10Y RC/6 磨 キ 黒処 、累褐25Y3/

土師器褒 層Nα  4 肖Jり 、橙75VR% 木葉 クラク、色調外面同

土師器褒 層Nα 7-IO 削り、明赤褐5Y R% 箆チア、色調外面同

須恵器衰 機ナア波状文、灰Nン 嶺ナア、色調外面同

弥生上器 層Nα  4 撚糸R(横位回転)、 明赤褐2 5γ R% 箆ナア、色調外面同

種  別 層  位 長Xtt Xttcn 備 考

足金物 周溝底面 図版52-3、 著 しい歪みがある

種 別 層位 長X幅×厚em 重 g 石  協 分類 備 考

祗 石 床 (103)× 64X26 (1787) 嬢灰岩 図版52-4

143



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

低 くな り、外延濤に接続す る。 周濤の掘 り方は全周す る。 なお、拡張前の周濤の底面 レベ′L/1よ 、

東側の方が高 く、西側になるにつれて低 くなる。

〔外延溝〕住居の北西隅 から住居外緩斜面

(西 )に 向ってのびる。長さ3.76m、 幅 0。 25m、

断面は「 U」形である。住居から離れるにつれ

て底面レベルは低 くなる。

〔出土遺物〕床面から土器の一括資料が得ら

れた。鉄製品、石 製品 も出土 している。

第 106表 33号住居跡土器破片資料

＼ 弥 生 須  恵

合

計

器  種 褒or霊 1不 雲

部 位 体 体 唐 体 底 底

外

面
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砂
」

縄
文
Ｌ
Ｒ

縄
文
Ｌ
Ｒ

横肖1磨ママ
ナリキメメ

削
リ
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機
ナ
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強
ナ
デ

I層

層Ne l

層血 4

床

合 計

34号 住 居 跡

〔確認面〕発掘前、住居跡は円形の窪地として観察された。ただし、住居跡は今回の調査対象

鵠夢 10cm0
I

1

第 H4図  34号住居跡出土遺物

種  別 層   位 外 面 底部 内 面 分類 備 考

土師器褒 外延藩底面 横ナデ・薄Jり 、明赤偶5Y R5/8 ナ ア 箆ナア、橙75Y R% 38小底面か らも出土



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

区域からは外れ、外延濤だけが検出された。外延濤の確認面はH層である。

〔重複・増改築〕不明。

〔規模。平画形〕住居跡の発掘調査は行なわなかったので正確な規模、形態は不明である。し

かし、ボーリング調査の結果によれば、長軸4.80～ 4.90m、 短軸3.90～ 4.00m、 長方形であろ

う。

〔竪穴層位〕ボーリング調査によって竪穴内堆積土は3枚認められた。上層は黒(10YRI死 )色、

シルトである。中層は灰白(10YR%)色 、シルト、灰白色火山灰である。下層は黄褐(10YR5/6)

色、砂質 シル トである。

〔壁〕不明。

〔床面〕不明。

〔柱穴〕不明。

―
|―
N206

E49

／
９

第 107表 34号住居跡堆積土
No 上  色 土  性 傭 考 採取層名 堆積範囲

黒10Y R% 砂質シルト

外延溶 外延溝褐75YR% ル ト質砂 微量の炭化物、焼土含。

穏10Y R4/8 ンル ト質砂 明黄褐iOY R6/8砂 質粘土を斑状含。

十N212
E55

じ
〔
―

立

3■ 4

N212+
E39
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Ψttg七Ь＼

"イ

3(5/Ⅲ
抑2鶴

※ボーリング調査に基づ く
34号住居跡の推定範囲

0     1     2m

生→―‐4-‐皇m 第 |15図  34号住居跡



Ⅵ 検出された遺構 と出土漬物

〔カマド〕ボーリング調査によって南東壁に分量の焼上が検出された。これが、本住居のカマ

ドであろう。

〔周溝〕不明。

〔外延溝〕ボーリング調査によって推定された住居跡、発掘によって検出された外延濤の位置

やその方向を考え合わせると、外延濤は住居の南隅から住居外緩斜面 第 108表 34号住居跡

(南 )に 向ってのびる。長さは6.40m前後 と推定され、幅は0.70m、 断面 農事堅卓鼻彗

は「V」 形であろう。住居から離れるにつれて底面レベルは低くなる。

〔出土遺物〕外延濤底面から土器の実測資料が得られた。

〔2〕 掘 立 柱 建 物 跡

1号 掘 立 桂 建 物 跡

〔確認面〕H層である。

〔規模〕 2間 × 2間の掘立柱建物跡であるが、南恨1の柱列においては 3間 になっている。北側

柱列では5。 36m(西 か ら2.63m+2.73m)、 南イ員1柱列では4.78m(西から1.52m+1.66m+1.60m)、

西側柱列では4.86m(2間 分 )、 東側柱列では4.78m(北から2.49m+2.29m)でぁる。

〔方向〕西側柱列においてはN-7° 二Wである。

〔周囲の状況〕本建物跡、東側柱列の延長線上、南方に39号小竪穴遺構が検出されている。同

小竪穴遺構は長円形 を呈 し、その長軸方向は本建物跡東側柱列 とほぼ同一である。 このことか

ら、同小竪穴遺構は本建物跡に関係する遺構かも知れない。

〔出土遺物〕出上しなかった。

第 109表  I号掘立柱建物跡 ビット

番号 区 別 色 封i 471: 怖 を

万

跡

り

衣

加

仕

灰黄僑10Y R%

嚇偶二OY R%
砂質シル ト

砂質シル ト

女桁10Y R tt1/質 lb土 を斑状含。

方

跡

り

痕

州

住

灰丈褐ユOY R%
,議 褐 10Y R隊

砂質シル ト

砂質シル ト

黄締10Y R%砂箕III■ を姓伏含.

方

跡

け

京

加

，

灰黄IFJiOY R%

‖静褐iOY R%
砂質ンル ト

砂質ンル ト

女持10Y R%砂質精J:を JIT状 含。

方

跡

り

よ

掘

＝

灰黄IF.10Y R%
IItt10Y R%

砂質ンル ト

砂質シル ト

黄4争 10Y R%砂質llII土 を斑状含。

番号 区  別 深 さ 上    色 土 性 備 を

方

跡

り

痕

州

柱

灰黄褐10Y R%
臨褐10Y Rχ

砂質シル Ⅲ

砂質シル ト

黄袴10Y R%砂質Fb土を斑状含。

掘 り方 灰黄褐10Y R% 砂質ンル ト 黄命ユOY Rス 砂質粘土を甕状含。

弼 り方

柱痕跡

灰黄褐10Y R%
llittiOY R3/1

砂質ンル

aIN質 シル

黄柳OY R/砂 質粘■を翔大含。

掘 り方

柱痕跡

灰黄褐ユOY R%
喘褐10Y R3/a

砂質ンル

砂質ンル

黄橙iOY R%砂質竹とを鶏状含。

方

跡
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痕

捕

柱

灰黄褐10Y R%
晴褐ユOY R%

砂 lIン ル ト

砂質ンル ト

女性ユOY R%砂 質粘上を斑状含。
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Ⅵ 検出された遺構 と出上遺物
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第 H6図  1号 jFA立柱建物跡

2号 掘 立 柱 建 物 跡

〔確認面〕H層である。

＼  ＼

〔規模〕 1間 × 1間の掘立柱建物跡であ

る。北側では3.27m、 南側では3.23m、

西側では3.35m、 東側では3.16mで ある。

〔方向〕西側柱列においてはN-8° 一E

である。

〔出+帝物〕出土しなかった。

第 HO表 2号掘立柱建物跡ピット

番号 区  別 深 さ 色 土  世 考補

方

跡
刷
練

灰黄禍iOY RS/2

によい黄褐10Y R%
砂質シルト

砂質ンルト

黄Eユ OY R%砂 質粘土を斑状含。

方

跡
卿
艤

∝

Ｏｃ

灰黄褐 10Y R5/2

によい責褐ユOY R%
砂質ンルト

砂質ンルよ

黄橙10Y R%砂質枯■を斑状含。

方

跡
潮
艤

密

塞

灰黄褐10Y R%
によい黄褐iOY R%

砂質ンル ト

砂質ンル ト

黄橙10Y R%砂質粘上を斑状含。

方

跡刷
統

灰費旧ユOY R%
によい黄褐iOY R%

砂質ンルト

砂質シルト

黄橙10Y R%砂質Ith上 を斑状含。



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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〔3〕 小 竪 穴 遺 構

1号 小 竪 遺 構

確認画〕Ⅱ層である。

〔平画形〕長軸1.56n、 短軸1.05m、 長方形

である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも

自然堆積層である。

(壁〕H層、H層からなり、最も保存の良い
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2号掘立桂建物跡

第HItt I号小竪穴遺構堆積上
主      色 上 性 備    考 採取層名 堆積範閲

褐75Y R% 砂質ンルヽ
竪層 1層

にお【い舞掲10Y R% 砂賓ンルト 徽量の炭化物含。

纂75Yalク 砂賓シルト 多量め炭化物含。 3層 箋唇2層

E192

第l18図  I号小竪穴遺構
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

西壁では16cmの 高 さで残存 している。底面か ら急な角度で立ち上が る。 ほぼ全面が火熱に よっ

て赤変 している。

(底面〕皿層からなり、凹凸がある。底面レベルは竪穴中央部が低く、壁に近づくにつれて高

くなる。中央部から西壁下付近にかけての底面は、所々火熱によって赤変 してお り、底面全体

坪%

♀1,… 7.… ♀Cm

第 119図  I号小竪穴遺構出上遺物

に1よ 炭化物が付着 している。

等 '｀
2 〔出土遣物〕土器が出土した。

種   別 層 位 外 底喜L 面 分類

弥生土器 層No 3 縄文LR(横 位回転)沈線、によい黄褐10Y R% ナテ、によい黄褐10Y R%

弥生土器 層Nα 3 縄文LR(斜位回転)充線、明黄褐10Y R% ナデ 色・JE外 面同

2号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Ⅱ層である。

〔平面形〕長軸0。 94m、 短軸0。 82m、 長方形である。

〔堅穴層位〕2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良い南西隅では28cmの高さで残存している。底面から

緩やかな角度で立ち上がる。北東隅、北西隅、南西隔を除いて、ほぼ全面が火熱によって赤変

付着 している。

〔出土遺物〕出上しなかった。

第 H2表 2号小竪穴遺構堆積土

0  41輝
ざ

35

第 120図  2号小竪穴遺構 
― ―

3号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

土   色 土 性 備 を 糊横範囲

暗褐iOY R% 砂質シル ト 傲量の炭化物含。
竪層I層

褐7 5YR% 砂質 ンル ト 微量の炭化物、焼主含。

黒褐75YR% 砂質ンルト 炭化物 、焼■含。
竪層2層

黒75YR!タ 多壁の炭化物含。微畳の駐■含。



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔平面形〕長軸0。 97m、 短軸0。 75m、 長方形である。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い西壁では13Cmの高さで残存している。底面から急

な角度で立ち上がる。西南隅が火熱によって赤変している。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸がある。底面レベルは東壁下

が低 く、西壁下に近づ くにつれて高 くなる。南壁下付近の

底面には火熱によって赤変 した部分が認め られ、底面全体

には炭化物が付着 している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

第 H3表 3号小竪穴遺構堆積土

色 土 性 備 士 雅積範囲

明赤褐5Y R% 砂質 ンル ト 微量の炭化物含。
竪層 1層

贈褐7 5Y R3/8 砂質 シル ト 微量の炭化物含。

黒褐10Y R% 砂質 ンル ト 多量の炭化物 、焼土含。 竪層 2層

によい黄褐ユOY R% 砂質ンル ト 微量の炭化物含。 竪層3層

4号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Ⅲ層である。

〔平面形〕長軸3.15m、 短軸 1.08m、 不

整長方形である。竪穴外、北東に位置す

る部分に長軸0。 25m、 短軸 0。 22mの 長円

形 ピットがある。

〔竪穴層位〕2層 に分けられるが、いず

れも自然堆積層である。

〔壁〕m層からなり、保存の良い北東壁

でも10cmし か残存していない。底面から

急な角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸がある。底

第 I14表 4号小竪穴遺構堆積上
土  色 土 牲 備 堆積範囲

褐10Y良 % 炒質ンル ト 微量の炭化物含。 竪層 1層

絶7 5Y R6/6 VJ質枯土 黄25Y%枯 ■を基状含。竪層2層
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＼
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第 121図  3号小竪穴遺構
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第 :22図  4号小竪穴遺構



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

面 レベルは北東壁下が低 く、南西 4買Jに なるにつれて高 くなる。

〔出土遺物〕出土しなかった。

0  0.5  1m＼
＼＼

＼

5号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.34m、 短勒0,79m、 長方形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕II層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い西壁では21cmの高さで残存している。底面から急

な角度で立ち上がる。北壁、東壁は全面が、西壁、南壁(一部を除く)は上半部が火熱によって

赤変している。なお、北壁には本遺構を掘り上げる際に使用された工具の痕跡が認められた。

工具の単位幅は1生 m、 扁平な痕跡から見て、その工具は鋤ではないかと思われる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルはほぼ同一である。底面全体には炭化物が付

着している。

(出土遺物〕土器が出土した。

第 H5表 5号小竪穴遺構堆積土

土   色 土 性 備 採取層名 監様範囲

黄褐10Y RS/6 砂質ンル ト 微登の炭化物、焼主含。 1層
竪層1層

褐7 5Y Rq/6 ン
'レ

ト 炭化物、旋土書。

黒7 5Y R2/ 多量の炭化物、焼土含。 竪層2層

第日6表
5号小竪穴遺構土器破片資料
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純  男1 層 位 外 面 底 都 内 面 分 類

赤生土器 縄文LR(斜位回転)沈繰、黄橙10Y R% ナデ によい黄橙10Y R%

泳生土器 層Noユ 縄文LR(横位回転)、 によい黄糖IOY R% 箆ナア、赤褐もYR%

第 123図  5号小竪穴遺構



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

6号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.30m、 短軸1.18m、 ほぼ正方形である。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕II層 、IΠ 層からなり、最も保存の良い西南壁では17cmの 高さで残存している。底面から

急な角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、やや凹凸がある。底面レベルは北東壁下が低く、西南壁下に近づくに

つれて徐々に高くなる。竪穴中央部から西南壁下にかけての底面は火熱によって赤変しており、

底面全体には炭化物が付着 している。

〔出土遺物〕層No lか ら土器の実測資料が得 ら

れた。

第H7表 6号小竪穴遺構堆積土
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第 125図  6号小竪穴遺構

第旧8表
6号小竪穴遺構土器破片資料

第 126図  6号小竪穴遺構出土遺物

種   別 層 位 外 面 底部 内 面 分 類

土師鞘 不 層Ne l 磨キ肖Jり 、明黄褐10Y R% 磨キ・黒処、黒7 5Y Rl%

7号 小 竪 穴 遣 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.58m、 短軸0.56m、 長方形である。なお、本来の小竪穴遺構の周囲に崩落の

痕跡が認められる。

〔竪穴層位〕4層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

色 土 性 備 採取層名 堆積範囲

におfい黄褐10Y R% 砂質ンル ト 1層
竪層 1層

黄褐10Y R5/c 砂質ンル ト 明黄褐25Y%粘土守。

明黄褐25Y% 粘 士 竪層 2層

褐10Y R% 砂質ンル ト 多量の炭化物、焼土含 竪層 3層
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔壁〕H層 、H層からなり、最 も保存の良い東壁 (崩落部分 も含める)では86cmの 高さで残存 し

ている。底面から急な角度で立ち上が り、崩落部分に至って緩やかな角度で立ち上がる。東壁

の一部 を除いて、ほぼ全面が火熱によって赤変 している。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レヘルは竪穴中央部がやや低く、壁に近づくにつれ

ゝ

誌ざ
89   , てよ枯89    :3ど二:i::車聯:iを3:|::;i

〔出土遺物〕土器が出上した。
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ー第 127図
7号小竪穴遺構

8号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔重複〕4号住居跡の外延濤を切っている

ことから、本遺構の方が新しい。

〔平面形〕長軸2.94m、 短軸2.62m、 不整

形である。

〔竪穴層位〕7層 に大別される。竪穴層位

1層 は自然堆積層であるが、2～ 7層 はII

層、m層が不整な状態で堆積している。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良

い南に面する壁では72cmの 高さで残存して

いる。底面から緩やかな角度で立ち上がる。

第 120表
7号小竪穴遺構上器破片資料
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第 H9表
7号小竪穴遺構堆積土

３５／

色 土  性 備 4 採取層名 堆積範囲

i喪 黄25Y R% 灰白火山灰。 竪層 1層

によい黄褐10Y R・/ 砂質ンル ト

竪層 2層におfい黄褐10Y R% 砂質 シル ト 3層

暗偶 10Y R物 砂質ンル ト 徹盈の炭化物會。

褐ユOY R% 砂質シル ト 炭化物含。 層 竪層3層

黒褐IOY R% 多量の炭人物、焼土含。 竪層4層

第 !21表 8号小竪穴遺構堆積土

色 土 性 備 考 採取層名 堆積純田

黒偶75Y R% 砂質ンル ト 壁層 1層

明黄褐25Y光 砂質粘土 竪層 2層

,完黄橙10Y R%

竪層 3層によい黄褐10Y R% 砂質シル ト 微との炭化物、粧土含。 4層

浅黄橙10Y R% 枯土

浅黄25Y%

竪層 4層

褐10Y R% 砂質シル ト

i莞 黄25Y% 粘 土

偶10Y Rツ 砂質ンル ト

浅黄25Y%

浅黄25Y%

竪層 5層明黄褐25Y% 砂質枯土

灰オリーカ 5Y% 砂質枯■

黒褐10Y R3/2 砂質 ンル ト

竪層 6層褐10Y R% 砂質ンル ト

明黄召25Y% 砂質格土

褐灰10Y R% 砂質ンル「 竪層 7層
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9号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1,34m、 短軸0。 97m、 長円形である。

〔竪穴層位〕3層 に大別さ

れるが、いずれも自然堆積

層である。

(壁〕H層、Ⅲ層からなり、

第 123表

9号小竪穴遺構
土器破片資料

Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸が

ある。底面レベルは竪穴中央部

が低 く、壁に近づ くにつれて高

くな り、皿状の断面をしている。

〔出土遺物〕土器が出土した。

第 122表
8号小竪穴遺構上器破片資料
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第 128図  8号小竪穴遺構
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第 124表 9号小竪穴遺構堆積土

上   色 土 性 備 採取層名 離積範囲

灰白10Y R/ ン,レ ト 灰 白火山灰。 竪層 1層

偶75Y R% 砂質シルト 徹量の炭化物含。 3層 竪層2層

明支禍」OY R% 砂質ンル ト 明黄褐25Y%粘上を斑状含。 竪層3層

第129図  9号小竪穴遺構



Ⅵ 検出され々遺構と出土遺物

最 も保存の良い南西に面する壁では17cmの高さで残存 している。底面から緩やかな角度で立ち

上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルはほtゴ同一である。

(出 土遺物〕層No 2か ら土器の実測資料が得られた。
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第 130図  9号小竪穴遺構出土遺物

10号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.29m、 短軸1.14m

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、

第 125表  10号小竪穴遺構堆積土

、長円形である。

いずれも自然堆積層である。
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第 13,図  10号小竪穴遺構出土遺物
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土師器業
'暮

N()2 削り、にマヤい丈桁10Y R% 箆ナテ、色調外面同

色 土 担 備 考 採取層名 堆Fk範囲

黒loY R% 砂質シル ト 炭
`ヒ

物含。 1層 竪層 1層

暗褐10Y R%
竪層 2層

褐10Y R% 砂質ンル ト 3層

によい黄褐ユOY R% 砂質シル ト
蟹唇3層

によい黄褐iOY R%

33                 
旦

lt  別 層 位 外 分類

祢生上器 層No l 撚糸と、R(横位回転 )、 年よい黄橙10Y R% lhcナ デ、H音褐10Y R%

弥生上器 層No 2 経文LR(横 位回転)泥線、によい女俺10γ R% ナア
`こ

おfい黄構10Y R%

第 132図  10号小竪穴遺構



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い西に面する壁では24cmの高さで残存している。底

面から緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、やや凹凸がある。底面レベルはほぼ同一である。なお、北西と南東に

面する壁下にはそれぞれ濤が検出され、また、

南に面する壁下には長円形の小さな落ち込み

が見つかった。

〔出土遣物〕土器やフレーク、チップが出土

した。                     第 126表

10号 小竪穴遺構
フレーク・チップ

o  O.5  1m

…

第 127表

10号小竪穴遺構上器破片資料
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II号小竪穴遺構

土器破片資料

0         5        10Cm

第 134図  11号 小竪穴遺構 出上遺物

11号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平画形〕長軸1,10m、 短軸1.00m、 不整正方形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、保存の良い北東壁でも10Cnし か残っていない

度で立ち上 がる。全面が火熱によって赤変 している。

第 128表  II号小竪穴遺構堆積土

上   色 備 撫取層名 lr積範囲

rtt偶 10Y R% 砂質シル ト
撃層 1層

褐10Y R% 砂質ンル ト 徹 IXの 炭化物含。 2層

雫10Y RI.% 砂質ンル ト 多獄の炭化物 焼土含。 竪層 2層
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純  房1 層 位 外 面 底 都 内 面 分 類

弥■■器 層No 2 林糸L(縦位回転)押庄舟杉、浅貨構IOY R% 箆ナア 丹彩、色調外面同

第 133図  H号小竪穴遺構



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

〔底画〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。

着 している。

〔出土遺物〕土器が出土した。

12号 小 竪 穴 遺 構

底面レベルはほぼ同一である。底面全体には炭化物が付

〔確認面〕Π層である。

〔平面形〕長軸2.49m、 短軸2.21m、 不整形である。

〔竪穴層位〕5層に大別されるが、それらはいずれ

もΠ層、Ⅲ層が不整な状態で堆積している。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最 も保存の良い北東に

面する壁では74cmの 高さで残存 している。底面から

緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸がある。底面レベルは

竪穴中央部が低 く、壁に近づ くに

つれて高 くな り、悟鉢状の断面を

呈 している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

E l15
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第 135図  12号小竪穴遺構

13号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.28m、 短軸1.14m、 不整

長円形である。

〔竪穴層位〕3層に大別されるが、いずれ

も自然堆積層である。

第 i30表  12号小竪穴遺構堆積土

主  色 備 考 堆積範囲

浅黄25Y% 枯土質砂 竪層 1層

淡黄25Y% 祐土質砂

竪層2層

褐ユOY R% 砂質ンル ト

淡黄25Y銘 粘上質砂

穏10Y R% 砂質 ンル ト

淡黄25Y% 枯土質砂

褐10V Rツ 砂質 シル ト

灰黄25Y% 枯上質砂
竪層 3層

黄25Y% 粘上質砂

褐10Y R% 砂質ンル ト
竪層4層

淡黄25Y% 枯土質砂

浅黄25Y% 粘土質砂
竪層5層

灰FH2 5Y% 砂質粘土 淡黄25Y%砂質猫■含。

第 131表  13号小竪穴遺構堆積土

■ 色 ■ 牲 備 を 標取層名 IL積 範囲

灰貧褐10Y R% 砂質ンル ト 1層
竪層 1層

灰黄褐IOY R% 砂質ンル ト 徹量の炭化物含。

明女褐 10Y良 6/6 砂質ンル ト
筆層 2層

によい黄褐iOY R% 翻孵質ン,レ ト 黄25Y8/sIぉ 上 を斑状含。 4層

黄褐10Y R% IL土質砂 竪層3層



〔壁〕II層、Ⅲ層からなり、最

も保存の良い北に面する壁では

42cmの 高さで残存 している。底

面から緩やかな角度で立ち上が

る。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸は

ない。底面レベルは竪穴中央部

が低 く、壁に近づ くにつれて公

々に高 くなる。

〔出土遺物〕層No 4か ら土器の

一括資料が得 られた。
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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第 i37図  13号小竪穴遺構出上遺物

種  別 層 位 外 底    都 面 分類 備    考

土師器郭 層No 積ナデ割り洗線、によい橙75YR% 磨キ黒処、黒10Y Rl%

上師器邸 層No 4 横ナデ 肖Jり 、明赤褐SY R5/8 磨キ 黒処、黒75YR% 図販55-1

上ET器邦 層Wo 4 横ナア宙じり、橙75Y R% 磨キ黒処̀
黒
10Y R% 図版55-2

土師器鉢 層Nc 4 削 り、明赤褐5Y R5/8 磨キ黒処、赤黒25Y R%

須恵器郭 層No 4 機ナア・肖Jり 、浅黄5Y7/3 回箆切・肖Jり 義ナア、灰黄25Y% 図版SS-3
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

第 138図  i3号小竪穴遺構出上遺物

種  別 層 位 外 面 底 部 内     面

土師器褒 層No 4 削 り、明黄褐 10Y RS/8 木葉 マメツ、色調外面同

土師器褒 層No 4 削り、によい黄橙10Y R% 日Jリ 箆ナデ、浅黄25Y%

14号 小 竪 穴 遺 構

確認面〕Ⅲ層である。

〔平面形〕長軸0,95m、 短軸0。 89m、 ほぼ円形である。

〔竪穴層位〕層No lし か認められないが、これは自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い西に面する壁では12cmの高さで残存している。底面から

緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルはほぼ同一である。

〔出+治物〕層Nα lか ら土器の実測資料が得られた。

/ 第 i33表  14号小竪穴遺構堆積土

土 色 土 催 備    を 揉取層名 堆積範囲

褐10Y R% 砂質ンル ト 傲量の炭化物含。 1層 竪層 1層

+N74 N74+
E127     E128

o   o.5  1m      lj

― ―

十 N72      -十一N72
E127      E128

A             B
35 3

第 139図  14号小竪穴遺構

第 134表
14号小竪穴遺構
土器破片資料
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第 140図  14号小竪穴遺構出土遺物

＼ 須  恵

合
　
　

　

　

　

計

器 種

部 位

外

面

髄
ナ
ア

内

　

面

磁
ナ
デ

層No l

合  計

種  別 層 位 面 分 類 備    考

須恵器壷 層No l 磋ナデ,回肖Jり 、浅黄25Y% 機ナデ、黄灰25Y% 図版58-1



15号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸2.65m、 短軸

2.62m、 不整円形である。

(竪穴層位〕5層に大別され

る。竪穴層位 1層 は自然堆積

層であるが、2～ 5層はⅡ層、

Ⅲ層が不整な状態で堆積して

いる。

〔壁〕Ⅱ層、m層 からなり、

最 も保存の良い南に面する壁

では96cmの 高さで残存 してい

る。底面からやや急な角度で

立ち上が り、壁の上半部に至

って緩やかな角度で立ち上が

る。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸

がある。底面レベルは竪穴中

央部が低 く、壁に近づ くにつ

れて高 くなり、皿状の断面を

している。

〔出上遺物〕土器が出土した。

花督籟登穴遺構
上器破片資料
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第 141図  15号小竪穴遺構

第 135表  15号小竪穴遺構蛙積土
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色 土  性 備  考 採取層名 堆積範囲

黒福10Y R% 砂質ンル ト
壁層 1層

によい賣橙10Y R% 灰白火山灰。

暗掲75Y R物 砂質ンルト 炭化物を。 2A層
翌層 2層

明黄褐10Y R% 砂質ンル ト

黄褐10Y R5/6 砂質シルト

竪層3層

明黄褐75YR% 粘土質シル

におtい黄25Y% 粘 土

明黄偶 10γ RO/8 枯■質シル

縄10Y R4/6 砂質シル ト

によい黄25Y% 猫 土

明黄褐10Y R% 砂質格土

によい黄25Y% th土

褐10Y R4/6 砂質シル ト

竪層 4層

褐2 5Y R4/3 砂質ンルト

明黄75YR% 砂質ンル ト

によい黄25Y% 粘 ■

褐iOY R% 砂質シル ト

黄橙10Y R7/8 砂質格土

明黄褐二OY R7/c 砂質格土

によい黄25Y% 枯 土

竪層 5層褐75YR% 砂質ンルト

によい黄25Y%



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

16号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸0,97m、 短軸0.67m、 長円形である。

〔堅穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層からなり、最も保存の良い南に面する壁では16cmの高さで残存している。底面から

緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕H層からなり、凹凸はない。底面レベルは竪穴中央部が低く、壁に近づくにつれて高

くなる。

〔出土遺物〕層N01か ら土器の実測資料が得られた。
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第 138表  16号小竪穴遺構堆積土

土      色 土 桂 備    考 採取層名 堆積範囲

黒7 5Yl% シルド 微量の炭化物含。 I層 竪層 1層

にない黄褐ユOY R4/3 砂質ンル ト
竪層 2層

明黄褐iOy R% 砂質シル ト

17号 小 竪 穴 遣 構

〔確認面〕H層である。なお、本遺構が検出さ

れたのは、建設予定地の東側、標高22mの斜面

であ り、今回検出されたその他の遺構 とは立地

第 143図  16号小竪穴遺構

0     5    1ocn        第 142図  16号小竪穴遺構出土遺物
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種  別 層 位 外    面 底   部 備    考

須恵器lTN 層Nα l 犠ナデ 回肖Jり 、灰 N4/ 回箆切 回曽!け 雑ナア、色調外面同 図阪58-2

第 139表  17号小竪穴遺構堆積土

土      色 ■ 性 備    考 採取層名 確積範囲

畢褐7 5YR% 砂質ンル ト 1層
竪層 1層

によい黄褐10Y R% 灰白火山灰。

暗褐iOY R% 砂質ンル ト 竪層2層

黒10Y RI% 砂質ンル「 多量の炭化物含。 竪層3層



Ⅵ 検出され■遺構と出土遺物

の面において大 きく相違す る。

〔平面形〕長軸0.89m、 短軸0.75m、 長円形である。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良い西に面する壁では12cmの高さで残存している。底

面から緩やかな角度で立ち上がる。西、および南東に面する壁を除いてほぼ全面(壁の上半部

が火熱によって赤変している。

〔底面〕Ⅲ層からなり、やや凹凸がある。底面レベルはほぼ同一である。底面全体には炭化物
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第 144図  17号小竪穴遺構

18号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Ⅲ層である。

〔平面形〕長軸1.60m、 短軸1.22m、 不整長円形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い南西に面する壁では13cmの高さで残存している。底面か

が付着 している。

〔出土遺物〕土器が出土した。
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12」 6122

第 140表
17号小竪穴遺構上器破片資料
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第 i45図  17号小竪穴遺構出土遺物

徹   別 層 位 外 底部 内     面

JT・生土器 層No」 縄文RL(桜位回転)・ 充線■甲圧、橙75Y R% 箆ナア、橙75YR%

２２ 。

す

ｔ

ｌ

２６＋
Ｅ２‐‐　

　

　

２‐　
　
　
／
／
‐
＼

２３ギ
Ｅ２‐７

Z
舛酔
崩
―

Ｎ

＼ 弥  生

Ａ
口
　
　
　
　
計

器  種 雲廷o「壷

部  位 底 体

外

面

削

リ

削

リ

内

　

面

層Nd l

合 計



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

ら緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは南西に面する壁下が低く、北西に面する壁

下に近づ くにつれて高 くなる。

〔出土遺物〕層No lか ら土器の実測資料が得られた。

第 142表  18号小竪穴遺構堆積土
土   色 土 性 備    考 探取層名 lfL積 範囲

褐iOY R% 砂質ンル ト 徹量の炭化物含。 1層 竪層 1層

明黄褐10Y R% 砂質祐土 竪層2層

第 141表

18号小竪穴

遺構上器破片資料

0         5         10cm

第 146図  18号小竪穴遺構出上遺物

19号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.18m、 短軸0.62m、 長方形

である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも

自然堆積層である。

〔壁〕H層 、皿層からなり、最も保存の良い

西南壁では13cmの高さで残存 している。底面

第 143表  19号小竪穴遺構堆積土
主   色 土 性 備 堆積範囲

灰白5Y% 医白火山灰。 竪層 1層

嗜褐10Y R% 砂質シル ト 微量の炭化物、焼■含。
竪層 2層

黒褐10Y R% ンルト 多量の炭化物、焼土含。
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須恵器,不 層No l 強ナア、浅賛5Y7/3 回箆切 箆ナア 機ナア、色調外面同 図版58-3



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

から急な角度で立ち上がる。全面が火熱によって赤変 している。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルはほぼ同一である。底面全体 には炭化物が付

着 している。

〔出土遺物〕出上しなかった。

20号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕II層である。

(平面形〕長軸1.42m、 短軸0.88m、 長方形である。本来の小竪穴遺構の周囲に崩落の痕跡が

認められる。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良い西南壁(崩落部分も含める)では57cmの 高さで残存

している。底面から急な角度で立ち上が り、崩落部分に至って緩やかな角度で立ち上がる。全

面が火熱によって赤変 している。なお、東南

壁には、本遺構を掘 り上げる際に使用された

工具の痕跡が認められた。工具の単位幅は15

Cm、 扁平な痕跡から見て、その工具は鋤では

ないか と思われる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レ

ベルはほぼ同一である。底面全体には炭化物

が付着 している。

〔出土遺物〕土器が出土した。

第 144表
20号小竪穴遺構
上器破片資料

21号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平画形〕長軸3.23m、 短軸2.75m、 長円形である。
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第 145表 20号小竪穴遺構堆積土

土   色 土 性 備 考 採取 層名 堆積範囲

浅黄iOY R% 灰白火山灰。 竪層 ユ層

褐10Y R4/6 砂質ンル ト 微量の炭化物含。 2層
竪層2層

暗褐10Y R3/3 砂質ンル ト 微量の炭化物、焼土含。

黒褐10Y R% 砂質ンル ト 炭化物、焼土含。
竪層3層

黒褐75YR% 砂質ンル ト 多畳の炭化物含。



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

〔竪穴層位〕6層に大別されるが、それらはいずれもH層 、Ⅲ層が不整な状態で堆積している。

〔壁〕Ⅱ層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い北東に面する壁では46cmの 高さで残存している。札

サ

／
／

十 N128
E123や凹凸がある。底面レベル  E l18

は竪穴中央部がやや低 く、

壁に近づ くにつれて高 くな

り、皿状の断面をしている。

〔出土遺物〕出上しなかっ

た。
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―第 150図  21号小竪穴遺構

146表  21号小竪穴遺構堆積上

■ 色 土 性 備 考 堆積範囲

褐10Y R% 砂質シル ト 竪層 1層

浅黄橙iOY R% 砂質粘土 竪層 2層

によい黄糧10Y R% 砂質枯土

竪層3層浅黄橙10Y R% 砂質枯土 明黄禍10Y R6/e砂 質猫土を斑状含。

によい黄偶10Y R% 砂質粘土 明黄褐iOY R%砂質粘上を斑状含。

明賞澄10Y R7/6 砂質格土

竪層4層褐10Y R% 砂質シル ト

褐10Y R% 砂質シル ト 明黄褐iOY R%秒質粘上を斑状含。

22号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Ⅱ層である。

〔平面形〕長軸1.71m、 短軸0.81m、 長方形であ

る。本来の小竪穴遺構の周囲に崩落の痕跡が認め

られる。

〔竪穴層位〕4層に大別書れるが、いずれも自然

堆積層である。

土   色 土  性 備 堆積範囲

褐10Y R% 砂質ンル ト
竪層4層

戌黄橙10YR% 砂質粘■

福10Y R% 砂質ンル ト 明黄偶10Y Re/6砂 賃枯■を斑状含。

竪層5層
明黄褐25Y% 簡■質ンルト

浅黄25Y% 砂蜃 枯土

明黄褐IOY R% 粘土

黄橙10Y R% 砂質枯■
竪層6層

黄褐iOY R醜 ンルト質砂

第 147表 22号小竪穴遺構堆積土

土  色 土  性 備    考 採取層名 堆積範囲

墨褐10Y R%
竪層 1層

黄橙10Y R3/6 ,レ ト 灰白火山灰。

儡10Y R4/6 砂賓ンル ト

竪層 2層褐ユOY R% 砂質ンルト 4層

黄偶IOY R% 砂質シルト

暗褐10Y R% 砂質ンル ト 僚量の炭化物含。 竪層 3層

黄褐iOY R7/8 ルト質ISi 竪層 4層



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良い北東壁(崩落部分も含める)では■O Cmの 高さで残存

している。底面から急な角度で立ち上がり、崩落部分に至って緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面 〕Ⅲ層か らなり、

多少凹凸がある。底面

レベルはほぼ同一であ

る。

〔出土遣物〕層No 4か

ら土器の実測資料が得

られた。

十 Nュ 36
Eユ 12

3平6 0  0.5 1m ＼
第 151図  22号小竪穴遺構   峰―一昨_J

0          5         10cn

23号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸2.26m、 短軸0,97m、 長方形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層で

ある。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い南東壁では11

十 N138
E109

X
+N136
E109

引
L N 138

E l12

第 152図  22号小竪穴遺構出土遺物

種   別 層 位 /1・ 面 底 部 内     面 分 類 備    考

土師器ナ不 層血 4 磨キ肖Jり 、によい黄掲10Y R% 磨キ黒処、黒10Y Rl% 図版60-2

須恵器邸 層No 4 雑ナデ、灰10Y% 回箆切 回肖Jリ ナデ 沈線 犠ナデ、色調外面同 C皿 図版60-1

第 i48表 23号小竪穴遺構堆積土

土   色 土  世 備  考 lt積範囲

i喪黄25Y% 灰白火山灰。 竪層 1層

暗掲10Y R% 砂質 シル ト
竪層2層

黄褐10Y R5/6 砂質ンル I



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

cmの高さで残存している。底

+N l14 
面からやや急な角度で立ち

E103     Lがる。

(底面〕Ⅲ層からなり、四

凸はない。底面レベルはほ

ぼ同一である。

+N lll
E103

〔出上遺物〕出土しなかっ

た。

0  0.5  1m

-

第 153図  23号小竪穴遺構

24号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕東壁が削平のため検出されなかったが、一辺が0,85mの長方形であると考えられる。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

(壁〕H層 、Ⅲ層からなり、保存の良い西壁でも10Cmし か残存していない。底面から緩やかな

角度で立ち上がる。
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底面は火熱によって赤変 してお り、底面全体には

へ

碇
炭化物が付着 している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

第 149表 24号小竪穴遺構堆積上

土   色 土  性 備   考 堆積範囲

橙7 5Y Re/6 砂質ンル ト 竪層 ユ層

暗赤褐5Y R% 砂質ンル ト 炭化物、寵土含。 竪層 2層

第 154図

25号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔平面形〕長軸1.12m、 短軸0,98m、 長円形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、m層からなり、最も保存の良い西に面する壁では22cmの高さで残存している。底

面から緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はな

い。底面レベルは竪穴中央部がや

や低 く、壁に近づ くにつれて高 く

なる。

〔出土遺物〕土器が出土した。

第 150表
25号小竪穴遺構
土器破片資料

26号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層 である。

〔平面形〕長軸1.94m、 短軸1.68m、

長方形である。

〔竪穴層位〕2層に大別されるが、

いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最 も保

存の良い北東隅では16cmの高さで残

存 している。底面から緩やかな角度

で立ち上がる。

第 !52表 26号小竪穴遺構堆積上

土   色 上 性 備  考 堆積範囲

明褐75YR% シルⅢ 灰白火山灰。 竪層 1層

暗鵜75Y R% 砂質ンルト
竪層 2層

黄偶10Y R% 砂質ンル ト
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第 151表  25号小竪穴遺構堆積土

色 上  催 備 考 採取層名 堆積範囲

におてい黄褐10Y R% 砂質 ンル ト 微量の炭化物を。
竪層 1層

褐二OY R% 砂質ンル ト 撤長の炭化物、焼土含。 2層

明貧褐10V R7/6 砂質粘■ 竪層 2層

E O N 161

第 156図 26号小竪穴遺構



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸がある。底面レベルは西壁下が低く、東壁下に近づくにつれて高

くなる。

〔出土遺物〕出土しなかった。

27号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸0192m、 短軸0.81m、 長円形である。

(竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層、m層からなり、最も保存の良い東に面する壁では48cmの 高さで残存している。底

面から緩やかな角度で立ち上がる。

〔底画〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは竪穴中央部が低く、壁に近づくにつれて高

o  O.5  1m
t一

28号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Π層である。

〔重複〕2号濤状遺構に切られていることから、本遺構の方が古い。

〔平面形〕長軸0。 96m、 短軸0.82m、 長円形である。本来の小竪穴遺構の周囲に崩落の痕跡が

認められる。

〔竪穴層位〕4層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

E5

くなる。

〔出土遣物〕出土しなかった。

出
｀ ｀

主 堅 生 /329
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第 157図  27号小
＼
竪穴遺構

⌒ ｀ヽ一-32 7
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第 153表  27号小竪穴遺構堆積土

色 土 犠 備 堆積範囲

灰黄褐10Y R% 砂質ンル ト 縁量の炭化物、焼■含。
竪層よ層

によい黄術10Y R% 砂質ンル ト 微量の炭化物、絶土含。

黄褐10Y RS/6 砂質ンルト 蟹層2層



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔壁〕 H層 、Ⅲ層からな り、最 も保存の良い北に面す

る壁 (崩落部分 も含める)では15cmの高さで残存 してい

る。底面からやや急な角度で立ち上が り、崩落部分に

至って緩やかな角度で立ち上がる。東に面する壁を除

いて、ほぼ全面が火熱によって赤変 している。

〔底面〕Ⅲ層からな

り、凹凸はない。底

面レベルは竪穴中央

部がやや低 く、壁に

近づ くにつれて高 く

なる。壁沿いの底面

が火熱によって赤変

してお り、底面全体  ＼

に1ま 炭化物が4守着 し

ている。

〔出土遣物〕出土し

なかった。

＼

?乳5名p

29号 小 竪 穴 遣 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.50m、 短軸1.46m、 ほぼ円形(環

状)の濤である。なお、この環状の濤は調査の時点

で小竪穴遺構 として登録 したいきさつがあり、そ

の取 り扱いに適切 さを欠 くがここではそのまま収

第 155表 29号小竪穴遺構堆積上
■ 色 主 性 備 考 堆積範囲

によい黄褐10Y R% 砂質ンル ト 増灰貫25Y%ン ルト質砂を班状含。
竪層 1層

黒褐10Y R% 砂質シルト

灰5γ 4/

竪層2層
緑灰7 5CV% 粘 土

歩
E65
、コ
「

N148

＼
＼

A
35 2

IN15∫＼、

N148+
E69

＼
34 8

0   0.5  1m

…

＼
＼齢
一

構

＼

＼

置

Ａ
ヽ

I N101+
I      E 91

N98+
E91

A
33 5

/

十 N粥
E93ィ／／　　‐ふ房″物％

十Ｎ
甲
＼
、
一
３３‐
司
／／

オ

第 154表 28号小竪穴遺構堆積土
上    色 上 牲 備    考 堆積範囲

黒褐7 5YR% ンルト

竪層 1層暗褐iOY R3/3 砂密ンル ト 徹量の炭化物含。

極暗褐75Y R% 砂質ンル ト 微量の炭化物含。

褐10Y R% 砂質ンル ト
竪層 2層

黄褐iOY Re/6 砂質ンル ト

黒7 5Y R2/ 砂質ンル ト 多畳の炭化物含。 竪層3層

赤褐25Y R% 砂質ンル ト 竪層4層

第 158図  28号小竪穴遺

第 159図 29号小竪穴遺構

B



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

録 した。

〔竪穴層位〕堆積土は2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕周濤の壁はⅡ層からなり、最も保存の良い北西に面する部分では17cmの高さで残存して

いる。底面から急な角度で立ち上がる。

〔底面〕周濤の底面はⅡ層からなり、凹凸はない。底面レベルは南東に位置する部分が高く、

北西に位置する部分(底面の段によって落ち込んだ部分)に なるにつれて低くなる。

〔出+滑物〕出土しなかった。

30号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸2.56m、 短軸0.61m、 長方形である。本来の小竪穴遺構の北西壁に崩落の痕跡

が認められる。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層、III層 からなり、最も保存の良い北東壁では34cmの高さで残存している。底面から

ノ/＼
やや急な角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。

底面レベルはほぼ同一である。

十N13 〔出土遺物〕出土しなかった。
E10

11> +N13  ×  判
E7

十N10
itAI E7

第 156表 30号小竪穴遺構堆積上

色 土 性 備  考 HLIA範囲

黒10Y R% 砂質シル Ⅲ
竪層 1層

によい黄橙iOY R% ル ト 灰 白火山灰

褐10Y R% 砂質ンル ト
竪層 2層

黄褐よOY RS/8 砂質ンル ト

費橙10Y R7/8 砂賓枯上 竪層3層
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…
第 160図  30号小竪穴遺構



31号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.90m、 短軸1.72m、 不整形である。

(竪穴層位〕5層 に大別される。竪穴層位 1層は自然堆積層であるが、2～

5層はH層、Ⅲ層が不整な状態で堆積している。

〔壁〕Ⅱ層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い北西に面する壁では20cmの 高さ

で残存 している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸がある。底

面レベルは中央部が低く、壁に近づくに

つれて徐々に高 くなり、皿状の断面をし

ている。

〔出土遣物〕石製品が出上した。

Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

第 157表
31号小竪穴遺構
土器破片資料
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32号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕m層である。
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第 158表 31号小竪穴遺構堆積土

色 土  に 備 者 採取層色 路積範囲

によい赤禍5Y R% 砂質 シル ト 焼土塊含。 1層 竪層 1層

黄橙10Y R% 礼 上

竪層 2層
黄澄10Y R% 黄澄 10Y R7/8枯 ■を斑状含。

褐10Y R% 砂質ンルト 竪層 3層

黄橙iOY R% 粘 土 竪層 4層

によい黄鵜 iOY R弦 砂質ンル ト

塁層 5層縄7 5YR% 砂質シル ト

によい黄偶10Y R% 砂質ンル ト 黄橙iOY R%粘上を斑状含。
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第 161図  31号小竪穴遺構出土遺物

種 別 層 位 長X ttXttcm 重 g 石 材 分 類 備   考

層Nα l 安山岩 図版60-3

第 !62図  31号小竪穴遺構



Ⅵ 検出された遺構と出上遺物

〔平面形〕長軸2.02m、 短軸0.48m、 長方形である。

(竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕Ⅲ層からなり、最も保存の良い竪穴中央部(落 ち込み部分は除く)では17cmの高さで残存

している。底面からやや急な角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、竪穴中央部に落ち込み部分があるものの、全般的に凹凸はないと底面

レベルは竪穴中央部が低 く、壁に近づ くにつれて高 くなる。

〔出土i4物〕土器が出上した。
霊督)砲穴遺構土器破片資料

十N68
E125

0   0.5  1即

第 163図

32号小竪穴遺構

33号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸0.73m、 短軸0.53m、 長円形である。

〔竪穴層位〕1層 に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕Ⅱ層、Ⅲ層からな り、保存の良い西に面する壁で

も 7 cmし か残存 していない。底面か ら緩やかな角度で立

ち上がる。

(底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは西に

面する壁下が低く、東に面する壁下に近づくにつれて高

くなる。

第 161表 33号小竪穴遺構堆積土

色 土 性 備 考 堆積範囲

嗜褐iOY R% 砂質シル ト 多量の炭化物 、焼土含。
竪層 1層

によい黄褐10Y RS/3 砂質シル ト 傲量の炭化物 、焼主含。
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第 160表 32号 小竪穴遺構堆積土

上    色 土 性 採取層名 唯機範囲

儡10Y R% 砂蜜シル ト 1層

竪層 1層斎褐10Y R% 砂質ンル ト

暗褐75V R% 砂質シル ト

黄編iOY RN/6 砂質ンル ト
竪層 2層

明黄褐10Y R% 砂質粘土

第 164図  33号小竪穴遺構



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

〔出土遣物〕出上しなかった。

34号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Ⅲ層である。

〔平面形〕長軸1.13m、 短軸0.68m、 長円形であ

る。

〔竪穴層位〕 1層 に大別され、自然堆積層である。

(壁〕Ⅲ層からなり、保存の良い北東に面する壁

でも6 cmし か残存していない。底面から緩やかな

角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベル

はほぼ同一である。

〔出土遺物〕出土しなかった。

35号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.53m、 短軸

1.08m、 長円形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別される

が、いずれも自然堆積層である。

(壁〕H層、Ⅲ層からなり、保

存の良い東に面する壁でも 8 cm

しか残存 していない。底面から

やや急な角度で立ち上がる。

第 163表 35号小竪穴遺構堆積土

第 162表 34号小竪穴遺構堆積土

■    色 上 性 堆積範囲

明黄褐 10Y R6/8 砂質シル ト
竪層 1層

黄褐iOY R5/6 砂質シル ト
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∞
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第 166図  35号小竪穴遺構
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ｍ土    色 上 性 備  を 堆積範囲

明黄褐10Y R6/6 灰 白火山灰 竪層1層

明黄褐10Y R% 砂質ンル ト 竪層2層



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルはほぼ同一である。

〔出土遺物〕出上しなかった。

36号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

(平面形〕長軸1.30m、 短軸1.■ m、 長円形である。

〔竪穴層位〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

第 ,64表 36号小竪穴遺構堆積土

色 土 性 備  考 堆散範囲

明黄褐10Y R3/6 灰白火山灰 竪層 1層

によい黄褐10Y R4/3 ンルト
竪層 2層

によい黄橙10Y R% 砂質 シル ト

〔壁〕H層 、Ⅲ層からな り、最 も

保存の良い南に面する壁では22cm

の高さで残存 している。底面から

緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕H層からなり、やや凹凸

がある。底面レベルは竪穴中央部

が低 く、壁に近づ くにつれて高 く

なる。

〔出土遺物〕出上しなかった。

杉
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Ｅ９‐
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１
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第 167図 36号小竪穴遺構
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37号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Π層である。

〔平面形〕長軸1.60m、 短軸0,56n、 一部に丸みを持つ長方形である。

〔竪穴層位〕 2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕Ⅱ層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い北西壁では51cmの高さで残存している。底面から

急な角度で立ち上がる。



〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はないものの中

間部分に段がある。底面 レベルは北西壁下が

低 く、南東壁下に近づ くにつれて高 くなる。

底面全体には炭化物が付着 している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

38号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1・ 13m、 短軸

0,95m、 長 円形である。

〔竪穴層位〕2層に大別される

が、いずれも自然堆積層である。

(壁〕H層、Ⅲ層からなり、最

も保存の良い北西に面する壁で

は20cmの 高さで残存 している。

底面からゆるやかな角度で立ち

上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸は

ない。底面レベルは竪穴中央部

がやや低 く、壁に近づ くにつれ

て高 くなる。

〔出土遺物〕底面から土器の実

測資料が得られた。
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Ⅶ.検出された遺構 と出土遺物
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第 165表 37号小竪穴遺構堆積土

■   色 主 催 備    考 堆積範囲

暗褐iOY R% 砂質ンル ト

竪層 1層灰黄褐10Y R% 砂質シルト

灰褐10Y A% ンルト

累褐IOY R% 多量の炭化物含 竪層 2層

第 168図  37号小竪穴遺構

第 166表 38号小竪穴遺構堆積土

色 土 性 備 唯積範囲

浅黄橙75YR% 灰 白火山灰。 翌層 1層

贈灰黄25Y% ンル ト質砂 黄橙10Y R7/8砂 質構土を斑状含。
竪層 2層

によい黄橙iOY R% ンル ト質砂



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

39号 小 竪 穴 遺 構

0          5         10cm

第 170図  38号小竪穴遺構出土遺物

種  別 層位 外 面 底部 内 面 分 類

■師器甕 底 面 横ナア肖Jり 、浜黄25Y% 横ナア ナア、色調外面同

第 167表 39号小竪穴遺構堆積土

色 土  性 備 孝 堆積範囲

によい黄褐iOY R% 砂質ンル ト 微量の炭化物含。
竪層 1層

黄褐25Y% 砂質シル ト 多量の炭化物、微量の焼土含。

第 168表
40号小竪穴遺構
土器破片資料

ヽ
N1611也

3

＼

E93
N160+

ヽ

A
32.8

+N161
E95

+N160
E95

ゞ

＼＼＼  B

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸0。 92m、 短軸0.69m、 長円形である。

〔竪穴層位〕1層に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い西に面する壁では29cmの 高さで残存している。底

面から緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕皿層からなり、凹凸はない。底面レベルは中

央部が低 く、壁に近づ くにつれて低 くなる。

〔出土遺物〕出上しなかった。
５一

0   0.5  1m

― 第 171図

40号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸0,72m、 短軸0.47m、 長方形である。

〔竪穴層位〕1層 (層 No l、 2)に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕H層、Ш層からなり、最も保存の良い南壁では14cmの高さで残存してい

る。底面から緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕m層からなり、凹凸はない。底面レベルは竪穴中央部が低く、壁に近
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づくにつれて高くなる。

〔出土遺物〕土器が出上した。

第 170表  41号小竪穴遺構堆積土
土   色 土 性 備    考 堆積範露

黒loY R2/ 砂質シル ト

竪層 1層
浅黄橙10Y R% 灰 白大山灰。

暗褐10Y R% 砂質シル ト

竪層2層
黄褐iOY R5/8 砂質ンル ト 微量の炭化物含。

黄橙IOY R% 砂質ンル ト

竪層3層
明赤褐5Y R5/E 砂質シル ト

暗褐7 5Y R% 砂質シル ト 竪層4層

42号 小 竪 穴 遺 構

〔確認画〕Ⅱ層である。

抑 蘇

年

♀iΥ Ⅲ
3斡

第 172図 40号小竪穴遺構

Ⅵ.検出された遺溝 と出土遺物
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41号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕II層である。

〔平面形〕長軸1.49m、 短軸0.72m、 長方形である。

〔竪穴層位〕4層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕Π層、Ⅲ層からなり、最も保存の良い西壁では33cmの 高さで残存している。

な角度で立ち上がる。全面が火熱によって赤変 している。

〔底面〕Ⅲ層からな り、凹凸はない。底面レベル

は東壁下が低 く、西壁下に近づ くにつれて高 くな

る。底面全体には炭化物が付着 している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

Ａ
「
４o  05  1m

…

第 169表 40号小竪穴遺構堆積土
上   色 土 性 備    考 採取層名 堆積範囲

暗褐10Y R% 砂賓シルト
竪層 1層

鶴iOY R% 砂質シル ト 微量の炭化物含。 2層

第 173図 41号小竪穴遺構



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

〔平面形〕長軸1.27m、 短軸1.15m、 長方形である。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の良い東隅では26cmの 高さで残存している。底面からや

や急な角度で立ち上がる。南東壁、北東壁、および、南西壁の一部が火熱によって赤変 してい

る。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは竪穴中央部が低く、壁に近づくにつれて高

くなる。底面全体には炭化物が付着している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

rB    E l19
+N137

∞い
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El17
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第 :74図 42号小竪穴遺構   

―

43号 小 竪 穴 遺 構
　
＼

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1,44m、 短軸1.29m、 ほぼ

正方形である。本来の小竪穴遺構の東壁、

および北壁 と南壁の一部に崩落の痕跡が認

め られる。

〔竪穴層位〕3層 に大別されるが、いずれ

も自然堆積層である。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、最も保存の良

い東壁(崩落部分も含める)では21cmの高さ

第 172表 43号小竪穴遺構準積土

＼

第 17,表 42号小竪穴遺構堆積土

土    色 備    考 堆積範囲

黒褐25Y%
竪層 1層

灰白10γ R% シルト 灰 白火山灰。

明黄偶10Y R% 砂質ンル ト

竪層 2層褐10Y R4/6 砂質ンル ト 微量の炭化物書。

黄褐10Y R% 砂質ンル ト

黒褐10Y R% 砂質ンル ト 多量の炭化物含。 竪層 3層

■ 上 社 備 保取層名 堆積範囲

黒10Y R2/ 砂質ンル ト 竪層 1層

によい黄褐とOY R4/3 砂質ンル ト 微長の炭化物、焼土含。
竪層 2層

によい黄橙iOY R% 砂質シル ト

増褐10Y R3/J 砂質ンル ト 多量の炭化物、焼土含。 4層 竪層 3層

I∴＼

第 175図



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

で残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がり、崩落部分に至って極めて緩やかな角度

で立ち上がる。全面が火熱によって赤変している。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルはほぼ同一である。底面全体が火熱によって

赤変 してお り、さらに炭化物 も付着している。

〔出土遺物〕鉄製品が出土した。 l寸 2

第 176図 43号小竪穴遺構出土遺物

第 173表 44号小竪穴遺構堆積土

色 土  性 堆積範囲

によい黄褐IOV R% 砂質 ンル ト
竪層 1層

明黄褐10Y RC/s 砂質粘■

44号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.08m、 短軸0.62m、 長方形で

ある。

〔竪穴層位〕 1層 に大別 され、 自然堆積層 で

る。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最 も保存の良い西

壁では12cmの高さで残存 している。底面から緩

やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベ

ルはほぼ同一である。

〔出土避物〕出上しなかった。

45号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕Ⅱ層である。

〔平面形〕長軸1.07m、 短軸0,73m

落の痕跡が認められる。

Ａ
一丘0  

♀ Υ 枠

第 177図  44号小竪穴遺構

種別 層 位 長X幅 ×厚cm 分 頬 備   を

刀 子 層No 4 (72)Xl lX0 3 木質部が付着

種 別 層 位 長XttX ttcm 分 類

刀子 層Nα 4

長円形である。本来の小竪穴遺構の西に面する壁には崩



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

＼

Nお監、

＼ゝ々
)Ⅲ峯|

(ゝ/涎
るvノ 、`

“P ヤ

|み、∀ ＼▼＼＼

＼

〔竪穴層位〕3層に大別されるが、いず

れも自然堆積層である。

(壁〕Π層からなり、最も保存の良い北

に面する壁では20cmの 高さで残存してい

る。底面から緩やかな角度で立ち上がる。

全面が火熱によって赤変している。

〔底画〕Ⅱ層からなり、四凸はない。底

面 レベルはほぼ同一である。底面の大部

分が火熱によって赤変 してお り、底面全

体 には炭化物が付着 している。

〔出土遺物〕出土しなかった。

第 174表

45号小竪穴遺構堆積土
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第 178図 45号小竪穴遺構

土  色 土 性 備 考 堆積範囲

鼻10Y R% VJ質 ンルト
竪層 1層

黒10Y R% 砂質ンル ト 微量の炭化物書。

褐10Y R4/6 砂質ンル ト 黄栓10Y R7/8お ■を斑状含。 壁層 2層

黒褐10Y R% 砂質ンル ト 多量の炭化物焼土含。黄橙10Y R%rh■ を斑状含。竪層3層

46号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕27号住居跡層No 4上面から確認された。

〔重複〕27号住居跡堆積上中より確認されたことから、本遺構の方が新しい。

二 I練

〔平面形〕長軸0.69n、 短軸0,66m、 ほぼ正方形である。

(竪穴層位〕1層 に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕27号住居跡層No 4、 5か らなる。最 も保存の良い

北東壁では14cmの 高さで残存 してお り、底面から急な角

度で立ち上がる。全面が火熱によって赤変 している。

〔底面〕27号住居跡層No 5、 6か らなり、凹凸はない。

第 175表  46号小竪穴遺構堆積上

土    色 土 性 脩 考 採取層名 jH・ 積範囲

褐10Y R% 砂質シル「 微量の範土含。

竪層 1層赤褐5Y R4/6 砂質シルト 微量の炭化物含。多量の炭土塊含。

極暗赤禍5Y R% 砂質ンル ト 微登の炭化物 焼土含。

舞幾g垂墾垂ご
と＼

�   ♀  Pi「  lm
第 179図  46号小竪穴遺構



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

底面レベルはほぼ同一である。底面全体には炭化物が付着している。

〔出土遺物〕層血2か ら土器の実源1資料が得られた。石製品も出土

している。

第 176表
46号小竪穴遺構土器破片資料
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第 180図  46号小竪穴遺構出土遺物

種   別 層 位 外     面 底  部 内     面 分類 備    考

土師器 lTN 層m2 横ナデ,削 り、橙7 5Y Re/s 藩キ 累処、黒1 5Y Rl% ε

須恵器郭 層Ne 2 強ナア、緑灰75GY% 回系切 韓ナデ、色調外面同 図版63-1

種別 層 位 長X幅 ×厚cm 重 g 石 材 分類 備    考

祗 石 層No 2 181X123X57 砂 岩 図版63-2



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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第 181図  47号小竪穴遺構

第 177表 47号小竪穴遺構堆積土

土 色 土 性 備 考 堆積範囲

黒福 10Y Re/
竪層 1層

によい黄橙10Y R% 灰白火山灰。

暗褐10Y R% 砂質シル ト
竪層?層

褐10Y R% 砂質ンル ト

明黄褐10Y R% 砂質枯上

竪婚3層明黄褐10Y R% 砂質枯土

灰白25Y%

褐iOY R4/6 砂質シル ト

竪層 4層得灰 10Y Re/ 砂質枯土 黄橙 10Y R/9砂 質 l16■ を斑状含。

灰貰褐ユOY R% 砂質粘土 黄橙10Y R7/8砂 質枯土を斑状含。

灰白25Y% 推 主 竪層5層

褐灰iOY R6/ 砂質格土 黄橙10Y R%砂質橋土を斑状含。

竪層6層によい黄橙iOY R% 砂質ンル ト

褐10Y R% 砂質ンル ト

明黄褐10Y RS/8 砂質Ib士

竪層7層
明黄褐10Y R7/6 砂質枯■

47号 小 竪 穴 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔平面形〕長軸1.94m、 短軸1.72m、 不

整長円形である。

〔竪穴層位〕7層 に大別される。竪穴層

位 1層 は自然堆積層であるが、2～ 7層

はH層、Ⅲ層が不整な状態で堆積してい

る。

(壁〕H層 、Ⅲ層からなり、最も保存の

良い東に面する壁では52cmの 高さで残存

している。底面から緩やかな角度で立ち

上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸がある。底

面レベルは竪穴中央部が低 く、壁に近づ

くにつれて高 くな り、皿状の断面をして

いる。

〔出土遺物〕土器が出上した。

第 178表
47号小竪穴遺構
土器破片資料
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1号 溝 状 遺 構

〔確認面〕発掘前、濤状の窪みとして観察された。H
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Ⅵ 検出さんた遺構と出土遺物

〔重複〕 6号濤状遺構を切っていること

から、本遺構の方が新 しい。また、 9号

濤状遺構、11号濤状遺構には切られてい

ることから、本遺構はそれ らよりも古い。

2号濤状遺構との新旧関係は不明である。

〔規模〕AB-25か らDI-12ま で、直線

距離にして約210mの長さで検出された。

幅は約0.9～ 0,7mで ある。南端 と北端は

ほぼ丘陵の頂部に位置する。その中間部

分は緩斜面を横切 るように緩やかにカー

ブし、 2号濤状遺構 と並行 しながらのび

る。今回検出された部分は本遺構の一部

と考えられ、さらに南北に続 くものと考

えられる。特に、北端 ＼ 3ヽ55

2号溝
状遺構

第 182図  1号・ 2号溝状遺構 性_翌二_量
m

第 179表  I号溝状遺構堆積土

A
357

溝
構

ェ

吟

雄

３ ２

以】ヒの未発掘菩る分では、べ

^
深い濤状の窪地 として

残っている。

〔堆積土〕3層 に大別

されるが、いずれも自

然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層から

なり、30～ 15cm位 の深

さで残存 している。底

面から極めて緩やかな

角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、

凹凸はない。底面レベ

ルは地形に対応 しなが

ら緩やかに変化する。

(出土遣物〕出土しな

か った。
X6j
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第 183図

土   色 土  性 備 考 堆様範囲

黒偶10Y R3/・ 砂質シル ト
1層

褐iOY R% 砂質シル ト 明黄偶10Y R斃 砂質粘土を斑状含。

暗褐10Y R% 砂質ンル ト
2層

掲10Y R% 砂質シル ト 明黄褐10Y R%砂質粘土を斑状含。

暗褐10Y R3/3 砂質シル ト

第 180表 2号溝】犬遺構堆積土

土   色 と 佐 備 採取層名 堆積範囲

黒75YR% 砂質ンル ト 1層
1層

黒褐10Y R3/2 砂質ンル ト

灰貨褐10Y R% 砂質シル ト 明黄褐10Y R%砂質猫■を班状含.

」尋i命言:∴言違農這構 性相十伴骨Iイ辟科引十智
m



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

2号 溝 状 遺 構

〔確認面〕発掘前、濤状の窪みとして観察された。H層から確認された。

〔重複〕28号小竪穴遺構、6号濤状遺構を切っていることから本遺構の方が新しい。また、9

号濤状遺構、11号滞状遺構には切られていることから、本遺構はそれよりも古い。

〔規模〕AB-24か ら DI-11ま で、直線距離にして約 210mの 長さで検出された。幅は約 1.4～

0,7mでぁる。南端、および北端はほぼ丘陵の頂部に位置する。中間部分は緩斜面を横切 るよう

に緩やかにカーブし、 1号濤状遺構 と並行 しながらのびる。今回検出された部分は本遺構の一

部 と考えられ、さらに、南北に続 くものと考えられる。特に北端以北の未発掘部分では、濤状

の深い窪地 として残っている。

(堆積土〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層、III層 からなり、約35～ 15cmの深さで残存している。底面から極めて緩やかな角度

で立 ち上が る。

〔底面〕H層からなり、凹凸はない。底面レベルは地形に対応しながら緩

やかに変化
‐
する。

〔出土遺物〕土器が出土した。

発 挫蓑遺構土器破片資料

3号 溝 状 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔規模〕丘陵緩斜面に位置し、A」 -29か らAC-35ま で、

直線距離にして約25mの長さで検出された。AI-30を 中心

とする所に竪穴(深 さ87cm)を 、AF-32の所には小竪穴(深

さ51cm)を持ち、それを滞でつないでいる。また、周囲には

本遺構に伴うものと推定されるピットが 2個検出された。

〔堆積土〕AI-30の竪穴における堆積土は6層 に大別され

るが、いずれも自然堆積層である。なお、他の分くの遺構

に認められた灰白火山灰については、調査時点で堆積の有

＼
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第 182表 3号溝状遺構堆積土

土    色 土  性 採取層名 lEIlr範』

灰賞褐10Y R% 砂質ンル ト

1層 1層黒鵜10Y R% 砂質シル ト

黒褐 iOY Rd/ 砂質シル ト

票褐10Y R% IL上質ンル |

2姪
褐灰75YR% 砂質シル ト

黒IOY R% 粘土質ンルト

・I褐75YR% 絆i■質シルト

黒75Y R% ルト質粘土

無褐10Y R% ルト質粘■

黒7 5YR1// ルト質粘土

褐灰10Y R% I苫土質シルト

黄灰25Y% 枯■質ンルト

褐灰10Y R・/

灰賞25Y%

灰貨25Y/・

5層
灰白IOY R%

褐灰10Y R%

褐灰10Y R%

灰文25Y% 構上質砂

灰 H25YB/ 枯 土 r/f砂
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Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

r,,

0          5         10cm

第 !85図 3号溝状遺構出土遺物

ナ
は
，

種  別 層 面 底 部 内 備 考

土師器廓 I層 機ナア 肖Jり 、明黄褐 10Y R6/6 磨キ 黒処、黒褐75YR%
土師器第 層No 8-10 磨キ肖Jり rL線、によい褐7 5Y R% 磨キ黒処黒10Y R% 図版64-1
土師器jTN 層No 3-10 横ナデ 肖Jり 線刻、灰 白iOY R3/2 箆ナデ 磨キ箆ナデ黒処、黒10Y RI% 図版64-2
土師器解 層No 8～ 10 横ナデ 肖1り 、によい橙7 5YR7/3 ナ デ 屈I毛 自磨キ黒処、黒夕5Y RI% 図版64-3
土師器第 層Nα 8-10 横ナデ 肖Jり 、によい黄橙 10Y R7/3 積ナデ編〕毛日、浅黄橙ユOY R%
±1下 糾 不 層Nα 8-10 撻ナデ磨キ回削り、によい黄橙10Y R% 回糸切 回肖Jり 線刻 磨 キ・黒処 黒10Y R17/ 図版64-4
と師器搭 層No 8～ 10 機ナア 肖〕り、によい黄橙iOマ R% 回糸切 磨キ黒処、黒5V RI%

土師器零 層No S-10 削 り、橙7 5Y R8/8 肖!リ 磨キ・黒処、黒25Y% ロクロ使用か

土師器耶 層No Sコ O 機ナデ、橙7 5Y R6/6 機ナデ 磨キ 票処、黒iOY R2/ 内外面に漆付着

宏憲器lTN 層No 4‐ 7 機ナデ、灰5Y% 回箆tD 機ナデ、色調外面同

須恵器,不 I層 機ナデ、イ完黄橙10V R% 回箆切・肖〕リ 機ナア、色調外面同



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

0          5         1ocm

第 186図  3号溝状遺構出土遺物
範   別 層 位 面 底  部 面 分類 備 を

須慈器罫 層No l～ 3 縫ナア、によい赤褐5Y R% 回箆切 鶴ナデ、色調外面同 図版64-5
須恵器麻 層No l-3 犠ナア、によい橙5Y R% 回箆切 ナデ 撻ナデ、色調外面同 図版64-6

須恵器
'不

縫ナデ、浅黄橙IOY R% 回箆切 機ナア、色調外面同

須恵器イ 層醜 4～ 7 穣ナデ回削り、灰黄25V% 団肖より 犠ナア、色調外画同

頻恵器jTN 層No 8-10 強ナア、橙5Y R7/。 椛ナデ、色調外面同

須恵器よ不 層No 8～ 10 機ナア、灰黄福 loY Rν 回糸切 麓ナデ、色調外面同 図版64-7

須恵器17 層No 8-10 機ナデ、によい橙5Y R% 回整切 範ナア、色調外面同

須恵器lT 層No 8-10 犠ナデ、灰白2 5Ye/2 競ナア、色調外面同

須恵器
'不

I層 機ナア、灰黄25Y% 縫ナデ、色調外面同

須恵器第 層Nα 8～ iO 縫ナデ、灰白10Y R% 破ナア、色調外面同

須忠器耶 I層 機ナア、緑灰 10C Y6/ 雑ナデ、緑灰7 5CY5/



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

手
2

【R磯

o          5          10Cm

第 187図  3号溝状遺構出土遺物

種  別 層 外 面 底   部 内 面 分類 倫 考

須恵4rT I層 強ナア、によい橙75YR% 強ナア、色調外面同

須恵器高台ITN 層血 8～ 10 機ナデ,回削り、灰白ユOY R% 静系切・機ナア 犠ナデ、色調外面同 C

土師器褒 層Nα 3-10 犠ナア・回削 り、灰褐5Y R% 静系切 襲ナア、黄橙7 5YR%

土師器妻 I層 横ナデ 肖1り 、によい黄橙10Y R% 横ナデ 扁〕毛 日、色調外面同

土師器褒 I層 強ナア、によい黄橙iOY R7/2 磨キ・黒処、黒10Y Rl%

須憲器甕 層Nα 8～ 10 機ナア・削り、灰白25Y% 犠ナデ磨キ、によい黄橙】OY R%

須恵器壺 I層 機ナデ、によい黄燈10Y R% 義ナア、包調外面同 図版64-8

須患器甕 I層 機ナデ、灰 N8/ 犠ナデ、色調外面同

察恵器蔓 層亜 8-10 犠ナア、暗オリー/25CY% 回肖Jり 機ナデ 強ナア、灰白N7/



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

無 を確認す る注意 を怠 た り、明 らかに し得 なか った。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、AI-30の竪穴、AF-32の 小竪穴、それをつなぐ濤郡とも全体的

に緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは全体的に見れば、本遺構のある斜面の傾斜

と同様で、北側の方が高く、南端にゆくにつれて低くなる。

〔出土遺物〕夕数の土器の実測資料が出上したが、規則性は見られない。なお、瓦も出土して

いる。

0          5         10cm

第 188図  3号溝状遺構出土遺物
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Ⅵ.検出された貴構と出土遺物

4号 溝 状 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔規模〕丘陳緩斜面に位置し、AA-28か らAB-34まで、直線距離にして約17mの長さで検出

された。なお、本遺構の調査は建設予定地内に限ったため、全体の状況は不明である。

(堆積土〕 2層に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、30～ 10cm位の琴さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち

上がる。

〔底面〕m層からなり、凹凸はない。底面レベルは斜面の傾斜と同様、北西側の方が高く、南

東佃1に ゆ くにつれて低 くなる。

〔出土遺物〕出土しなかった。

十N7
E85

第 184表

4号溝状遺構堆積土

と  色 土  性 堆f質範囲
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  第 189図  4号 溝状遺構

5号 溝 状 遺 構

〔確認面〕発掘前、濤状の浅い窪みとして観察された。H層から確認された。

〔規模〕丘陵の頂部を横断するように、CQ下34か らCB-35ま で、直線距離にして約45mの長

さで検出された。最大幅は2.7mで ある。

〔堆積土〕1層に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、20cm前後の深さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上

が る。                                              .



〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは丘陵頂部が高く

につれて低 くなる。

〔出土遺物〕出土しなかった。

第 185表  5号溝状遺構堆積土

色 土 性 備 堆積範囲

灰黄褐10Y R4/2 砂質シル ト 像重の黄澄10Y R%砂質格土含。
1層

によい黄褐10Y R% 砂質ンル ト 黄
VE10Y R 7/6砂

質粘上を斑状含。

れて低 くなる。

〔出土遺物〕出土しなかった。
第 186表  6号溝】犬遺構堆積土

土   色 主 桜 増積範囲

褐10V R4/6 砂質ンル ト i眉

黄褐25Y% ル ト質砂

明黄褐?5Y6/8 砂質粘■

された。最大幅は2.4mで ある。

〔堆積土〕1層に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、30Cm前後の深さで残存

している。底面から極めて緩やかな角度で立ち上が

る。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは

0  0.5  1m

―
第 190図  5号 溝状遺構
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第 191図  6号溝状遺構

第 187表 7号溝状遺構堆積上

■    色 土  性 採取層名 堆権範圏

掲10Y R1/ 砂質ンル ト
1層 1層

明黄褐iOY R% 砂質ンル ト

Ａ
「み

Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

北東端 、南西端に近づ く

B
表± 12     ~

6号 溝 状 遺 構

〔確認面〕H層である。

〔重複〕1号濤状遺構、2号濤状遺構に切られていることから、本遺構はそれらよりも古い。

〔規模〕丘陵緩斜面に位置し、CB-28からBR-27ま で、直線距離にして約14mの 長さで検畠

された。最大幅は1.2mで ある。

(堆積土〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

(壁〕H層 、Ⅲ層からなり、15cm前後の深さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上

がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、やや凹凸がある。底面レベルは北東端の方が高く、南西端になるにつ

7号 溝 状 遺 構

〔確認面〕発掘前、濤状の深い窪みとして観察された。H層から確認された。

〔規模〕丘陵の鞍部に位置し、AT-29か らAN-28まで、直線距離にして約20mの長さで検出

Ａ
一ｉ

第 192図  7号溝状遺構  性_二と_」
m



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

南西端の方がやや高 く、北東端 になるにつれて徐 々に

低 くなる。

〔出土遺物〕堆積土(層 No l～ 2)か ら実測資料が得

られた。

第 188表
8号溝状遺構土器

破片資料

rN80
E80

第 193図  7号溝状遺構出土遺物

種  男1 層  位 外 面 底 部 面 分 類

土師器 17N 層Nol～ 2 横ナデ営】り、によい褐75Y R% 刷毛日黒処、黒25Y%

8号 溝 状 遺 構

〔確認面〕発掘前、濤状の深い窪みとして観察された。Π層から確認され

た。

〔規模〕丘陵の鞍部に位置し、BT-32からAN-30ま で、直線距離にして

約22mの 長さで検出された。最大幅は 3mで ある。
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3】   送壇響二与を三
に大別され、

〔壁〕Π層、Ⅲ層からなり、30cm

前後の深さで残存 している。底面

から緩やかな角度で立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はな

い。底面レベルは北東端の方が高

く、南西端に近づ くにつれて徐 々

に低 くなる。なお、北東端に近い

部分では、馬の蹄跡と考えられる

「 U」 形の痕跡が数個、底面か ら検

第189表 8号溝状遺構堆積土

色 土 性 堆機範囲

によい女褐とOV R4/j 砂質シル ト
1層

策褐10Y R% ンル ト質砂

0  0.5  1
第 195図  8号溝状遺構  
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Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

出された。

〔出土遺物〕底面に突き刺さるような状態で土器片が1点出土したが、何らかの条件をもって

このような出土状況になったと考えられる。遺構の年代を直接示すものではないであろう。

9号 溝 状 遺 構

〔確認面〕発掘前、濤状の深い窪みとして観察された。H層から確認された。

〔重複〕1号濤状遺構、2号濤状遺構を切っていることから、本遺構はそれらよりも新しい。

〔規模〕丘陵の頂部を斜めに横断するように、CQ-23か らCB-27ま で、直線距離にして46mの

長さで検出された。最大幅は3mである。

〔堆積土〕2層 に大別されるが、いずれも自然堆積層である。

〔壁〕H層、Ⅲ層からなり、40cm前 後の深さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上

が る。

〔底面〕m層からなり、

つれて低くなる。

〔出土遺物〕層No 3か ら

土器が出上 した。

凹凸はない。底面 レベルは丘陵頂部が高 く、北東端、南西端になるに

第 191表 9号溝状遺構堆積土

土   色 土  性 構 考 採取層名 雑積範囲

褐灰10Y R4/ 砂質ンルト
よ層

福10Y R% 砂質シル ト

鶴7 5Y R4/6 粘土質砂 黄橙ユOY R7/8砂 質粘上を班状含。 3層 2層

第 190表
9号溝状遺構
土器破片資料

10号 溝 状 遣 構

〔確認画〕発掘前、濤状の深い窪み

として観察された。H層から確認さ

れた。

〔規模〕丘陵の頂部を斜めに横断す

すように、CQ-26からCF-29ま で、

直線距離にして約34騨 の長さで検出

された。最大幅は 4mである。

〔堆積土〕2層 に大別されるが、い

ずれも自然堆積層である。

第 196図  9号溝状遺構  ♀  !'' Im
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第 192表  10号溝状遺構堆積上

土   色 上 桂 備 堆積範囲

掲75YR% 砂質ンル ト 1層

黄縄10Y R5/8 枯■質砂 黄橙 10Y R/8砂 質格■を斑状含。 2層

第 i97図  10号溝状遺構



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

〔壁〕H層 、Ⅲ層からなり、60cm前 後の深さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上

が る。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは丘陵頂部が高く、北東端、南西端に近づく

につれて低 くなる。

〔出土遺物〕出土しなかった。

11号 溝 状 遺 構

〔確認面〕発掘前、濤状の深い窪みとして観察された。H層から確認された。

〔規模〕丘陵の頂部を斜めに横断するように、CT-18か らC」 -19ま で、直線距離にして約28

mの長さで検出された。最大幅は 3mでぁる。

(堆積土〕1層に大別され、自然堆積層である。

〔壁〕Π層、Ⅲ層からなり、30cm前後の深さで残存している。底面から極めて緩やかな角度で

立ち上がる。

〔底面〕Ⅲ層からなり、凹凸はない。底面レベルは丘陵頂部(北東端)が高く、南西端に近づくに

つれて低くなる。

〔出土遺物〕出土しなかった。

第 193表  ,I号溝状遺構堆積土

色 土 牲 堆徹範囲

褐75Y R% 砂質ンル ト

によい黄締lα Y R% 協止質砂

第 198図  II号溝状遺構   ♀ Pi' lm

〔5〕 遺 物 包 含 層

1号 遺 物 包 含 層

〔確認面〕29号住居跡の東側、丘陵緩斜面、わずかに窪んだ部分を中′ふに検出されたもので、

I層 (表土)と H層 との間に堆積している。

〔規模〕cA-11を その中′と、とし、約26m× 9m、 歪んだ長円形の広がりをもつ。

〔堆積土〕 1層 しか認められなかった。黒(10YR%)色 のシルトで、層厚は6～ 9 cm、 中′と、都が

厚く、周縁部になるにつれて徐々に薄くなり、その分布範囲は不明確になる。 I層 (表土)か ら

樹根の混入が認められたものの、本包含層を攪乱するまでには至っていない。下部になるにつ

れて漸移的にH層へと移行する。軟らか く、粘性はない。微量の炭化物、焼土、それに多量の

Ａ
引
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

粗砂 を含む。

〔遺物の出土状況〕上面に面をなして集中的に出土した。なお、それ以下にはほとんど遺物は

認め られない。

〔出土遣物〕多数の上器の

実測資料が得 られた。鉄製

品、石製品 も出上している。

なお、実測図や表には示さ

なかったが、鉄津 1点が出

土している。

●
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第 199図  1号遺物包含層

~E30-__

饗。  28さ＼＼

第 194表  I号遺物包含層土器破片資料
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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第200図 1号遺物包含層出土遺物
種  別 層位 面 底 部 内 面 分類

弥上土器 I層 縄文 LR(横 位回転 )・ 4線 ■甲圧、橙5Y R% ナア、橙5Y R%

弥生土器 I層 沈線・押圧、橙SY R% ナア、明黄偶iOY R7/6

弥生土器 I層 撚糸 L(横位回転 )、 明黄褐10Y Re/8 箆ナア、明黄褐10Y R%

弥生土器 I層 撚糸L(横位回転)、明黄福10Y RC/6 ナア、によい黄橙ユOY R%

孫生■器 二層 縄文LR(横位回転)尤線、によい黄偶10Y R% ナア、明赤褐5Y R% B

弥生土器 I層 縄文LR(横 位回転 )・ 沈線、明赤褐25YR% ナデ、色調外面同

弥生土器 I層 縄文 RL(斜 位回等 >沈繰、によい黄褐10Y R% ナア、構75YR%
土師器郭 I層 強ナデ、褐夕5Y R% 磨キ・累処、幕7 5Y RI%

上師器ネ I層 髄ナデ肖】り、によい禍75YR% 回糸切 磨キ・黒処、黒5Y RI%

須恵器郭 I層 催ナア、オリーブ累10Y3/、 焼きゆがみあつ 回糸切 機ナデ、色調外面同

須恵器界 I層 鶴ナデt暗灰黄25Y彪 回糸切 機ナア、色調外面同

須恵零郭 I層 機ナス浅黄25Y% 回系切 強ナア、色調外面同

須恵器ITN I層 機チア、によい責IIE10Y良 % 回糸切 強ナア、色調外面同

須落器邦 I層 轄チア、黄灰25Y% 回系切 機ナア、色調外面同
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第20,図  !号遺物包含層出土遺物

種  別 層位 外 面 虜   郁
―

面 分 類

須恵器:不 I層 競ナア、灰5Y% 機ナデ、色調外箇同

察恵器好 I層 犠ナア、灰5Y% 回系切 機ナア、色調外面同

須恵器雰 [層 鶴ナア、灰SY% 回糸切 強チデt● 節外函同

須恵器界 I層 箇肖「
'、

灰ユ0イ % 回糸切 磨キ、色調外菌同

須富器高台ITN I層 構ナア、灰N5/ 回削り・嶋ナア 鶴ナデ、色翻外面同 E

須富器高台郭 I層 機ナア、減黄21Y% 犠ナア 催ナデ(色 謝外面同

須憲器褒 I層 犠ナア̀削 り、纂N/ ナ デ ナデ 箆ナア、青灰SB G% AШ

198



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物
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第202図  1号遺物包含層出土遺物

41  別 層, 外   面 底部 内    面

察な器養 盛ナテ 叩日、灰N/ 当日 色調 /1・面同

額恵器衰 ΠP日 、灰白N/ 当日、色調外面同



Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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第203図  1号遺物包含層出土遺物
種   別 層位 外 面 廣 部 内 分 顔 備    考

須惑器雲 I層 機ナデ自Jり V「 日、灰黄25Y% ナ ア 確チア 箆チア ナス 色調外面同

須な器喪 I層 種ナデ肖Jり 、医75Y% 機ナデ 色調外面同 図版66-5

須忠器蜜 髄ナデ 削り、浅黄5Y% 回糸切 強ナア、色調外面同



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物
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第204図  1号遺物包含層出土遺物

鼈  】1 層位 面 底  部 内 面 分類 備    考

須忘器嚢 I層 肖」り,叩 日、オ リーア灰2.5C Y8/ ナア ロ,日 箆ナア、色調外面同

須憲器衰 I層 犠チア・肖1り 、灰 白75Y7/ 団箆切・肖Jリ 犠ナア、色調外面同

須憲器壷 I層 犠ナデ、灰白ユOY R% 畿ナア 犠ナア、色調外面同 図版6S,4

4 土師器鯨 I層 削り、燈715Y R% 削り、色調外面同

轡 1 層位 長XttX厚 o前 分類 備   考

刀子 I層 (138)X21XO.5 図阪66-3

刀子 I層 (14)X(14)× (02)

毯号1 層位 長×幅Xttcn 備   考

錬具 I層 4!SX(50)X――― 図版66-2

No 種別 層位 長又幅Xttcm 室 g 石 材 分 類 備   考

廟 I層 (74)又 (52)X(18) 疑仄岩 図版6S-1



Ⅵ:検出された遺構 と出土遺物

〔6〕 層 (表 土 )

I層 (表土)は 厚さ約 15～ 25cm位 、本遺跡の各面を覆う暗褐 (10YR%、 もしく1ま 10YR%)色

のシル トである。

今回の発掘調査では I層 (表土)の除去にあたり、重機を使用したため、これに包含されてい

た遺物が、かなり採取できなかったものと思われる。また、この時点ではグリットの設定が図

面上で行なわれていたに過ぎず、遺物の採取にあたっては大部分、明確なグリットを割 り出す

ことができなかった。本書ではそれらを出土地区名不明とし、その後の調査で出上したグリッ

トが明らかなものとは区別してある。

I層 (表土)か ら出上した遺物 としては縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、赤焼き土器、

土製品、瓦、石製品、鉄製品、フレエク、チップがある。これらはいずれも遺構とは直接結び

つく資料ではないため、ここに一括して収録した。なお、実測図や表には明示しなかったが、

BP-41と AQ-5cか ら鉄イ宰が 1点

ずつ、合計 2′点出上している。
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Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物
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第205図  I層(表土 )出 土遺物

種  別 」u区 名 外 底 部 分顛

`
縄文土器 縄文 RL(横 位回転 ).愉 6Y R% ナデ、によいIVt褐 10Y R% 胎上に観離を含む

蘊文■器 燃糸 I(縦位回転 )lt線 猾5Y R% 建ナア 磨キ、色調外画同

縄文上器 燃糸 1(懐位回転)売線 怜?SY R% ナア、色調外面同

縄文土器 AQ-44 lt線、権75YR/6 マメツ、色鵬外面同

縄文土器 不切 縫文RL(縦位回転)、 明黄褐10Y R% ナデ、武桁 10Y RX

縫文■器 不明 略緞、明黄褐10Y R% 洸嫌 色調外 lltral

縄 文土器 隆線■叩庄、明褐75YR% マ/ツ 、明あ〔褐5Y R%

弥生土賠 AC-29 lt線、にお【い統夕5Y R% ナア、によい褐75YR/ 口版67-1

弥生■器 縫文RL(斜位回転)・ 刺突、明支偶10Y R% マ /ツ 、色調外面同 図倣67-4

弥■■器 縄文RL(横位回転)‖ I庄 刺突、賞褐10Y R% ナデ 切賀褐 10Y R隊 図IIt6″ -3

弥■■EI 牽1突 Ⅲ甲圧、橙75Y R% ナデ明賞褐,OY R% 図llx67-2

弥生■器 不明 猟I庄 ,!突、構75YR/6 チア 黄桁7 5Y R7/8

切〔生土器 絆圧・刺突、によい貧褐10Y R% マメツ によい賛特10Y R%

弥生土器 AQ-56 押圧オ!突 、り]賛撮10Y A% ナア、色調外面同

弥生■器 穏文RL(横 位回転 )瀬1突 ん級 によい賞橙10Y R% ナデ、明貨褐10Y R%
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第206図  I層(表土 )出 土遺物

fl 好1 地区名 面 分 蚊

休ti器 ,を級 中J突 り1貨偶iOY R/ ナ,明黄褐ユOY R%

弥■■器 た緻■甲に、■75Y R% マ/ツ 、に́ヤい黄褐10Y R% 図版67-S

弥生 i器 縄文 RL(硫 位回転 ,沈線 押圧、絶75YR% ナア、によい構75YR% 図版67-11

弥■■器 縄文 RL(横 位回転 )洸級■甲圧、にマS(い 黄絶 IOY R% ナデ明父褐10Y R% 図 肢67-7

ЙII器 組文Rと (横位回転)監繰■甲庄、性75YR% 磨 キ、色調舛面同 図版67-9

珠生士器 充徹■甲圧、明貨褐10Y R% マメツ、絶75V R斃

株tt器 組文 RL(横 位 I』 転 )刺 突 によい貧褐iOY R・/1 磨キ、黒褐10Y R% 図版 67-5

拡上士器 組文LR(横 位回転)刺 突、明賞褐10Y R% 箆ナデ
`色調外面同

休t■ 器 別突明賞偶10Y R% マ/ツ 、俺5Y R%

弥生■器

"J突

明褐75Y R% マ/ツ 、精75Y R%

Jl.■■器 範文 LR(横 位回転)沈線 掩5Y R6/6 箆ナデ、に■い俺75Y R%

殊■■器 範文LR(横位回転)Ft繰、明赤褐5Y A% ナデ、裕7 5Y R6/6

弥 tJI器 洸線、明赤偶5Y R・/8 箆ナア、輸5Y R%

味■iFI 鶴文LR(横位回転)・ rt報、褐10Y R/ ナデ、におfい 黄褐10Y R%

赤生■器 籠文LR(構位回転)・ 1/_線 、によい褐75YR/ 箆ナア、明褐75YR%
泳t■器 ,を線、によい貨褐10Y R% ナア、褐iOY R%

坊(■ ■PJ 不 明 縫文LR(横 位回転)沈線、福76Y R% 箆ナデ、褐75Y R/ 図版6?-8

税(jr 器 電文LR(横 位回転)洸線、橙75Y R% 箆ナア、色調外面同

弥■■器 縄文とR(横位回転)売級、晴将10Y R% 箆ナデ H・ 褐75YR% 図阪6タ ー10

Jl生 :器 縄文 LR(横 位回転 )允縁 によい賀栓iOY R% 箆ナア、色調外面同

殊■i器 AQ-56 た級、褐75V R/ ナデによい女橙10V R%

弥 生i器 不明 ん線、褐7 5Y R% マ/ツ 、明黄褐10Y R%

弥 ■ !器 BC-42 た線学J突 によい構7 5Y R1/ 箆ナア、橙5Y R塊

弥生 Jを 器 沈線、総5Y R% ナア、構5Y R%

勇「■■肝 不
'朔

縄文LR(横 位回転 )、 明責褐10Y R1/6 マンツ、黄褐iOY R%
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第207図  I層 (表土 )出 土遺物

種  別 地区名 外 面 底 都 分類 備

弥生工器 紐文 RL(横 位回転)橙 7 5Y R6/6 ナデ、色調外面同

弥生土器 縄文RL(横位回転)ナデ 僑75Y R/ ナデ、色調外面1可 囲版67-13

弥生土器 縄文LR(横位回転)、 におてい黄橙10Y R% ナデ 明黄褐10Y R%

赤と上器 CD-42 組文 RL(横 位回転)掩75YR稼 ナア、にヽい黄掲 10Y R/J

弘■■器 縄文 RL(横 位回転 )磨 キ、明女褐10Y R6/s ナア、色調外面同

弥生土器 縄文 LR(横 位回転 橙75YR% ナデ、によい黄橙10Y R%

赤生土器 不 明 縄文 L(横位回転 )、 明褐75YR°/6 ナア、構7 5Y RS/6

JT主主器 縄文LR(横位回転)におfい資橙10Y R% ナア、明貧褐10Y Rえ

弥生土器 縄文RL(縦位回転)、 にAtい黄橙10Y R% マメツ、浅式橙10Y R%

JT生土器 縄文 LR(横 位回転)に よい黄橙iOY R% ナア、色調外面同

拡生主器 縄文 LR(横 位回転 )、 橙7 5Y R6/6 ナデ、によい黄褐10Y R%

弥生土器 縄文LR(横位回転)、 明黄褐10Y R% ナデ 橙5Y R6/6

弥生土器 縄文 L 横位回転)、 暗褐75YR% マ /ツ 、褐75YR%

弥生土器 縄文 LR(横位回転 )、 におfい 黄栓 10Y R7/ マアツ、によい黄褐IOY R%

弥生上器 縄文 L 横位回転 )橙 7 5Y R7/6 マ /ツ 、橙7 5Y R6/6

弥主主器 縄文 R 機位回転)明賞偶10Y R% マメツ、によい貧褐iOY R%

弥生土器 盤糸R(横位回転)、 によい黄燈10Y R% ナデ、によい橙75Y R%

弥生土器 不明 撚糸L(横位回転)、 橙75YR% ナデ、橙75YR% 図版67-12

赤■■器 撚系R(横位回転)、 によい黄橙IOY R% ナデ、によい黄橙10Y R%

弥生上器 撚糸R(横位回転)褐75γ Rツ ナア、橙 5Y R露

休生土器 不 明 撚糸R(横位回転)、 によい糞偶10Y R% ナア、黒75Y R'7/

弥生土器 不明 撚糸L(横位回転)、 明赤褐5Y R% ナデ、色調外面同
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純  別 地区名 底 部 内 面 分 類 縮 考

珠生土器 不明 ナデ にお|い 費褐 10 R% ナア、橙7 5Y R6/6

殊生■器 縄文RL(横 位回転)売線、明編75YR・/6 ナデ掩7 5YR%

弥生土器 不明 蘊文 LR(横 位回転 によい賓構10Y R% マメツ明黄褐10Y R%

弥生i器 縄文 RL(横 位回転 偶75YR% 箆ナア、赤縄5Y R%

弥生土器 縄文LR(斜位回転)、 によい橙75YR% ナア、橙7 5YR%

弥生上器 撚系と、R(横位回転 )、 黄褐10Y R・/6 ナア、橙75YR%

弥■■器 縄文RL(横位回転)沈線刺突によい黄褐10Y R% ナデ 栓7 5YR3/6 図版67-お

弥■■器 沈線球上突、黄椅10Y R3/8 マアツ、黄崎10Y R‐/8

弥生上器 不明 ん線韓J突 丹彩(1こ よい黄給10V R% ナア、明黄撮 IOY R/6 図阪67-14

弥生土PF 撚糸R(横位回転)刺突、明黄褐10Y Rえ ナデ、によい黄栓iOY R%

Jr生土器 AQ-46 林糸R(横位回転卜刺突、によい貧褐10Y R% 箆ナデ、明黄綿10Y R%

弥生土器 刺突、によい黄命10Y R% ナア、におfい貫褐ユOY R3/8

株生土器 充線、によい構25γ R% 箆ナア、色調外面同

弥生土器 不明 撚糸 L(横位回転 )売線、桁 7 5Y R6/F ナア、明褐75Y R5/6 図版67-17

赤生土器 不明 売線褐10Y R% マメツ、明黄褐iOY R/6

赤生土器 淀線、黒5Y2/ マ メツ、明黄褐10Y RO/6

泳生」:器 沈線、によい総75Y R% 箆ナテ、によい褐7 5Y R5/3

蒟(■■器 rt恕、にすい黄椅10Y R% ナア、にお,い黄橙10Y R%

殊■■器 縫文 RL(横 位回転)ん級、暗赤褐25YR3/ マ /ツ 、明掲75YR・/6

弥生J:器 縫文 LR(斜 位回転)た線、明福75γ R・/6 ナデ、明黄褐iOY R6/6 図 版67-15

Jl■i器 紙文LR(横 位回転)た線 明黄褐10Y R箕 ナテ、明責褐二OY R%

弥上上器 rt線 網75Y R% ナデ,綺5YR%

イ■■器 洗線、赤褐5Y R/6 ナア、構5Y R%

0          5         10cm
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第209図  I層 (表土 )出土遺物

種   別 に区名 lH部 iln 分H71 備 ち

弥生土器 洗報、によい賛橙 IOY R7/ ナデ 明貨編10Y R%

弥 生 土 器 範文 LR(斜 位回転)沈線、に_Iて い褐75YR% マ/″ 、にお【い責橙10Y R%

泳■■器 rtr線 、明赤褐5Y R・/6 ナデ、橙75YR%
弥生土器 充縁、輸75YR% マ メツ、,完 黄燈75Y R3/6

弥生上器 売徹、燈7 5Y R8/s ナテ 明黄褐 10Y R隊

泳生土器 不明 縄文LR(横位回転)沈線、格75YR% ナデ、橙75YR7/6

泳生上器 不明 ん線、極賠赤掲5Y R% マアン、構75YR%
弥生土器 縄文LR(横位回転)沈繰、によい赤褐5Y R% ナデ、絶5Y R%

弥生土器 撚糸 R(犠位回転 )泥線 によい資絶10Y R% ナデ、に】fい女持IOY R%

弥生土器 縄文LR(横 位回転)沈線 明賀褐10Y R% ナデ、によい賞袴10Y R%

殊生土器 不 明 撚糸 R(横位回転)洗 Tt、 攪5Y RS/8 ナデ 綸5Y R%

弥生土器 縄文 RL(横 位回転)沈線、によい策燈iOY R% マ/ツ 明黄褐IOY R%

弥生土器 不 明 縄文RL(横位回転)光線、明黄禍10Y R% ナデ、によい黄橙10Y R%

赤■■器 不 明 経文RL(積位回転)れ線、明黄褐10Y R% ナア、に ,́fい 黄栓ユOY R%

弥生■器 AQ-46 ん級、赤褐5Y R% 箆ナデ明赤褐5Y R%

弥生上器 不 明 た線、橙7 5YR% マアツ、によい鶴75YR亥
jT生土器 縄文RL(横 位回転)沈線、黒褐10Y R% ヤ//賠禍75YR%
弥生土器 縄文LR(横位回転)沈線暗褐75YR% ナデ 」監泳褐5Y R%

殊生土器 lp_徹 、黄橙7 5YR% マメツ、賀橙iOY R孫

弥生土器 沈線 黒福loY R% マアツ 明貧掲10Y R6/6

泳生土器 不 明 縄文RL(横位回転)、 によい黄掲10Y R% ナア、締5Y R銘

泳■■器 CD-42 観文 RL(横 位 ↑1位回転)に よい貨精10Y R% ナデ磨キ、にマI【 い黄牲10Y R%

踪生上器 鶴文 LR(横位回転)、 によい貨褐10Y R% 箆ナア、によい丈絶10Y R%

赤生土器 撚糸Rけ十位回転)、 に.Itヽ 資栓10Y R% ナデ 打彩、色調外面同 外山fに 激庄jfkあ り



Ⅶ.検出された遺構と出主遺物
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第210図  I層 (表土)出土遺物

種 ．別
一

地区名 外 面 底 部 内 面 分類

弥生上器 不 明 縄文Li(横位回転う、にお,い黄鵜10マ Rシ ナテ、にヽ い禍7,VR%
殊生上器 CFi7 縄支LR(斜位回転)、 明資禍10Y R% ナア、明黄福,QY R7/c

弥圭土器 縄文ユL(斜位回転)、種7 5Y R% やオツt色調外面同

弥生■器 縄支
'L(斜

位回転 )、 に,ttヽ 黄橙10Y H% ナ ア チア、色調外面日

弥生土器 AJ-43 ナデ、にJい糧
'こ

YR% 様 ナデ、に本い橙5ヤ %ヽ
0 土師器高17N CA-44 (脚部)磨 キ 扁,毛 日、に本中構7.5Y足 % (脚部)箆ナデ、にⅢいIPa7.5V草 %

土師器高IT AN-56 (脚部)磨 キ、にお,い縦7 5YR% (好部 )磨 キ、(脚部)マ オツ、色調外面同

土師器高界 AQとや (脚部)磨 キ、明tB7,YR.S/6 (郎部ン クヽラク、(御 部ン タヽラク、色調外面同

土師器蜜 不明 横ナデ刷毛目沈線、によい黄脅10Y「% 刷毛目、明責褐10 YIR%

土師器壌 不明 刷宅日、明貰褐iOV R% マメツ 刷毛日、色調外面同

土師器奎 肖Jり・丹彩、明女禍10イ iC/6 抑日、色調外面同 A

土師器震 マメツ、明貫禍16Y i7/c 抑日、色弱界面ロ
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Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

K

鶴
o          5         10cm

第211tt I層 (表土)出土遺物

糠  別 地区名 外 面 底 部 分 類

上師器第 AB― ■ 快ナデ 割り、構もY R5/c 整ナデ、色調外面同

土師器郭 横チデ・削り、褐10Y A% 磨キ、に▽さtい黄褐10Y R%

土師器耳 AC-23 横ナア・BIり 、明黄褐10Y R% 磨キャ色調外面同

主師絡 不 CC-44 着」り、にAてい黄褐10Y R% 箆ナア、褐灰iOY R%

土師器邸 横ナデ増1り 磨キ、繕5Y R% 磨キ、色調外面同|

土師器 ネ AK-42 磨キ、によい褐ク5Y R% 藩キ・黒処、暴16Y良 %
土師器郎 不 明 棟ナア 肖じり、橙75イ R% 暦キ、明赤穏25Y R%

土師器好 AB-11 擦ナデ'肖↓り、栓75Y R% 刷毛目・磨キ、色調外面同

圭tb器不 本C―
'3

開Jり・磨キ、によい橙5Y R% 絣!毛 目・磨キ、色調外面同

■師器ネ AC-12 機サア、明赤鶴2 5V R5/c 回系切 藩キ・黒処、爆7 5Y Rl%

土師器郎 BR-14 機ナア、によい気橙ЮYR% 回系VJ 磨キ累処、赤累10V%
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物

0          5         1ocm
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第212図 I層 (表上 )出土遺物

種   別 地区名 外 面 底   部 面 分 類 備

上師器)不 機ナア、によい綺75YR% 磨キ 黒処、黒7 5Y Rl%

土師 FtrTN 墟ナデ、明黄偶IOY R6/8 機ナア磨キ累処、黒10V Rl%

土師器高台
'不

横ナデ磨キ、によい橙7 5YR% 箆ナデ 磨 キ 磨 キ、黄構7 5YR7/s 内面に激庄痕あ り

土師器高台lTN 機ナア、橙7 5Y R7/6 機ナデ 磨キ、累処、黒25Y%
土師器高台rTN 強ナデ、橙7 5Y RC/6 機ナデ 黒処、黒75Y R%

土師器高台郎 AO-21 機ナア、によい橙75Y R7/3 回系切 髄ナデ 描ナア・累処、黒10Y R%

土師器楽 磨キ鼻処、黒7 5Y RI% ナデ 黒処 磨キ・黒処、色調外画同

赤焼土器IT AC-21 機ナデ、によい崎5Y R% 回糸切 韓ナデ、色調外函同

赤焼士器郎 髄ナア、橙7 5YR% 回糸切 韓ナア、色調外面同 図版66-0

赤焼土器〕不 機ナア、袷75V R% 機ナデ、色調外面同

頻態糾 不 不 明 犠ナア、,表 黄25Y7/1 回箆切 箆ナデ 機ナデ、色調外面同 図版66-6

寂を器17N 椛ナデ、灰5YS/ 回箆切・削 リ 機ナア、色調外面同



Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物
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第213図  I層 (表土)出上遠杉

種  房1 地区名 外 面 底   部 内 面 分 類 儲 考

須蔦器必 椛ナデ、淡黄25V% 回箆切 箆ナデ 韓ナス er調外画日

須恵器ITN CC-72 犠チデモ灰白7,V% 回1野切 構ナデ 0゙調外画ロ CI

須恵器第 BO‐ 21 犠 ナア 、灰N5/ 椛ナア、1色調外面同

須恵器罫 機ナデt灰 NC/ 犠ナア、オリーア灰,cヤ %

須菖器邪 強ナア、灰N/ 機ナデ、色調外面同

須憲器郎 権ナデ、灰 N5/ 韓ナデ、医白10Y%

頻意器耶 AR-53 犠ナデ、特床10 GY/ 機ナア、色調外面同

宏憲器郎 BS-74 機ナア、灰白715イ % 描ナア、色調外面同

顔恵器 不 不 明 機ナデ、,々た

'マ

身 機ナデ、医0イ %

病恵緞 不 A」 -27 犠ナデ、灰10Y% 回箆切 | 懐ナア、色調外面同

察憲器郭 糖ナア、灰白7.SY% 回箆切 乾ナ,、 色調外面同

察憲器郎 襲ナア、によい黄織10T Re/3 回糸切 確ナデ、色調外面日 内面に積子E痕あり

察H器イ AE-22 犠ナデ回削げ、灰
'Sイ

% 静糸切 回削リ 強ナア、にょいつ壻母SY R蒻
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第214図 I層 (表上)出土遺物

Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

0          5          10cm

雑  別 地区名 外 面 底   部 面 分 類 備 考

須恵器lTN 範ナア・回削り、灰nSY% 回箆切 回削 り 犠ナア、色調外面同

察な器高台
'不

範ナア 回肖】り、晰灰N/ 回削 り 機ナデ 撻ナデ、灰 N/

須恵器高命)ネ 競ナデ、灰賞2 5YO/2 機ナア 範ナデ、色調外面同

須な器高台
'不

髄ナア、緑灰5C% 団系切 縫 ナ ア 機ナア、色調外面同

土師器贅 横ナデ・削J、灰褐75Y R% 積十デ、刷を目、灰75Y%

上師器褒 DG-18 横ナデ歯JJ、 にお,い愉5Y R% 績ナア 箆ナア、色調舛面同

It市 器賓 積ナテ 歯J〕 総5Y R% 弔I毛 目褐灰5Y R% 内面に激圧演あ り

土師器喪 横チア肖Jり 、灰女縄10Y R% 刷毛日、によい黄橙10Y R%

土師器褒 横ナデ 肖Jり 、橙7 5Y R斃 横ナデ 刷毛目、色調外開同
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Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物

10c�

第215図  I層 (表土)出土遺物

種   別 地区名 外 面 底 部 内 面 分 類 備

土師器褒 AB-22 横ナデ 肖1り 、によい責橙10Y R% 横ナデ 箆ナア 色調舛面同 外面にrT子圧痕あ り

土師器褒 3S-4 削り、褐7 5YR% マ メツ、色調外面同 外面に麦類圧戻あり

土師器褒 削 り、橙7 5Y RC/s 箆ナア 色調外面同 外面に靱庄痕あ り

土師器褒 CB-44 肖1り 、明黄褐10Y R% 営】リ 箆ナア、明黄禍,OY R7/6 内面に撤E夜 あ り

上師器蓑 削 り、赤褐SY R4/8 木葉 ナデ、に ●.・ い赤掘5Y R5/3 底部に靱圧痕あ り

上師器姿 横ナデ・泥線・肖1り 、栓75Y R% 横ナア 箆ナア、色調外面同 図版66-10

土師器蓑 権ナア、明褐75YR% 髄ナデ、色調外面同 外面に玄米庄痕あ り



Ⅵ 検出された遺構 と出土遺物

0          5         10Cm

第216図  I層 (表土 )出 土遺物

種   別 地区名 面 底   都 分類 備 考

須恵器褒 雑ナデ ΠP日 削 り 線刻 穿孔、灰iOY% 髄ナア、色調外面同 外面に靱庄痕あ り

土師器高
'不

不 明 (17k部 〕肖】り (脚 部)削 り、に▽,tい 黄橙10Y R% ('不都)磨 キ 黒処、(脚 部 )マ メツ、累75YR銘

土師 器 耳皿 磨キ黒処、凛75YR% 磨キ 鼻処 磨キ 黒処、色調外面同

土師器耳皿 積ナア・仰日、によい澄75Y R% 箆ナデ・磨キ 黒処、黒7 5YRI% 図版66-8



Ⅵ.検出された遺構と出土遺物

2

3 7

∠ 正 三 ニ ニ 璽 _⌒
8

0 5 10cm

第217図  I層 (表土)出 土遺物

範 地区名 外 雨 内 面 分 類 4

須忠器蓮 機ナデ回削り、灰貨25V% 機ナア、色調外面同

須恵器議 不切 競ナア、IInVtt N 3/ 権ナア、灰 N5/

須恵器議 槌ナア灰ォ〕―ブ75Y% 罐ナデ灰10Y%

須恵器語 機ナデ回肖より緑灰10C% 髄ナ,色 調外面同

須患器議 犠ナデ、黄灰25Y% 純ナア によいiVt2 5 Y t/1 図 版66-?

須恵器訴 回博より、灰7 5Yt/ 能ナア 色調外面同

須恵器誕 雑ナア 灰10Y4/ 懐ナア、灰ri10Y%

須な器義 機ナア、灰Nツ 乾ナデ、色調外面同

土製紡録車 (表面)洗緑、によい女褐10Y R% (褻 面 )ナデ 色調外画同 図賊67-11

用途不明■製品 (表 面)ナデ、明黄褐IOY R% 図版67-19

種 別 地区名 長Xtt X ttc爾 分類 備 4

(26)X(09)× (02)

鉄鏃 不 明 図版66-■

地区名 長X“議×層em

釧状鉄製品
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Ⅵ.検出された遺構 と出土遺物
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第2i8図  I層(表土)出上遺物

種  別 地区名 外 面 邸 内      面 分 類 備      考

須恵器褒 CC―ク〕 強ナア・洗線・波状文、黄原25Y% 機ナア、色調外面同

須恵器嚢 CC-7, 機ナデ 沈襟・波状文、悛黄2.5V% 機ナデ、色調外町日

β 賓恵器褒 AB-29 韓ナデ 淀線、緑灰10C Y% 回刷毛日、色調外画同

須恵器褒 「F日・刷毛日、繊灰7 5CY% 当日、色調外面同 B

須恵器愛 CC―夕】 叩日、灰黄25Y% 当日、オリーブ灰2.5CY%

笈恵器褒 CC-7, 叩日、によい黄橙iOヤ

'%
当日、灰賓25Y%

平二 (3)マ メツ、灰白10γ / (凹 )ナ ア 色調外面同

8a 平瓦 X凸 )マ メツ、オリーブ灰215C Y% (凹 )ナ ア、色棗外面同 同一稿体8bは AL=27出土
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J質疑灰岩 図 lk68-13
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第 220図  I層 (表上 )出 土遺 物
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Ⅵ 検出された遺構と出土遺物
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第221図  I層 (表土)出土遺物

-

一

→

種別 地区名 長X巌 J X ttcm 霊 g 石   |な 分 頬 鶴    考

石錐 (30)× 20X06 荘質嚢灰岩 図販69-1

石匙 (54)X13XO S 塩岩 図版69-2

石 匙 不明 珪質凝灰岩 図版60-3

石 匙 不明 (54)X(33)X10 珪質砂岩 図版60-4
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□

fr 別 地区名 長x嚇 ×IF/tm イ「  材 分 類 備    考

鶏:質砂岩 図 lx69-3

ケ山岩 図・
Ix69-9

斑灰岩

坪確πi 図阪6S-23

士質砂岩

0      2.5     5cm

IR 別 地区名 長X幅 ×厚em 重 g 石    材 分 類 llt   考

黒 曜 石 図版 6β-27

黒曜石 図版68-21

器TH不明石器 不 明 4質凝灰岩

尖頭器 珪質穫灰岩 図敗69-10
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第225図  I層 (表土 )出土遺物

笹  別 地区名 長 Xtt X ttem 重 g 石  材 分 類 備   考

嬢灰岩 図版69-7

不 明 87X(74)X38 安山著

(90)× 6SX4 S (5735) 砂 岩 口脱70-10

樫  別 地区名 長X幅×厚cm 重 s 石   材 分 類 備    考

フレーク 黒曜石 図版68-22

黒曜石 図版68-24

黒曜石 図版68-26

AC-12 珪質砂岩
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∬
伽

第226図  I層 (表土)出土遺物

種 別 地区名 長XttX厚ぐm 重 g 石    材 分類 備   考

凹 石 82× 82X68 砂 岩 図版70-9

BK-31 76× 88X59 (490 1) 砂 岩 B

磨 石 DD-32 89×ど00X5 石英安山岩 図阪70-6

磨 石 砂 岩 函版70-8

種 別 地区名 長Xtt X厚帥 重 g 石   材 分類 備   考

磨 石 石英安山岩

磨 石 石英安山岩 A 図版70「 5

磨 石 不明 90X63X39 砂岩 図阪70-タ

磨 石 BL-38 石英安山岩
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第227図  I層 (表土 )出 土遺物
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Ⅶ 出上した遺物の検討

Ⅶ .出 土 した遺物の検討

本遺跡か ら出土した遺物 としては組文土器、弥生土器、土師器、須恵器、赤焼き土器など土

器類がその大部分 を占めるが、その他に各種の上製品、瓦、石製品(石核、フレー ク、チップも

含む )、 鉄製品(鉄滓 も含む)な どが出土 している。

ここでは、各種別ごと、各々の特徴に基づいて分類を試み、その編年的位置や問題点を検討

してゆきたい。

〔1〕 紀文土器・弥生土器

本遺跡か らは組文土器が 7点、弥生土器が777′ミ出土 している。しか し、その全ては I層 (表

土 )や遺構堆積土か ら出上 した もので、出土状況に規則性は認められなかった。

(1)縄 支 土 器

本遺跡から出土した土器のうちで、糸屯文土器 としたものは全部で 7点 しかない。これは文様

や胎上によって、明らかに弥生時代以前の土器 とわかる資料のみを、縄文土器 と判断したこと

による。よって、弥生土器 として掲げた資料の中にも、縄文土器が多少混入していることが予

想される。

本項では、確実に組文土器 と判断し得た資料、 7点について検討 してみたい。

1.分類とその特徴

〔A類〕胎上にオ直物性繊維が混入しているもの(第 205図 1)。

深鉢形土器体部下半の破片と考えられ、外面には縄文(RL)が施されている。

〔B類〕幅広の口縁部が複合 口縁状に肥厚 しなが ら、ほぼ直線的に外傾するもの(第 205図 2

～ 4)。

いずれも口縁部から体部上半にかけての深鉢形土器で、 4個の波状突起をもつ ものもある。

日縁部の文様は波状突起を中心にして、円弧文 と斜位平行文が極めて幅広の沈線によって描か

れる。体部上半には半裁竹管による平行沈線文がめ ぐらされてお り、それに撚糸文(1)が施文

されている。

(C類〕口縁部に波状突起をもち、外面には隆線による渦巻文、内面には沈線による渦巻文が

描かれるもの(第 205図 6)。

深鉢形土器の中でも、極 く小形のものである。なお、外面に縄文(RL)を 施した深鉢形土器

の体部破片(第 205図 5)がある。これは本類とほぼ同年代のものと思われる。
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〔D類〕無文の口縁部下に一条の隆線をめぐらし、その頂部に刺突文風の押圧文を等間隔に施

したもの(第 205図 7)。

平縁の浅鉢形土器 と思われる。

2.編 年 的位 置

本遺跡から出土した縄文土器A類は地文だけが施された体部破片であるため、その編年的位

置については特定することはできない。しかし、胎土中に植物性繊維を含むという特徴から、

lllね 縄文時代早期後葉から前期前葉頃(山 内清男 :1929.4)の ものと理解してよいであろう。

B類は涌谷町長根貝塚(藤沼邦彦ほか :1969.3)第 HSト レンチ第 3層 出土土器、気仙沼市磯

草貝塚 (高倉淳 i196812)第 4貝層出土土器に類似するものである。両報告では、これらをい

ずれも紀文時代前期、大木 6式に比定しているところから、本遺跡出上のB類 も同様の位置づ

けがなされてよいものと思われる。

C類は縄文時代中期、大木8b式に位置づけられている大和町勝負沢遺跡(丹羽・阿部 。小野

寺 :1982.3)第 H群土器に共通した要素をもつ ところから、同式に併行するものと考えられる。

D類については、刺突文風の押圧文が隆線上に施されるといった文様表出技法が、陸前高田

市門前貝塚(吉 田義昭 :1960)第二類土器の特徴である連鎖状隆線文に類似する。このような土

器は、門前式として縄文時代後期初頭に位置づけられているもので、D類 もほぼ門前式と理解

してよい。

12)弥 生 土 器

本遺跡から出上した弥生土器の破片総数は 777′ミと、比較的多い。しかし、この中で器種や

器形を明確に把えることのできたものは極めて少なく、その大多数は摩減の進んだ小破片であ

った。よって、本書では器種や器形ごとに分類することは避け、とりあえず、これらを口縁部

資料 と体部・底部資料 とに区分し、口縁部資料については全て、実測図や拓影図化することに

努めた。一方、体部、底部資料については、外面に沈線文、または刺突文が施されたものに関

してだけ実測図や拓影図化することにし、残 りの地文だけのもの、無文のものは各遺構や I層

(表土 )|こ 付した土器破片集計表で扱うことにした。

なお、この地文だけのもの、無文のもののうち、顕者な特徴が認められる資料については、

実測図、または拓影図化したが、その数は決して多いものではない。本項では、以上のように

して実淑1図 、または拓影図化された資料、合計 154点について検討を加えることにしたい。
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分類 とその特徴

〔A類〕口縁部資料を本類にまとめた。破片資料のため、器種は明確でないが、重 と考えられ

る第 207図 1を 除けば、その大部分は甕であろうと思われる。口縁部は大半が平縁であるが、

巧ヽ さな突起をもつもの、小波状口縁 をなす ものもある。複合口縁のもの(AI)、 単純口縁のも

の(AH)と に区分される。

A11:刺突文、沈線文によって交互刺突文風の文様が施 されるもの(第 93図 4、 第205図 9)。

口縁部に地文(縄文RL)が施されるものと、それが施 されないものとがある。

A12:刺突文、指頭状押圧文、沈線文のうち、 2つ 以上の手法が用いられるもの(第64図 4、 5、

第93図 5、 7、 第145図 1、 第200図 1、 2、 第205図 10年 15、 第206図 1～ 6)。

枚法の組み合わせ としては刺突文 と指頭状押圧文、刺突文 と沈線文、指頭状押圧文

と沈線文が用いられている。刺突文 と指頭状押圧文が組み合 うタイプは、国縁郡下端に

それらが交互に施文される。刺突文 と沈線文が組み合 うタイプは、横位にめ ぐらされた

沈線文の下に、刺突文が施 されるのが一般的である。指頭状押圧文 と沈線文が組み合う

タイプは、刺突文 と同様、横位にめ ぐらされた沈線文の下に、指頭状押圧文が施 される。

口縁部に地文(絶文 LR、 RL)が施 されるものと、それが施 されないものとがあり、

紀文原体はRLが 分用される。

A13:刺突文、指頭状押圧文、沈線文のうち、 1つ の手法だけが用い られ るもの(第 14図

1、 2、 第23図 1～ 4、 第32図 1、 第59図 6、 第93図 6、 第119図 1、 第124図 1、 第 134

図 1、 第 206図 7～ 25)。

刺突文のタイプは、それが口縁部下端に連続 して加 えられる。指頭状押圧文のタイ

プは、それが口縁部下端に連続 して加 えられるものと、口唇菩脚こ加えられることによって、

小波状 口縁をなす ものとがある。なお、前者 (第 134図 1)は 丹彩されたもので あ る。

沈線文のタイプは、円弧文、山形文、横位平行文が枯かれるが、文様構成が判然 とし

ないものもある。

地文 としては組文 (RL、 LR)、 撚糸文 (L)が施 されるが、それが施 されないもの

もある。紀文原体は LRが多く用いらイとる。

A14:地文だけが施されるもの (第 39図 4、 5、 第45図 5、 6、 第54図 1、 第59図 5、 第78図 1、

2、 第102図 1、 第113図 9、 第131図 1、 第202図 3、 4、 第207図 1～ 22図 )。

縄文 (LR、 RL、 L)が施文されるタイプはLRが 多用され、まれにそれが口唇部にま

で施 されるものもある。また、口唇部直下に撚糸圧痕文(RL)力功日えられるものもある。

撚糸文 (R、 L)が施文されるタイプは Rが多用されるが、中には両方 を用いて羽状に
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施したもの もある。

A15:無文のもの(第 23図 5、 第59図 7、 第 208図 1)。

外面はナデ調整されている。

AHl:指頭状押圧文、沈線文のうち、 1つの手法だけが用いられるもの(第 208図 2、 3)。

指頭状押圧文のタイプは、それが口唇吉隅こ加えられることによって小波状口縁をなす。

口縁部に地文は認められないが、体部には純文(LR)が施されている。沈線文のタイ

プは、横位にそれがめぐらされ、地文 として縄文(LR)が 口縁部、日唇部に施されている。

AH2:地文だけが施されるもの(第 39図 6、 第 124図 2、 第 208図 4～ 6)。

糸亀文(LR、 RL、 R)力沌文されるタイプの中には、それが口唇音削こまで施され、かつ、

小突起をもつものもある。撚糸文が施されたタイプは R、 L、 両方を用いて羽状に施

されたものである。

〔B類〕体部・底部資料を本類にまとめた。破片資料のため、器種は明確でないが、体部が張

り出す器形のものが多い。体部に刺突文や沈線文が施されるもの(BI)、 地文だけ、または無文

のもの(BII)と に区分される。

B11:極 く細い横位と斜位の平行沈線文が施されるもの(第 205図 8a、 8b)。

器壁が厚いものである。

B12:刺突文と沈線文、 2つの手法が用いられるもの(第 23図 6、 第208図 7～ 9)。

横位にめ ぐらされた沈線文に沿って、刺突文が加えられる。円弧文、山形文が施され

たものもある。なお、沈線文をはさんで、その上下に刺突文が施されるもの(第 208図 9)

は丹彩されている。

旭文(組文RL)が施されるもの、それが施されないものとがある。

B13:刺 突文、沈線文のうち、1つの手法だけが用いられるもの(第 23図 7、 第93図 8、 第119

図 2、 第 131図 2、 第 200図 5～ 7t第 208図 10～ 23、 第 209図 1～ 20)。

刺突文のタイプは、横方向に連続して加えられるものである。沈線文のタイプは円

弧文、山形文、横位平行文が描かれるが、文様構成が不明のものもある。

地文としては縄文(LR、 RL)、 撚糸文(R、 L)が施されるが、それが施されない

ものもある。

BH:地文だけ、または無文のもの(第 30図 2、 第93図 9、 第209図 21～ 24、 第210図 1～ 5)。

縄文(LR、 RL)が施文されるタイプと、撚糸文(R、 L)が施文されるタイプがあ

る。なお、絶文が施文される第93図 9は脚部に 2対の小孔をもつ高邦形土器である。

無文のタイプにはナデ調整が認められるものの、底部資料であるため体部以上の状況

は不明である。
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2.編年 的位 置

本遺跡から出土した弥生土器 B11は 、体部破片資料であるため、全体の文様構成などは不明

であるが、円田式の標式資料とされる蔵王町西裏遺跡 (伊東信雄 :1957.3、 片倉 。中橋・後藤 :

1976.3)か ら出上した長頸壺に認め られる横位 と斜位の細い平行沈線文に、ほぼ共通 した文様

要素をもっている。

また、同町上野遺跡(片倉 。中橋 。後藤 :1976.3)出 土土器、村田町北沢遺跡 (斎藤・真山 :

1978.3)第 H層 出土土器とも、細部で若子の違いは認め られるが、基本的にはほぼ類似 した特

徴 を備えている。

両遺跡出上の上器は、いずれも円田式に比定されているものであり、以上のことからB11は

大きくみて円田式の範田壽で理解して良いものと思われる。

次に、残 りのA類 (A11、 A12、 A13、 A14、 A15、 AHl、 AH2)、 B11を 除くB類 (BIと 、B13、

B II)に ついて考えてみたい。

A11は交互刺突文に似た文様が口縁部にめ ぐらされているが、その文様の原型は天王山式の

標式資料 として広 く知られる白河市天王山遺跡(伊東信雄 :1950.10、藤田定市■951.1、 1951.10、

坪井清足 :1953.5)出 土土器の特徴の 1つ、いわゆる
｀
交互刺突文空に求めることができる。

この天王山遺跡出土土器は、豊富な器種 と土器量、特異な文様をもつことなどから、資料の

公表以来、多くの研究者によって、型式内容や編年的位置について論議されてきた。その型式

内容については、現在においても必ずしも明確にされてはいないが、中村五郎氏によれば、「口縁

の突起の発達」、「交互刺突」、「条の縦送する組文」、「体部文様帯下端の下向きの弧文 (し ばしば

連弧文 となる)」 (中村五郎 :1976.10)と 指摘されている。また、編年的位置については、多く

の論議を経て、現在では弥生時代後期の二型式 と把握す ることにおいて、大方の一致をみて

いるものである。

ところで、天王山式をめ ぐる一連の研究の中で、西自河郡泉崎村踏瀬大山遺跡(岩越・藤田・

目黒 :1964.3)の 調査が実施 され、同遺跡からは天王山遺跡出土土器に比較的類似する資料が

得 られている。

主な特徴をあげれば、口縁吉Ыよ天王山遺跡出土土器と同じように、複合口縁のものが多い。しか

し、天王山遺跡出土土器に多く認められた突起をもつものの割合は少なく、むしろ平縁のものが主

体 を占めている。文様は口縁部から体部上半に集中する傾向が認められ、刺突文や指頭状押圧

文、沈線文等によって交互刺突文の変化したと思われる文様や、沈線文による横位平行文、円弧

文、山形文などが描かれる。よって、天王山遺跡出土土器と比較すれば、全体的に文様が簡素

であると言える。地文には紀文、または撚糸文が用いられ、天王山遺跡出土土器に多く認めら
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れた縦位の条は少な く、斜位のものが多い。

このように踏瀬大山遺跡出土土器は、天王山遺跡出土土器 と似通った要素をもつが、一方で

はそれとは明らかに相違する要素 を備えていることから、天王山式に後続する一群の上器 とし

て理解され、大山式、あるいは踏瀬大山式 (岩越・藤田・ 目黒 :1964,3、 中村五郎 :1976.10)の

名称が付され、今 日に至っている。

以上、天王山式とそれに後続する踏瀬大山式の特徴について概観 した。

本遺跡か ら出上した弥生土器A12、 A13、 A14、 A15、 AHl、 AH2、 B12、 B13、 BHは

出土状況にまとまりは見 られないが、土器 を全体的に見た場合、平縁の国縁部が多 く、文様 も簡略

化されてお り、しか も地文の条が斜位のものが主体 を占めている。このことか ら、内容的には

天王山式よりも、むしろ踏瀬大山式に近い特徴 をもっていると言えよう。また、先にあげた弥

生土器 A11に施された文様 も、天王山式に特徴的に認められる、いわゆる交互刺突文 とは異な

ってお り、むしろその変形 と見ることが可能である。

よって、弥生土器 A類 (A11、 A12、 A13、 A14、 A15、 AHl、 AH2)、 B11を除くB類

(B12、 B13、 B II)を 、本書では積極的根拠にかけるが、一群のものと理解 し、概ね弥生時

代後期、踏瀬大山式に併行するものと把握 しておきたい。

なお、近年、宮城県内においても、天王山式や踏瀬大山式併行のものが、県北部 を中心 とす

る地域で発見され始めて きている(興野・遠藤 :1970.6、佐藤信行 :1972.3、 興野義一 :1976.9、

佐藤信行 :1978.3、 興野義一 :1978.10、 斉藤吉弘 :1979.3、 斎藤 。高橋・真山 :1980.3)。

これらは大部分、表採資料であるため、確実な層位関係に基づ く検討には適さず、また、発

掘調査によって得られた資料 も、単独で出土する場合が多く、資料的に弱い面をもっている。

よって、型式内容の吟味や細分については、ある程度の見通 しを述べることはできても、その

真偽 を確かめるまでに至っていないと言える。今後、発掘調査によって良好な資料が得 られる

ことに期待 したい。 |

〔2〕 土師器、須恵器、赤焼き土器

本遺跡からは土師器が 4、 428点、須恵器が 581点、赤焼き土器が62点 出上 している。

そのうち、数量的に最 も多い土師器については 312点 を実測図化することができ、それ以外

は全 て土器破片集計表で取 り扱った。須恵器については 131点 を実測図、10点 を拓影図化する

ことができ、その他は土器破片集計表で取 り扱った。また、赤焼き土器は数量的に少ないこと

も原因して、実測図化 し得たのは12点 であ り、これか ら外れた細破片については土師器、須恵

器 と同様に、土器破片集計表で取 り扱った。
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本項では、土師器、須恵器、赤焼き土器のうち、実測図、拓影図化することができたもの、

合計 465点についてその属性ごとに分類を試みた。その結果、377点 については分類すること

はできたものの、残る88′ミは分類する上で基準となる部位を欠損していたため、分類不可能な

ものとして除外せざるを得なかった。

なお、分類作業に用いた土師器(須恵器、赤焼き土器、合計 465′点についての器種別総フ点数、

および器種内分類別内訳は第 197表に示してある。

(1)分類 とその特徴

1.土師器―郭一

〔A類〕ロクロ不使用で、内面に黒色処理は認められず、体部が強い膨みを持つもの。底部は上

底状で、内外面 ともミガキが施 されている。

〔B類〕ロクロ不使用で、内面に黒色処理は認められない低平な器形のもの。外面は口縁部に

ヨコナデ、体部にケズリ、内面にはナデ、ヘ ラナデ、 ミガキが施される。

BI:体 部から口縁部にかけて丸味を持って外傾 し、外面に軽い稜 をもつ。

BΠ :体部から口縁部にかけて丸味を持って外傾する。

BⅢ :体部から口縁著Ьにかけてほぼ直線的に外傾する。

〔C類〕ロクロ不使用で、内面はミガキと黒色処理が施され、外面に段(CI)、 沈線(CH)、 稜

線(Cm)がめぐらされたもの。器形は概して低平で、底部は丸底、もしくは九底風のものが多

く、これに平底のものが加わる。

C11:段を境 として口縁部にヨヨナデ、体部、底部にケズリが施 される。大部分内面に稜を

もつ。

C12:極 く軽い段 を境 として口縁部にヨPナデ、体部、底部にケズリが施される。内面に稜

は認められない。 C11に近似 したものであるが、後で述べるC Hlに も器形や調整で似

通った特徴 も認め られる。

C13:段 を境 として口縁部にヨヨナデのあとミガキ、体部、底部にケズリが施 される。内面

に稜 をもつ。口縁部の調整、口唇部の形態、段の位置等、C11、 C12と は異なった要

素 をもつものである。

I    CHl:沈 線を境 として日縁部にヨヨナデ、体部、底部にケズリが地される。内面に稜 をもつ。

CI12:沈線を境 として口縁部に ミガキ、体部、底部にケズリが施 される。内面に稜 をもつ。

CI13:沈線を持つが、CHl、 C Ⅱ2に 認め られた沈線を境 とする調整の区別が明瞭でない。沈

線の位置は体部下端にまで下がり、内面の稜は認められない。

CII11:稜 線を境として口縁部にヨコナデ、体部、底部にはケズリが施される。内面に稜をも
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第 197表 器種別総点数および、器種内分類別内訳

rf 分類可能数 分類不可能数 合計

土 師 器
'不

Fコ |

FIh

CI

Cコ

GH

4

1

11

1

1

土師器 高台付 lTN A 2

1

6

1

12 1

B

CI

2

Ji師 器 高豚 A 5

6 0 6
B 1

土師器・ 鉢 AI 2

5

代IIz

BI

Bh 2

3

種 分類可育ヒ数 分類不可能数 合 計

土 師器 ・耳 皿 A

B

1

2

3 O 3

土師器・手控ぬ土器 A

B 2

3 O 3

土師器・ 毅 AI

Aエ

AⅢ

BI

BL

BI

I

1

6

12

9

3

1

2

7

9

2

Ch

C 1

分類可能数 十分類不可能数 種 分類可能数 分類不可能数 合 計

土師器・褻 2

1

1

FHL 〕

土師器・壷 A 3 O 3

土師器 ,甑 A 1

2 4

B 1

土師器・蓋 A 1

須恵器 邦
Ａ

一

Ы

一

Ｂ Ｉ‐

一

Ｃ Ｉ
‐

一

Ｃ ‐
‘

一

Ｃ Ｉ‐
‐

一

ｍ

2

4

10

5

6

10

種 分類可能数 分類不可能数 合 計

須恵器・郭 D

86

El

EⅡ

FI

FI`

F肛|

F IL

F II

2

1

1

2

須恵器 高台付郷

10 0

B

C 2

D

E

F

2

2

須恵器・ 嬰 AI

A II

Am

B

6

5

8

8

3

種 分類可能数 分類不可能数 合計

須恵器  壺

B

須恵器  蓄 1

52

赤焼 き土器 罫

O
1

3

B 1

赤焼 き上器・高台付郎 A

B
3 0

2

赤焼 き土器・識 A 1

合 計

Jと  ,市  器 ■ホ IA1 1

第198表 土器の出土状況 I・ Hに該当する遺構 とその出上状況

土 師 器 須 沓
一

器 赤 hrtき 土 器
合討

郭 高 付 罫 鉢 手猛 製 鋲 蓋 ヌ 高台閉 製 一霊 妻 郭 高台付邦

A8111釘 21011帥 1刺 刺 帥 |1帥 21 Щ
 I 

М
IDⅡ IDⅣ I E I H I甑 1尉

Llα l側 1硼 A CI A AI B B BI BI121 BI131 BII B C F121 FIIょ FI121FШ B FI B C B B B
~1  11  1111  41  51 1 1 1 1 1 1 1 1 1

分 類 別 合 討 11ユ 111112111216131514131213121311131111 I 4 1 1 2 1 3 1 k 6 6 1 21713 6 1 2 1 2 1 5 1 2 1 1 1 1 6 2 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 2 ユ 1 2

器 種 別 合 計 1 1 1 3 182
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つ ものが多い。大形、小形のものがある。

CII12:極 く軽い稜線をもつが、CH11に 認められた稜線 を境 とする調整の区別が明瞭でなかっ

たり、口縁 ヨコナデ部分の幅がC mlょ り狭い。

〔D類〕ロクロ不使用で、内面はミガキと黒色処理が施され、外面に段、沈線、稜線が認めら

れないもの。器形は低平なもの、高いものとがあり、底部は平底のものが大部分であるが、丸

底風のものもある。

体部から口縁部にかけてほぼ直線的に外傾する。器形は低平なものが多く、外面には

大部分 ミガキとケズリが施される。

体部から口縁部にかけて九味をもって外傾 し、口唇部が軽 く外反する。器高の高いも

のが多く、外面に ミガキが施されるもの、ヨヨナデが施されるものとがある。

体著るから口縁部にかけてほぼ直線的に外傾 し、口唇部が短 く内反する。器高の高いも

のが多く、外面はケズリのあと丁寧なミガキが施される。

体部から回縁部にかけてほぼ直線的に外傾 し、口唇部が短 く外反する。器高が高 く、

外面は口縁部にヨコナデ、体部に強いケズリ、内面にはミガキやハケロ、ヘラナデ、

ヨヨナデ、ナデが施される。また、内面に黒色処理が認められないものもあり、D類

の中でも特異な感 じを与えるものである。

〔E類〕ロクロを用いて製作したと思われるが、それを裏付ける回転糸切 り、ロクロナデ、回

転ケズリなどの痕跡が認められないもの。器高の高いもので、体部から口縁部にかけて丸味を

もって外傾 し、外面は体部にケズリ、口縁部にヨコナデ(横方向に並行する細いすじで、本書

ではこれをヨヨナデ としたが、本来的にはロクロナデかもしれない
)、 内面にはミガキと黒色処

理が施される。底部にはケズリが認められる。

〔F類〕ロクロ使用で体部下端にケズリや回転ケズリが施されるもの。器高が高いもので、体

部から口縁部にかけて九味をもちて外傾 し、内面には ミガキと黒色処理が施 される。底部によ

って回転糸切 りの もの(FI)、 回転糸切 りのあとケズリや回転ケズ リによって再調整されるも

の(FH)と に分類 される。

FI:内 面の ミガキが丁寧である。

FHl:内面の ミガキが丁寧である。外面に ミガキが施されるもの もある。

F I12:内 面の ミガキが不徹底なため、ロクロナデ、ハケロが認め られる。

〔G類〕ロクロ使用で体部下端にケズリや回転ケズリが施されないもの。器高の高いもので、

体部か ら口縁部にかけて丸味をもって外傾 し、内面には ミガキと黒色処理が施 される。底部に

よって回転糸切 りの もの(GI)、 回転糸切 りのあとケズリによって再調整されたもの(GH)、

静止糸切 りのもの(Gm)と に分類される。

DI

DH

DIII

DⅣ
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GI:内 面の ミガキが丁寧である。

GH:内 面の ミガキが不徹底なため、ヘラナデが認められる。

G III:内 面の ミガキが丁寧である。

2.土 師器― 高 台付郷 一

〔A類〕ロクロ不使用のもの。lTh部は器高が高く、体部、口縁部は緩やかな丸味をもって外傾し、

口唇部は軽く外反する。内外面ともミガキを調整の主体とするが、黒色処理が施されたもの、

施されないものとがある。底部にはヘラナデのあとミガキが施される。

〔B類〕ロクロを用いて製作 したと思われるが、それを裏付ける回転糸切 り、ロクロナデ、回

転ケズリなどの痕跡が認め られないもの。lTh部 は器高が高 く、体部、国縁部は緩やかな丸味を

もちて外傾 し、口唇部は軽 く外反する。外面は口縁部にヨコナデ(横方向に並行する細いす じ

で、本書ではこれをヨコナデとしたが、本来的にはロクロナデかも知れない)、 体部にケズリ、

内面にはミガキと黒色処理が施される。高台部は低平で、底部の調整は摩減により不明である。

〔C類〕ロクロ使用のもの。l不部は体部から口縁部にかけて緩やかな九味をもって外傾するが、

内面に ミガキと黒色処理が施された器高の高いもの(CI)、 同 じく器高の低いもの(CH)、 内

面に黒色処理が施 されるだけで、 ミガキが認められないもの(Cm)と がぁる。

CI:底部が回転糸切りのもの、ロクロナデされたもの、摩減によって不明なものからな

る。

CH:底 部が ロ クロナデ されている。

C III:底 部が 回転 糸切 りの もの、摩減に よって不明な ものか らなる。

3.土師器―高lTX一

〔A類〕ロクロ不使用で、士不部内面に黒色処理が認められないもの。全体 をうかがうことので

きる資料がないため詳細は不明であるが、ナ不部は下端に稜 をもち、外面はケズリ、内面には ミ

ガキ、ヘ ラナデが施 され る。脚部は中空で円錐台上に開き、円窓をもつ もの、もたないものと

があり、外面は ミガキとハケロ、内面にはヘラナデが施される。

〔B類〕ロクロ不使用で、1/Fh部内面にミガキと黒色処理が施されるもの。)不部は下端しか残存

せず、器形は不明である。脚部は中空で強く外方に開き、外面にはケズリが施される。

4.土師器一鉢―

〔A類〕ロクロ不使用で、比較的大形のもの。内面はミガキと黒色処理されたものが夕いが、

ハケロやヘラナデが認められるものもある。外面はケズリが主体的に用いられ、これにヨヨナ

デやミガキが施される。いずれも仁部から口縁部にかけて緩やかな丸味をもって外傾するが、

外面に段をもつもの(AI)、 もたないもの(AH)と がある。



Ⅶ 出上した遺物の検討

AI:段 を境 として 口縁部 に ヨコナデ、体部 (底部にケズ リが施 され る。

A Hl:口 唇部がその まま立 ち上が り、口縁部 に ヨコナデ、ミガキ、体部 にケズ リが施 される。

AI12:口唇部が軽 く外反 しゝ口縁部 に ヨコナデ、体部に強いケズ リが施 され る。

〔B類〕ロクロ不使用で、小形のもの。内面にミガキと黒色処理が施されるもの(BI)、 認め

られないもの(BH)がある。

BI:体部から口縁部にかけてほぼ直線的に外傾 し、外面は口縁部にヨコナデ、体部、底部

にケズリが施される。

B Hl:底部から体部下半にかけての資料であるため器形についての詳細は不明であるが、内

外面とも丁寧な ミガキが施される。

BI12:体部から口縁部にかけて直立するものと、緩やかな丸味をもって外傾するものとがあ

り、外面は口縁部にヨヨナデ、体部にケズリ、内面にはヘラナデ、ハケロが施される。

底部には木葉痕が認められる。

5,上 師器―耳皿―

〔A類〕ロクロ不使用で、底部が上底状のもの。皿部の器高が高く、外面は口縁部にヨヨナデ、

体部にオサエロ、内面には ミガキと今ラナデ、黒色処理が施される。

〔B類〕ロクロを用いた痕跡が認められず、高台をもつもの。皿部は低平で、内外面ともミガ

キと黒色処理、高台部には内外面ともヨヨナデ、黒色処理が施される。

6.土師器―手狸ね土器一

〔A類〕底郡が九底風で、極く小形のもの。器面全体にオサエロが認められる。

〔B類〕底部が平底で、A類 より大き目のもの。外面にはケズリやオサエロ、内面にはヘラナ

デやオサエロ、底部には木葉痕やナデが認められる。

7.土師器―甕一

〔A類〕ロクロ不使用で、体部が球形に近い膨みをもち、頸部の屈曲が強いもの。口縁部外面

にはヨコナデ、ハケロ、内面にはヨコナデ、ハケロ、ヘラナデが施される。全体をうかがうこ

とのできる資料がないため、詳細は不明である。

AI:口 縁部に沈線が施 され、直線的に外傾する。

AH:複 合口縁が緩やかな九味をもって外傾する。

A III:単純口縁が緩やかな九味をもって外傾する。

〔B類〕ロクロ不使用で、器高が口径より大きい長胴形のもの。大形の甕から構成されるが、一部、中

形の甕 も含まれる。底面は大部分、平底であるが、中には丸底、もしくは丸底風のものもある。

外面は日縁部にヨコナデ、伝部にケズリ、ハケロ、内面は口縁部にヨヨナデ、体部にヘラナデ、ハ
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ケロが多用される。頸部に段や沈線がめ ぐるもの(BI)、 ないもの(BH)と に分類される。

B11:頸部の屈曲が弱 く、口縁部は頸部で一担、直立 もしくはわずかに外反したあと、緩や

かな丸味をもって外傾する。口唇部内面が軽 く立ち上がるものが分く、体部の膨みは

概 して弱い。

B12:頸部の屈曲が強 く、口縁部は頸部か ら直線的に外傾する。口唇部内面が軽 く立ち上が

るものが多く、体吉卜の膨みは概 して弱い。

B13:頸部の屈曲が強 く、口唇の薄い口縁部が直線的に外傾する。口唇部内面の立ち上が り

は認められず、体部の1彰みは概 して弱い。九底風のものもある。口縁部のつ くりがシ

ャープな感 じを与えるものである。

B14:頸部の屈曲が弱 く、口縁部はほぼ直線的に外傾するが、口唇部に至って内反する。体

部に膨みは認められず、頸部直下にわずかな膨みをもつ という点でB11～ B13と は異

なった器形を呈 している。

BHl:頸部の屈曲が弱 く、口縁部は二担、直立 もしくはわずかに外反したあと、緩やかな丸

味をもって外傾する。口唇部内面が軽 く立ち上がるものもあ り、体部の膨みは弱い。

B I12:頸部の屈曲が強 く、口唇の薄い口縁部が直線的に外傾する。口唇部内面の立ち上が り

は認め られず、体部の膨みは概 して弱い。九底のものもある。口縁部のつ くりがシャ

ープな感 じを与えるものである。

B H3:頸部の屈曲が極めて弱 く、比較的短い口縁部が緩やかな丸味をもって軽 く外傾する。

頸部が不明瞭で、休部の1彰 みは弱い。

B I14:~般 に頸部の届曲が弱 く、短い口縁部が丸みをもって外傾する。最大径は口縁部にあ

るものが多いものの、中には口径、仏径がほtぎ等 しいもの もあり、体部の膨みは概 し

て弱い。また、体部外面のケズリは頸部を越えて口縁部にまで強 く施されたり、体部

内面にハケロが多用される傾向が認められる。

B H5:頸部の届曲が極めて強 く、短い口縁部が直線的に外傾する。体部の膨みが強 く、最大

径は体部にある。なお、体部外面にはタタキロ、体部内面にはハケロ(体部上半での横方

向に施 されるハケロは、一見するとロクロ使用による回転ハケロに似ているが、所々で

ハケロの単位が途切れた り、食い違っていたりすることから、本書ではロクロ不使用の

ものとして取 り扱った。)が 認められるなど、他のB類とは異質な感じを与えるものである。

〔C類〕ロクロ不使用で、器高 と口径がほぼ等 しい短胴形のもの。中形の甕か ら構成され、小

形の甕 も若千含まれる。底部は平底で、外面は口縁部にヨヨナデ、体部にケズリ、ハケロ、内

面は口縁部にヨヨナデ、体部にヘラナデ、ハケロが用いられる。頸部に段がめ ぐるもの (CI)、

ないもの(CΠ )と に分類される。
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C11:頸部の屈曲が弱 く、日縁部は頸部でわずかに外反したあと、緩やかな丸味をもって外傾する。

C12:頸部の屈曲が強 く、口縁部は頸部から直線的に外傾する。

C13:頸部の屈曲が極めて強 く、極 く短い口縁部が丸味をもって外傾する。

C Ⅱl:頸部の屈曲が弱 く、口縁部がほぼ直線的に外傾する。体部の膨みはほとんど認め られ

ないものである。

CI12:頸 部の屈曲が強く、口縁部が直線的に外傾する。

(D類〕ロクロ不使用で、口径が器高より大きい広口形のもの。小形の甕から構成され、底部

は大部分、平底であるが、一部に九底風のものもある。外面は口縁部にヨヨナデ、体部にケズ

リ、内面は口縁部にヨヨナデ、体部にヘラナデ、ハケロが用いられる。頸部の屈曲が強く、口

縁部 と体郡が明瞭に区別されるもの(DI)、 頸部の屈曲が弱 く、口縁部と体部が明瞭でないも

の(D■ )、 頸部の屈曲が強く、口縁都と体部が明際に区別され、かつ内面にミガキと黒色処理

が施されるもの(D HI)と に分類される。

D11:短い口縁部が直線的に外傾する。

D12:口 縁部が直線的に外傾 し、口唇部に至って内面が軽 く立ち上がる。体郡にタタキロ

が施されたものもある。

D13:口 縁部が緩やかな丸味をもって外傾する。

D14:極 く短い口縁部が直線的に外傾する。体部の膨みが強 く、最大径は体部にある。

D I11:日 縁部がわずかに外傾する程度で、頸部が不明瞭である。口縁部外面のヨコナデが特

徴的である。

DI12:極 く短い口縁部が軽く外傾する。体部外面のケズリが口縁部のヨヨナデにまで及ぶも

のもあ り、内面はハケロが分用される。底部が九底風のものもある。

DII11:口 縁部が直線的に外傾 して口唇部に至って内面が軽く立ち上がる。外面は口縁部にヨ

コナデのあとミガキ、体部にミガキが施される。

D II12:口 縁部が緩やかな丸味をもって外傾する。外面は口縁部にヨコナデ、体部にケズリが

施される。

〔E類〕ロクロ不使用で、体部に極めて強い張りをもつ胴張り形のもの。大形の甕から構成さ

れるが、一部、中形の簑も含まれる。底部は平底で、外面は口縁部にヨコナデ、体部にケズリ、

内面は口縁部にヨヨナデ、体部にヘラナデが用いられるのが一般的である。体部の膨みが上半に

あるもの(EI)、 中央にあるもの(EH)、 下半にあるもの(EⅢ )に分けられる。

E11:口 縁部が強 く外傾 し、口唇部内面が軽 く立ち上がる。国縁部外面に連続山形文が描か

れたものもある。

E12:口縁著卜がわずかに外傾 しながら直立する。
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E13:口 縁部がわずかに外傾 しながら直立し、口唇部に平担面がある。内外面に強いケズリ

が施 され、ヨコナデは口縁部外面にわずかに認められる程度である。

FH i口 縁音るが強 く外傾 し、日唇部内面の立ち上が りは認め られない。体部外面にはハケロ

が施 されている。

E III:比較的短い口縁部が緩やかな丸味をもって外傾する。体部内面にハケロが施されるものもある。

(F類〕ロクロ使用のものを本類にまとめた。大形、中形、小形の甕があり、底部は平底であ

る。内外面 ともロクロナデを調整の基本 とするが、体郡外面にケズリ、内面にヘラナデ、 ミガ

キのあと黒色処理 を施 したものもある。器高が口径 より大 きい長胴形のもの(FI)、 器高 と口

径がほぼ等 しい短胴形のもの(FH)、 口径が器高より大 きい広 口形のもの(FⅢ )、 体部が強 く

膨む胴張 り形の もの(FⅣ )と に分けられる。

F11:頸部の屈曲が強 く、口縁部が直線的に外傾 し、口唇部に至って内面が立ち上がる。国

唇著Ь全体が大 きく立ち上カドるもの、口唇言Ь端だけが軽 く立ち上がるもの とがある。

F12:頸部の屈曲が強 く、口縁部が直線的に外傾する。口唇部内面の立ち上が りは認められない。

F Hl:頸部の屈曲が強 く、甲縁部が直線的に外傾 し、口唇部に至って内面が軽 く立ち上がる。

F H2:口 縁部 と体部 を画する頸部が不明瞭で、口縁部が緩やかな九味をもって外イ頃する。口

唇部内面の立ち上が りは認められない◎体部内面にヘ ラナデが施される。

FII11:頸 部の屈曲が強 く、口縁部が直線的に外傾 し、口唇部に至って内面が軽 く立ち上がる。

内面に ミガキのあと、黒色処理が施 される。

FII12:頸 部の屈曲が弱 く、口縁部がほぼ直線的に外傾 し、口唇部に至って内面が軽 く立ち上

がる。外面体部下端にケズリが施 される。

FII13:口 縁部 と体部を画する頸都が不明瞭で、口縁部がわずかに外傾する。口唇部内面の立

ち上が りは認められない。休部内面にヘラナデが施 される。

FⅣ :頸部の屈曲が極めて強 く、日縁部が直線的に外傾する。口唇部内面の立ち上が りは認

め られない。体部の外面にケズリ、休部内面にはヘラナデが施されるも

8.土 師 器一 壷一

〔A類〕ロクロ不使用で、休部は上か ら押 しつぶ したような球形のもの。全体 をうかが うこと

のできる資料がないため、口縁部は不明であるが、底部は極 く小さな平底である。休部外面は

ミガキやケズ リが施 され、丹塗されたものもある。内面にはヘラナデやオサエロが認め られる。

9.土師器―飢―

〔A類〕ロクロ不使用で、底部から口縁部にかけて緩やかな丸味をもって外傾する無底式のも

の。一対の把手 をもつ。外面は口縁部に雑なヨコナデ、休部にケズリ、内面は体部にヘ ラナデ
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とケズ リが施 され る。

(B類〕ロクロ不使用で、底部から口縁部にかけて直線的に外傾するもの。破片資料であるた

め、底部、把手の状況は不明であるが、無底式、一対の把手(23号住居跡、貯蔵穴状ピットと、

5層 出土の把手 と同一個体か)がつ くものであろう。外面は口縁部にヨヨナデ、休部に強いケ

ズリ、内面にはヘラナデが施される。

10.土師器一 蓋一

〔A類〕ロクロ不使用で、天丼部から直線的にのびる低平なもの。つまみ部と天丼部の一部を

欠くが、内外面 とも口唇部にヨコナデ、天丼部にミガキが施されたあと、黒色処理されて▼ヽる。

11.須 恵器一ナ不一

〔A類〕底部を欠くため切り離しは不明であるが、体部から口縁部にかけて直立し、口唇部が

平担なもの。器高が高 く、口唇部直下には沈線状の凹線をもつ。内面にはロクロナデ とミガキ

が認め られる。

〔B類〕底部の切 り離しが回転ヘラ切 りで、丸底風のもの。底郡はケズリ、ヘラナデ(ナデに

より再調整が施される。

BI:全体形に対して底径が大きく、体部、口縁部がわずかに外傾するも

BH:全 体形に対して底径が小さく、体部、口縁部が比較的強 く外傾する。

〔C類〕底部の切り離しが回転ヘラ切りで、平底のもの。底部には回転ケズリ、ケズリ、ヘラ

ナデ、ナデによって再調整されるもの、されないものがある。器形によって体部下半に1彰 みを

もち、体部、口縁部が緩やかな丸味をもって外傾するもの(CI)、 体部下半に膨みはな く、体部、

日縁部がほIF直線的に外傾するもの(CH)、 底部 と体部の接点が鋭 く屈曲し、体部、口縁部が

直線的に外傾するもの(Cm)と に分類される。

c11:体部下端が回転ケズリやケズリによって再調整される。全体形に対 して底径が大 きく、

低平である。

C12:体部下端に再調整は認められない。C11と 同様、全体形に対 して底径は大 きく、低平

であるが、体部下半の膨みはC11よ りも弱 く、あまり目立たない。

cI11 体部下端が回転ケズリによって再調整される。全体形に対 して底径は大きいが、C11、

C12に 比べてやや低平で、小ぶ りなものが分い。

CI12:体部下端に再調整は認められない。全体形に対 して底径は大きいが、C11、 C12に 比

べてやや低平で、小ぶ りなものが多い。

Cm:体 部下端に再調整は認められない。C11～ C I12に 比べて底径 がやや大 きく、器高 も高い。

〔D類〕底部の切り離しが静止糸切りで、平底のもの。底部破片であるため全体については不
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明であ るが 、底部、お よび体部下端 には回転 ケズ リに よって再調整が施 される。

〔E類〕底部の切り離しが、回転糸切りで平底のもの。

EI:全 体形に対して底径が比較的大きく、体部、口縁部の外傾のしかたは弱い。底部と休

部の境が不明瞭で、体部下端には1彰 みをもつ。

EH:全 体形に対して底径が小さく、体部、国縁部の外傾のしかたは強い。底部と体部の境

が明瞭である。なお、体部下端が回転ケズリによって再調整され、内面にミガキが認め

られるものが 1点ある。

〔F類〕底部の切り離しが不明な平底のもの。底部がケズリのもの(FI)、 回転ケズリのもの

(FH)と に分類さ/Lる 。

F11:体部、口縁部が緩やかな丸味をもって外傾 し、体部下端が回転ケズリやケズリによっ

て再調整される。全体形に対 して底径は比較的大 きく、やや低平である。

F12:体部、口縁部が緩やかな丸味をもって外傾 し、体部下端に再調整は認められない。

FI11:体部中央に1彰 みをもち、口縁部がほぼ直立 し、体郡下端が回転ケズリによって再調整

される。全体形に対 して底径は大きく、低平である。

FI12:体部、口縁部が直線的に外傾 し、体部下端が回転ケズリによって再調整される。全体

形に対 して底径は小さく器高が高い。

FI13:体部、口縁部は緩やかな丸味をもって外傾 し、体部下端に再調整は認め られない。全

体形に対 して底径は小さく、器高が高い。

12.須 恵器―高台付lTh一

〔A類〕底部を欠くため切り離しは不明であるが、体部に稜線をもち、外傾する口縁部が強く

外反するもの。

〔B類〕底部の切り離しが回転ヘラ切りで、平底のもの。全体形に対して底径が大きく、体部、

口縁部はほぼ直立する。体部下端に再調整は認められない。

〔C類〕底部の切り離しが静止糸切りで、平底のもの。全体形に対して底径が大きく、体部、

口縁部は緩やかな丸味をもって外傾する。体部下端に回転ケズリが施される。

〔D類〕底部の切り離しが回転糸切りで、平底のもの。全体形に対して底径が小さく、器高が

高い。体部、口縁部は緩やかな丸味をもって外傾する。体部下端に再調整は認め られない。

〔E類〕底部が回転ケズリによって再調整され、切り離しが不明な平底のもの。全体形に対し

て底径が大きく、低平である。体部、口縁部は直線的に外傾する。体部下端が回転ケズリによ

うて再調整されるもの、されないものとがある。

〔F類〕底部がロクロナデによって再調整され、切り離しが不明な平底のもの。底部破片であ

るため全体につぃては不明であるが、体部下端に再調整は認め られない。

243
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13.須 恵器一甕一

〔A類〕体部上半、または中央に強い張りをもつ胴張り形のもの。体部外面の最終調整がタタキ

目のもの(AI)、 体部上半にタタキロを施 したあと、ロクロナデによる再調整が認められるも

の(AH)、 体部上半にロクロナデだけが認め られるもの(AⅢ )と に分類される。

AI:大 形の簑からなり、底部には丸底、平底 とがある。外面は口縁部がロクロナデ、体部

下半にはタタキロ、ケズリが施される。内面は口縁部がロクロナデ、体部にはアテロ

が認め られる。なお、口縁部外面に波状文が描かれるものもある。

AH:中 形の甕からなり、底部は平底である。外面は口縁部がロクロナデく体郡下半にはケ

ズリが施される。内面は口縁部、体部 ともロクロナデが主体的に地されるが、アテロ

やヘ ラナデ、ナデが認められるものもある。

A III:小 形の甕からなるが、中形の甕 も若千含まれる。底部は平底である。外面は口縁部が

ロクロナデ、体部下半にはケズリが施 される。内面は口縁都、休部 ともロクロナデが

施 されるが、粗雑な ミガキが認められるもの もある。

〔B類〕体部下半に膨みをもつ長胴形のもの。大形、中形の甕から構成され、底部は欠損によ

り不明である。外面は口縁部がロクロ調整、体部にはタタキロ、回転ハケロ、沈線が施 される。

内面は口縁部が回転ハケロ、体部には回転ハケロやアテロが認められる。

14.須 恵器― 壺一

〔A類〕長頸のもの。高台がつけられ、内外面ともロクロナデが施されている。

〔B類〕短頸のもの。高台がつけられ、内外面ともロクロナデが認められるが、体部外面下半

にはケズリが認められる。

15。 須 恵器― 蓋―

〔A類〕口縁部内面にかえりをもつもの。つまみ部、天丼部の一部を欠くが、低平な器形であ

る。明瞭なかえりをもつもの(AI)、 微弱なかえりをもつもの(AH)と がある。

AI:天 丼部には回転ケズリが施され、口唇部が直線的にのびる。

AH:口 唇部がわずかに肥厚するもの、内面に軽 く湾曲するもの とがある。

〔B類〕口縁部内面にかえりをもたないもの。概して低平な器形であり、口唇部は内側に短く

折れ曲が る。つまみの中央が周縁より高い、いわゆる宝珠形のもの(BI)、 中央が周縁より低

いもの(BH)と がある。

BI:天 丼部に回転ケズリが施 される。

B Hl:天 丼部に回転ケバリが施 され、器形は BIよ りも低平である。

B H2:天丼部に回転ケズリは認め られず、器形は BI、 B Hlよ りも低平である。
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16。 赤焼き土器一lTh一

〔A類〕体部下端に再調整が認められないもの。内外面ともロクロナデが施され、底部には回

転糸切 り痕が認められる。

AI:体 部から口縁部にかけて緩やかな丸味をもって外傾する。器高は高い。

AH:体 郡から口縁部にかけて直線的に外傾する。器高はやや低い。

A III:体 部から口縁部にかけて直線的に外傾する。器高は低 く、皿状を呈する。

〔B類〕体部下端が回転ケズリによって再調整されるもの。内外面ともロクロナデが施され、

底部には回転糸切り痕が認められる。体部から口縁部にかけて直線的に外傾する。器高は高い。

17.赤焼 き土器一高台付ナ不一

〔A類〕l不部の器高が高く、高台部が低いもの。内外面、底部ともロクロナデが施される。邦

部は体部から口縁部にかけてほぼ直線的に外傾し、高台部は軽く外方に張り出す。

〔B類〕lTN部 の器高が低く、高台部が高いもの。内外面、底部ともロクロナデが施される。lTh

部外面に段、または稜線をもち、低平な側状を呈 している。高台部は強く外方に張り出す。

18.赤焼 き土器一 蓋―

〔A類〕つまみ部と口縁部を欠くため全体については不明であるが、天丼部に回転ケズリが施

されるもの。その他の部分には内外面ともロクロナデが認められる。

(2)土器の出土状況 と上器群設定の方法

1.土器の出土状況

前項では出土した土器について分類を試みた。ここでは大境山遺跡から検出された各遺構に

ついて、これらの上器がどのようなあり方を示しているのか検討してみたい。

検討 を加 えるにあたっては、本遺跡か ら出土 した土師器、須恵器、赤焼 き土器全体を網羅す

ることができるよう、各遺構ごとに異なる土器の出土状況を大 きく3つ に分類 し、後述する各

土器群が どのような土器の出土状況に基づいて設定 されたのかを明記してお くことにする。

土器の出土状況 I:床面や底面か ら 2個体以上の分類可能な土器を出土 したタイプ。これには

珂ヽ竪穴遺構や濤状遺構などは該当せず、結果的に住居跡だけが該当してきた。即ち、住居跡

の床面や住居施設底面から 2個体以上の分類可能の土器を出土 したものであ り、該当する遺

構 としては 2～ 4、 11～ 13、 16～ 18、 23～ 25、 27～ 30、 32、 33号住居跡、計18基の住居跡で

ある。これらの住居跡床面や住居施設底面か ら出土 した土器は、厳密に言えば廃棄時点での

共伴関係 を示す という点で、製作や使用の年代 とは異なり、一定の限界をもっている。しか

し、廃棄の時間的幅が極めて狭いと考えられることか ら、土器の共伴関係の一面を反映して

いるもの として検討の基本的資料 とした。また、カマ ド構築土 からの出土例 も本 タイプに含
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めてある。

一方、住居内堆積土やカマ ドヽ および各種 ピット内堆積土からの出土は本タイプか ら除外

している。これは、通切な吟味を行なえば十分検討にたえうる資料を数 多く含んでいるが、

これまでも含めた場合、本タイプに基づいて抽出した土器 自体 を複雑で不明確なものにする

恐れがあると考えたからである。

本タイプによって設定された土器群 としては第 3～ 第 6土器群がある。

土器の出土状況Ⅱ :床面や底面からは土器の出上が見られず、堆積土中から2個体以上の分類

可能な土器を出上したタイプ。ただし、遺構によっては二次堆積等の原因によって、土器の

出土状況が規則的でなかったり、各器種に共通する特徴が見られなからたりするため、共伴

関係 をうかがう資料としては不適当と思われる場合がある。ここではこのような遺構を取 り

除き、単一の層に比較的短い時間的幅で遺物が廃棄されたと推定され、しかも規則的な出土

状況が認められたものだけを本タイプに含めた。該当する遺構としては 9、 10、 26号住居跡、

13、 22、 46号小竪穴遺構、計 6遺構がある。

なお、本タイプの設定とそれに基づいた土器の抽出、検討には多くの危険性をはらんでお

り、検討にあたっては常に批半J的態度で臨んでいかなければならないことは言うまでもない。

本書ではこれを踏まえて、土器の出土状況 Iに おいて検討資料を得ることのできなかった第

1、 第 2土器群の設定に本タイプを用いた。言いかえれば、本遺跡出土土器の共伴関係を知

る上で基本とした、土器の出土状況 Iでは認めることのできなかった第 1土器群、第 2土器

群 を抽出するために本タイプを設定したと言ってよい。

土器の出土状況Ⅲ :前述した土器の出土状況 I、 およびH以外のタイプ。たとえば、床面や底

面から分類可能な土器 1個体だけを出土した場合や、同じく2個体以上の上器を出土したも

のの分類可能な土器は 1個体以下であった場合がこれに該当する。また、同一の堆積土中か

ら多数の分類可能な土器が出土 したものの、その出土状況に規則性が認められなかったり、

各器種に共通する特徴が見い出せず、共伴関係を知るのに不適当と思われる場合もこれに該

当する。まって本遺跡出土土器の大部分は本タイプにあてはまるも

今回の報告にあたって、本タイプ出土土器は各土器群設定の基本とはしていないが、それ

を数量的に補助する資料として取 り扱っている。

2.土 器群 設定の方法

土師器ナ不にはロクロ不使用のものとロクロ使用のもの、それにロクロを使用したと思われる

がそれを裏付ける痕跡が明瞭に把えられないもの(以下、「ロクロ使用痕跡不明瞭」の土師器ナ不と

いう)と がある。ちなみにロクロ不使用のものはA～ D類、15種、ロクロ使用のものはF～ G類、
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6種、ロクロ使用痕跡不明瞭のものはF類、 1種に分類されることは既に説明してある通 りで

ある。

これらの上師器堺は比較的その特徴を把えやす く、しかもその出土量が分いことから、土器

の出土状況 I、 Hに該当する遺構 とその出土状況(第 198表 )に 基づき、検討を加えた。その結

果、各土器群の項で後述するような、土師器邦相互の組み合わせが認められた。

さらに、これをもとにして土師器ナ不を除いた土師器、須恵器、赤焼き土器各種についても検

討 したところ、土師器ナ不の組み合わせにほぼ対応すると考えられるそれらの組み合わせが認め

られた。本書ではこの両者の組み合わせを共伴関係にあるものと考え、土器群の名称を付した。

(3)第 1土器群

1.第 1土器群 の設定 とその特徴

ロク七不使用の上師器lThAは 9号住居跡から出土している。この上師器lThに 伴出するものと

しては、同じく9号住居跡出上の上師器高lTNA、 甕AⅢがあげられる。土師器高邦 A、 甕AⅢは

10号住居跡でも認められるものである。このことから土師器lTh A、 高邦 A、 甕AⅢ は共伴関係

にあると考えられ、これをもって第 1土器群 としたい。また、器形や調整など、これらに共通

の特徴 を備えているものとして土師器甕AI、 AH、 壺 Aがある。伴出したものでないため、

明確な根拠をもたないが、本土器群に含めて考えても良いものであろう。

なお、本土器群の設定は 土`器の出土状況H″ に該当する9号、10号住居跡出土土器を基本 と

し、 土`器の出土状況Ⅲ″に当たる 7号、15号住居跡、 I層 (表土)な どから出上した土器を補助

資料 としている。よって、資料的に乏しく、土器群 自体の内容 としては極めて貧弱であること

は否めない。

次に第 1土器群についてその特徴を述べる。本土器群はロクロ不使用の土師器邦、高年、甕、

壺の 4器種から構成される。

界は底部破片資料のため詳細は不明であるが、底部が上底状で、体部は強い膨みをもつもの

(A)である。高郭はそのほとんどが脚部資料のため、全体を観察し得る資料がなく、しかも量

的に も少ないことから(A)と してまとめてある。これらの脚部は円錐台状に開き、 4個の円窓

があるもの、ないものとがある。lTh部 には下端に段 を形成するものもある。簑は完形資料がな

いため、土器全体 を踏まえた比較や分類は行なわず、山縁音削こよって沈線が施されるもの(AI)、

複合 口縁のもの(A■ )、 単純口縁のもの(AⅢ )と に分類 した。これらには大形の もの、小形の

もの とがある。壷 も資料的に問題があるため、細かな分類は避け、全て(A)と して取 り扱った。

小形のもの、極 く小形のもの とがあ り、いずれ も球形の体部をもつ ものである。丹が塗 られた

極 く小形のものもある。

247



Ⅶ.出上した遺物の検討

2.第 1土器群 の編年 的位置 と問題点

第 1土器群の中で、最も良 く特徴を示すものとしては土師器高邦 Aがあ り、これは塩釜式(氏

家和典 :1957.3)に 共通する特徴 を備えている。塩釜式については型式設定以降、現在に至る

まで宮城県で幾つか報告例がある。主なものとしては名取市西野田遺跡(丹 羽・柳田・阿部 :

1974.3)、 古川市留沼遺跡(手塚均 :1980.3① )、 蔵王町大橋遺跡(太 田昭夫 :1980。 9)、 志波姫

町鶴ノ丸遺跡(手塚均 :1981.9)が あげられる。これら一連の報告では、未だ十分な資料の蓄積がな

いと、慎重な態度を示しながらも、現段階における塩釜式に関する細分葉が提示されている。それに

よれば、大橋遺跡出土土器 と留沼遺跡出土土器の比較をした上で、前者を塩釜式の古い段階、

後者を塩釜式の新 しい段階に位置づけられるとしている。さらに、鶴ノ丸遺跡出土土器は大橋

遺跡のものに類似するとして塩釜式の古い段階に、西野田遺跡出土土器は留沼遺跡のものに類

似するとして同式の新 しい段階に位置づける見解が示されてきつつある。

ここでは、このような最近の動向を踏まえながら、大境山遺跡か ら出土 した第 1土器群の塩

＼℃ % 溺霊園制<<´で
11
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釜式内部における位置について考えてみたい。

本土器群高邦 Aの うち、脚部が円錐台状で円窓のあるものは、大橋遺跡や鶴 ノ丸遺跡出土土

器に強い共通性 を認めることができる。

一方、本土器群高邦 Aの うち、円窓のないものは留沼遺跡や西野田遺跡出土土器に類例 を見

ることができる。留沼遺跡、西野田遺跡からは脚部に円窓がな く、円錐台状 に開 くもの、同じ

く円窓がな く、中実の柱状部 と裾部か らなるもの、 2つ のタイプの高界が出土 している。本土

器群高邦Aの うち、円窓のないものは脚部が円錐台状に開くという点から、前者に近い特徴を

もっている。しかし、留沼遺跡での高邦は脚部が円錐台状に開くものの、脚部上半が極めて分厚

く、また、西野田遺跡での高郷は留沼遺跡出上のものと同様、脚部が円錐台状を呈するが、そ

の開き方が弱 く、本土器群高邦 Aの うち、脚部に円窓のないものとは細かな点での相遺が認め

られる。

上師器壷Aについて見ると、15号住居跡から出上した小形のものは体部が球状であるが、細

かに観察すれば上から押しつぶしたような器形をしている。また、口縁部は欠くものの、頸部

にわずかに残った口縁部の最下端がほぼ直立しており、しかも頸部径が極めて小さい。

大橋遺跡、留沼遺跡出土土器について詳細な分析 と対比を行った手塚均氏は、「大橋遺跡のも

のは、体部がやや横長の球形を呈し、体部径に比して口縁部径が小さい」とし、さらに「留沼遺

跡のものは体部がほぼ球形で、体部径 と口縁部径、ほぼ同じである」と指通している(手塚均 :

1981.9)。 この指摘に基づけば、本遺跡15号住居跡出上の壷 Aは留沼遺跡出上の壺よりも、むし

ろ大橋遺跡出上の壷に共通した器形的特徴を備えていると言えよう。

以上、第 1土器群における土師器高17NA、 壷Aの一部について簡単な検討を行なってみた。

その結果、これらは大橋遺跡や鶴ノ九遺跡出土土器に比較的近似した特徴をもち、留沼遺跡や

西野田遺跡出土土器とはやや異なった特徴を示していることがわかった。このことから、本土

器群土師器高邦 A、 壺Aは大きく見て塩釜式でも古い段階のものと理解することがで番る。

しかし、これをもって本土器群全体に関する塩釜式内部での位置づけとするには問題がある。

資料的に極めて乏しく、相互比較に耐えられないと思われた器種は検討から除外してあり、ま

た器台、台付甕、飯などは欠落していることが容易に想像できるからである。よって、本土器

群全体に関する塩釜式内部での位置づけは、十分な検討に基づいたものとは言えず、先の指摘は

その一部についてだけ行なったものと留めておきたい。

なお、塩釜式の実年代について、氏家和典氏は同式設定の段階で、それを5世紀前後とした

(氏家和典 :1957.3)が 、近年、方形周濤墓が検出されるに至って、4世紀代に遡る可能性 もあ

ると指摘されている(氏家和典 :1972.4)。 よって、本書では同氏の見解に基づき、本土器群を概

ね 4世紀代頃のものと理解 しておきたい。
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(4)第 2土器群

第 2土器群の設定 とその特徴

ロクロ不使用の上師器好 BⅢ は26号住居跡から出上している。この土師器邦に伴出するもの

としては、同じく26号住居跡から出上した須恵器17kAがあげられる。本書では資料が極めて少

なく問題もあるが、26号住居跡出上の上師器好 BⅢ 、須恵器郭 Aを 共伴関係にあると考え、第

2土器群 としたい。また、土師器邦 BⅢ に調整等で共通′点の多いlTh B I、 BH、 根拠は後で示

すが、土師器高郷 B、 須恵器高台ミヽ A、 蓋AI、 AHも 本土器群に含めて考えることにしたい。

なお、本土器群の設定は 土`器の出土状況 H″に該当する26号住居跡出土資料を基本とし、

土`器の出土状況Ⅲクにあたる I層 (表土 )な どから出土した土器を補助資料に当てている。よっ

て上器群自体 としての内容は第 1土器群 と同様、極めて貧弱である。

次に第 2土器群についてその特徴 をまとめてみたい。本土器群 I事 ロクロ不使用の上師器lTh、

高lTk、 および須恵器郭、高台付邦、蓋の 5器種から構成される。

土師器邦は体部外面にケズリが施され、内面には黒色処理が認められないという共通点をも

つ。器形によって外面に軽い稜線が認められるもの(BI)、 体部から口縁部にかけて丸味をも

って外傾するもの(BH)、 体部から口縁部にかけて直線的に外傾するもの(BⅢ )と に分けられ

4

即 同 3  6

種 "1 分無 壻  ,

土師器郭 I層

Ji宮市器メ DC-24、 I層
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る。高界は脚部が中空で、好部内面には ミガキと黒色処理が施されるもの(B)である。

須恵器IThは 休部から口縁部にかけて直立 し、口唇部が平担で、その外面直下に凹線をもつ特

異な器形のもの(A)である。高台付界は体部に稜線をもつ もの(A)である。蓋はいずれも内面

にかえりをもつ。それが明瞭なもの (AI)、 微弱なもの(AH)と がある。

2.第 2土器群 の編年 的位 置 と問題 占

土師器好の中でもBIは志波姫町御駒堂遺跡 (小井川・小川 :1982.3)、 同町山ノ上遺跡 (手塚

均 :1980.3⑤ )出土土器に類例 を認め ることができるものである。御駒堂遺跡では内面が黒色

処理 された土師器罫、外面がハケロや ミガキによって調整された甕の組み合わせ と、内面がナ

デ調整の上師器lTh、 外面がケズリによって調整された甕の組み合わせ、両者の存在が認められ

ている。報告では前者を東北地方に分布する在地の上器、後者を関東地方に分布する真間式系

の土器であることを明らかにしている。本土器群邦 BIIこ は、御駒堂遺跡第 2群土器、土師器郭

B1lbiに 共通 した要素が認められる。

また、同報告においては山ノ上遺跡の報告で住社式 とした土師器lThな どについても検討を加

え、これらか御駒堂遺跡第 2群土器の真間式系土器に共通 したものであることも増摘している。

本土器群 lT・ BIは、山ノ上遺跡か ら出上 した土師器1/FN AIに 類似するものでもある。

土師器高17・ Bは 、仙台市郡山遺跡(木村 。青沼 。長島 :1981.3)第 7次調査区 S D35、 1層か

ら出土 した土器 (同報告第18図 13、 15)に 類例 を求めることができる。

須恵器郭 Aは 田尻町 日向前横穴古墳(早坂春―■981.3)、 大阪府陶邑窯跡群(田辺昭三■966.4、

中村・ 尾谷 :1976.3)に 類例がある。日向前横穴古墳では羨道、前庭部流入土出土資料 (同報告

第 6図 12)が共通 した要素 をもつ もの と言える。同資料は口唇部が平担ではな く、また内面に

ミガキ調整が施 されないなど若千の違いも見られるが、体部から口縁部にかけて直立 し、口唇

部外面直下には軽い凹線があ り、ほぼ共通 した特徴が認められる。

陶邑窯跡群ではM T21号窯出土資料 (田辺報告図版41-12、 16)、 K M22号窯出土資料 (中 村・

尾谷報告図版第91-21、 22)が 口唇部外面直下に凹線をもっている。

ところで、長根窯跡群 A地点か らは器種は異なるが、須恵器17NAに 似通ったものが出上 して

いる(桑原・辻 :1976.3同報告第8図 1)。 それは 5号窯出土の「器種のよくわからない特異な脚

部」とされるもので、平端な脚端部、外面には端部直近に軽い凹線、しか も内面にはケズリ調

整が施 されている。器種の認定段階で、本遺跡 と長根窯跡ではその取 り扱いが異なってしまっ

たが、器形や調整では非常に強い共通性が認められるものである。

体部に明瞭な稜線をもつ須恵器高台付郭 Aは 、底部を欠 くため断定できないが、色麻町 日の出

山窯跡群 (岡 田・工藤・桑 原・佐た木 。進藤 :1970.3)8号窯出土資料 (同報告第H図 9)に 類似す

るものである。
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

内面にかえりをもつ蓋 AI、 AⅡ は福島市小倉寺高畑窯跡群 (工藤雅樹 :1969.3)1～ 3号窯

出土資料(同報告第 3図 1、 2)に共通したものである。

以上、第 2土器群のうち土師器lT・ BI、 高邦 B、 須恵器lThA、 高台付郭 A、 蓋 AI、 AHに

ついてその類例 を他の遺跡に求めてみた。その結果、これらに類似するものを郡山遺跡の報告

では 7世紀後半から8世紀初頭に、日向前横穴古墳、長根窯跡群 A地 く́、小倉寺高畑窯跡群の

報告では 8世紀初頭に、日の出山窯跡群 A地 く́、御駒堂遺跡の報告では 8世紀前半に位置づけ

ていることがわかった。よって本書では、上記の遺跡で示された実年代を全て包括する7世紀後半

から8世紀前半を本土器群の年代 とし、編年的には栗囲式(氏家和典 :1957.3)期 から国分寺下

層式(氏家和典 :1961.3、 1967.9)期 のものと幅をもたせて考えることにする。

なお、このような把握は陶邑窯跡群での編年にてらしてみても大きな矛盾はないと思われる。

すなわち、前述 した須恵器好の年代について、田辺氏はM T21号窯をⅣ期の初頭のものとし、

中村、尾谷氏は K M22号 窯をⅣ型式のほぼ前半としている。報告者によって編年名は異なるも

のの、Ⅳ期、またはⅣ型式はいずれも7世紀後半から8世紀末とされているものである。両窯

ともその初頭か ら前半に位置づけられることを踏まえれば、先に述べた本土器群の年代 ともほ

ぼ一致 して呼ヽる。

最後になったが、本土器群については設定当初から資料の不足や共伴関係の証明が不十分で

あったことは否めない事実である。しかし、本遺跡の構成とその変遷を考える時、塩釜式期に

属する第 1土器群 との非連続性、次に述べる国分寺下層式期に属する第 3土器群との連続性を

明らかにするという点で、意味をもつ土器群であると言えよう。

第 3土器群

第 3土器群の設定 とその特徴

ロクロ不使用の土師器lThC I111は 2号住居跡、13号小竪穴遺構 からまとまって出土 しているも

のである。2号住居跡 ではこれ とC12、 CI11、 CI12、 DI、 13号小竪穴遺構 ではCI11が伴 出

してい る。このことから土師器ナ不相互の組み合わせ としてはロクロ不使用のC12、 CHl、 CH2、

C H11、 DIが考 えられて くる。

この組み合わせに伴出するものとしては土師器鉢 AI、 甕 BHl、 D11が ある。 ともに 2号住

居跡か らだけ出土 しているものである。また、 2号住居跡か らは土師器甕 B11が 5点 、須恵器

好 C11が 4点、13号小竪穴遺構からは須忠器lTN C 11が 1点出土 している。土師器甕 B11は 33号

住唇跡に、須恵器lTN C 11は 11号住居跡にそれぞれ 1点ずつ認め られ、必ずしも2号住居跡、13

号小竪穴遺構に限って出土するものでもない。しか し、それらは 2号住居跡や13号小竪穴遺構に

多く出土する傾向が認められることか ら上記の組み合わせに伴出するもの として置きたい。

５
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Ⅶ 出上した遺物の検討

以上のことか ら、土師器杯 C12、 C Hl、 C H2、 C ml、 DI、 鉢 AI、 甕B11、 B I11、 D11、

須恵器lTh C 11は 共伴関係にあると考えられ、これをもって第 3土器群 としたい。

なお、本土器群の設定には
｀
土器の出土状況 I″ に該当する 2号住居跡出土資料を基本 とし、

この他、
｀
土器の出土状況 H〃 にあたる13号小竪穴遺構出土資料 も用いてある。

次に第 3土器群についてその特徴 を整理 してみたい。本土器群はロクロ不使用の上師器好、

鉢、甕、および須恵器lTNの 4器種か ら構成される。

土師器界は内面に ミガキと黒色処理が施 され、九底のもの、平底のものとがある。これらは

外面に軽い段 をもつ もの(C12)、 沈線がめ ぐらされるもの(C Hl、 C H2)、 稜線が認め られるも

の(C ml)、 それらが認められず、体部か ら口縁部にかけてほぼ直線的に外傾するもの (DI)と

があ り、lTh自 体 としてはバラエティーに富んだ組み合わせが認められる。なお、 C12、 C Hl、

C IILは 段や沈線、稜線を境として上にはヨコナデが認められるが、C H2は ミガキが施されてい

る。また、DIは体部から口縁部にかけて ミガキが主体的に施されるが、ヨヨナデが認められ

るものもあり、調整による規員1性は見い出すことができない。

鉢は外面に段をもち、それを境 として上にはヨヨナデが認め られるもの(AI)である。甕は

頸部が直立、もしくはわずかに外反し、口縁部が緩やかな丸味をもって外傾する長胴形のもの

が多い。それらには頸菩Ыこ段ゃ沈線をもつもの(B11)、 もたないもの(B Hl)と がある。また、 1点

だけであるが、頸部の屈曲が極めて強 く、口縁部が極 く短い広口形のもの(D11)も 見られる。

須恵器ナ不は膨みをもつ体部下端にケズリが施され、底部の切 り離しは回転ヘラ切 りによるも

の(C11)である。

2.第 3土器群 の編年 的位置 と問題点

本土器群の特徴を最も良く示 していると思われるものに土師器lThが ある。C H2、 および DI

についてはその類例を志波姫町糠塚遺跡(小井川・手塚 :1978.3)第 1群土器の中に認めること

ができる。糠塚遺跡第 1群土器とはその豊富な資料から宮城県内、とりわけ宮城県北部の遺跡

から数分 く出土する国分寺下層式(氏家和典 :1961.3、 19679)の 標式資料として取 り扱われて

いるものであり、その特徴は次のように要約することができる。

上師器にはITh、 甕、飲、高邦、筑 、蓋、須恵器には」Th、 高台付郭、蓋、甕、壷、鉢がある。

そのうち土師器lThは いずれもロクロ不使用で、内面には ミガキと黒色処理が施されるが、九底

のもの、平底のものとがある。さらに、それらは外面に段をもつもの、沈線をめ ぐらしたもの、

段や沈線が認められないものとに区別され、多様な部の組み合わせが認められている。しかし、

外面の調整についてはミガキが主体的に施され、ケズリがこれに次いで用いられているという

点で強い規則性を見い出すことができる。甕はロクロ不使用で大形のもの、小形のものとがあ

る。器形は長胴形のものが大部分で、これに休部の張 りが著しく強い壺形のもの、鉢形のもの
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

第232図 土器群 (2号住居跡 )
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第233図 第 3土器群 (2号住居跡)

Ⅶ 出土 した遺物の検討
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Ⅶ 出Jiし た遺物の検討

も加わり、多様な器形から構成されている。須恵器の郭については、底部の切 り離しが回転ヘ

ラ切 りによるものが多く、また、数的には少ないが、回転糸切 りによるもの、ケズリ再調整の

ため切 り離し技法が不明なものも認められる。

本土器群土師器」Thの うち、 CI12と DIは糠塚遺跡第 1群土器に類例を求めることができる。

しか し、 DIと 分類した土器の中には口縁部にヨコナデが施され、ミガキが用いられないもの

もあり、調整方法に微妙な違いも認めることができる。 C12、 C I11、 C II11に ついては類例を全

く求めることができず、本土器群 と糠塚遺跡第 1群土器の土師器lThは 、その組み合わせに関し

て際立った違いを示していると言えよう。

須恵器界については本土器群が C11だ けから構成されており、同一器種内での欠落が予想さ

れる。よって、糠塚遺跡第1群土器との十分な比較検討は不可能であることは言うまでもないが、

それを考慮に入れて比較するとて次のような指摘がなされる。本土器群の底部の切 り離しは全

て回転ヘラ切 りであるが、糠塚遺跡第 1群土器の場合、回転ヘラ切 りのものを主体として、こ

れに回転糸切 りのもの、ケズリ再調整によって切 り離しが不明なもの力功口わり、むしろ本土器

群に後続する第4土器群に近い内容を示している。また、本土器群は底径が大きく、器高が低

いため、全体的に低平な印象を与えるが、糠塚遺跡第 1群土器は大部分、底径が小さく、器

高の高いものであり、器形という点から両者は大きな違いを示している。

4

縮尺 ユ/4

第234図 第 3上器群
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このように上師器邦、須恵器lThを 比較してみると、両者には共

通する要素も認められるが、相違する点も存在することが明らか

になった。

このことは、本上器群が国分寺下層式の標式資料である糠塚遺

跡第 1群土器に類似するが、その範H壽だけでは把えきれないもの

であることを示していると言える。

ところで近年、発掘調査の増加に伴ない、前述の糠塚遺跡第 1

群土器に先行すると思われる上器群の存在が指摘され始めてきて

いる。その代表的なものとしては、高清水町観音沢遺跡(加 藤・阿

部 11980.9)を あげることができる。

観音沢遺跡では13基の住居跡が検出され、そのうちの5基 (第 1、

3、 4、 8、 12号住居跡 )の床面などからは、糠塚遺跡第 1群土器

では認めることのできなかったロクロ不使用の上師器界が、ロク

ロ不使用の土師器甕、飲、および須恵器邦を伴なって出上してい



Ⅶ 出上した遺物の検討

る。土師器好のほとんどは内面が ミガキのあと、黒色処理を施 した九底のもので、体部外面に

明瞭な段 をもち、段から上の口縁部にかけてはヨコナデ、下の底部にかけてはケズリが施され

ている。甕は頸部に段や沈線をめ ぐらした長胴形のものが主体 を占め、これに大小の別はある

が体部が張る壷形のものが加わる。甑 は頸部に段 をめ ぐらした鉢形で無底式のもの、 1点が出

土している。須恵器界は体部下端に回転ケズリを施 した低平な器形のもの、 1ッ氏が出上してい

る。これは底部が平底で、回転ケズリが加 えられ、切 り離 しは不明である。

同報告ではこれらの上器を一群のものと理解 した上で、「国分寺下層式の前型式である栗囲式

の内容に類似性が求められ、したがって本遺跡における土師器は、糠塚遺跡のものよりも古い

要素 を有 している」と指摘 し、さらに「国分寺下層式の細分につなが り得る可台静陛を有している」

という見解を明らかにしている。

本土器群土師器好のうち、C H2、 DIは観吉沢遺跡出土土器中に類例を求めることはできな

いが、 C12、 C■ 1、 C II11は観音沢遺跡出土土器に類似 した特徴 をもっている。 C12は段そのも

のが軽微であり、観吉沢遺跡出土土器 とは微妙な違いが認められるが、それを境にヨヨナデと

ケズリが明確に区別 して用いられるという調整方法で、両者には強い共通性が見られる。また、

沈線がめ ぐらされたC Hl、 稜線がめ ぐらされたC mlも 沈線や稜線を境にヨヨナデとケズリが区

別されてお り、調整の方法で観音沢遺跡のものと共通 した特徴 をもっている。

須恵器lTNに ついては、観吉沢遺跡出土例の底部がケズリ尋調整されてお り、本土器群須恵器

好 Chと は異なった特徴 をもつ ものである。しか し、全体的に低平な器形をなし、弱い膨みを

もつ体部下端にケズリが加えられていることなど似通った点も見受けられる。

このように土師器lTh、 須恵器好だけの比較だけでは決 して十分ではないが、本土器群 と観音

沢遺跡出土土器は、互いに共通する要素 と、相違する要素を持ち

合わせていることが指摘される。

以上、本土器群について糠塚遺跡第 1群土器、観音沢遺跡出土

土器 と比較検討を試みたが、ここでその編年的位置を考えてみた

い。

本土器群は前述の両遺跡出土資料 双方に共通した特徴をもって

いることから、国分寺下層式に含めて考えて問題はない。しかし、

本土器群には両遺跡出土資料中に類例を求めることのできない要素

も多々 認められることは事実である。このような現象を本書では

本土器群固有の要素 とし、これに年代的に先行する観音沢遺跡出

土土器段階での要素 と、年代的に後続する糠塚遺跡第 1土器群段

階での要素 とが加わったものと理解 したい。よって、編年的には

3
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Ⅶ 出土した遺物の検討

国分寺下層式でも古い段階として考えられている観音沢遺跡出土土器と、同式の新しい段階と

して考えられている糠塚遺跡第 1群土器との中間に、本土器群を位置づけることが妥当かも知

れない。

実年代については国分寺下層式を奈良時代として把え、同式でも古い段階としての観音沢遺

跡出土土器を8世紀前半、新しい段階としての糠塚遺跡第 1群土器を8世紀後半とする見解が

一般的になりつつある(加藤・阿部 :1980.9、 小井川 。小川 :1982.3)。 ここでは本土器群自体に

年代を示すことのできる資料に欠けるため、上記の見解に従い、さらに本土器群の国分寺下層

式内部での位置を考慮に入れ、一応 8世紀中頃のものとしておきたい。

なお、本土器群に類似する資料が、まとまって出土したという報告例は未だなされておらず、

2、 3の遺跡で本土器群に共通した特徴をもつ資料が、断片的に出上しているに過ぎない。

高清水町五輪 C遺跡(小野寺祥一郎 :1979.8)第 2号住居跡からは休下菩隅こ沈線をめぐらした

九底風の上師器郭 2点が出土している。その一つは沈線から上、口縁部にかけてはヨコナデ、下

の底部にかけてはケズリが施され、沈線を境にヨョナデとケズリが明確に区別されるものであ

る。もう一つは沈線から上、日縁部にかけてケズリのあとミガキ、下の底部にかけてはケズリ

が施されるものである①前者は本土器群土師器好 CI11に近似し、後者はC I12に 共通した特徴を

認めることができるものである。しかし、CI12に 共通するものは糠塚遺跡第 1群土器の中にも

認められ、さらに五輪C遺跡第 2号住居跡出土資料があまりにも少ないことから、それを本土

器群に併行するものと簡単に判断することはできない。

志波姫町御駒堂遺跡(小井川・小
'II:1982.3)第

22号住居跡については、本土器群に顕著に認

められる土師器lThC II11に 近似する資料が出上 している。ここでは、これに本土器群土師器lTh

C H2、 DI、 甕 D11に共通した特徴をもつものが伴出しており、本土器群の組成に似た様相を

示している。しかし、土師器lTh CI12、 DI類似のものは糠塚遺跡第 1群土器にも見い出すこと

ができ、さらに本土器群には見い出せないが、糠塚遺跡第 1群土器に類例があるもの(同報告第

53図 1)も 含まれてお り、本土器群 とは異なったタイプも含まれている。なお、同報告では、

糠塚遺跡第 1群土器には全 く認め ることのできなかった土師器ナ不C HL近似のものも含めて、これ

らを糠塚遺跡第 1群土器に比定している。

古川市小野横穴古墳群小高支群 (三宅・鴇田・桜井・門脇 :198214)6号横穴羨道 5層 、同市

藤屋敷遺跡(加藤・佐藤 :1980.3)第 2号住居跡 1層からは、本土器群須恵器好 C11と 同様、膨

みをもつ体下部にケズリ再調整が施された低平な器形のものが出上している。しかし、これら

はいずれも底部の切 り離しがケズリ再調整により不明であり、本土器群 C11と は若千異なった

特徴をもっていると言わなくてはならない。

このように本土器群については、現在までのところ他に類例を求めることができず、本遺跡
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Ⅶ 出上した遺物の検討

での出土″1だけをとって、前述のような国分寺下層式内部での1段階とするには、資料的に不

十分であるこ とは言 うまで もない。 しか し、観音沢遺跡、糠塚遺跡か ら出上 した土器、双方に

類似 し、かつ独 自の要素 も保有 しているところか ら、本書では、一応先に述べ た指摘 はそのま

まとし、よ り具体 的な検討は今後の資料の増加 を待 って、課題 としてお きたい。

註 1:土師器甕B I15は 本土器群を出上した2号住居跡、これに後続する第4土器群を出土した13号住居跡か

ら、各々1点ずつ出上している。両資料は器形やタタキロ、ハケロなどの調整が一致するばかりでなく、

胎土や焼成が良いことなど近似した特徴をもっているものである。

本書では土器群の設定にあたって、積極的な恨拠をもたないが、第 3、 第4両土器群における土師器

甕B I15の 共有1生 を、一応除いて考えた。

註 2:本土器群と糠塚遺跡第 1群土器における須恵器界の器形上の違いが、どのような原因に基づくのかそ

れを明らかにすることはできないが、このような傾向は少なくても、本土器群に後続する第4土器群に

も認めることができる。

註 3:2号住居跡からは、観音沢遺跡

出土土師器lThに 極めて強い特徴を

もつ C11が 2点出上している。し

かし、いずれもカマ ド内堆積土中

から出上したもので、床面や施設

底面のものとは明らかに出土状況

を異にする。本書では出土状況の

違いを重視 し、本土器群からは除

外して考えることにする。

なお、 CIIの 編年的位置につい

ては、本土器群に非常に近いもの

であると思われるものの、その要

素からは国分寺下層式の中でも、

古い段階のものと考えられている

観音沢遺跡出土土器段階に比定す

るのが妥当と思われる。

(6)第 4土器群

第 4土器群の設定 とその特徴

ロクロ不使用の上師器ナ不C IIわ は 3号、32号住居跡から出土 してお り、 3号住居跡ではこれと

C13、 DH、 32号住居跡で
`よ

DHが伴出している。 D IIは 4号住居跡からも出上 している。こ

第236図 第 3土器群
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Ⅶ 出土した遺物の検討

のことから土師器罫相互 の組み合 わせ としては、ロクロ不使用のC13、 C IIめ 、DHが考えられて くる。

この組み合わせに 3号住居跡では土師器鉢B I12、 甕C13、 D14、 須恵器高台付
'不

Cが1半出し、

32号住居跡では土師器甕 E11、 須恵器17k E I、 壺B、 4号住居跡では土師器甕 E12、 須恵器ナ不C I12

が伴出する。 4号住居跡で認められた須恵器郭C H2は 13号住居跡からも出上しており、ここで

はそれに土師器簑 D12、 須恵器好 C12が伴出している。この上師器甕 D12、 須恵器
'不

C12は 11

号住居跡でも認められ、そこでは土師器lTh D Ⅲ、鉢A Hl、 甕C Hl、 甑 A、 須恵器好C Ih、 F11

を伴なっている。このうち土師器邦 D皿 、須恵器邦C I11は 33号住居跡に、須恵器郭 F11は 18号

住居跡に認めることができ、両住居跡からは土師器lThC I13が それぞれ出上している。また、前

述の土師器lTh D Ⅲは22号小竪穴遺構からも認められ、ここでは須恵器好 C皿 との伴出が見られる。

縮尺 1/4

第237図 第 4土器群 (32号住居跡)
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Ⅶ 出上した遺物の検討

7

第238図 第 4土器群 (3号住居跡 )
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Ⅶ 出上した遺物の検討

以上、直接的伴出関係 と、それから導き出された間接的伴出関係にまで触れたため、記述が複

雑になってしまったが、今までにあげた土師器邦 C13、 C I13、 C IIし 、DE、 DⅢ 、鉢A Hl、 B H2

甕 C13、 C Hl、 D12、 D14、 E11、 E12、 飯A、 須恵器
'不

C12、 C I11、 C I12、 C III、 EI、 F11、 高

台fillThC、 壷 Bを共伴関係にあるものと考え、これをもって第 4土器群 としたい。

なお、今あげたものの中には含まれていないが、土師器甕のうちでもB12は 3号住居跡から

2点、11号、13号、33号住居から1点ずつ、 C11は 3号、32号住居跡からそれぞれ 1点ずつ出土して

いる。これらは第 3上器群を出土した 2号住居跡においてB12は 1点、C11は 2点出上してお

り、必ずしも本土器群に限って出土するものでもない。しかし、本土器群に量的に多く出土す

医
:∈∈∈∈居露,ヾ該酔♀ξ:ご語佐:争

ることから、本書では第4土器
耳
として取り扱

縮尺 1/4

第239図

第 4土器群 (18号住居跡 )

以上、本土器群の設定を行なったが、その基本 としたものは
｀
土

器の出土状況 I″ に該当する 3号、4号、11号 、13号、18号、32号 、

33号住居跡出土土器であり、この他、
｀
土器の出土状況Ⅱ″にあた

る22号小竪穴遺構出土土器 も加えてある。

次に第 4土器群についてその特徴を整理 してみたい。本土器群

はロクロ不使用の上師器界、鉢、甕、飯 、および須恵器ナ不、高台

付郷、壺の 7器種か ら構成される。

第240図 第 4土器群 (33号住居跡 )
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Ⅶ 出上した遺物の検討

土師器ナ不は内面に ミガキ と黒色処理が施 され、九底の もの、平底 の もの とがある。 これ らに

は外面に段 をもつ もの (C13)、 沈線がめ ぐらされ るもの (CIL)、 かすかな稜 線が認め られ る もの

(C H2)、 それらが認められず口唇部が軽 く外反するもの(DΠ )、 同じく軽 く内反するもの(DⅢ )

とがあり、第 3土器群 と同様、その組み合わせは豊富である。なお、 C13、 C I13は 第 3土器群

Cll、 C Ⅱlに特徴的な段や沈線を境 とするヨヨナデとケズリの区別が認められないものである。

C IIめ には第 3土器群C II11に 見られた稜線がかすかにしか認められず、稜線を境とする調整の区

別がなされなかったり、口縁ヨコナデ部分の幅が狭いものである。DH、 DⅢは体部から口繍調こかけ

てミガキが主体的に施されるものであるが、DHの一著隅こはヨコナデだけが施されるものもある。

鉢はその中でも比較的大形のもの(A Hl)、 小形のもの(B I12)が ある。甕は頸部に段や沈線を

もち、頸部の屈曲が強 く、口縁部にかけて直線的に外反する長胴形のもの(B12)を主体 とする。

これに器高と口径がほぼ等しい短胴形のもの(C11、 C13、 C Hl)、 日径が器高より大きい広口

形のもの(D12、 D14)、 胴張 り形のもの(E11、 E12)力功日わる。甑は 1点だけであるが、緩や

かな丸味をもって外傾する無底式のもの(A)が見られる。

須恵器lThは 底部の切 り離しが回転ヘラ切 りによるもの(C12、 CI11、 C H2、 Cm)、 回転糸切り

によるもの(EI)、 ケズリ再調整のために切 り離し技法が不明なもの(F11)か ら構成されるが、CⅢ、

EIを除く全ての器形は低平である。高台付界は底部の切 り離しが静止糸切 りによるもの(C)で

ある。こは底部に高台が付けられた短頸のもの(B)である。

2.第 4土器群 の編年 的位置 と問題′ミ

本土器群は景様な器種から構成されるが、その中で最も本土器群の特徴 を示していると思わ

れるものに土師器)不がある。特に C13、 C I13、
~部を除くDH(口 縁部に ミガキが認められるも

第241図 第 4土器群(4号住居跡)
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

の)は 第 3土器群の項で触れた糠塚遺跡第 1群土器(小井川・手塚 :1978.3)に 共通した特徴を

もつものである。

これに反して、DHの一部(口 縁部にヨヨナデが認められるもの)と DⅢ 、およびC H2は糠塚遺

跡第 1群土器中に類例を見い出すことはできないが、このうち、DHの一部 (口縁卸に ヨコナデが認

められるもの)と 、D IIIは 迫町対島遺跡(加 藤・伊藤 :1955.3)、 名取市清水遺跡(丹羽。小野寺・

阿部 :1981.3)出土土器に数例を求めることができるものである。

対島遺跡出土土器は、氏家和典氏によって「器壁には乾墟使用の痕は見られるも底部には所謂

糸切の圧痕はみ られない」(氏 家和典 :1957.3)と され、さらに「成形過程において軸幅が使用

第242図  第 4土器群 (13号住居跡 )
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Ⅶ 出土した遺物の検討

第243図 第 4土器群 (11号住居跡 )
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

されたことは、幾つかの外壁に部分的に残る横線によって推定できる」(氏家和典 :1967.9)こ と

から土師器編年中、対島式(第六型式)の名称をもって位置づけられていた。これに対 して、東

北地方における土師器l不の製作技法の変遷 と、須恵器郭との影響関係を論 じた阿部義平氏は、

その中で対島遺跡出上の上師器lTRを 、国分寺下層式に後続するものと把えながらも、「ロクロを

用いた痕跡がない」と注目すべき指摘を行なった(阿部義平 :1968.10)。 この指摘 を受けて、桑

原滋郎、小井川和夫、高橋守克氏は国分寺下層式 と対島遺跡出土土器の比較検討 を行なったと

ころ、両者は共通した要素をもつ ところから、国分寺下層式の範疇で把握すべきであるとの見

解を明らかにしている(桑 原滋郎 :1976.3、 小井川、高橋 :1977.12)。

本土器群土師器好DⅢは、今述べたような研究の経緯をもつ対島遺跡第4号住居跡出土土器に

類例を認めることができるものである。ちなみに、同住居跡は多くの上器を出上 しており、そ

の詳細な実測図は前掲した小井川、高橋両氏の論文中に収録されている。

また、Dmは清水遺跡第58号住居跡出土の土師器lTk(同 報告第 110図 1～ 5)と も共通した要

素をもつものである。同住居跡では、これと本土器群土師器lThD Hの一部 (口 繍ζЫこヨヨナデが認

められるもの)に類似するもの(同報告第 l10図 7～ 9)が確実に共伴しており、前述の対島遺跡では

認めることのできなかったlTk相互の組み合わせをより具体的に示すものと言えよう。このよう

な第58号住居跡出土土器に代表される土器群(清水遺跡第Ⅶ群土器 )を 同報告では、編年的に国

分寺下層式に包括されるとした上で、これを陸奥国分寺跡僧坊西建物基壇南側の濤出土土器

(氏家和典 :1961.3、 1967.9)、 糠塚遺跡第 1群土器に後続し、対島遺跡出土土器 と共に、「国分

寺下層式の中でも終末の段階に位置するもの」と指摘している。

以上、本土器群の上師器ナ不に限って、その類例を他の遺跡に求めてみたが、これをまとめる

と次のようになる。本土器群土師器ナ不はC II12を 除いて、いずれも国分寺下層式 と理解されてい

る土器群に共通する要素をもつ。よって、その編年的位置については国分寺下層式に併行する

ものと考えて間違いない。

下と箋|≧ξ徐魯昇極標盪写整三≧子毒書低僚乙三生亀ER重
される国分寺下層式、双方に認められる要素か ら構成されるも

のであることが分かる。これを踏まえれば本土器群 には、国分寺

下層式でも終末段階のもの(清水遺跡、対島遺跡出土土器 )と 、

1/4そ れに先行する段階のもの(陸奥国分寺跡、糠塚遺跡出土土器 )

とが含 まれていると理解 しなければならない。

また、本土器群の実年代については、年代 を推定 し得る資料

がな く明確ではないが、上限は本土器群に先行す る第 3土器群

縮尺

第244図 第 4土器群

(22号小竪穴遺構 )



Ⅶ 出土した遺物の検討

を8世紀中頃に比定したこと、下限は国分寺下層式の次型式である表杉ノ入式(氏家和典 :1957.3)

初期の段階のものが 9世紀初頭頃に考えられている(白 ′烏良一 i1980.3)こ とを考慮し、8世紀

後半頃のものとして置きたい。

次に本土器群須恵器lThに ついて、気付いたことを述べる。須恵器郭も土師器堺と同様、豊富

な器形から構成されるが、底部の切 り離し技法から見た場合、糠塚遺跡第 1群土器の須恵器17X

と同じような傾向が認められる。すなわち、両者とも回転ヘラ切 りのものを主体 とし、これに

少数ではあるが回転糸切 りのもの、ケズリ再調整のため不明のものが加わるという点で一致し

ている。

しかし、両者を器形という点から比較してみると、大きな違いが認められる。糠塚遺跡第 1

群土器の須恵器lThは 、そのほとんどが底径が小さく、器高の高いものから構成される。反対に、

本土器群のそれは大部分、底径が大きく、器高の低い、低平な器形のもの(C12、 CI11、 CI12、

F11)、 から構成され、回転糸切 りの もの(EI)でさえ、底径は比較的大きいといった特徴を示

している。器高の高いものは、わずかに回転ヘラ切 り(Cm)の一部をあげることができるくら

いである。

この違いに加えて、体部下端にケズリ再調整のあるものは、糠塚遺跡においては第21号住居

跡堆積土中に 1点認められるだけであるが、本土器群ではC Hl、 F11と したものがこれに該当

し、その数は比較的夕い。この点についても、本土器群 と糠塚遺跡第 1群土器における須恵器

界のあり方は、大きく異なちていると言える。

このような相違は何に基づ くのかを考える際、踏まえておかなければならないことがある。

それは土師器ナ不の項で既に指摘してあるとおり、本土器群 と糠塚遺跡第 1群土器とは概ね併行

関係にあるということである。その点を考慮すると、両遺跡の須恵器lThに あらわれた相違を簡

単に年代差と割 り切るには疑問が残る。むしろ、年代的にほぼ同一と考えられる大境山遺跡第

4土器群段階、糠塚遺跡第 1群土器段階の人間集団が有する社会的性格や遺跡の地理的環境の

差に基づき、互いに異なる須恵器の受給ルー トを持っていたと理解する方が妥当である。

糠塚遺跡の報告では、同遺跡南方約 1.6 kmに 位置する択塚遺跡(金野・佐藤 :1976.3、 志波姫

町史編纂委員会 :1976.10)に 窯跡が存在したと予想し、ここで焼成された製品が糠塚遺跡に供

給された可能性があると指摘している。一方、本土器群の須恵器については、その供給先を明

らかにすることはできなかったが鷲
3本

土器群 と同様、低平な器形の須恵器lThが比較的多く認め

られる国分寺下層式期の遺跡としては、田尻町天狗堂遺跡(佐藤 。手塚 :1978.3)が知られてい

る。天狗堂遺跡は、本遺跡の南西約 5 kmの位置にあり、このような須恵器ナ不の類似性は近接し

た両遺跡間において、同一、または同系統の窯との受給ルー トを互いに保有していたことを示

していると思われる。
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□ 5
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第245図 第 4土器群 (27号住居跡 )
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Ⅶ.出上した遺物の検討

次に 17号、24号、27号住居跡出土土器につ いて考 えてみたい。 これ らはいずれ も、土師器邦

が認められず、どの土器群段階に属するか明確にし得なかったものである。

しかし、この中に認められる土師器甕B H2、 D I11は対島遺跡出上の甕に類似する。即ち、対

島遺跡の上師器甕は小井川和夫、高橋守克氏によって「頸部に段、沈線等は認められない。

頸部で「 く」字状に鋭 く折れまが るもの と、「ノ」字状にゆる く折れまがるもの とがある」(小

井川・高橋 :1977.12)と 指摘されたが、本遺跡出上のB I12は「 く」字状のタイプ(同論文第2図 13、

14)、 DI11は「ノ」宇状のタイプ(同論文第 5図 22、 23)に 近似する。

土師器甕B H2は 17号、24号住居跡からそれぞれ 1点ずつ出土し、甕D Ⅱlは 27号住居跡から 5

点まとまって出上している。さらに17号 、27号住居跡からは甕B H3も 出土している。よって、

これらの住居跡から出上した土師器鉢A Hl、 B H2、 手控ね B、 甕 B13、 D13、 D IH3、 EⅢ 、須

恵器芥EΠ、F Hl、 高台付邦Bは土師器甕B H2、 B I13、 D Hlを媒介として共伴関係にあるものと

理解することができる曹
4

このように一群の上器と認められる17号 、24号、27号住居跡出土土器には、コクロ使用上師

器が認められないこと、器形や調整から後述する第 5土器群よりも、むしろ本土器群に近い特

徴を備えていること、さらに対島遺跡出土主器に近似するものが認められることを考慮すれば、

土師器lThの 出土はないものの、本土器群に含めて考えても良いと思われる菅
5

その編年的位置については、土師器杯が欠落するため断言できないが、対島遺跡出土上器の

段階、即ち国分寺下層式終末の段階である可能性が強い。

第246図 第 4土器群 (27号住居跡 )
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Ⅶ 出土した遺物の検詞
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第247図  第 4上器群 (17号 住居跡)
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Ⅶ,出主した置物の検討

なお、床面から須恵慕邦F■ 2-ヾ 蓋BIュ、赤焼き土器高台付郭A、 カマド内難積土から土師器

甕 BI,と ロクロ不使用の甕や鉢を出上したものに16号住居跡がある。本書では、同住居跡木面

に土師器郷が認められなかったこと、床面とカマド内堆積土出上のもの|を 同等に扱えないこと

を考慮―し、床面出主主器の編年的位置については特定することを避け、本上器群|、 ま.たはそれ

に後続する第5土器群段階のものと幅をもって理解しておきたい。

第2481図 第4上器群 (穆4号住居跡)
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Ⅶ 出土した遺物の検討

註 1:CII13に ついては宮城県内において現在のところ、他の遺跡から出上したという報告は未だなされて

いないようである。しかし、大境山遺跡出土土器の中で見る限りでは、第3土器群 とした上師器lTNCⅢュ

|こ似通った要素を残すタイプであるという指摘ができる。

誰 2:宮城県内で、国分寺下層式土師器郭と回転糸切 りによる須恵器郭が共伴した遺跡として大境山遺跡

糠塚遺跡の外に、三本木町山畑横穴古墳群(氏家和典 :1973.3)、 瀬峰町下藤沢H遺跡(後 日報告書干」行

予定)があげられる。

なお、大境山遺跡においては、国分寺下層式上師器lThと 共伴した34号住居跡出土資料の他に、土師

器lThと は伴ってはいないが、27号住居跡出土資料も回分寺下層式期のものと思われる。その根拠につ

いては、本項、および本項註4で示してある。

註 3:16号小竪穴遺構層No l出上の須恵器lTN(C Hl)、 DA-10、  I層 出上の須恵器高台付と不(E)|こついて

は、東北学院大学考古学研究室保管の国尻町木戸窯跡群出土資料と、実物で対比を試みた結果、器形

や調整、胎土や焼成、色調など極めて近似した特徴をもつものであることが分かった。なお、同窯跡

群は本遺跡の南方約 4 kmの 所に位置するが、多賀城創建期の瓦を焼

成し、 8世紀前半の窯跡群 とされているものである。このことから、

既に 8世紀後半頃と指摘した第 4土器群の範疇に、須恵器lThC Hlが

包括されることは年代的に矛盾が生じることになる。

この原因は、本書において器形や調整だけから須恵器lThを 観察し、

それに基づいて分類を試みたという方法論的不備にある。16号小竪

穴遺構出土資料は、確かに器形や調整などで第 4土器群に共伴する

C Hlに 共通するが、胎土や焼成、色調などでは他のC Hlと は全 く異

質な感じを与える。よって、本書では16号小竪穴遺構出上のものを

そのままC Hlに 介類しておくが、本″Uだけを第 4土器群から外し、

8世紀前半、木戸窯跡群の製品であろうとしておきたい。DA-10、

I層 出上の須恵器高台付lThEに ついては、どの上器群に共伴するも

のなのか、出土状況や分類から導き出してはいない。よって、これ

第250図  第 4土器群 (16号住居跡 )
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Ⅶ 出上した遺物の検討

を8世紀前半、木戸窯跡群の製品と推定することについて問題は生 じない。

誰 4:土師器鉢A IIュ 、B I12に ついては 3号、■号住居跡から出土しており、既に本土器群であると指摘し

ている。また、底部の切 り離しが回転糸切 りの須恵器郭EHについては、類イ以のもの(須恵器郭EI)力お2号

住居跡で本土器群土師器士不と共伴しており、さらに、本項註 2で示した他の遺跡でもこのような事実

が確認されている。よって、これを本土器群に位置づけることについては問題はない

註 5:こ のように、17号 、24号、27号住居跡出土資料を本土器群に位置づけることは、それらの床面や住

居施設底面からロクロ使用の土師器が実測資料ばか りでなく、破片資料さえも全 く出土しなかったこ

とからも妥当と思われる。

(71 第 5土器群

1.第 5土器群 の設定 とその特徴

ロクロ使用の上師器ナ不FIは 25、 29号住居跡から出上しており、25号住居跡ではこれとGI、29

号住居跡ではEと F■ 1が伴出している。E、 およびGIは 第号住居跡でもそれぞれ出土しており、

同住居跡ではこれにDⅣが伴出している。なお、F Hlは 次に述べる第 6土器群中にも認められ、

必ずしも第 5土器群に限って出土するものでもない。また、資料数 も少なく、出上の傾向をう

かがい知ることができないため、本書ではあえてどちらか一方の土器群に組み入れるというこ

とはせず、双方に伴出するものとして把えておくことにしたい。このように土師器ナ不相互の組

み合わせとしてはロクロ不使用のDⅣ 、ロクロ使用痕跡不明瞭の E、 ロクロ使用の FI、 FHl、 GIが

考えられてくる。

この組み合わせに伴出する代表的なものとしては土師器甕B H4、 D H2が ある。23号住居跡で

はB14、 D H2が出土しておりくこれに土師器高台付郭本、CI、 鉢A I12、 甕E13、 甑 B、 蓋A、 赤

焼き土器郭 AI、 AΠ が伴出している。29号住居跡ではBH4が出土しており、これに土師器甕C H2

須恵器lttEH、 F■ 3、 甕AⅢ が伴出している。25号住居跡からはD I12が 出土しており、これに土

師器高台付郭 CI、 甕F Hl、 須恵器AⅢ が伴出している。なお、土師器甕F Hl、 須恵器郭EHは

土師器好 FI11と 同じように第 6土器群にも見られるが、すでに述べた理由から双方に伴出する

ものとして考えておくことにする。

本書では、ここで取 り上げた土師器lTADⅣ 、E、 FI、 F Ih、 GI、 高台付郭 A、 CI、 鉢A I12、 甕

B H4、 C H2、 D H2、 E13、 F Hl、 飯 B、 蓋A、 須恵器lTNE H、 F H3、 甕 AⅢ 、赤焼き土器lThAI、 AH

を共伴関係にあるものと考え、これをもって第 5土器群 としたい。

なお、本土器群の設定には
｀
土器の出土状況 I″ に該当する23号、25号 、29号住居跡出土土器を

基本 とし、これに土師器郭 GI、 甕C H2を 出土 した30号住居跡を加えた。また、
｀
土器の出土状況
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Ⅶ 出上 した遺物の検討
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Ⅶ 出土した遺物の検討

H″ に該当する46号小竪穴遺構出土遺物も用いてある。

次に、第 5土器群についてその特徴を述べる。本土器群は土師器lTh、 高台付lTh、 鉢、装、甑 、

蓋、須恵器lTh、 甕、赤焼き土器界の 9種類からなる。

主師器好はロークロ不使用のもの(DⅣ )、 ロクロ使用痕跡不明瞭のもの(E)(ロ クロ使用のもの

(FI、 F Hl、 GI)に大別される。口″口使用のものは底部がいずれも回転糸切りで、体部下端が

ケズリ再調整されたもの(FI、 F Hl)、 されないもの(CI)と がある。高台付lThに はロクロ不使用

のもの(A)、 ロクロ使用のもの(CI)がある。CIには静止糸切りのもの、ロクロナデ、摩減によって

切 り離 しが不明なもの とがある。鉢はロクロ不使用で、口唇部が軽 く外反する比較的大形のも

の(A I12)で ある。簑はロクロ不使用のもの(B I14、 C H2、 D II彦 、E13)、ロクロ使用のもの(F Hl)、

とに大別される。ロクロ不使用のものは短い口縁部が軽 く外反する長胴形の もの (B H4)、 頸部

の屈曲が強く、口縁部が直線的に外傾―する短胴形のもの(C I12)、 短い口縁部が軽く外反する広

口形の|の (D IL)、 胴張り形のもの(E11)と に分けられる。ertは ロクロ不使用で底部から口縁

部にかけて直線的に外傾する.も の(B)である|。 蓋はロクロ不使用で天丼部から直線的に広が り、

第252図 第 5土器群(23号住居跡)
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Ⅶ 出上した遺物の検討

内外面に黒色処理 を施 した もの(A)である。

須恵器lTXは いずれも底径が小さく、器高の高いもので、底部が回転糸切 りのもの(E■ )、 回

転ケズリによって調整され、切 り離しが不明のもの(F H3)と がある。甕は体部中央が強 く膨ら

む小形のもの(AⅢ )である。

赤焼き土器ネはいずれも体部下端にケズリ再調整はなく、体部が膨みをもって外傾 し、器高

の高いもの (AI)、 直線的に外イ頃し、器高がやや低いもの(A II)と がある。

2.第 5土器群 の編年 的位 置 と問題点

多様な器種から構成される本土器群の中でも、土師器lThは その編年的位置を最 も端的に示し

ている。ロクロ使用のFI、 F Hl、 GIは 表杉ノ入式(氏家和典 :1957.3)と され、宮城県内はも

とより東北地方各地の遺跡から、その類例が極めて多く認められているものである。

表杉ノ入式は塩釜市表杉ノ入貝塚 (加藤孝 :1954.7)出 土土器のうち、土師器郭 と甕を標式資

料として設定されたものであり、その特徴 としては、lThに は「軸輻使用の痕は器壁に顕著に観取

され、底部には糸切 りの圧痕」が見られ、甕は「口縁は頸部より著しく外方に屈折し、軸幅使用

の痕が明瞭に観取」されること力寸旨摘されている(氏家和典 :1957.3)。

このように、製作する時点でロクロを用いるといった際立った特徴をもつ表杉ノ入式は、阿

部義平、桑原滋郎、小笠原好彦各氏によって取 り上げられ、土師器lTh自 体の製作技法を軸とす

る細分案とそれに共伴する須恵器、赤焼き土器の検討がなされてきている([可部義平 :196810、

桑原滋郎 :1969.12、 小笠原好彦 :1976.10)◎ これによれば、表杉ノ入式上師器ナ不は 3段階に細

分することができるとされ、その初期から前半の段階においては、底部や体部下端に回転ケズリや

ケズリによる再調整が施され、年代的に下降するに従い、これらの再調整は施されなくなると

されている。

この細分案は、いずれも表杉ノ入式に先行する型式としての国分寺下層式を念頭に置き、土

師器lThへのロクロ技術導入段階において、技術上の問題から必然的に生じた再調整(回 転ケ ズ

リ、ケズリ)が、その後の技術的向上によって省略化が可能になったとする一定の見通しの上に

立脚するもので、その意味では合理的な解釈をしているものと言える。しかし、これらは層位

的な裏付けに欠ける多賀城市砂押川採集資料を軸 とし、これに他の遺跡からの資料を加えて配

列 し、その変遷 を論 じたもので、常に発掘調査で得 られた成果によってそれを吟味していかな

ければならない′隆格 をもっている。

一方、今述べたような土師器1不を中軸 とする表杉 ノ入式細分案の他に、岡田茂弘、桑原滋郎

両氏、および白′烏良一氏は、これ とは異なった角度から細分実 を提示 している(岡 田・桑原 :

1974,3、 白鳥良二 :1980.3)。 岡田、桑原両氏は多賀城跡、およびその周辺の遺跡から出上 した
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Ⅶ 出上した遺物の検討

須恵器年の変遷 を論 じた中で、それとの共伴関係によって表杉 ノ入式の上師器l不が 3段階に細

分されると予想している。また、自鳥氏は夕賀城跡出土土器の うち、土師器 17X、 須恵器邦、赤

焼き土器lTh類 を抽出し、これ らの出土状況に基づ く組み合わせ と他の器種 との共伴関係から、

表杉 ノ入式を4段階に区分 している。

前者は須恵器)不によって表杉 ノ入式土師器士不の細分を予想している点で、ユニークなものと

言えるが、表杉 ノ入式期における須恵器ナ不と、それを踏まえた土師器の編年が論中では十分に示さ

れていない。後者は土師器好、須恵器ナ不、赤焼き土器雰類の組み合 わせ を出土状況に求め、

かつ、他の器種 をも詳細に編年化 している。しかし、編年的研究の基本 となるべ き出土状況の

吟味の仕方に問題があ り、細分案の当否は別 として、それをそのまま受け入れるわけにはいか

ない。

以上、表杉ノ入式に関する現在までの成果について概観 したが、先に触れた阿部義平、桑原

滋郎、小笠原好彦各氏の見解 によれば、本項の冒頭で表杉ノ入式 としたロクロ土師器17Xの うち

FI、 F Hlは表杉 ノ入式でも初期から前半の段階、GIは それに後続すると考えられているもので

ある。

23号住居跡では表杉 ノ入式でも新 しい段階のものとされるGIに DⅣ 、E力洪 伴することが確か

められている。DⅣ はロクロ不使用 という点で明らかに国分寺下層式の範疇で把えられるべ きも

7

第253図  第 5上器群(29号住居跡)
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

のである。これと比較的共通した特徴を備えたものとしては、本土器群に先行する第 4土器群 と

したD II(3号、32号住居跡出上のもの)や、国分寺下層式の終末段階とされた名取市清水遺跡

第58号住居跡出土土器(丹羽・小野寺・阿部 :1981.3 同報告第110図 7、 8、 9)があげられる。

こうした共通性 と相反し、DⅣ にはこれらとやや異なる特徴も見受けられる。両者を比較す

ると、DⅣの外面は口縁ヨヨナデ部分の幅が狭 く、体部にはケズリだけが施され、清水遺跡や本

遺跡3号 、32号住居跡出土土器にしばしば認められる国分寺下層式特有のミガキは加えられない。内

面は ミガキが粗雑なものが 多 く、ハケロやヘラナデ、ナデ、ヨヨナデも認められる。さらに、

黒色処理されないものもある。底部はDⅣ が平底のものだけから構成され、全体形に比較して底

径は小さくなる。

このような特徴をもつ DⅣ に類似するもの としては、瀬峰町岩石I遺跡(三宅・佐藤 :19773

同報告第14図 17、 18)、 高清水町下折木遺跡(高橋守克 :1980.3同報告第 7図 1)、 金成町佐野遺跡

(平 沢・手塚 :1980,3同報告第19図 1)、 津山町平形遺跡(千葉宗久:1981.3① 同報告第10図 1)出土

土器があげられる。これらはいずれも資料的にまとまったものではなく、その所属年代につい

ては製作技法から国分寺下層式、または伴出する遺物から表杉ノ入式に位置づけられ、現在に

至るまで必ず しも一定 した評価が

なされずにきたものである。

本書では、その編年的位置につ

いて、国分寺下層式終末段階 とさ

れる清水遺跡第58号住居跡出土土

器に共通する要素 と異なる要素を

兼ね備えていること、後述するが、

ロクロ技術導入段階の特徴 を示す

と思われるロクロ使用痕跡不明瞭

の上師器ナ不Eと 共伴することを踏

まえ、DⅣ の製作年代を国分寺下

層式最終段階 とし、廃棄年代 を表

杉ノ入式初期の段階 と理解 してお

きたい。

なお、今回の調査において、DⅣ が

他の土器 と確実 に共伴する事実が

認められたのは23号住居跡だけで

あり、他の遺構ではそれを確認する

第254図 第 5上器群 縮尺 1/4
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

ことができなかった。 しか し、17号住居跡や 3号濤状遺構、 I層 (表土 )な どから、出土状況は

良好ではないものの、比較的多く出上 している。また、岩石 I遺跡、下折木遺跡、佐野遺跡、平

形遺跡か らも散見されることから、宮城県北部を中心 として、ある程度の普遍性 をもつものと

言える。まって、先に述べた時期を中心 とする土師器ナ不の組成における 1タ イプであると指摘

することができる。

土師器lttEは 器形、器厚から判断するとロクロを使用したものと思われるが、その痕跡が体

部外面や底部のケズリによって確認できないものである。口縁 ヨヨナデ部分の幅が狭 く、体部

にケズリが施 されるなど外面における調整の特徴はDⅣ とほぼ一致し、土師器lThに ロクロ技術が

導入された初期の段階での製品であることを、うかがわせるに十分な条件 を備えていると思われ

る。

本例は29号住居跡からも確実な共伴関係をもって出土してお り、また、第Ⅳ土器群 を出土 し

た27号住居跡堆積土、46号小竪穴遺構層No lな どか らも出土 している。まって、必ず しも23号

住居跡だけに限定 して認められるものではない。この種の報告例は未だ公にされておらず、今

後の調査 とその報告 を待って論議するしかないが、本書では一応、表杉 ノ入式の初期の頃とい

う編年的位置を与えておきたい。

このように23号住居跡から認め られたロクロ不使用の土師器ユ不DⅣ 、ロクロ使用痕跡不明瞭の

土師器ナ不Eについて、その編年的位置を述べたが、これらと確実な共伴関係をもって出上 した

ロクロ使用、回転糸切 り無調整の上師器17・GIを 、表杉 ノ入式でも新 しい段階のものとする理由は

全 くな く、表杉 ノ入式のまさに初期には出現していたと理解 しなければならない。このことは、

後で述べる23号住居跡出上の上師器高台付杯、

蓑 との検討か らも妥当なもの と思われる。

なお、29号住居跡や25号住居跡か ら出土 し

た回転糸切 り、再調整のロクロ使用土師器ナ不

FI、 F Hlは前述のDⅣ 、E、 GIに 直接的、間接的

に共伴関係が認め られ、既に述べた編年的位

置付けがなされるものと思われる。このよう

な理解は、阿部義平、桑原滋郎、小笠原好彦

各氏が試みた表杉 ノ入式上師器ナ不の細分案に

てらして見ても矛盾するものではない。

上師器ナ不に認められたロクロ不使用、ロク

ロ使用痕跡不明瞭、ロクロ使用の組み合わせ

は、同じく23号住居跡出上の上師器高台付 lTh

第255図  岩石 I遺跡 (三宅・佐藤 :1977.3第 4図
17、 18を 再実測 したもの )
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

の組み合わせにも見ることができる。

ロクロ不使用のA、 ロクロ使用のCIは 、床面や周濤底面、外延濤底面からそれぞれ出上して

お り、共伴するのは間違いない。一方、ロクロ使用痕跡不明瞭の Bは 、貯蔵穴状ピット1の堆

積± 1層 から出上 している。本資料については、床面や住居施設底面出土資料 と並列に扱 うこ

とはできないが、同ピットは灰白火山灰 (層 No 2)に 覆われてお り、灰白火山灰降下以前には既

に堆積が完了していたことがわかる。よって同ピット堆積土出上の高台付 lT・ Bも それ以前に製

作され、かつ使用されたのち、廃棄 されたことが推定され、その根拠は本土器群末尾で詳述す

るが、概ね本土器群の範疇で把えても差 しつかえないものである。

次に、本土器群土師器甕について述べる。

土器群の設定の項で触れたが、本土器群で特徴的なものとしてはロクロ不使用の簑 B I14、 D H2

があげられる。B H4は器形や調整などから、第 4土器群に所属すると思われるB H3に ほぼ共通

する要素をもつが、B H3よ りも口縁部が短 く、しか も外反の仕方が幾分強い。また、体部外

面のケズリも強 く、それが口縁 ヨコナデ部分にまで及ぶものが多い。D H2は 同じく第 4土器群

とした D12、 D13、 D Hlに 比較的類似するが、B H4で認められた特徴 と同様に、口縁部の形態や

体部の調整に極めて強い特徴がある。23号住居跡からはB I14が 2´ミ、D H2が 3′ミ、29号住居跡

からはB H4が 1点 、25号住居跡からはD H2が 3点出土 してお り、内容的にまとまった資料 とい

えよう。

ところで、B I14、 D H2を はじめ とする本土器群土師器甕の大部分がロクコ不使用のものから

構成され、ロク七使用の甕は25号住居跡から出土 したF I11、 1点 だけということも本土器群の

特徴の 1つ である。こういった特徴は、冒頭で掲げた表杉 ノ入貝塚出上の甕がロクロ使用のも

のか ら構成されるという事実 と対照的である。ロクロ技術の導入とその発展 という見通 しに立

てば、本土器群土師器甕の組み合わせは表杉ノ入貝塚出土資料よりも古い段階のものであるこ

とは明らかであ り、本土器群に先行 し、国分寺下層式に位置づけられた第 4土器群の特徴が残

存 していること、ロクロ不使用、ロクロ使用痕跡不明瞭、ロクロ使用の上師器郭、高台付ナ不に

共伴することを考え合わせ、その編年的位置を表杉 ノ入式初期のものと考えたい。

なお、表杉ノ入式期の上師器甕にロクロ不使用のものが依然として残るという現象は、糠塚

遺跡(小井川・手塚 :1978.3)を はじめ とする夕くの遺跡で認められている。また、ロクロ使用

のものが表杉ノ入式初期 と考えられる本土器群にも認められることは、25号住居跡で確認され

ている。よって、ロクロ使用、不使用だけでその編年的位置を論 じるのは的を得たものではな

い。年代 とともにロクロ不使用のものか ら、ロクロ使用のものへ と、徐々にその占める割合が

変化 していったことは容易に想像できるものの、さらに遺跡の性格なども考慮に入れなければ

ならないと思われる。
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Ⅶ 出上した遺物の検討

23号住居跡からは赤焼き土器も認められている。赤焼き土器郭 AI、 AⅡ は周濤底面、および外

延濤底面からそれぞれ 1点ずつ出土 してお り、前述の上師器lThDⅣ 、E、 GI、高台付と不A、 B、 cI、

簑B H4、 D■ 2に 共伴することは確実である。

また、27号住居跡堆積土 (層 Nα 4)か らも、本土器群土師器 lTNE、 簑D I12と 良好な伴出関係を

示 して出上 したことは、誰 2で示 してある。

この赤焼き上器の出現時期については、表杉 ノ入式でも古い段階にまで遡 るという指摘が、

最近、色麻町上新田遺跡(小井川和夫 :1981.3)の報告によってなされている。これによれば、

同遺跡第 8号住居跡からは、表杉ノ入式でも古い段階 とされる体部下端、底部に再調整が施され

たロクロ使用の土師器l不と、本土器群赤焼き土器ナ不AI、 またはAIIに 類イ以するものが伴出したこと

が報 じられている。現在のところ、報告例があまり多いとは言えないものの、本遺跡や上新田

遺跡の調査結果から、表杉 ノ入式の初期には、既に赤焼き土器が出現 していたものと考えて間

違いないであろう。

以上、23号住居跡出土資料を中心にして、本土器群土師器l不、高台付郭、甕、赤焼き土器郭
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Ⅶ 出上した遺物の検討

について述べ た。

この中で土師器ナ不、高台付ナ不の編年的位置 を表杉 ノ入式の初頭 としたが、この ような位置付

けは土師器甕、赤焼き土器郷の検討結果か らも妥当なものと思われる。よって、本書では本土

器群 を表杉 ノ入式でも初期に位置するものと理解 したい。なお、23号住居跡においてロクロ不使

用、ロクロ使用痕跡不明瞭、ロクロ使用の土師器郭、高台付郭が共伴 して認められた現象につ

いては、製作、使用、廃棄 という土器の一連のあり方からすれば、国分寺下層式期の段階から

表杉 ノ入式期の段階に移行 した時 点́で、結果的に二者が共伴 し、そして廃棄 されたもの と理解

し、その所属年代は表杉ノ入式期の段階 と把握 しておきたい。

実年代については、表杉 ノ入式初期の段階の もの を 9世紀の初頭頃 とする見解 (白 ′烏良一 :

1980.3)が 示されていることを考慮 し、本土器群の上限は多少の移動はあるものの、ほぼ 9世紀

初頭頃 と考えてお く。

こ方、本土器群の下限に関しては、出上した遺物からそれを具体的に示すことはできない。

しか し、本遺跡か ら検出された住居跡や小竪穴遺構の中には、宮城県内の遺跡でしばしば見受

けられる灰 白火山灰を堆積 しているものが数 多く認められ、このうち、住居跡では第 1、 第 6

土器群段階の土器を出土する住居跡、および竪穴壁が著しく削平 された と思われる住居跡 (18

号、30号 、31号住居跡 )を 除いて、その全てに灰 白火山灰が検出された。このことから、相当年

代的に先行する第 1土器群(塩釜式 )を 出土する住居跡はともか く、年代的に連続する第 2～ 第

5土器群 (栗囲式 。国分寺下層式・表杉ノ入式 )を 出土する住居跡は、灰白火山灰降下期の段階

では既に放棄され、埋没が徐々に進行 していたことがわかる。

さて、灰白火山灰の堆積が認められる住居跡のうち、最 も年代的に新 しい本土器群 を出上 し

た23号、25号、29号住居跡では、周濤や床面を走る濤直上に灰白火山灰がたわむような状態で

堆積 していた。よって、23号 、25号 、29号住居跡は灰白火山灰降下以前、あまり時間的に先行

しない段階で住居跡が放棄 され、埋没がそれ程進まない初期の段階で灰白火山灰の降下をみた

と推定することができる。

この灰白火山灰の降下年代について、最近、白鳥良一氏は「陸奥国修理府が設けられた貞観12

(870)年 以降、七重塔が焼失 した承平 4(934)年 までの間」のうち、「塔焼失に近い時期」と指摘し、

ほぼ10世紀前半頃に求めている(白 鳥良一 i1980.3)。 本書では、灰 白火山灰降下年代に関しては

同氏の見解に基づ き、さらに灰自火山灰降下以前に住居跡の放棄 と初期堆積が完了していたこ

とを考え合わせ、本土器群の実年代の下限をほぼ10世紀を中心 とするその前後頃と理解したい。

よって、本土器群の実年代については、ほぼ 9世紀初頭から10世紀を中心 とするその前後頃と

推定 し、約 100年 ほどの年代幅で把えてお くことにする:4

ところで、最近、発掘調査が実施された築館町伊治城跡では、S104竪穴住居跡など多くの遺
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

構から、ロクロ不使用の土師器ナ不と甕、ロクロ使用の土師器す不と甕が共伴 して出上 したと報告

されている(宮城県多賀城跡調査研究所 :1978.3、 1979,3、 1980.3)。

それによれば、「S104住居跡床面から出上 した土師器のまとまりには、従来国分寺下層式 と

されてきたものと、表杉ノ入式 とされてきたものの両者が含まれてお り、現在一般に行なわれ

ている土師器編年にあてはめて位置づけることは困難である」(宮城県多賀城跡調査研究所 :

1978.3)と 指摘 し、これに共通す る土器の組成を
″
伊治城型組成の土器群

″
と把え、「土師器でみ

る曝 り国分寺下層式 と表杉 ノ入式 との中間に位置づけることが妥当か と考えられる」(宮城県タ

賀城跡調査研究所 :1979.3)と その見解 を示 している。

この見解は、すでに本書で述べた第 5土器群の理解、とりわけ23号住居跡出土土器の編年的

位置づけとは、大きな違いを示 している。即ち、本書では国分寺下層式から表杉 ノ入式の型式

移行段階において、結果 として認められる現象と把えたのに対 して、伊治城跡の報告では、国

分寺下層式から表杉 ノ入式 との間に普遍的に認められる下群の上器 と考え、その中間に位置す

る新たな型式 と把えている。

この伊治城跡の調査で示された見解に対 しては森貢喜、小井川和夫、小川淳一各氏によって、

それぞれの立場から疑問の意が表明されている(森貢喜 :19821、 小井川・小川 :1982.3)が 、

筆者 としては、従来までの型式の範疇で理解することが可能な個々の上器を、その組み合わせ

だけで新 しい型式 として分離 して扱うことには賛成 しかねる。仮に
｀
伊治城型組成の上器群

″
を

もって一型式 とする場合、それを構成する各器種についての十分な検討が必要で、さらにそれ

を踏まえ、前後型式 としての国分寺下層式、表杉 ノ入式、双方 との相互比較を行ない、両式に

は認めることのできない独 自の要素を抽出しなければならないと考える。伊治城跡の報告にお

いては、それを具体的に示すまでに至ってぉらず、方法的に問題があるす
5

註 1:例 えば、B群土器の上師器ナ不については、多賀城跡第21次発掘調査で検出されたSD492溝跡出土資料
と、S1462住居跡出土資料を標式資料として用いている。
第21次発掘調査の報告(宮城県多賀城跡調査研究所:19743)に よれば、S D492溝 跡から出上した土師

器ナ不には、「ロクロ成形の内単のものと、そうでないものJとがあると記されている。しかし、その出土
状況については触れておらず、「炭、焼け上、焼け壁片などが多量にととった黒褐色」堆積土出土のものなの
か、それとも群跡底面出上のものなのか判然としない。
一方、S1462住居跡出土の上師器l和よ、「ロクロ成形でないもの、体部下半から底吉卜外周にかけて、回

転ヘラ削りのあるもの、ヘラ切りのもの、糸切りでヘラ削りのないもの」が、
$埋土″から出上したと記さ

れている。また、このヰ
ltl土

″からは「第I期の平瓦と、第H期の九瓦、さらに第H期の軒平瓦」が出土し
たことも報告されている。よって、この記4改 を踏まえればS1462住居跡$埋土″は、多賀城創建第二期の
瓦、これに年代的に後続する第H期 の瓦、さらにはロクロ不使用の上師器l不、ロクロ使用の表杉ノ入式
土師器}不がとと在していることは明らかであり、白鳥氏がB洋土器の標式としてあげたS1462住居跡から
出土した一迪の上師器l不の共伴関係は不確実性をもっている。
B群土器の「土師器の〕不類が非ロクロ調整のものとロクロ調整のものの両者で構成」され、「今後内容的

に補強される必要がある」(白 鳥良一 :19803)と 考えるのであれば、S D492滸 跡出土土器、S1462住居跡
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出土土器について、共伴関係を裏付ける出土状況の基礎的検討が要求されてくるのは言うまでもない。

註 2:27号住居跡堆積土(層 No 4)か らはロクロ使用痕跡不明瞭の上師器好 Eが 1点 、ロクロ不使用の上師器

甕D I12が 1点 、赤焼き土器17NAIが 2点出上している。土師器簑D I12、 赤焼き土器ナ不AIは、いずれも本

土器群に所属することは本項の冒頭で述べてある。

また、27号住居跡床面、施設底面からは本土器群に先行する第 4土器群の一括土器が出上しており、

堆積土層No4出 土土器と床面、底面出土土器は、層位的にも分離することが可能であると思われる。

註 3:こ の他に、17号住居跡堆積土層No 3か らロクロ使用の上師器甕F11が出上している。層No 3は 灰白火

山灰(層 No 2)|こ 覆われており、このことは、灰白火山灰降下以前にF11が存在したことを示している。

よって、その根拠は第 5土器群実年代の項で説明するが、F11は概ね本土器群のものとして把握するこ

とができる。

誰 4:本土器群の細分に関して積極的な根拠をもたないが、23号住居跡出土土器をその前半、25号住居跡出

土土器をその後半の段階とすることができるかも知れない。

註 5:ぶ 伊治城型組成の上器群
″の中で最も重要な器種の 1うである土師器ナ不について、実測図が報告(宮城県

多賀城跡調査研究所 11978.3、 1979,3、 19803)に 収録されている土器の、出土状況をみると、その大部

分は住居跡やその他の遺構の堆積土(ピ ット、煙道、カマ ド内堆積土もこれに含まれる)、 または遺構外

堆積土から出上していることがわかる。

確実に床面や底面から出上したのは、S112住 居跡出上のロクロ不使用のもの 1点 (P-15出土ロクロ

不使用のものは詳細な出土状況が明記されておらず、除外せざるを得ない )、 S154住居跡出上のロクロ

不使用のもの 1点があげられる程度である。

このうち、S112住居跡出土土器について報告では、「S112・

S114,S125住 居跡では床面や細部からの土器の出土量が少

なく、年代を明確にできる程のまとまりはみられない。しか

し、S112で は床面直上に堆積 している第 4層 出上の上器、

S125では第1層 出上の上器が「伊治城型組成の土器群」であり、

いずれの場合も床面出土の土器はこれとほぼ同じ特徴をもつ

ものである。したがらて、両住居跡とも床面の上器は基本的

にはやはり、「伊治城型組成の土器群」の一部 とみることが可

能かと思われる」(宮城県多賀城跡調査研究所■979,3)と いう

見解を明らかにしている。

しかし、筆者の考え方からすれば、床面出土資勘 あるSI

12住居跡の場合、年代決定資料とすることができるのは、あ

くまでも床面から出土した資料である。量的に少ないという

理由からこれを除外し、床面直上堆積土出土資料、いわゆる

｀
伊治城型組成の土器群

″
を年代決定資料に代え、これをもっ

て逆に床面出土資料をも規定しようとする方法には疑間を感

じる。

ちなみに、S112住居跡床面出上のロクロ不使用上師器l不は

貼床、および床面出上のロクロ不使用上師器甕 3点、床面出

上の須恵器甕 1点 と共伴しており、土師器l不自体の特徴や共

伴する器種の特徴からみて、現在、広 く認められている国分

寺下層式(終末段階のものであろう)の 範疇で把握することが

できるものである。

S154住 居跡床面出上のロクロ不使用上師器ナ不は、共伴す

るものがなく、単独で出上している。報告ではこれも
｀
伊治城

型組成の上器群
″と把えているが、土師器士不自体の特徴から見

れば、やはり国分寺下層式(S112住 居跡出上の上師器ナ不に先

＼
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WIl出上した遺物の検討

行する段階)と 認められるものである。

大境山遺跡23号住居跡からも、ロクロ不使用の土師器I17Nと ロクロ使用の上師器lThが確実に共伴して認め

られている。よって、
｀
伊治城型組成の土器群

″のような組み合わせの存在を否定するわけではないが、

その取り扱いにあたっては出土状況を十分に吟味した上で、検討を行なう必要があろう。

(8)第 6土器群

第 6土器群の設定 とその特徴

内面の ミガキが不徹底なロクロ使用上師器lThFI12、 GHは 28号住居跡か ら出土 してお り、ここ

ではこれに ミガキが丁寧なFI11、 GⅢが伴出している。F Hlは 第 5土器群の項でも述べたが、 第

5、 第 6、 両土器群に認められるものであり、本書では双方に伴出するものとして把握 してお

きたい。このF I11は 12;住居跡からも出土している。このように土師器好相互の組み合わせ と

してはロクロ使用で、内面の ミガキが丁寧なFI11、 GⅢ、内面の ミガキが不徹底なFI12、 G IIが考

えられて くる。

この組み合わせに、28号住居跡では土師器高台付郷 CII、 CIII、 耳皿B、 甕F12、 FI12、 FII13、 FⅣ

が伴出し、12号住居跡では土師器甕B14、 F II12、 須恵器甕 AI、 B、 赤焼き土器郷 B、 高台付lT・ Bが

伴出する。なお、土師器甕耳Ⅱl、 須恵器郭EΠ は土師器郭F I11と 同じように第 6土器群にも見ら

れるが、双方に伴出するものと考えておきたい。

本書では、ここで取 り上げた土師器ナ不FI11、 F I12、 GH、 GⅢ 、高台付lThCH、 Cm、 耳皿B、 甕

B14、 F12、 FI11、 F H2、 F II12、 FIIL、 FⅣ 、須恵器lTNE H、 甕 AI、 B、赤焼き土器ナ不B、 高台付 )不B

を共伴関係にあるものと考え、これをもって第 6土器群 としたい。

本土器群の設定には
｀
土器の出土状況 I″ に該 当す る12、 28号住居跡 出土資料を基本 として

いる。

次に第 6土器群についてその特徴を整理 してみたい。本上器群は土師器郭、高台付邦、耳皿、

甕、須恵器 17x、 甕、赤焼き土器好、高台付lThの 8器種か ら構成される。

土師器士不は全てロクロ使用のものから構成され、体部下端 に再調整が施 された もの(F I11、

F H2)、 施されないもの(GH、 Gm)と がある。これらの底部は回転糸切 りのあ と再調整 され た

もの(F Hl、 F I12、 GH)、 静止糸切 りのもの(GⅢ )と に分けられる。また、内面の ミガキが丁寧な

もの(F Hl、 GⅢ )、 不徹底なもの(F I12、 GH)と があり、量的には少ないが複雑な内容 を示 してい

る。高台付ナ不もロクロ使用のものか ら構成されるが、内面の ミガキが丁寧なもの(CII)、 ミガキが
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Ⅶ 出上 した遺物の検討

認められないもの(CIII)と がある。耳皿は高台をもち、皿部の内外面に ミガキと黒色処理が施され

るもの(B)である。甕はロクロ不使用のもの(B14)、 ロクロ使用のもの(F12、 F Hl、 F I12、 FIIし 、

F II13、 FⅣ )か らなるが、ロクロ不使用のものは 1点 だけで、数量的にはほとんどロクロ使用のも

のから構成されると言ってよい。ロクロ不使用のものは体部に膨みが認められない長胴形(B14)

で、ロクロ使用のものには長胴形のもの(F12)、 短胴形のもの(FHl、 FI12)、 広口形のもの(F皿 2、

FII13)、 胴張 り形のもの(FⅣ )があり、豊富な器形から構成されている。

須恵器邦は底部の切 り離 しが回転糸切 りのもの(FH)が 1点認められるだけで、数量的に極

めて少ない印象を受ける。甕は大形で胴張 り形のもの(AI)、 大形で長胴のもの(B)か らなる。

ヤ
υ ツ

シ
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赤焼 き土器lThは 体部下端 に再調整が施 され、底部の切 り離 しが回転糸切 りのもの (B)である。

高台付 lThは lTh部が低平で、高台部が高 いもの(B)である。

2.第 6土器群 の編年 的位 置 と問題 占

第 6土器群の上師器lThは いずれもロクロを使用しており、表杉ノ入式(氏家和典 :1957.3)と

考えて間違いない。しかも、土師器甕までも大部分、ロクロを使用しており、この点で表杉ノ

入式の標式資料とした表杉ノ入貝塚 (加藤孝 :1954.7)出 土土器に近い様相を示している。この

ように主要な器種 としての土師器17N、 甕がロクロ使用のものから構成されるといった事実は、

第 5土器群においては認められなかった現象である。

宮城県内において土師器邦、甕がロクロ使用のものから構成される資料をまとまって出上し

た代表的な遺跡としては、仙台市安久東遺跡(土岐山武 :1980.9)、 高清水町五論C遺跡(小野寺

祥一郎 :1979.8)が あげられる。

安久東遺跡では第 2号住居跡出土土器が最も豊富な内容を示しており、1不は大部分、体部か

ら口縁部にかけて九味をもって外傾するものである。底部の切 り離しは全て回転糸切 りで、休

部下端や底部に再調整は認められなぃ。甕は体部が膨み、口縁部が直線的に外傾するもの、頸

部のくびれが認められず、体部から口縁部にかけて直立するものからなる。同住居跡ではこれ

に須恵器予不、赤焼き土器好が伴出している。

五輪 C遺跡では第 4号住居跡、第 7号住居跡出土土器をあげることができる。第4号住居跡

出上の上師器17kは 、休部から口縁部にかけて丸味をもって外傾するものである。底部の切 り離

しは回転糸切 りで、休部下端や底部に再調整は認められない。内外面にミガキと黒色処理が施

されるものもある。甕は休部に膨みをもち、外傾する白縁部が内反しながら立ち上がる短胴形

のもの、体部から口縁部を欠くため器形は不明であるが、底部の切 り離しが回転糸切 りのもの

とがある。同住居跡ではこれに多量の赤焼き土器lTh、 高台付ナ不が伴出している。

第 7号住居跡からは土師器l不や赤焼き土器lThは 認められなかったものの、土師器甕にまとま

りが認められる。甕は体部が膨み、口縁部が直線的に外傾する長胴形のものを主体としており、

これに須恵器好、甕が伴出している。

以上、安久東遺跡、五輪 C遺跡出土土器を概観したが、本土器群の土師器ナ不と甕の組み合わ

せはこれらとほぼ共通することがわかる。

しかし、本土器群 と安久東、五輪C遺跡出土土器のうち、土師器lThを 抽出してみると、両者

には相違する点が認められる。即ち、本土器群の邪に関しては、底部が回転糸切 りで切 り離さ

れたあと、再調整が施されるものが主体を占め、これに静止糸切 り無調整のものが加わってr

る。また、休部下端に再調整が施されるものも数多く認められる。一方、安久東、五輪 C遺跡

出上の界は、全て底部の切 り離しが回転糸切 りで、しかも体部下端、底面に再調整が認められ

289
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Ⅶ 出上した遺物の検討

ないものから構成されており、本土器群 とは際立った違いを示している。

阿部義平、桑原滋郎、小笠原好彦各氏によって示された表杉ノ入式細分葉(阿部義平■968.10、

桑原滋郎 :1969,12、 小笠原好彦 :1976.10)に よれば、表杉ノ入式上師器lTNは 一般的に底部の切

り離しが回転糸切 りで、体部下端や底部に再調整を施 したものから、回転糸切 りで、体部下端

や底部に再調整を施さないものへ と移行するとされている。最近、各地で表杉ノ入式期の遺跡

の調査が数多く行なわれ、この細分案に示された以外のlThも 存在することが知らされてきてい

る。しかし、その数は決して分いものではなく、また、細分案中で取 り扱った土師器界に伴出

する例 もあり、細分案を根本から覆すといった性格のものではない。

今まで述べたことを考慮し、本土器群の表杉ノ入式内部における編年的位置付けを試みると

すれば、その上限は上師器邦がロクロ不使用のもの、ロクロ使用痕跡不明環のもの、ロクロ使

用のもの、および、甕の大部分がロクロ不使用のものから構成される表杉ノ入式初期、第 5土

器群段階以降とすることができよう。また、下限については土師器好、および甕が全てロクロ

使用のものからなり、とりわけ界が回転糸切 り無調整のものから構成され、表杉ノ入式でも新

しい位置付けがなされている安久東遺跡第 2号住居跡、五輪 C遺跡第 4号、第 7号住居跡出土

土器段階以前と理解することが妥当である。

実年代については、先行する第 5土器群の下限を10世紀を中心とするその前後頃に比定した

ことから、本土器群の上限は概ねその頃と見ることができる。

このことは、第 5土器群の項でも若千触れたが、本土器群を出土した12号、28号住居跡の堆

積土中には、降下年代が10世紀前半頃と考えられる灰白火山灰(白 鳥良一 :1980.3)が 、全 く認
註 3 註 4

められないという調査結果からも推定することができる。すなわち、12号、28号住居跡は灰白

火山灰降下期の段階において、住居跡の上屋が居住、もしくは放棄直後のため現存していたか、

あるいは、降下期の段階では未だ両住居が構築されなかったために、灰白火山灰の堆積 をみな

かったと推定することができる。よって、本土器群の上限をほぼ10世紀を中心 とするその前後

頃 としたのは、あながち根拠のないことではない。

一方、本土器群に後続すると思われる安久東遺跡第 2号住居跡出土資料の実年代 に関 しては、

同住居跡堆積土出上の灰釉陶器から11世紀頃 と考えられている(土岐山武 1980。 9)。 年代の決定

に関 して、多少問題があるものの、現段階では実年代に論及した唯一のものだけに、本書ではこ

れを踏まえ、本土器群の下限をそれ以前 と大まかに把えておきたい。

以上、本土器群の実年代については10世紀を中心 とするその前後からH世紀以前 とし、ほぼ

100年 前後の幅をもたせたが、今後の調査によって資料が増加 し、検討の機会が増せば、本土

器群の年代観は動 くことも十分予想され、ここに示 した考え方は流動的要素 を少なからず含ん

だものと言えよう。

291



Ⅶ 出上した遺物の検討

ところで、志波姫町御駒堂遺跡 (小井川・小川 :1982.3)に おいて、灰自火山灰の堆積が認め

られたのは、 8世紀前半に位置づけられる同遺跡第 2群土器段階の住居跡に限られ、それ以降

の上器群段階の住居跡には全 く認められなかったことが報告されている。また、報告では同遺

跡第 4群、第 5群土器段階に相当し、同遺跡 と極めて近接 した位置に所在す る糠塚遺跡 (小井

川・手塚 :1978.3)第 1群土器、第 2群土器段階の住居跡にもその堆積が認められなかったこと

を指摘 した上で、庄子貞雄、山田一郎両氏が14c年代か ら「降下年代は約800年 A.Dよ りも新 し

い」(山 田、庄子 :1980.3)と 把 えた灰 自火山灰について、「複数回の降下の可能
′
14を も含めてそ

の年代についてはなお検討の必要があろう」(小井川・小川 :1982.3)と 述べている。

しか し、本遺跡では削平の著 しい18号、30号 、31号住居跡を除 く第 2～ 第 5土器群 を出土す

る全ての住居跡に、灰白火山灰の堆積が確認されている。ちなみに、本遺跡第 2土器群の下限

は概ね御駒堂遺跡第 2群土器の下限と同 じ頃に位置づけられたもので、特に問題はない。第 3

土器群は御駒堂遺跡第 2群土器 と糠塚遺跡第 1群土器 との中間に比定されるものであり、また、

第 4土器群は御駒堂遺跡第 4群土器、糠塚遺跡第 1群土器に、第 5土器群は御駒堂遺跡第 5群

土器、糠塚遺跡第 2群土器に併行するとされたものである。

よって、御駒堂遺跡第 4群、第 5群土器、糠塚遺跡第 1群、第 2群土器段階の住居跡では認

め られなかった灰白火山灰は、これらとほぼ同時期の本遺跡第 3～ 第 5土器群段階の住居跡に

は認めることができたということになる。本遺跡 と御駒堂遺跡は直線にして約 10km、 糠塚遺跡

は約1 3kmの距離しかなく、本遺跡第 3～ 第 5土器群段階において、本遺跡、およびその週辺にの

み灰 白火山灰が降下 し、御駒堂遺跡、糠塚遺跡、およびその周辺には降下 しなからたと考え

るのは不 自然である。むしろ、御駒堂遺跡や糠塚遺跡で住居跡内に灰 白火山灰が認められない

といった現象は、窪地 としての住居跡の埋没の速度、埋没完了後における住居跡、並びにその

堆積土の削平、住居跡内における灰白火山灰の層厚や分布範囲、および汚染による色調等の可

変性などに原因するもの と思われる。

本遺跡第 3～ 第 5土器群に相当すると考えられ、その住層跡内に灰白火山灰が確実に認め られ

た報告例は、本遺跡を除けば、現在のところ瀬峰町内に限定されるが、瀬峰町岩石 I遺跡第 1次

調査(三宅・佐藤ほか :1977.3、 佐藤信行氏の教示による)で検出された住居跡、岩石 I遺跡第 2

次調査 (佐藤信行 :1980.3)第 2号住居跡などをあげることができる。また、未だ正式な報告が

なされていないものの、同町下藤沢H遺跡(1982年 度、瀬峰町教育委員会の調査による)1号住

居跡からも確実に認められてしヽる。さらに、日尻町天狗堂遺跡(佐藤・手塚 :19783)第 19住居

跡では、灰自火山灰らしき洋積土 (層 No 2)も 報告 されているところか ら、今後の調査の進展に

よっては、その例はさらに増えることが予想される。

このような状況を踏まえると、御駒堂遺跡、糠塚遺跡の調査では認め られなかった灰白火山



Ⅶ 出上した遺物の検討

灰堆積 の連続性 は、本遺跡 をは じめ とす るその周辺 の調査に よって、次第に堆積 の連続性が確

かめ られつつ ある。 よって、灰 白火山灰の複数 回降下や 、
14c年

代 にのみ基づ いて年代 を決定

した とい う問題につ いては、今後 、十分 な検討 を要す るが、少な くて も御駒堂遺跡、糠塚遺跡

での灰 白火山灰堆積の非連続性 をもって、前述の指摘 を行 な うこ とはその論拠 を失 な うことにな

る と思われ るЬ

誰 1:ロ クロ使用で、内面のミガキが不徹底な土師器郭、高台付lThを 出上した遺跡としては白石市植田前遺

跡(力日藤道男 :1981,9)がある。同遺跡から出上した土師器lTN、 高台付17Nは 、黒色処理されてはいるもの

の、内面のミガキが部分的にしか認められず、本土器群土師器lTNF I12、 GII、 高台付〕不Cmと 共通した特

徴をもっている。

しかし、同遺跡出土資料は他の器種との組み合わせから、表杉ノ入式の中でも末期、12世紀頃に位置

づけられているもので、本土器群とは年代を大きく異にすることは明らかである。土師器lTh、 高台付郭

について、植田前遺跡で認められたこのような現象が、年代的に大きく先行する本土器群にも見い出す

ことができるといった事実を、表杉ノ入式上師器lTh類に関する一連の変遷過程と理解するか、本上器群

の地域性と理解するか、現時点では資料不足のため断定しかねる。

仮に、一連の変遷過程と見るならば本土器群段階に後続すると思われる安久東遺跡第 2号住居跡、五

輪 C遺跡第4号、第 7号住居跡出土資料段階にも、このような現象が一般白朝こ認めることが必要条件と

なるであろう。

註 2:例 えば、底部の切 り離しが回転ヘラ切り1こ よるものは大河原町台ノ山遺跡(阿部・千葉 :19801)、 白石

市青木遺跡(小川淳一 :1980,9)、 色麻町上新田遺跡(小井川和夫 :19813)に 、静止糸切 りによるものは

多賀城市多賀城跡(宮城県多賀城跡調査研究所 :19773)、 同市水入遺跡(森貢喜 :19821)、 それに本遺跡

からも出上している。

註 3:灰 白火山灰の堆積については、発掘当初からそれが鍵層になるかも知れないと考え、最大限に注意を

払ってその検出に努めた。

その結果、削平の著しい18号 、30号、31号住居跡を除く第2～ 第 5土器群を出土する住居跡に灰白火

山灰の堆積が確認された。また、この灰白火山灰はそれが確認された全ての住居跡、および15号、17号、

22号、30号 、41号、42号、47号小竪穴遺構においては、その上を黒褐色系のシルト(黒ボク)が覆って

いるという現象が認められた。なお、7号、9号、19号 、20号 、23号、26号 、35号、36号 、38号小竪穴

遺構では、それを検出した時点で、灰白火山灰が最上位に位置しているため、黒褐色系シルト(黒ボク)

の堆積は認めることができなかった。

註 4:12号 、28号住居跡における最も保存の良い残存壁高については12号住居跡では10Cm、 28号住居跡では

36Cmである。28号住居跡に関しては特に問題はないが、12号住居跡については壁高が低いために灰白火

山灰が認められなかったとする考え方もある。

しかし、同住居跡の大まかなプランは基本層序第II層 から確認できたが、明確なものではなかったた

め、住居内堆積土を含めてその周囲を基本層序第II層 まで約12Cm位下げ、これを遺構確認面とした。こ

のような一連の作業においてさえも、灰白火山灰が認められなかったという事実は、本来、堆積土中に

存在しなかったということを示すものであろう。

註 5:同 一遺跡内における廃棄された住居跡の埋没の速度は、年代的に古い段階の住居跡が新しい段階のも

のに必ずしも一律に先行する訳ではない。″」えば、新しい段階の住居跡でも人為的に埋められたり、あ

るいは、廃棄された住居跡の周囲に樹木や草などの植物がなく裸地となっていたり、窪地としての住居

跡が小さい場合など、その埋没の速度は速いものと推定される。
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〔3〕 土器以外の遺物

本遺跡から出上した上器以外の遺物としては、土製品 3点、瓦 4点、石製品(石核1点、フレ

ーク、チップ 101点 も含む)209点、鉄製品(鉄滓10点 も含む)40点がある。

(1)土 製  品

紡錘車が 2点、用途不明土製品が 1点ある。

1。 そ の 特 徴

紡鐘車(第 57図 2、 第 217図 9)

第57図 2は 15号住居跡層No 2か ら出土したもので、破損のため全体の%弱 しか残存していな

い。直径は5 5Cm、厚さは中ッと培ЬO,9cmと 推定され、全体的に分厚なものである。文様は表裏面と

も、極く小さな連続円形刺突文が 2条 1組となって 6組、貫通孔から放射状に加えられている。

また、この連続円形刺突文は周縁部に沿って 1条、円形にめ ぐらされている。

第 217図 9は I層 (表土 )か ら出土したもので、約半分ほど残存している。直径は6.8Cmと推定さ

れ、厚さは中心部で1.8Cmあ る。表面の文様は、沈線による 6個 の山形文が貫通孔に頂部を向

けて施されている。なお、この山形文は二重のもの、二重のものとが 1単位 となって、合計 3

単位展開されている。裏面は無文で、ナデ調整されている。

用途不明土製品(第 217図 10)

I層 (表土)か ら出上したもので、両端を欠くがほぼ完形である。本体部分は円柱状をなし、

長軸に沿って 6本の隆線状の高まり(未乾燥段階でつまみ出されたものと思われる)を もち、ナ

デ調整が加えられている。残存する長さは6.9Cm、 幅は2.9cmで ある。

2.編年 的位 置

紡錘車、用途不明上製品はいずれも住居跡(堆積土)や I層 (表土)出土のもので、出土状況か

らその年代 を推定することはできない。また、紡錘車には放射状、あるいは山形状の文様が

施されるが、宮城県内において、同種の文様構成をもつ土製紡錘車は、未だ報告夕」がないとい

うことも年代を決めかねる 1つの原因となっている。

しかし、第57図 2に 加えられた円形刺突文は白河市天王山遺跡(藤田定市 :1951.1)、 名取市

西野田遺跡(丹羽・柳田・阿部 :1974.3)出 上の上製紡錘車にも認めることができる。このこと

から本例は概ね、弥生時代後期、天王山式期またはそれに後続する踏瀬大山式期頃のものと理

解することができる。

第 217図 9については、表面を区画する山形文が 6個配され、その結果、貫通孔から6本の

無文帯が放射状に施されている。このような区画の方法は第57図 2と 極めて共通しており、よ
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って本例 も、ほぼ同様な年代的位置づけをすることが可能であると思われる。

なお、この他に宮城県内で天王山式期、または踏瀬大山式期に比定される土製紡錘車を出土

した遺跡 としては、一迫町山ノ神遺跡(興野義一 :1976.9)、 同町上 ノ原遺跡(興野義一 :1976.9、

佐藤信行 :1978,3)、 花山村大穴遺跡(興野義一 :1973.10)、 古川市宮沢遺跡 (斉藤・高橋・真山 :

1980.3)が あげ られ るが、表裏面に施された文様はいずれも本遺跡か ら出土したものとは異な

っている。

一方、第217図 10に 示 した用途不明土製品は、現在のところ、他に類例を求めることができ

ず、年代を明らかにすることはできないが、前述の上製紡錘車 と同様、天王山式期、あるいは

その次型式である踏瀬大山式期に所属する可能性が強い。

(2)瓦

平瓦が 4点出上しているが、いずれも破損しており、完形品はないな

1。 そ の 特 徴

第19図 1は 3号住居跡周溝底面から出土したもので、凹面はタタキロが施されたあと、ケズ

リ調整されている。凸面は全面がケズリによって調整されている。なお、凹面のほぼ中央部に

は研摩痕が認められることから、硯として転用されたものと考えられる。

第188図 1は 3号溝状遺構に違結するAF-32グ リット所在の小竪穴、層No 8～ 10出 土ゐもの

である。凹面はケズリのあとタタキロが施され、さらにナデ調整が加えられている。凸面は全

面がケズリによって調整されている。

第 218図 7、 第 218図 8a、 8bは I層 (表土)か ら出土したもので、いずれも凹面はナデ調整さ

れているが、凸面の調整は火熱による黒1落等のため不明である。

2.編年 的位 置 と問題点

第19図 1は転用硯 として、 3号住居跡出土土器と共伴することから、その年代を第 4土器群

段階(回分寺下層式期、8世紀後半)と 理解することができる。なお瓦それ自体として製作され

た年代については、今述べた時期、またはこれに先行するものであろう。

一方、第88図 1は 3号溝状遺構層No 8～ 10出 土土器にまとまりが認められず、 3号住居跡出

土転用硯のように明確な年代を指摘することはできないが、第 3～ 第 6土器群段階(国分寺下層

式期～表杉ノ入式期、 8世紀中頃～10世紀代)の もの と大 きく把えておきたい。

また、 I層 (表土 )か ら出土した第 218図 7、 8a、 8bも 第88図 1と 同様の年代的位置づけがな

されてよいものと思われる。

ところで、以上の平瓦がどの窯跡で焼成された製品であるかについては、具体的に論 じるこ

とはできないが、強いて求めるとすれば、景賀城創建期の瓦を焼成 し、 8世紀前半に比定され
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ている田尻町木戸窯跡群をあげることができる。このような指摘は、 3号住居跡出上の平瓦(第

19図 1)が、8世紀後半に瓦本来の機能から離れ、転用硯として利用 されていること、本遺跡

と同窯跡群の距離が約 4 kmと 、極めて近い位置にあることなどを考え合わせると、必ずしもそ

の可能性を否定することはできない。双方の平瓦の実物対比を試みていない現時点では、明確

な判断を下すことはできないが、本書ではその可能性が考えられるという指摘 を行なっておき

たい。

(3)石 製  品

本遺跡からは石鏃42フく、石錐 1点、石匙 5点、スクレーパー19点、破損により器種不明のも

の 1点、尖頭器 4点、打製石斧 1点 、磨製石斧 3点、凹石 5´ミ、磨石 9点、祗石17点、合計107

点の石製品が出土している。また、これらの石製品の他に石核が 1点、フレークやチップが101

点出上している。

本書においては石製品 107点、石核 1点、フレーク15点、合計 123点について実沢1図 を作成

し収録した。残 りのフレーク、およびチップ86点 については、各遺構や I層 (表土)毎にフレー

ク、チップ集計表で取 り扱っている。

1.分類 とその特徴

石 鏃

合計42点 ある。そのうち33点 は I層 (表土)か ら出上したものであるが、 3号、4号、 9号、

11号、14号、17号、29号住居跡堆積土からも9点出土している。基部の形態によってA～ E類

に分類される。

〔A類〕基部が凹むもの。

AI :尖頭部が著しく長い二等辺三角形のもの(第 219図 1、 2)。 扁平で、基部の凹みが弱

い大形のものである。

AΠ :尖頭部が長い二等辺三角形のもの (第 46図 3、 第103図 1、 2、 第 219図 3～ 11)。 基部の

凹みが強いもの、弱いものからなり、さらに大形、珂ヽ形のものとがある。

AIII:尖頭部が短い二等辺三角形のもの(第 20図 1、 第219図 12～ 15、 第220図 1)。 基部の凹

みが強いものが多く、小形のものから構成される。石材は黒曜石が多い。

〔B類〕基部が平坦なもの。

BI :尖頭部が長い二等辺三角形のもの(第65図 1、 第 220図 2‐ 6)。 小形のもの、極 く小

形のものか ら構成される。

BH:尖 頭部が短い二等辺三角形のもの(第 220図 7)。 小形のものである。

(C類〕基部が丸味をもって張り出すもの。
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CI :尖頭部 が長 い二等辺三角形の もの(第 54図 2)。 極 く小形の ものである。

CH:尖頭部が短い二等辺三角形のもの(第 24図 1)。 刻ヽ形のものである。

〔D類〕基部が凸状につくり出されるもの。

DI:尖頭部 と基部の境が明瞭で、尖頭部が長い二等辺三角形の もの(第 65図 2、 第 220図

8～ 11)。 分厚なもの、扁平なものとがあるが、全て小形のものから構成される。

DH:尖 頭部 と基部の境が明瞭で、尖頭部が短い二等辺三角形のもの(第 220図 12、 13)。 扁

平で、小形のものである。

D III:尖頭部 と基部の境が不明瞭で、尖頭部が長い二等辺三角形のもの(第 220図 14、 15)。 大

形のもの、小形のものとがあるが〔いずれも比較的分厚なものである。

〔E類〕基部が平坦、またはわずかに凹み、尖頭部下半の両側辺にえぐりが施されたもの(第 35

図 1、 第 220図 16～ 18)。

小形のもの、極 く小形のものとがあり、石材は黒曜石製のものが多い。

石錐(第 221図 1)

I層 (表土)か ら1点出上している。つまみ部と錐部が明瞭に区別されるもので(錐部の先端

を欠いている。つまみ部は比較的分厚で、錐部の断面は不整な菱形をなす。

石匙

10号、12号住居跡からそれぞれ 1点ずつ、 I層 (表土 )か ら3点、合計 5点出土している。い

ずれも維長のものであるが、刃部の幅によってA、 B類に分類される。

〔A類〕刃部の幅が広いもの(第 221図 3、 4)。

つまみ部 と刃部を画するえぐりが浅 く、つまみ部は分厚である。刃部は扁平であるが、その

先端を欠く。刃部両側辺には比較的丁寧な調整が加えられていると

〔B類〕刃部の幅が狭いもの(第37図 1、 第50図 2、 第 221図 2)。

第37図 1はつまみ部 と刃部の上端、および先端を欠く、刃部は扁平で、両側辺には粗雑な調

整が加えられている。

第50図 2、 第 222図 2は いずれもつまみ部を欠いている。刃部はやや分厚で、両側辺には極

めて丁寧な調整が施されている。

スクレーパー

合計19点 ある。そのうち11点が I層 (表土)か ら出上したが、 9号、14号、19号、25号 、27号

住居跡堆積土からも8点出上している。素材 とする手U片 の形態によってA～ E類に分類される。

〔A類〕縦長の系1片 を素材とするもの。

AI :刃 部が末端に形成されるもの(第88図 1、 第221図 5)。 末端には粗雑な調整が施される。基

部が分厚なものと、基部に丁寧な調整が加えられたものとがある。
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AH:刃 部が末端 、および両側辺に形成 され るもの(第 221図 6、 7、 第222図 1)。 末端 お よ

び両側辺には丁寧な調整が加えられる。形態はほぼ長円形で、単較的扁平である。

AⅢ :刃部が両側辺に形成されるもの(第 35図 3、 第54図 3、 第68図 1)。 両側辺には細かな

調整が加えられる。形態は縦長で、扁平なものである。

〔B類〕方形、またはそれに近い形の争J片 を素材とするもの。

BI :刃部が末端に形成されるもの(第 35図 4、 9、 第222図 4)。 刃部は緩い円弧状をなす。末

端の調整は比較的丁寧であるが、それ以外の縁辺にはあまり調整が施されず、自然面

を残 している。形態は不整で、分厚なもの、扁平なものとがある。黒曜石製のものがあると

BH:刃 部が両側辺を中心 にして、形成されるもの(第 222図 2)。 両側辺には粗雑な調整が加

えられるが、それ以外には調整が力口えられず、自然面を大きく残 している。形態はほIF方

形で、分厚なものである。

〔C類〕円形の手J片 を素材とするもの(第 222図 7)。

腹面は大 きな単位の調整が施 され、平坦にされている。背面には極 く大 きな調整 と、微細な

調整が加 えられている。形態は円形、断面はほぼ台形で、全周縁が刃部 と考えられる。黒曜石

製である。

〔D類〕横長の崇1片 を素材とするもの。

DI :刃 部が一側辺に形成されるもの(第 222図 5)。 一側辺に粗雑な調整が施 されている。形

態はほぼ長方形で、分厚なものである。

DH i刃 部が両側辺に形成されるもの(第 85図 2)。 両側辺には粗雑な調整が施 されている。両

端が鋭い、分厚なものである。

〔E類〕調整によって、素材とした崇U片の形状が明確でないもの。

EI:刃 部が一側辺に形成されるもの(第 222図 3、 6)。一側辺に比較的丁寧な調整が施され、

刃部は直線(ま たは緩い弧状 をなす。形態は不整で、分厚なものである。

EH:刃 部が全周縁に形成されるもの(第 35図 2)。腹面は大きな単位の調整によって平坦に仕

上げられ、背面は角度の急な細かい調整が力Πえられている。形態は極めて整った円形、断

面はほぼ台形をなす。黒曜石製である。

E III:刃部が尖端、および両側辺に形成されるもの(第 222図 8)。 両面には丁寧な調整が施 さ

れる。分厚で、一端が鋭 く尖った長五角形をなす。

破損により器種不明のもの (第 222図 9)

極 く扁平な制片に、丁寧な調整で深いえ ぐりが施 されている。えぐり部分 を残すだけである

ため、器種 を推定することができないものである。
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尖頭器

合計 4点あるが、いずれ もI層 (表土 )か ら出上 したものである。形態によって A、 B類に分

類される。

〔A類〕 分厚で、幅が広いもの(第 222図 10、 第 223図 1)。

大形のものと、小形のものとがある。大形のものは、先端部と基都を欠くが、両側辺は大き

な単位の調整のあと、細かな調整が加えられている。小形のものは基部に平坦面をもち、先端

部には糸日かな調整が力日えられている。

〔B類〕 扁平で、比較的幅の狭いもの(第 223図 2、 3)。

いずれも先端部を欠くため、詳細は不明である。基部が平坦なものである。

打製石斧(第 224図 2)

I層 (表上)か ら1点 出土している。刃部の一部を欠くが、ほぼ完形である。極めて大きな剖

片を素材とするもので、背面は大きな単位の調整のあと、刃部、および両イ貝1辺 に細かな調整 を

加えている。腹面は両側辺に大きな単位の調整を施し、形を整えている。基部に自然面を残す

大形のもので、形態は刃部の幅がやや広い長方形である。

磨製石斧

3点 あるが、いずれもI層 (表土)か ら出上したものである。研摩の精粗〔よって A、 B類に

分類される。

〔A類〕 石汗摩が粗雑なもの(第 223図 4)。

表面には粗雑な研摩が施 されるが、その前段階 としての崇1離面 も残されている。形態は刃部

の幅が広い長方形をなすが、全体的に凹凸やゆがみが認められる。小形のものである。

〔B類〕 研摩が丁寧なもの(第 223図 5、 第 224図 1)。

完形のもの、刃部を欠くものとがあるが、いずれも表面に丁寧な研摩が施されている。また、

基部には敲打痕がわずかに認められる。形態はほぼ長方形をなすが、大形のもの、小形のもの

とがある。

石核 (第 36図 1)

9号住居跡層No 4か ら 1フミ出土している。不整で、しかも小さな縦長呆1片 を自然面から争」離

した痕跡を示す石核である。

フレーク

本遺跡からはフレークやチップ、あるいはどちらに分類してよいのか判断しかねるものが、

5号、 8号、 9号、10号 、11号、15号、32号住居跡、10号小竪穴遺構、 I層 (表土)か ら、合計

101点出土 した。今回は、そのうち比較的形の大きいフレーク15点について実測図を作成し、

ここに収録した。なお、残 りのフレーク、チップについては各遺構、 I層 (表土)毎に表で示し
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てある。フレークはその形態によってA～ C類に分類することができる。

〔A類〕縦長のもの(第 25図 2、 第32図 2、 第35図 6～ 8、 第225図 2、 3、 5)。

〔B類〕方形、または円形のもの(第 25図 1、 第224図 3、 4、 第225図 1)。

〔C類〕横長のもの(第 35図 5、 第225図 4、 5)。

凹石

31号小竪穴遺構か ら 1´く、 I層 (表土 )か ら 4′く、合計 5点出土している。この中には、凹部

と磨痕、双方をもつ ものもあるが、本書ではこれらも二応、凹石 として取 り扱った。

〔A類〕凹部だけをもつもの(第 225図 6)。

浅い凹部を両面にもつ。平面形がやや角張った円形をなし、断面は扁平である。 2ヶ 所を欠

損 しているため正確な重量については不明であるが、大 きさはほぼ握 りこぶし大である。

〔B類〕凹部 と磨痕をもつ もの(第 161図 1、 第 225図 7、 第 226図 1、 2)。

凹部は浅 く、それを両面にもつもの、片面にだけもつものとがある。磨痕 も複数ヶ所に認め

られるもの、 lヶ所にだけ認められるものとがある。平面形はほぼ円形で、断面が扁平なもの、

分厚なものとがある。完形品での重量は約500～ 700gと 幅があるが、その大きさはA類 とほぼ

同じ程度である。

磨石

29号住居跡から1点、 I層 (表土)か ら8点、合計 9点 出上している。平面形からA、 B類 に

分類 され る。

〔A類〕平面形が円形のもの(第 226図 3～ 8、 第227図 2)。

磨痕が縁辺にだけ認められるもの、ほぼ全面に認められるものとがある。断面は大部分扁平

である。重量は約300～ 400gで、凹石よりもひとまわ り小さい。

〔B類〕平面形が長円形のもの(第 102図 4、 第227図 1)。

A類 と同様、磨痕が縁辺にだけ認められるもの、ほtF全面に認め られるものとがある。断面

は円形 をなし、重量は 500g前後 と、A類 よりも若千大きい。

砥石

合計17点ある。その うち、 9点が I層 (表土 )か ら出上 したが、 2号、 3号、33号住居跡床面、

24号住居跡、46号小竪穴遺構堆積上、 1号遺物包含層からも合計 8夕ヽ出土 している。石材によ

ってA～ D類に分類される。

〔A類〕石材が凝灰岩のもの。

AI :下端が広い分銅形のもの(第 81図 4、 第113図 11、 第204図 8、 第228図 3、 5)。 砥面は

平JBも しくは凹んで湾曲するが、この中には祗痕の他に、溝状の強い傷や、凹石状の

凹部が認められるものもある。第228図 3、 5の上端には貰通子しが穿たれている。刈ヽ形の
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ものが多い。

AH:長 方形のもの(第 228図 1、 2)。 祗面は平坦、もしくはわずかに凹んで湾曲する。中形

のものからなる。

AⅢ :不整形のもの(第 19図 3、 第228図 4、 6)。 祗面はほぼ平坦である。小形のものからな

る。

〔B類〕石材が砂岩のもの。

BI :ほぼ長方形のもの(第 14図 7、 第180図 3、 第227図 3、 4)。 祗面は平坦、もしくはわず

かに凹んで湾曲するが、この中には祗痕の他に、凹石状の凹部が認められるものもあ

る。分厚で、大形のものもある。

BH:不 整形のもの(第 227図 5)。 祗面はわずかに凹んで湾曲する。分厚で、大形のものであ

る。

〔C類〕石材が安山岩のもの(第 19図 2比

形態は不整方形である。祗面はほぼ平坦であるが、部分的にわずかな凹凸が認められる。分

厚で、大形のものである。

〔D類〕石材が粘板岩のもの(第34図 5)。

形態は不整長方形である。祗面は凹凸が激しく、溝状の長い傷が多く認められる。板状で、

大形のものである。

2.編年 的位置 と問題点

石鏃 Eは その形態からアメリカ式石鏃 と呼ばれているものである。類例は弥生時代後期、天

王山式の標式遺跡である自河市天王山遺跡(藤田定市 :1951.1)、 これとほぼ同時期頃の遺跡で

ある水沢市常盤広町遺跡(伊束信雄 :1974.11)な ど、数多くの遺跡か ら認め られており、現在

では弥生時代後期、とりわけ天王山式期頃に盛行するものと考えられている。本遺跡出上の石

鏃 Eは 、必ずしも出土状況は良好ではないものの、以上のようなことからこの頃のものと把え

ておきたい。

スクレーパーBI、 C、 EHの うち黒l程石 を素材 とするものは、全て気泡や乳白色の縞模様をも

ち、石質自体としては粗悪な印象を与えるものである。宮城県内におけるこの種のスクレーパ

ーの出土例は、佐藤信行氏によって集成されている(佐藤信行 :1975.3)が 、このうち、極めて

特徴的な形態を呈するC、 EH類似のものはラウンド・スクレーパーと呼ばれ、岩出山町木戸脇

裏遺跡、村山遺跡、座散乱木遺跡(佐藤信行 :1968.3、 1975,3、 1976.10、 興野・遠藤 :19706)、

高清水町大寺遺跡(興野義一 :1976.1)、 仙台市岩切鴻ノ巣遺跡(白 ′島・加藤 i1974i3)等 から出

上している。

この黒曜石製ラウンド・スクレーパーは、北海道続縄文時代後期、北大式に共伴する所謂“円
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形削器"(千代肇 :1967.3、 1982.11)に 近似す るものであるが、前述の木戸脇裏遺跡、村山遺

跡、大寺遺跡からは、これ とまさに北大式上器 、双方が採集されている。これらはいずれも

表採資料であるため、その共伴関係については未だ十分に立証されたものとは言えないが、共

伴する可能性が強いと考えられ、その年代は東北地方土師器編年中の南小泉式期、 5世紀頃と

推定されている(佐藤信行 :1968.3、 1975.3、 1976.10、 興野・遠藤 :1970.3、 興野義一 :1976・ 1、

白鳥・加藤 :1974.3)。

本遺跡においては、スクレーパーCは I層 (表土)か ら出土したものであるため、その年代は

必ずしも明確ではないが、スクレーパーEIIlよ 9号住居跡層No 3に おいて、第 1土器群 (塩釜式 )

と伴出しており、同土器群に共伴する可台を陛が極めて強いものである。仮に、第 1土器群 とス

クレーパ‐EIIが共伴するとすれば、スクレータヾ_EIIを 媒介として、北大式の年代を塩釜式期、

即ち、4世紀代頃にまで遡 らせて理解することが可能である。本書では、塩釜式とそれに伴出

する黒曜石製ラウンド・スクレーパーは認められたものの、北大式上器が欠落することから、

とりあえず、このような指摘を行なうに留めておき、今後、発掘調査によって更に良好な資料

が得られることに期待したい。

祗石については娩灰岩製のものをA類 としたが、33号住居跡床面出土のAI、 3号住居跡床面

出上のAIIIは 、いずれも第 4土器群段階(国分寺下層式期、 8世紀後半 )に位置づけられる。

砂岩質の砥石 B類のうち、 2号住居跡床面出上のBIは第3土器群段階(国分寺下層式期、8世

紀中頃)、 46号小竪穴遺構出上のBIは第 5土器群段階 (表 杉 ノ入式期、 9世紀代 )と 考えられ

る。

なお、祗石A類、B類で、出土状況が良好でないため、年代を明らかにできなかったものに

ついては、明確な根拠は持たないが、その大部分は第 3年 第 6土器群段階(国 分寺下層式期～

表杉ノ入式期、8世紀中頃～10世紀代 )の ものと理解してもよいと思われる。

安山岩製の祗石 C類は 1点 しかないが、 3号住居跡床面から出上していることを考えると、

第 4土器群段階のものと理解される。

また、柏板岩製の祗石 D類は 9号住居跡床面から1点だけ出土している。同住居跡は第 1土

器群段階(塩釜式期、4世紀代 )と 考えられていることから、D類 も同様の位置づけがなされて

よいものと考えられる。

以上、出土状況や属性に基づいて、石鏃 E、 スクレーパーC、 EH、 およびBIの うち黒曜石製

のもの、祗石についてその年代的位置を述べた。これ以外の石製品やフレー ク、チ ップ(主に

5号、 8号、 9号住居跡堆積土から出上した黒曜石製のものを除く)に ついては、 どの年代に

所属するのか、必ずしも明確にはし得なかったが、本書では概ね、組文時代から弥生時代頃の

ものと大きな年代幅の中で把えておくことにしたい。
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註 1:同様な特徴をもつ黒曜石はフレークやチップとして主に 5号 、 8号、 9号住居跡から比較的多く出土

しており、出土状況や石質からスクレーパーBI、 C、 EHと ほぼ同時期のものと思われる。

誰 2:こ のような見解に対し、北大式の年代を8世紀前半頃とする説(石附喜三男 :19733)も ある。

(4)鉄 製  品

刀子11ソく、鉄鏃 4点、鋤先 1´く、紡錘車 2´く、欽具 1フ収、足金物 1′ミ、針状鉄製品 8点、板

状鉄製品 2点、合計30点 の他に、鉄滓が10点 出上している。

1.分類 とその特徴

刀子

2号、 4号、25号住居跡床面、および29号住居跡周溝底面、28号住居跡、43号小竪穴遺構堆

積上、 1号遺物包含層、 I層 (表土 )か ら、合計 11´く出土 している。刃幅によって A、 B類に分

類される。

〔A類〕刃幅の広いもの(第 14図 4、 第85図 1、 第97図 1、 第204図 5、 6)。

完形のもの、鋒だけのもの、刃部だけのもの、刃部から茎部にかけてのものとがある。全て

平棟、平造りであるが、棟幅が厚いもの、薄いものとがある。完形のもの、刃部から茎部だけ

のものは、棟、刃区がいずれも斜めに切 り込まれている。B類よりも大きめのものである。

〔B類〕刃幅の狭いもの(第 14図 3、 第23図 8、 第 102図 2、 第 176図 1、 2、 第217図 11)。

完形品はなく、鋒だけのもの、刃部か ら茎部にかけてのものとがある。全て平棟、平造 りで、

棟幅は比較的厚い。棟区には直角に切 り込 まれたもの、斜めに切 り込まれたもの とがあ り、刃

区には斜めに切 り込まれたもの、それが認められないものとがある。 また、茎部に把の木質が

残存 しているものもある。 A類 よりも小 さめの ものである。

鉄鏃

24号住居跡 ピット2掘 り方堆積土、11号 、32号住居跡堆積土、 I層 (表土 )か ら、合計 4点出

上 している。いずれも有茎のもので、形態によってA～ C類に分類される。茎 しか残存 しない

ため不明のもの(第 81図 5)も ある。

〔A類〕鍬身が著しく長い三角形のもの(第 217図 12)。

鏃身の断面は円形で、逆刺をもたないものである。茎尻を欠いている。

〔B類〕鏃身が五角形のもの(第 46図 1)。

鏃身の断面は極 く扁平で、長い逆刺をもつ ものである。茎尻を欠いている。

〔C類〕鉄身が撃形のもの(第 110図 6)。

尖端はわずかに円弧状をなし、中央に山形の凸部をもつ。鏃身は扁平で、両側辺に段が認め

られ る。茎 を欠いている。
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鋤先 (第 6図 3)

1号住居跡床面から 1点 だけ出土 している。側縁部 しか残存しないため、形態は必ず しも明

確でないが、両側縁部がほぼ併行するものと推定される。正確な大 きさについては不明である。

紡錘車 (第 14図 5、 第 110図 7)

2号、32号住居跡床面からそれぞれ 1点ずつ、合計 2点 出土 している。2号住居跡のものは、

直径4.8Cmの鉄製円盤の中央に、最大直径0 5Cmの 鉄製棒を刺し込んだものである。鉄製棒は両

端 を欠 くが、接合不可能なその破片が 1′点ある。32号住居跡のものは直径 4.9 Cmの 鉄製円盤の

中央に、最大直径0 6Cmの鉄製棒 を刺 し込んだものである。鉄製棒は両端 を欠 くが、接合不可能

なその破片が合計 6点ある。

餃具 (第 204図 7)

1号遺物包含層から 1´点出土 している。横4.3Cm、 維4 8Cmの 外枠内に棒 と刺金を入れた鉄製

のものである。断面形は各部 とも九味を帯びた長方形をなす。ほぼ完形であるが、刺金の先端

は逆方向を向いて、出土 した。

足金物 (第 113図 10)

33号住居跡周溝底面か ら 1フミ出土 している。 2個 の鉄製環状責金物が、上の鉄製連結部で合

わされた双脚式のものであるが、責金物の位置は原位置から離れ、変形 している。鉄製連結部

中央には、侃用のための足緒を通 したと考えられる長円形の孔が穿たれ、さらにその両側には

一対の小円孔があり、中には銅が充填 されている。

針状鉄製品(第 14図 6、 第23図 9、 第46図 2、 第78図 3、 第93図 11、 12、 第 102図 3、 第 217

図13)

2号、 4号、23号 、27号住居跡床面、29号住居跡カマ ド底面、11号、27号住居跡堆積土、 I

層 (表土 )か ら、合計 8点出土 している。いずれも針状、あるいは棒状をなすが、破損のため、

器種や機能については不明である。断面形は方形、または長方形のものである。なお、針状鉄

製品の中には鉄鏃の茎の破片も相当含まれていることが予想される。

板状鉄製品(第 64図 6、 第93図 13)

17号住居跡床面、27号住居跡堆積土か らそれぞれ 1′iずつ、合計 2′ミ出上している。17号住

居跡出上のものは細片のため、全体形は不明であるが、分厚なものである。27号住居跡出上の

ものはほぼ完形で、8.4Cm× 1 8Cmの 隅丸長方形をなす。断面形は極 く扁平である。

鉄

'宰
28号住居跡から 7点 (床面 i2点、周溝底面 :2点、層No2 1 3′ミ)、 1号遺物包含層から 1

点、 I層 (表土 )か ら 2点、合計 10′ヽ出土 している。
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2.編年 的位 置

刀子のうち、土器と共伴関係が認められた 2号住唇跡床面出上のA、 Bは 第 3土器群段階

(国分寺下層式期、8世紀中頃)、 4号住居跡床面出上のBは 第 4土器群段階(国分寺下層式期、

8世紀後半 )、 25号住居跡床面出上のA、 29号住居跡周溝底面出上のBは 第 5土器群段階(表杉

ノ入式期、 9世紀代 )に その年代 を求めることができる。

一方、土器との共伴関係が不明確なもののうち、28号住居跡層No 2出 上のAは 第 6土器群段

階(表杉ノ入式期、10世紀代 )と 推定 されるが、 1号遺物包含層出上のAは第 5～ 第 6土器群

段階、43号小竪穴遺構層No 4出 土の B、 I層 (表土)出上のBは 第 3～ 第 6土器群段階と幅をも

たせて把えておきたい。

鉄全族については、形態不明の24号住居跡ピット2掘 り方出上のものは第 4土器群段階と考え

られるが、それ以外については出土状況が良好でなかったため、所属年代を限定することはで

きないとしかし、11号住居跡層No 3出上のBは灰白火山灰に覆われているところから、上限を

第 4土器群段階、下限を第 5土器群段階とすることができよう。また、32号住層跡層No lの も

のCは 、灰白火山灰上に堆積する層より出土したところから、第 6土器群以降のものとしなけ

ればならない。しかし、第 6土器群段階よりも古い段階のものが、同層に混入した可能性も考

えられることから、その年代的位置については、一応、保留しておきたい。 I層 (表土)出上の

Aも 、その年代を明らかにすることはできないが、概ね第 3～ 第 6土器群段階のものと把えて

大過ないであろう。

1号住居跡床面出上の鋤先は共伴する土器がないため、正確な年代は不明であるが、強いて

求めるとすれば第 2～ 第3土器群段階のものである可能′性が強い。

紡錘車については、 2号住居跡床両出上のものは第 3土器群段階、32号住居跡床面出上のも

のは第 4土器群段階に位置づけることができる。

1号遺物包含層出土の餃具は、共伴関係から馬具 として確実な松山町亀井囲横穴古墳(氏家

和典 :1980,7)、 岩手県和賀郡江釣子村五条九古墳群(伊東・板橋 :1963.3)出 上の もの とは形

態を異にするものであり、どのような帯に用いられたかは不明である。その年代は、 1号進物

包含層から出上したことを考慮し、一応、第 5～ 第 6土器群段階のものとしておきたい。

32号住居跡周溝底面出土の足金物は第 4土器群に共伴し、その所属年代は国分寺下層式(8

世紀後半 )と 考えられているものである。本例は正倉院黒作大刀や、黒作横刀第八琥 とされる

蕨手刀(末永雅雄 :1981.12)の 鞘に施 される双脚式足金物に類似 するが、同種の足金物は、

8世紀前半頃に造営 されたとなえられている五条丸古墳群出上の蕨手刀にも認められている。

このようなことから、本例は恐らく蕨手刀に付されたものと推定される。

なお、本例が32号住居跡から出土したという事実は、当初、外装具の一部 として機能してい
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たものが、輪等の破損、腐朽によって、その本来の目的を失なったために廃棄 されたというこ

とを示 していると思われる。よって、本体 としての蕨手刀や鞘などと共に、本例が製作された

年代は、第 4土器群段階に先行する段階と考えるのが妥当であろう。

針状鉄製品、板状鉄製品の年代については、 2号住居跡床面から出上したものは第 3土器群

段階、4号、17号 、27号住居跡床面出上のものは第 4土器群段階、23号住居跡床面、27号住居

跡層No 4、 29号住居跡カマ ド底面出土のものは第 5土器群段階に比定される。また、11号住居

跡層No 4出上のものは、先に述べた鉄鏃 Bと 同様、上限を第4土器群段階、下限を第 5土器群

段階とすることができ、 I層 (表土)出上のものは、ほぼ第 3～ 第 6上器群段階のものと思われ

る。

鉄滓のうち、年代を明確にできるものは28号住居跡床面、周溝底面から出土したもので、こ

れらは第 6土器群段階に位置づけられる。また、同住居跡層No 2出上のものについても、ほぼ

同様な年代が与えられるものと思われる。一方、 1号遺物包含層出土のものは概ね第 5～ 第 6

土器群段階、 I層 (表上)出上のものは第 3～ 第 6土器群段階のものと把えておきたい。

Ⅷ.検出された遺構の検討

本遺跡から検出された遺構 としては住居跡、掘立柱建物跡、小竪穴遺構、濤状遺構、遺物包

含層がある。 ここでは各遺構ごとに、その年代的位置づけを行 ない、さらにその特徴や問題点

について触れてみたい。

〔1〕 住 居 跡

(1)年代 的位置

合計34基 の住居跡が検出された。そのうち、33基(1号～33号住居跡)は 完掘することができ

たが、残る1基 (34号住居跡)に ついては調査区域内に外延濤の先端のみが検出され、竪穴部は

区域外に位置していたため、保存を考えて調査は外延濤だけに限定 した。出上 した上器に基づ

いて、以上の住居跡の所属年代を考えると次のようになる。

1.第 1土器群段 階 (5号・7号・8号・9号 。10号 。14号・15号・19号・20号。21号。22号住居跡 )

いずれの住居跡でも土器の出土量は少ないが、15号住居跡では床面から、 9号、10号住居跡

では床面に近い堆積土から本土器群段階の上師器が出土している。前者は床面出上のものであ

るため、年代決定資料 として問題はない。後者は堆積土出土ではあるが、“土器の出土沐況II"に
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該当することから、年代決定資料 として扱っても差 しつかえないと思われる。 なお、この 9号、

10号、15号住居跡堆積土からは、本土器群 に先行する弥生土器の細破片 も出上 しているが、年

代決定資料 としては扱えないものである。

これ以外の 5号、 7号、 8号(14号、19号、20号、21号、22号住居跡における土器の出土量

はさらに少な く、所属年代の決定 は難 しいが、 9号、10号、15号住居跡 とその規模や平面形、

施設、および堆積土や遺物出上の状況、さらには占地の仕方などで強い共通性 をもつことから、

本土器群段階のものと理解 してよいであろう。

2.第 2土器群段 階 (26号住居跡 )

26号住居跡では床面から土器の出土はなかったが、堆積土中から第 2土器群段階の上師器 と

須恵器が出上 している。その出上の仕方は“土器の出土状況H"に 相当することから、同住居跡

を本土器群段階のものと考えてよいであろう。

3.第 3土器群段 階 (2号住居跡 )

2号住唇跡では床面、住居施設底面から、本土器群段階の土師器、須恵器が多量に出上した。

なお、同住居跡においては、外周濤底面からも本土器群が出上している。 これらの土器の出土

は、“土器の出土状況I"に 該当するものである。

4。 第 4土器群段 階 (3号 。4号。11号 。13号・17号 。18号・24号・27号 。32号。33号・34号住居跡 )

以上の住居跡では、床面や住居施設底面から本土器群段階の土師器、須恵器が多量に出土し

た。なお、 3号、27号住居跡においては外周濤底面から、4号、34号住居跡においては外延濤

底面からも本土器群が出土している。これらの土器の出土は、いずれも“土器の出土状況 I"に

該当するものである。

5。 第 5土器群段 階 (23号 。25号・29号 。30号住居跡 )

以上の住居跡では、床面や住居施設底面から本土器群段階の上師器、須恵器、赤焼き土器が

多量に出土した。なお、23号、25号住居跡においては外延濤底面からも、本上器群が出上して

いる。これらの上器の出土は、いずれも“土器の出土状況 I"に該当するものである。

6。 第 6土器群段階 (12号・28号住号跡)

両住居跡では床面や住居施設底面から、本土器群段階の上師器、須恵器、赤焼 き土器が出土

した。 これらの上器の出土は、いずれも“土器の出土状況 I"に 該当するものである。



第 199表 大境山遺跡から検出された住居跡

減 平 面 形 規 模 (n)
白
灰

灰

火 柱  穴 周 溝
ド
炉

マ
床

力
地 備 年

1号住居跡 長方形 4 個 有
カマ ド
北 登

第 2-
第 3土器群段階

2号住居跡 正方形 4 個 有
ド
竪

マ
東

力
北

貯蔵穴状ピ /卜 、床灘、壁柱穴、外延濤、外周溝、住居外
盛土、商東壁の近 くに柱痕跡を伴わないビットあり。

第 3土器群段階

3号住居跡 ほば正方形 不  明
南東壁

外延藩、外周澪、住居外盛上状の高 まり
第 4土器群段階

4号住居跡 ほは正方形
1個 だ1)検

出

ド
璧

マ
東

力
北

貯蔵穴状 ピッ ト、床濤、外延灘、
1個 だけ検出された柱穴 Iユ 南東壁の近 くに位置する。

第 4土器群段階

5号住居跡 不整正方形 4 個 整
小

地床炉
中央部分

第 1土器群段階

6号住居跡
正方形 or
長方形

不  明 蕪
出

す

検

さ
第 2～
第 5土器群段階

7号住居跡 長方形 儀
小

3個 だ1ナ検
HI

蕪
地床炉
南寄 り

第 1■器群段階

8号住居跡 長円形 不  明 無
地床炉

北西寄 り
第 1■器群段階

9号住居跡 不整長円形 蕪
検

さ
第 1土器群段階

0号住居跡 長方形 4 個 笠
小

地床炉
ほぼ中央

第 1■器群段階

1号住居跡 長方形 有 4 個 有
東 整

貯蔵穴状 ピ ット、床澪、外延藩。
第 4土器群段階

12号 住居跡 ほぼ正方形
I 価

(堅 穴外 ) 商東墜

貯蔵穴状 ピ ント、外延溝。
第 6土器群段階

,3号 住居跡 Iげ正方形 有
1 個

(堅 穴外 )

カマト
北 壁

貯蔵穴状 ピント、床器、外延溝、住居外盛土状の高まり

南雛の近くに柱痕跡を伴わすいピントあり。
第 4土器群段階

,4号住居跡 不  明 盛
小

4¶翻(?) 無
地床炉

北西寄 り
第 1土器群段階

15号住居跡
不整正方形 or
不整長方形

不  明 無
地床炉

中央部分
第 二土器群段階

6号住居跡 正方形 有
ド

■
マ力

東

貯蔵穴沐ピット、住居外盛土状の高まり、
商BJの近 くに柱痕跡を伴わないピントあり

第 4～
第 5土器群段階

17号 住居跡 正方形 有 4 個
■
駐

マ力

東

貯蔵穴状 ピ ット、壁柱穴、外延藩、
南針の近 くに柱痕跡 を伴わない ピ ッドあり。

第 4土器群段階

18号 住居跡 長方形
1個 だけ検

出(墜穴外 ) 北東雛

床濤、外延 器、外周藩。 第 4■器群段階

,9号住居跡
正方形 Or
長方形

2個 だけ検
出

健
一

地床炉
はぼ中央

第 1■ 器群段階

20号住居跡 長方形 隻
＾

3個 だけ検

出

検 出
されす

第 r土器群段階

21号住居跡 不第正方形 無 不  明 整
小

検

さ
第 1土器群段階

22号住居跡 長方形 無
l価 だ 1ナ検

出
笠
小

検

さ
第 1土器群段階

23号住居跡 長方形 右 右
商束lr

貯蔵穴状 ピ ット、外延濤。
第 5■器群段階

24号住居跡 正方形 有 有
カマ ド
束 壁

貯蔵穴状 ピ ット 第 4土器群段階

25号住居跡 ほぼ正方形 有
41司 (a個
は堅穴外 )

有
カマド
南 It

床溝、外延儒。
第 5土 器群段階

26号住居跡 正方形 有 不  明 盤
＾

ド
Ｖ

力
北

貯蔵穴状 ピ
第 ワ土器群段階

27号住居跡 は1=正方形 有 有
北東Et

外周灘。
第 4i器群段階

28号住居勧 長方形 不  明 有
ド
中

マ
束

力
苗

外延轟。 第 6主器群段階

29号住居跡 正方形 有
2佃 だけ検
Vr

有
南東呼

貯蔵人状 ピ ット 床灘 壁柱穴、外延藩、外周濡。
第 5土器群段階

aO号住居跡 不  明 4 個 有
検 出
されす

第 5上器群段階

3号住居跡
方 形 or

長方形
4 価 有

僚

さ
第 4上器群段階

32号住居跡 正方形
東 tV

FT蔵穴状 ピ フト、外延淋、
商IVの近 くに柱痕跡 セ伴 なわない ピットあ り

第 4■器群段階

33号住居跡
(古 )ほ ば正 方形

(新 )長 方形
(古 )403× 372
(新 )448× 372 有 不  明

束 !Ⅲ

外廷 f4WI。
第 4土器群段階

34号住居跡 長方形 と評90× とユ!。O
有 不  明 不  明

南案 lⅢ

外延群。 第 4■器群段階
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7。 所属 年 代 を特 定 す るこ とが で きな い住居 跡 (1号・6号 。16号・31号住居跡 )

1号住居跡では、床面や施設底面から上器は出上 しなかったため、明確 な年代的位置づけを

することはできない。 しかし、 2号住居跡でも認められたように、同住居跡カマ ド内堆積土か

らはロクロ不使用の上師器琢 C11が 出上 してお り、その年代 は概ね第 2～ 第 3土器群頃に求め

ることができる。

6号住居跡においては層Nα lか ら土器が出土 したものの、これ らは必ずしも遺構の年代 を直

接示すものではない。 しかし、同住居跡堆積土中に灰白火山灰が認められたことを考慮すれば

少なくとも第 6土器群段階以前 と考えられ、その所属年代 は第 2～ 第 5土器群段階 とするのが

妥当である。

16号住居跡については、第 4土器群の項でも既 に触れたが、土師器杯を欠落するため第 4～

第 5土器群段階 と幅 をもって位置づけてある。

削平が著 しい31号住E跡では、床面すらも検出できなかったため、年代決定資料 を欠いてい

る。 しかし、同住居跡の初期堆積土 と考えられる周濤内堆積土からは、ロクロ不使用の上師器

鉢BIが出上 してお り、第 4土器群段階頃の住居跡 と考 えるのが自然である。 このことは同住居

跡 と極めて近接 した位置にあ り、本来的には重複 していたと思われる30号住居跡が第 5土器群

段階に比定され ることと予盾するものではない。

(2)特徴 と問題 点

今回の調査で検出された第 1土器群段階の住居跡11基 、および第 2土器群段階以降の住居跡

23基 を比較す ると、規模や形態、住居の施設等で大 きく相違 していることがわかる。 このこと

は両者が年代的に大 きくかけ離れていることにも原因するが、本頃では便宜上、このような大

別に基づ き、それぞれの特徴や問題点について触れてみたい。

第 1土器群段階の住居跡

本土器群段階の住居跡11基 は、標高35mの 丘陵頂部平坦面 (尾根 )上に各々近接 して検出され

たが、その配置 はほぼ列状 をなし、整然 とした印象を与えるものである。

確認面 としては全てⅢ層から検出されたが、このことはこれら住居跡の構築場所が、コ層の

堆積があまり発達 していない丘陵頂部平坦面に限定 されたことと密接 な関係 をもっているもの

と思われる。 よって今回の調査では本土器群段階の住居跡が、本来的にいずれの層から掘 り込

まれたものなのか明確 にすることはできなかった。平面形 については正方形、長方形、あるい

は長円形 を呈す るが、これらはいずれも全体的に歪みの著 しい不整形 を呈する。 また、その規
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模 も一辺が 4m以下 と小形のものが大部分で、中には 5号住居跡のように 3mに満たない極 く

小 さなものさえある。柱穴についてはそれが 4個の主柱からなると確認できたのは 5号、 9号、

10号住居跡だけで、それ以外の住居跡では個数が不足 した り、柱穴 としての条件に欠けるため、

明確 にすることはできなかった。 しかし、 3基の住居跡での知見 を踏 まえれば、本土器群段階

の住居跡は概 ね 4本柱 を基本 とするものであったと推定 される。 なお、主柱の柱間隔は平面形

と同様、歪みが激 しく、そこに規則性 を見い出すことはできなかった。住居施設 としては 5号、

7号、 8号、10号、14号、15号、19号住居跡で検出された地床炉があげられるだけで、後述す

る第 2土器群段階以降の住居跡に数多 く見受けられた周濤や貯蔵穴状 ピ ツト等の施設は、全 く

検出することができなかった。

以上、本土器群段階の住居跡を概観 したが、それ自体の構造や施設は居住性 という面からす

れば決 して十分 なものとは言えず、その内容は極めて貧弱なものであったと理解することがで

きよう。

宮城県内では現在 までの ところ、ほぼ同時期の住居跡は亘理町宮前遺跡 (宮城県教育委員会 :

1975.3① )、 蔵王町大橋遺跡(大田昭夫 :1980。 9)、 名取市今熊野遺跡(宮城県教育委員会 :1973.

3)、 西野田遺跡(丹羽・柳田・阿部 :1974.3)、 十二塚遺跡(宮城県教育委員会 :1975。 3① )、 宮下遺

跡 (宮城県教育庁文化財保護課 :1975,3)、 清水遺跡 (丹羽・小野寺・阿部 :1981.3)、 多賀城市多

賀城廃寺跡(宮城県多賀城跡調査研究所 :1976.3)、 小牛田町山前遺跡(宮城県教育庁文化財保護

諫 :1976.3)、 古川市留沼遺跡(手塚均 :1980。 3① )、 志波姫町宇南遺跡(斉藤吉弘 :1979,3、 遊佐

五郎 :1980,3)、 鶴ノ丸遺跡(手塚均 :1981.9)、 御駒堂遺跡(小井川・小川 :1982.3)か ら検出さ

れている。

このように住居跡についての調査例は比較的多 く、最近、その数は徐 々に増加する傾向にあ

る。 しかし、集落跡全体に関する発掘調査は意外に少な く、わずかに西野田遺跡での例 をあげ

ることができる程度である。西野田遺跡においては、標高37～ 38mの 丘陵頂部平坦面から合計

11基の住居跡が検出されたが、報告ではそれ らを 3時期に分け、各期 とも3基、ないしは 4基

の住居から構成 されていたと指摘 している。

本遺跡の場合 も西野田遺跡 と同様、標高35mの丘陵頂部平坦面上に11基検出されたが、先ず

問題 となるのは、これ らの住居跡が同時存在であるか否か ということである。今回の調査では

住居跡相互の重複が認められず、しかも住居跡出上の土器量 も少なかったところから、このこ

とについて十分 な検討 を行 なうことはできなかった。 しかし、先述 した西野田遺跡での成果を

踏 まえれば、11基 の住居跡全てを同時存在 と考 えるよりは、むしろ数基から構成される小規模

な住居群が、本土器群段階 という時間的幅の中で複数回形成 された結果 と理解するのが妥当で

ある。
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次に、本土器群段階の住居跡に居住 した集団について考えてみたい。最初に注目しなけれ tゴ

ならないのはその酉己置がほぼ列状 をなし、 しかも近接するという現象であるが、これは住居構

築の際、その占地に対 して本集団が極めて強い規制力をもっていたことを示 しているものであ

ろう。 また、イ固々の住居跡の形態や構造には大 きな差異はほとんど認められなかったことから、

本集団内部 においては未だ階層分化があまり進行 していなかったと推察することができる。な

お、このことは決 して住唇跡の特徴だけから導 き出されたものではな く、出土遺物の面からも

各住居跡間に格差 を見い出すことができなかったという事実からもうなづける。以上のことを

考慮すれば、本集団は強国な血縁関係に基づいた、極 く小規模な集団であったと理解すること

ができる。

ところで、今回の調査では本集団の経済的基盤について、考古学的裏付けを得 ることはできな

かったが、本項では調査者 としての私見を述べ、彼 らの生活を具体的に理解する一助 としたい。

既に地理的環境の項でも触れたが、本集団の生活の舞台 となった大境山遺跡は、東流する小

山田川 と瀬峰川にはさまれた丘陵のうち、開析によって分岐 された小丘陵上にある。住居跡群

はこの小丘陵のうち、南東に向ってのびる舌状台地の尾根上に検出されたが、その眼下には対

峙する清水山地区 (大里字富清水山)の丘陵 との間に展開する小谷を望むことができる。 この小

谷は小山田川沿いに展開する沖積低地に接続する狭小 な沖積地であるが、まさにこの土地こそ

が、彼 らの経済的基盤である水田経営の場であった可能性が強い。R日 ち、年代的に古墳時代前期

ということを考慮 した場合、一般的には集団間に多少の差異はあるものの、当時の人々の生活

を根底から支えた生産活動の中心は、既に水田経営へ と移行 した段階であったと考えられるこ

とから、本遺跡においてもこのようなす旨摘 を行 なうことは可能である。

さらに論 を進めれば、この水田は強い規制力をもつ本集団が構成員全体の協業を基盤 として、

自立的に経営 していたものの、面積的には小山田川沿いの沖積地にまで進出するものではな く、

小谷という地形的制約の中で極 く小規模に展開されたものであることは、住居跡群の所在する

位置から容易に想像することができる。なお、本土器群段階の住居跡11基 は塩釜式 という単一

型式の時間的幅の中で、数基の住居群が複数回形成された結果のものであることは既に触れた

が、この小規模水田経 営 も、概 ね彼 らの居住 とともに開始 され、他の土地に移 り去った時点で

終了 したと思 われ、期間的には塩釜式期に限定されると考 えてよい。

以上、本土器群段階の集団について411観 を試みたが、彼 らの実態 を解明するためには再検討

の意味 も込めて、周辺地域の継続的で、意識的な調査の必要性 を強 く感 じる。

2.第 2土器群段階以降の住居跡

第2土器群段階以降の住居跡は合計23基検出されたが、これはあくまでも今回の発掘調査面
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積内の数であ り、隣接する未調査部分にも夕数の住居跡の存在が予想・される。本項では調査に

よって明らかにされた23基 の住居跡について述べることにする。

出土 した土器 によって各住居跡を上器群段階別に見 ると第 2、 第 3土器群段階ではそれぞれ

1基ずつ、第 4土器群段階では11基、第 5土器群段階では 4基、第 6土器群段階では 2基検出

され、さらに土器の出土状況が良好でなかったため、所属段階を特定できなかったものが 4基

認め られた。 これ らの住居跡は丘陵頂部平坦面、緩斜面、急斜面 といった丘陵上の各面に点在

するかのように検出され、丘陵頂部平坦面から群在 して認められた第 1土器群段階の住居跡 と

は占地の仕方 において大 きな違いを見せている。

さて、第 2土器群段階以降の住居跡のうち、 2号、 3号、11号、13号、16号、17号、24号、

26号、27号 、29号 、32号 、33号、34号住居跡は発掘前には円形、または長円形の窪地 として認

められたものである。 また、調査区域外であったため、本書では収録することができなかった
岳主1

が、27号住居跡の西方、約30mの 急斜面にも埋没しきらずに窪地 として残る住居跡が 1基認め

られている。このように現在でも住居跡が完全 |こ 埋没しきらなぃ例は、北海道の擦文土器段階

の住居跡に頭著であるが、東北地方北半部の主に奈良・平安時代の遺跡にも多々類例 を認める

ことができるものである。宮城県内においては、本遺跡の他に名取市十二塚遺跡(宮城県教育委

員会 11975,3① )、 迫町対島遺跡(加藤 。伊藤 :1955。 3)、 高清水町手取遺跡(佐藤信行氏の教示に

よる)、 瀬峰町清水山 I遺跡、岩石 I遺跡、民生病院裏遺跡などでも未だに埋まり切 らない住居跡

の存在が知 られている。ちなみに、十二塚遺跡は弥生時代から古墳時代、対島遺跡、手取遺跡、

清水山 I遺跡、岩石 I遺跡、民生病院裏遺跡は、奈良・平安時代に所属するものである。

住居跡が埋没しきらずに窪地として残存する原因としては、「その地方の降雪のため土砂が積

り難いとか、近代 まで未開墾であったため、或は年代が新 しいため」(江上・関野・桜井 :1958.

8)な どと考えられているが、本遺跡での例をみるとこのような理由の他に、住居廃絶後におけ

る周囲あ自然環境の保全 とその作用も考え合わせなければならないように思われる。即ち、人

間が居住す ることによって破壊された住居内、およびその周囲のオ直生が、人間が立ち去ったこ

とにより徐 々に土砂移動率の高い裸地からそれが低い緑地へと変化し、加えてその後、人間に

よる働 きかけが地形や植生を大 きく変えるにまで至 らなかったという2つ の条件が重なった結

果、住居跡内への上砂の流入が著しく阻害され、埋没の速度がγ「えられたと理解することがで

きる。

次に第 2土器群段階以降に所属する住居跡の確認面についてみると(23基 の住居跡のうち、

20基はH層 よリプランが確認されたことから、この時期の住居跡の確認面は概ねH層 として考

えてよい。 しかし、H層 のどの面から掘 り込まれたかという問題については、認定の仕方に微

妙な問題 を含んでおり明言 しかねるが、調査時フ点での所見を踏まえればH層の上面、もしくは
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上層 と考えて大過ない。なお、30号、31号、33号住居跡はⅢ層から検出されたが、この 3基は程度

の差 こそあれ、いずれも削平 を受けたもので、本来的に確認面であったと思われるH層 も既に

削 り取 られてしまった可能性が強い。

平面形についてはいずれも形の整った正方形や長方形を呈 し、第 1土器群段階の住居跡 とは

大 きな違いをみせている。 また、その規模 も 1辺が 4mを越えるものが多 く、中には 6m以上

のもの も見受 けられる。

柱穴につぃてみると、住居内に 4個の主柱が確認できたもの、2個 の柱 と壁柱穴が検出さたも

の、 1個の柱 しか検出されなかったもの、柱穴が全 く検出されなかったもの、さらには住居外

に 1個検出されたものなど、複雑なあり方を示 している。

住居 内に4個 の主柱が確認できたものは 9基 と比較的多い。 1号、11号、24号、27号 、31号

住居跡ではそれぞれ若子の差はあるものの、 4個の主柱が住居跡の対角線上に配されていたが、

2号、23号住居跡では4個の主柱のうち 2個が、 4壁の 1辺に融 く近い位置に認められた。 ま

た、同 じく2個 が壁 1辺を切 り崩 して掘 り込まれた例 も認められた。明確 に把えられたのは17

;住居跡だけであるが、削平のため壁が検出されなかった30号住居跡もこれに類するものであ

誰 3

ろう。
誌 4

2個の柱 と壁柱穴が検出されたものとしては29号住居跡があげられるが、壁柱穴、および炭

化 した壁柱材は先述 した2号住居跡でも認められている。

1個の柱 しか検出されなかったものには 4号住居跡 と25号住居跡がある。 4号住居跡では壁

1辺に近接 して認められたが、25号住居跡では住居のほぼ中央に近い位置から検出された。な

お、25号住居跡では住居外にも3個検出されたが、これらと前述の 1本柱がどのように組み合

うのかは不明である。

柱穴が全 く検出されなかった住居跡 としては、 3号、 6号、16号、26号 、28号 、32号 、33号

住居跡があげられる。 また、住居内に柱穴が認め られなかったにもかかわらず、住居外に 1個

検出され々住居跡もある。12号、13号、18号住居跡がそれで、いずれも壁に極 く近い位置にあ

るのを特徴 とするようである。

次に第 2土器群段階以降の住居跡に付属する施設について述べるが、本項ではこれをカマ ド、

貯蔵穴状 ピット、周濤、床濤 (床面に掘 り込まれた濤 )、 外延濤、外周濤、南壁近 くの柱痕跡を伴

なわないピット、住居外の盛土状の高まりとに分類 して取 り扱 うことにしたい。

カマ ドは削平のため検出することができなかったと思われる 6号、30号 、31号住居跡以外の

住居跡、全てに認め られた。13号住居跡のカマ ドは、住居外に燃焼部が「 n」 形に突 き出し、煙

道部はそこから徐々に幅を狭めながらのびる特異なタイプであるが、それメ外の住居跡に付設

されたカマ ドの構造は、住居内に根1壁で画された燃焼部があり、そこからトンネル状を呈して
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外にの びる煙道部 をもつ ものである。 2号 (27号住居跡のカマ ド、29号、32号住唇跡の旧カマ

ド煙道吉るにおいては、地山を トンネル状 に繰 り抜 いたものであることがわかった。

なお、カマ ドの主軸 は北～東～南東 に向けて付設 されてお り、それ以外の方向の ものは全 く認

められなかった。 さらに、11号、29号、32号住居跡ではそれぞれ北～北東に向けて構築 されて

いた旧カマ ドが、一定期間の使用を経て放棄 され、新 たなカマ ドが南東向きにつ くり直される

という現象が認められた。以上のことを総合すれば、本遺跡で住居跡にカマ ドを付設する際、

最 も合理的な方向は概ね東～南東であるということが推察され、これ とは逆の方向、即ち北～

西～南向 きのカマ ドが当時の風向き、または住居の内部構造に対 してあまり合理的でなかった

ために、意識的に避けられたと理解することができよう。

貯蔵穴状 ピウトは23基 の住居跡中、12基から合計24個検出されたが、本書ではその可能性が

考えられるもの全てについて貯蔵穴状 ピットの名称 を付 した。 これらは単独で存在するタイプ

と周濤や床濤 と連結するタイプとに二分 される。

前者 には 2号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 2、 11号住居跡貯蔵穴状 ピット2、 3、 12号住居跡

貯蔵穴状 ピット1、 16号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 17号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 23号住居跡

貯蔵穴状 ピット2、 24号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 26号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 2、 29号住

居跡貯蔵穴状 ピット2、 32号住居跡貯蔵穴状 ピット1がある。 このうち、 2号住居跡貯蔵穴状

ピット2、 および12号 、16号、17号、24号住居跡の貯蔵穴状 ピットはカマ ドの近 くにあり、こ

れらはカマ ドと密接 な関係 をもっていたと思われる。 また、11号住居跡貯蔵穴状 ピッ ト2、 お

よび29号、32号住居跡から検出されたものは位置的関係から旧カマ ドに付随 して掘 り込まれた

ものなのかも知れない。

なお、これ らは貯蔵穴状 ピットとして一般的に呼ばれているが、その具体的な使われ方は現

在までの ところ十分解明されたとは言えず、今回の調査でも例外ではなかった。ただ、本遺跡

においては後者、即ち次に述べる周濤や床濤 と連結するタイプとは若干機能的に異なったもの

と指摘することができるかも知れない∫

後者 には 2号住居跡貯蔵穴状 ピット2、 4号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 2、 11号住居跡貯蔵

穴状 ビット1、 4、 13号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 2、 3、 17号住居跡貯蔵穴状 ピット3、 23

号住居跡貯蔵穴状 ピット1、 29号住居跡貯蔵穴状 ピットとがある。 これらはいずれも周濤や床

濤を通 じて外延濤 に連結 し、さらに 4号、13号、23号、29号住居跡から検出された各々の貯蔵

穴状 ピット底面 を覆 う堆積上が流水に伴なって運搬 され、ぞこに沈澱 したのが主成因と考 えら

れる sandであったことから、水 と密接 な関係 を有する施設であったことは想像 に難 しくない。

この種のピットの具体的機能は調査 時点での所見からすれば、透水性の著 しいⅢ層を掘 り窪

めて構築 した竪穴住居で生活する際、徐 々に浸透 して くる水分 を床濤や周濤に導 くだけでな く、
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適 当な位置にこれ らと連結するピットを穿ち、そこに貯 った水 を日常生活用水の‐部 として利

用 したものと推定される。換言すれば、住居内排水施設の中に設けられた極 く小規模な貯水施

設であるとも言えよう。ちなみに、これらが住居内貯水施設 として付設され■のに対 して、住

居外に設けられた貯水施設も本遺跡の住居跡から検出されている。■号住居跡外延濤付属 ピッ

トがそれで、その規模は極めて大 きいものであるが、両方 ともある一定の所まで水が貯まると

自然に流れ出す工夫が施されている。

なお、17号住居跡では貯蔵穴状 ピット2が竪穴外から検出されているが、住居の軒端が竪穴

外にまで及ぶことを考慮すれば、同ピットは本来的に上屋に覆われた住居内の一画に位置し、

機台ヒ的には単独で存在するタイプに近似するものであったと理解することができよう。

次に周濤と床濤の機能について触れてみたい。周濤の機能 としては、貯蔵穴状 ピットの項で

も若千述べたが、排水施設と考えるのが最 も自然である。その根拠 としては、流水作用の結果

と考えられるsandの 底面堆積現象が多くの周濤底面で認められた他に、外延濤のない住居跡で

はその底面 レベルが高所から徐々に低下 し1ケ 所に集中するが、それはあたかも周辺の地形 を

十分考慮した上で、集中した水分 をそこから自然に浸透させて抜き出すといった工夫が施され

ているようであつた。また、外延濤をもつ住居跡でもその底面 レベルは外延濤をもたない住居

跡同様、周辺地形 と合致するかのようにスムーズに低下 し、そこに付設された外延濤に連続す

るという排水面から考えて実に合理的な傾斜がつけられている。このことは調査時、降雨が何

度 もあったが、外延濤を有する住居跡には水が沼 まるといつた現象が認められなかったことか

らも領づ くことができる。

底面 レベルに関 して言えば、 2号、4号、■号、13号、18号、25号、28号、29号住居跡に認

められた床濤も同じような傾斜をもって周濤に接続 しており、機能的には周濤に類似するもの

と考えて大過ない。なお、ここで少し詳 しく述べた周濤や床濤の底面 レベルは、後述する外延

濤や外周濤 とともに、遺構の平面図中に単点をもって明記 してあるのでそれを参照して頂 きた

い 。

ところで、青森県青森市近野遺跡 (山道・三浦・成田 :1975.3)の 調査においては、周濤が壁

板 を固定する機能 を有 していたことが明 らかになった。 この成果は今回の調査で判明した周濤

の機能 と著 しく相 違するものである。 しかし、住居施設 としての周濤の具体的機能が逸域や年

代 によって異なる場合 も十分あ り得 ることで、本書では周濤 という名称 をもってその機能 を一

律 |こ 規定 しようとすることは避けておきたい。
誰
&2号、 3号、 4号、11号、12号、13号、17号、

本遺跡の住居跡に頭者に認め られた外延濤に

18号、23号、25号 、28号、29号 、32号、33号、34号住居跡、合計15基から検出された。 この外

延濤は先 に触れた周濤 と同じように流水作用が原因 と思われる底面にsandが堆積する傾向がみ
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られ、 しかも底面の傾斜はまさに排水効果 を意識 しているかのように正確に構築 されているも

のである。 よって外延濤は住居内に浸透 してきた自然水を床濤、および周濤を経て住居外に導

き出す排水施設 と考えられる。

なお、次に述べる外周濤についても同様の調査結果が得 られているとことから、排水施設 と

考えてさしつかえないが、住居跡よりも標高の高い所にめ ぐらされていることを考えると、む

しろ高所から住居跡に向って流れ落ちて くる雨水等の水分 をこれで受け止め、かつ住居跡の両

側に水分 を導いた上で流 し落 とす といった防水効果 を意図 したものではあるまいか。

ところで、宮城県内では本遺跡の外延濤に該当すると思われる施設をもつ住居跡が幾つか検

出されている。報告書によって取 り扱い方がまちまちであり、次にあげる例の全てが外延濤 と

同じ機能 を もつか どうかは十分検討できなかったが、一応その可能性のあるものとしては夕賀

城市夕賀城跡 (宮城県多賀城跡調査研究所 :1974.3)S1495住居跡、仙台市枡江追跡(渡辺・結

城ほか :1980.3)第 1号、第 2号住居跡、古川市藤屋敷遺跡 (力日藤・佐藤 :1980.3)第 8、 第12、

第13、 第24、 第25住居跡、松山町次橋窯跡 (古窯跡研究会 :1981.8)1号住居跡、田尻町天狗堂

遺跡(佐藤 。手塚 :1978.3)第 19住居跡、高清水町五輪 C遺跡 (小野寺祥一郎 :1979。 8)第 5号住

居跡、仝成町佐野遺跡 (平沢。手塚 11980.3)第 13住居跡、瀬峰町岩石 I遺跡 (三宅・佐藤ほか■ 977.

3)竪穴住居跡、下藤沢 H遺跡(後 日、報告書刊行予定)1号住居跡などが知 られている。以上の

類例 をみると概ね宮城県北半部 を中心 として分布するようであるが、今後、発掘調査の増加や

既刊報告書の検討によっては県北半部だけでな く、他の地域でもかなり広範に同種の施設が見

い出されるもの と思われる。

2号、 3号、18号、27号 、29号住居跡に認め られた外周濤は、他の遺跡でもあまり例のない

特異な例であり、その機能については先述 したが、形態的には青森県市浦村鰊崎遺跡 (江上・関

野 と桜井 :1958.8)第 1、 第 2住居址、青森市近野遺跡 (成田誠治ほか :1974.3)1号・ 2号住居

跡、同遺跡(山 道・三浦・成田 :1975.3、 三浦圭介ほか :1977.3)第 2号、第88号 、第97号・第

100号、第102号、第125号住居跡、浪岡町松元遺跡(杉 山 。白′鳥ほか :1979.3)第 2号、第 9号、

第10号、第11号、第12号、第15号、第18号、第20号、第21号住居跡 と共通する要素 をもつもの

である。 しかし、青森県内で検出されたものは排水施設 としてよりも、むしろ対風雪施設、ま

たは住居区画施設 と考えられてお り(杉山。白鳥ほか :1979,3)、 本遺跡から認められた外周濤 と

は異なった機能の推定がなされている。 よって、形態的特徴が一致することだけをもって同一

祝す ることには危険性があり、その解明にあたっては今後の調査の積み重ねに期待 したい。

なお、宮城県内でもこれに類するものは仙台市枡江遺跡から認められている。第 1号 、第 2

号住居跡のまわ りから検出されたものがそれであるが、調査時点での検証の仕方に問題が多 く、

本書では除外 して考えぎるを得なかった。

316
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住居内、南壁近 くに位置 し、柱痕跡を伴 なわないピットとしては 2号住居跡ピット9、 13号

住居跡ピット1、 16号住居跡 ピット1、 17号住居跡ピット9、 32号住居跡ピット1があげられ

る。深さは10～ 28cnで規則性は認められないが、堆積土は床面を覆 うものか、あるいはそれに

酷似するものであり、しかもその大部分 に炭化物や焼土を含んでいたことから、住居跡が埋没

してい く過程でこれらのビットも埋 ったのではないかと思われる。仮にこのような推定が正 し

いとすれば住居廃棄以前、即 ち人間が居住 している段階でこれ らのピットは開口していたこと

になり、その機能についてはこれを踏まえて考 えなければならない。本書では以上の ような調

査結果だけを提示するに止め、機能に関 しては不明としておきたい。

なお、同種のピットは志波姫町御駒堂遺跡第12号、第20号住居跡から検出されてお り、報告

者はこれを出入口に関係するものと推定 している(小井川・小
'Iド

1982.3)。 今後の発掘調査によ

うて、正確な検証が加 えられなければならないことは言 うまでもないが、その機能 について具

体的に示 したものとして注 目される。

住居外に盛土状 の高まりが認められたのは 2号、 3号、13号、16号住居跡、計 4基であるが、

調査の結果、 2号、 3号住居跡ではそれが盛上であることが判明した。両住居跡はいずれ も丘

陵斜面に構築 されているため、住居内だけでな くその周囲にも、ある程度平坦な空間をつ くり

出さなければならなかったことは容易に推察することができる。 なお、13号、16号住居跡につ

jヽ てはそれが盛土であると指摘できる裏付 けを得 ることはできなかった。

以上、第 2土器群段階以降の住居跡についてその特徴 を概観 したが、ここでは本遺跡の変遷

とその背景について気付いた点 を述べてみたい。

各土器群段階の住居跡数については本項の冒頭で既に示 したとお り、第 2、 第 3土器群 にお

いてはそれぞれ 1基ずつ、合計 2基の住居跡が検出されている。第 2土器群は栗囲式から国分

寺下層式の前半頃として、 7世紀後半から 8世紀前半 に位置づけられているものである。先行

する第 1土器群が塩釜式、4世紀代 と推定されることを考慮すればその年代的隔た りは大 きく、

第 2土器群 との間に居住の非連続性が認め られ、具体的にどのような理由から、本遺跡に再び

人間が居住するようになったのか問題 となろう。 このことについて、今回の調査ではそれを十

分説明し得 るだけの資料は得 られ なかったが、第 2土器群に極 く少数の関東地方真間式系 と思

われる土師器界が存在することは見逃すことができない。恐 らく、第 1土器群段階以降、長い

間に亘 って無人に等 しい本遺跡に生活の場 を求めたのが第 2土器群段階の人々であ り、彼 らは

関東地方 と何 らかのつなが りをもっていたと考えてさしつかえないであろう。 なお、近年、志

波姫町往F駒堂遺跡をはじめ とする幾つかの遺跡から、関東地方真間式系土器の出土が報告 され

ているが、本遺跡に極めて近い民生病院裏遺跡でも鬼高式系土器が認められている。 よって、

第 2土器群段階頃に本遺跡周辺にも関東地方、あるいはそれに関係のある人々が移 り住んだこ
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とが十分考えられる。

第 2土器群 に後続する第 3土器群 は国分寺下層式の中葉、即 ち 8世紀中頃に比定 されるが、

この段階の様相 については不明な部分が多い。ただ、第 2土器群段階以降の住居跡に特徴的に

認められる外延濤や外周濤等が本土器群段階には確実に出現 し、その構築技術 は後続する第 4

土器群段階以降の住居跡に受け継がれているように思われる。また、第 2、 第 3土器群段階は

本遺跡を抱える大境山地区の丘陵上 に住居がまさに点在 していたと推定されるものの、第 4土

器群段階以降の住居跡数の増加を考えると、その意義は決 して無視できないものがある。両土

器群段階の人々によって継続的になされた自然環境への働 きかけを基盤 として、後続する本土

器群段階において住居数の増加現象 となって況れると推察 されるからである。

第 4土器群は国分寺下層式でも新 しい時期、実年代 としては 8世紀後半頃 とされているが、

この段階になると所属が明らかなものだけで11基の住居跡が検出されており、その数は一挙 に

増大する。 しかし、この住居跡の数は今回の広大な発堀調査面積に比較すると決 して多いとは

言えず、むしろ少 ないと思われるほどである。加えて、これらの配置を概観すれば、程度の差

はあるものの各住居跡 とも一定の距離 を置いて構築される傾向が認められる。宮城県内におい

て、ほぼ第 4土器群段階に相当する遺跡の調査例は数多 くあるが、住居跡の配置を明確 に把握

できるほどの広 い面積 を対象 とした発掘調査で、このようなあ り方 を示す例 は未 だ知 られてい

ない。 このことは一体、どのような背景に基づいているのであろうか、次に私見 を述べてみた

い 。

第 1土器群段階においては、眼前の狭い小谷を対象とする小規模水日経営が、強力な共同体

的規制の下に展開されていた可能性が強いことは既に触れた。第4土器群段階でも生産活動を

如実に示す水田跡等農業関係遺構は一切検出されなかちたが、第 1土器群段階 と同様、まさに

水田経営こそが彼 らの生活の根幹を支えていたことは、本遺跡出土土器に概痕が多数認められ

たことからも理解される。

しかし、この水田経営の他に、彼 らの生活にとって重要な役割を演 じていたと思われるもの

に畑作経首の存在も考えなければならない。勿論、これを証明する遺構は水田跡と同様、一切

検出することはできなかったが、概ね本土器群段階以降、本遺跡の周辺地域、とりわけ瀬峰川

と小山田川に扶まれた丘陵上に、岩石 I遺跡(三宅・佐藤ほか :1977.3、 佐藤信行 :1980。 3)を

はじめとする諸遺跡が、急激な増加 をもって形成され始めるという事実からその存在を推察す

ることは可能である。ちなみに、これらの遺跡は水田可耕地 としての可能性をもった丘陵間に

樹枝状 に広がる小谷をその近傍に有 しているものの、遺跡数や規模等 と士ヒ較 した場合、面積的

には極めて狭小なものと指摘することができる。さらに、地形的条件から同一の小谷に複数の

遺跡が対峙したり、小谷のない丘陵奥部にまで遺跡が拡大する例 も認められている。このよう
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な事実を考慮すれば、周辺地域においても遺跡の立地によっては多少差があるものの、急増 し

た人口を面積的に限定された水日経営だけで維持することは困難であ り、これを補摸する畑作

経営が丘陵上に展開されたと考 えることは十分可能性のあることである。 まって、本土器群段

階で明確 に把えられる住居跡の点在現象は、各住居の周囲に畑作地が占有 された結果 と認める

ことができよう。

なお、第 5土器群 は表杉ノ入式初頭、 9世紀代 として、第 6土器群 は表杉ノ入式でも10世紀

代 に比定されたが、住居跡数 は第 5土器群段階で 4基、第 6土器群段階で 2基 となり、漸減す

る傾向が認め られる。 この減少傾向がどのような背景に基づ くものなのかは不明であるが、先

程触れた住居跡の酉己置に関 しては依然 として点在する様相 を見せている。 よって、前代からの

農業生産形態がほぼそのまま踏襲 されたものと推察されるが、両土器群段階 を含めた第 2土器

群段階以降の生産活動の実体 については今後、周辺地域において綿密な調査が実施 され、かつ、

水田や畑を直接的に示す遺構が検出されることに期待 し、課題 として置 きたい。

註 1:こ こからはボーリング調査によって、灰白火山灰と焼上が検出されている。

註 2:『舘址―東北地方における集落跡の研究―』(江上・関野・桜井 :1958.8)を はじめとする報告等に散見

することができる。

註 3:類例 としては志波姫町糠塚遺跡(小井川・手塚 :1978.3)第 18号住居跡、大河原町台ノ山遺跡(阿部・千

葉 :1980,1)第 20号住居跡等が知られている。

註 4:宮城県内で壁柱穴が検出された代表的な住居跡としては志波姫町糠塚遺跡第21号住居跡、宮崎町早風

遺跡(森貢喜 :1980.3)第 10号、第12号住居跡、泉市宮下遺跡(佐 々木安彦 :1980.3)第 1住居跡、金成町

佐野遺跡(平 沢・手塚 :1980.3)第 1住居跡、白石市家老内遺跡(森貢喜 :1981.3)第 2号住居跡がある。

註 5:宮城県内での類例 としては田尻町天狗堂遺跡(佐藤・手塚 :1978.3)第 20住居跡、古川市藤屋敷遺跡(加

藤 !佐藤 !1980.3)第 15、 第19住居跡、同宮沢遺跡(斉藤・高橋・真山 :1980.3)第 2住居跡、高清水町松

ノ木沢田遺跡(千葉宗久 :1981.3① )竪穴住居跡、志波姫町宇南遺跡(遊佐五郎 :1980,3)第 1、 第 4、 第 5

住居跡、御駒堂遺跡(小井川・小川 :1982.3)第 7号住居跡などがある。

註 6:床濤や周濤と連結するタイプの貯蔵穴状 ピットは、底面にSandが堆積する例が多いのに比べ、単独で

存在するタイプには、12号住居跡貯蔵穴状 ピット1を 除けば、そのような事実は認められない。このこ

とは両タイプの貯蔵穴状 ピットが、互いに異なる機能を有していたことを反映 していると思われる。

註 7:3号住居跡では、住居内から外に向かって トンネル状に穿たれた外延濤が検出された。一方、4号、

■号、17号 、23号 、28号住居跡では、住居外のある一定の所(→ |← 印部分 )ま では外延濤のプラン確認が非

常に難 しかった。 このことについては、上記の住居跡に付設された外延溝が本来、ある一定の所まで ト

ンネル式であったものが崩落 してしまい、その天丼部の面で確認作業を行なっていたために困難であっ

たと、後 日気が付いた。 よって外延濤はある一定の所までは トンネル式のものが比較的多いのではある

まいか。

なお、本遺跡の住居跡と年代的に大 きくかけ離れるため本文中には記さなかったが、大阪府枚方市茄

子作遺跡(瀬川芳則 :1978.3)、 愛知県豊田市高橋遺跡(豊 田市教育委員会 :1977.3)、 亘理町宮前遺跡から
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も外延濤に近似する施設が検出されている。茄子作追跡は弥生時代中期から後期、高橋遺跡は弥生時代

後期、宮前遺跡は古墳時代中期の住居跡に付設されたものである。

註 8:3号 ・18号住居跡では外延濤 と連結することがわかった。このことを考慮すれば、外延濤を媒介とし

て床濤や周濤と密接な関連を有する施設であったと考えられる。

註 9:昭和56年 8月 8日 に開催された現地説明会において、完掘 したとされる 1号住居跡を実見した筆者は、

住居外にのびる溝が同住居跡に付設されているのに気付 き、その旨を調査者に伝えた。指摘 を受けた調

査者は、後 日、同住居跡の再精査を実施し、その結果、外延濤 と同様な施設が検出された。同遺跡の報

告が未だ公けにされていない現段階では、現地説明会資料が引用文献として扱われるが、それには以上

のような理由から外延濤の記述はない。

〔2〕 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は標高32～ 34mの丘陵東緩斜面から2棟検出された。 1号掘立柱建物跡は 1辺

が概ね4.8m前後、2間 ×2間 を基本 とするが、南側柱列だけが 3間 をなすものである。 2号掘

立柱建物跡は 1間四方のものであるが、その柱間隔は3.2m前後 と極めて広いものである。両建

物跡はいずれもⅡ層から確認され、柱の掘 り方は正方形、または長方形を基調 とする。さらに

方向がほぼ共通すること、両者の距離が近接 していること/」|ど を考え合わせると、同時存在で

ある可能性が強い。

年代については、遺物が伴出しなかったため特定 しかねるが、両建物跡の周辺は勿論のこと、

今回の調査を実施 した範囲からは中世 。近世の遺物は全 く出上しなかったことから、古代 、と

りわけ第 2～ 第 6土器群段階に所属するものであるという可能性 も否定できない。

なお、 1号掘立柱建物跡の東側柱列線上、南側に検出された39号小竪穴遺構は、その位置か

ら考えて同建物跡に関係するものかも知れなし
,。

(3〕 小竪穴遺構

本遺跡から検出された小竪穴遺構は合計47基であるが、所属年代が明確なものとしては13号、

22号 、38号 、46号小竪穴遺構があげられる。13号小竪穴遺構では第 3土器群、22号小竪穴遺構

では第 4土器群、46号小竪穴遺構では第 5土器群 に所属する土師器、須恵器が 土`器の出土状

況 H″ をもって出土 し、38号刻ヽ竪穴遺構の底面からは第 5土器群の範疇 と思われる土師器が出

上 している。

一方、これらのように所属年代 を限定することはできないが、一定の時間的幅 をもって年代

を類推することのできるもの もある。即 ち、竪穴内に灰 白火山灰の堆積が認め られるもので、

7号、 9号、15号、17号、19号、20号 、23号、26号、30号、35号、36号、41号、42号、47号小

竪穴遺構がこれに該当する。今回の調査結果によれば、灰 自火山灰は第 1、 および第 6土器群
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第200表  大境山遺跡から検出された小竪穴遺構

遺篇蛯ドヽ望星目 平面形 規模0) 底面 レベル 灰白火山灰 焼面、炭化物 年

1号 小竪穴遺構 長方形 中央部がやや低い 無 焼面あ り、炭化物付着 第 2-第 6土器群段階(?)

2号小竪穴遺構 長方形 鉦
¨

焼 面 あ り、炭 化 物付 着 第 2～ 第 6■器群段階(?)

3号 小竪穴遺構 長方形 束壁下がやや低 い 紫 焼面あ り、炭化物付着 第 2-第 6土器群段階(?)

4号小竪穴遺構 不整長方形 北東笠下がやや低 , 無 第 2～ 第 6上器群段階(?)

S号小竪穴遺務 長方形 ユは 同― 無 焼面あ り 炭化物付惹 第 2～ 第 6土器群段階(?)

6号 小竪穴遺構 ほば正方形 北東隅下がやや低 い 鉦
一

qt面 あ り、炭化物付着 第 2-第 6土器群段階(?)

7号小竪穴遺構 長方形 中央部がやや低 い 有 焼面あ り、炭化物付着 第 2～ 第 5上器群段階

8号小竪穴遺構 不 整 形 中央部が低 い 皿状の断面 無 第 2-第 6上器群段階 (?)

号小竪穴竜構 ほぼ 同一 第 2～ 第 5上器群段階

0号小竪穴選構 長円形 :は 同一 征
小

第 2～ 第 6土器群段階 (?)

I号小竪穴遺構 不整正方形 まlF同 一 整
小

焼面あり、炭化物付着 第 2～ 第 6土器群段階 (,)

2号小竪穴遺構 不整形 中央部が低 い、皿状の断面 虹
一

第 2～ 第 6上器群段階(?)

3号小竪穴遺縛 不整長円形 中央部がやや低 い 第 3土器群段階

4号小竪穴遺構 t工 は円形 ほは同一 第 2-第 6上器群段階 (?)

S号 小竪穴遺構 不整円形 中央部が低 い 皿/1kの 断面 有 第 2～ 第 5上器群 段 階

6号小竪穴遺構 長円形 第 2～ 第 6土器群段階 (|)

17号 小竪穴遺構 長円形 よに同一 有 焼面あ り、炭化物付詣 第 2～ 第 5上器群段階

8号小竪穴遺構 不整長円形 南西壁下がやや低ヤ 笠
小

第 2-第 6上器群段階(?)

9号小竪穴遺構 長方形 Iぼ 同一 有 焼面あ り、炭化物付着 第 2～ 第 5土器群段階

20号 小竪穴遺構 長方形 よ|=同 一 有 焼面あ り、炭化物付着 第 2～ 第 5土器群段階

2号小竪穴遺構 長円形 中央部が低い、皿状の断面 第 2～ 第 6上器群段階(?)

22号小竪穴遺構 長方形 , 第 4上器群 段 階

23号小竪穴遺構 長方形 ほぼ 同一 第 2～ 第 5土器群段階

24号小竪穴遺構 長方形 同 ― 焼面あ り 炭化物付詣 第 2-第 6上器群段階(?)

26号 小竪穴遺構 長円形 中央部がやや低 t 無 第 2～ 第 6土器群段階(?)

26号 小竪穴遺構 長方形 西呼下がやや低い 石 第 2～ 第 5土器群段階

27号小竪穴遺裕 長円 形 中央部がやや低い 第 2-第 6土器群段階(?)

28号小竪穴遺構 長円形 征
小

F■ 面 あ り、 炭化 物 付 着 第 2～ 第 6土器群 段 階 (?)

29号小竪穴遺構 環状の澪 北画部分が低 い 征
小

第 2～ 第 6土器群段階(?)

30号小竪穴遺構 長方形 よほ 同一 有 第 2～ 第 5土器辞段階

3号小竪穴遺構 不整形 中央部が低い、皿状の断面 征
小

第 2～ 第 6主器群段階(?)

32号 小竪穴遺構 長方形 中央部がやや低 い 位
＾

第 2～ 第 6土器辞段階(?)

33号小竪穴遺構 長円形 西隻下がやや低い 第 2-第 6土器群段階(?)

34号小竪穴遺構 長円形 第 2～ 第 6■器群段 階 (?)

35号小竪穴遺構 長円形 ほぼ 同一 有 第 2-第 5土器群段階

36号小竪穴遺構 長円形 中央菩卜がやや低 ▼ 有 第 2-第 5土器群段階

37号小竪穴遺構 長方形 北西壁下がやや低 ヤ 無 炭化物付蒲 第 2～ 第 6■器群段階 (?)

38号小竪穴遺構 長円形 中央部がやや低い 有 第 4土器群段階

39号小竪穴遺構

40号 小竪穴遺構 長方形 中央部がやや低い 第 2-第 6土器群段階(?)

I号小竪穴遺構 長方形 束母下がやや低し 有 焼面あ り 炭化物付着 第 2-第 5上器群段階

42号小竪穴遺構 長方形 中央部がやや低い 有 焼面あ り、炭化物Fl活 第 2～ 第 5上器群段階

43号小竪穴遺構 ほぼ正方形 ほぼ同一 焼面あ り 炭化物付着 第 2-第 6土器辞段階(?)

44号 小竪穴遺構 長方形 第 2-第 6■器群段階(?)

45号 小竪穴遺構 長円 形 よは 同一 焼 tglぁ り 炭化物付瑞 第 2-第 6土器群段階(?)

46号小竪穴遺構 まに正方形 よほ同一 焼面あり 炭化物付蒲 第 5土器群段階

47号小竪穴遺構 不整長円形 中央部が低 い 皿状の四imi 第 2-第 5土器群段階
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段階の住居跡には認め られず、第 2～ 第 5土器群段階の住居跡にのみ堆積するということがわ

かっている。このことを考 え合わせれば、灰 白火山灰の堆積が認め られる小竪穴遺構の年代的

位置は、概ね第 2～ 第 5土器群段階 と把えて大過ないであろう。

なお、これ以外の小竪穴遺構 については、 8号小竪穴遺構が 4号住居跡の外延濤 を切 ってい

るということ、39号小竪穴遺構が 1号掘立柱建物跡 と関連 し、それ と年代的にほぼ同一であろ

うと思われることが半J明 しているだけで、これ以上のことは不明である。 しか し、本遺跡から

検出された住居跡が全て古代の ものであること、出上 した遺物に中世 。近世の ものが認められ

ないことを考慮すれば、その年代的位置 もある程度、限定 されてこよう。本書では確実な根拠

を呈示することはできないが、その大部分 は第 2～ 第 6土器群段階に属するものである可能性

が強いと1旨摘 しておきたい。

次に小竪穴遺構の性格 について、若干触れてみたい。47基の小竪穴遺構のうち、最 も特徴的

なのは底面や壁面に焼面 をもつタイプと、竪穴内の堆積上が極めて多 く、複雑 な堆積状況 を示

すタイプである。

前者に属するもの としては 1号～ 3号、 5号～ 7号、11号、17号、19号 、20号 、24号、28号 、

41号～43号、45号 、46号小竪穴遺構があり、その数は17基 と分い。同種の遺構 は宮城県内の諸

遺跡から多数検出されている (第 201表参照)も のの、その性格 については未だに明確 になされ

ていないものである。このことは今回の調査でも決 して例外ではないが、参考 までに今回の調

査で気付いた事柄 を記 し、詳細な検討 は今後の課題 としたい。平面形は大部分、隅丸の正方形、

または長方形 を基本 とするが、円形、あるいは長円形 を呈するもの も検出されている。 しかし、

円形、あるいは長円形の ものを注意 して観察すると、わずかであるが四隅が認め られる場合が

多い。竪穴内堆積土はいずれも自然流入上であるが、その初期堆積土には炭化物や焼上が認め

られる。

後者には 8号、12号、15号 、21号 、31号 、47号小竪穴遺構、合計 6基 ある。平面形は約 2～

3mの不整円形で、断面は皿状のものが多いが、椿鉢状の ものもある。底面の状況は他の小竪

穴遺構 と異なり凸凹が激 しく、中にはピッ ト状の窪みをもつ もの もある。また、竪穴内は基本

層序 I層 ～Ⅲ層に酷似する多 くの層が、複雑 な様相 を呈 して堆積する。これらの性格について

は風了側木によって形成された痕跡 と考えられるが、同種のものは岩出山町座散乱木遺跡 (石器

文化談話会 :1978.12、 高島・林 :19814)を はじめとする多くの遺跡から検出されている。な

お、15号、47号小竪穴遺構におぃてはその最上部に灰白火山灰の堆積 をわずかであるが認める

ことができた。よって、これらは第 2～ 第 5土器群段階において生 じた風倒木痕跡であると指

摘することができよう。

これ以外の小竪穴遺構の性格については、ほとんどその手がかりを得ることができなかった。
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本表には小壁穴辻構の底面や Jた面に焼面が認められ (堆積土中に焼上が含まれるものは全て省いた)、 かつ、所属年代

が国分寺下層式から表杉ノ入式期、もしくはほぼその頃と推定されるものを収録 してある。

なお、収録者の勉強不足から見落 しも十分考えられるが、本書ではその報告例が相当な数にのぼることを考慮し、と

りあえず、現時点でその集成を試みた。

第201表 宮城県内から検出された焼面を持つ小竪穴遺構

於 所 れ:地 形 態 小 数 献

岩切活 ノ巣遺跡

“

I台 市 長円形 :1来、不明 :l ltt
白R 加i藤にか (19743):「 岩切出ノ巣遺跡―束北新幹線F/1tt14跡 調益報告.J.kI一 J『 宮城県文化財調益報

告書は第35集  P161～ 274 P a38～ 864 ri城県教育委員会

枡江遺跡 長方形 :1共  長円形 :3れ 渡辺 結獄ほか (19803)|「 lll江遺跡発III調 4報告書JF仙台市文化財調芥報告番4第 18楽  '1-209
仙子ヽ市教育委員会

郡 山遺 跡

長方形 :2 JFr、 不明
木村汁二 (19803):「 部山遺跡発掘調・ItpHI報 」 r“ 台司,文 化財調 4● 報告訃J第 23集  P6～ 20 ml台 市教育

委員会

不明 :1エ 木村 討沼 長ドL(19813):「 那山 I J4跡 ―昭和55年度発掘調益概報― J「 組台市文化財調益報告書J第郷

美 RI～ 44 

“

台市教育委員会

鴻ノ巣遺跡 印十,市 長円形 :1兆
/r森 工藤ほか (19813)|「 B/巣 遺跡」'lI台

市文化財調益報告沓J第 321k P l-67 ■1台 ,教育委 rl

家老内遺跡 白石市 長円形 :24 真山悟 (19819):「 家老内選跡―束北 自動車通赳跡調朴報告き V一」f常城県文化財調芥報告書】第81柴

P41～ 04 年f城 県教育委買会

松自送跡 白石市 Ft円 形 :1共 オ羽茂 (19829)〔 「松円避跡一束北 白Flj車 道週跡調TI報告書Ⅶ―J fll城県文化 ,オ 調査報告書」第02猟

Pl-21 宮城県教帝委員会

台ノ4遺跡 大ll原町 円形 :4共 阿部  千芙 (19S01):「 十,ノ ■1赳 跡―束北新幹繰関係選跡調芥報告・
・エー」「ri城 唯文化財調益報告書1第

62集  P51-212 宮就県教育委員会
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Ⅷ 検出された遺構の検討

よって、本書 ではこれ らにつ いて何 ら指摘す ることはで きなかったが、今後 、 これ らの性格 を

解明す る方法 について考 えていかなければな らない と思 われ る。

註 1:灰 白火山灰は年代が明らかな22号 、38号、46号小肇穴遺構にも認められている。22号、38号小竪穴遺

構では竪穴内に堆積するが、27号住居跡堆積土中に構築された46号小竪穴遺構においては、それが間接

白tに上音bを覆うものであることがわかってしヽる。

〔4〕 濤状遺構

濤状遺構は11条検出することができたが、このうち年代 を推定することができたのは、多数

の上師器・須恵器・赤焼き土器が出上した3号濤状遺構だけである。同濤状遺構においては、

ロクロ不使用とロクロ使用の上師器郎が同一層から混在 して認められたため、必ずしも良好な

土器の出土状況を示 しているとは言えないが、その年代をロクロ使用土師器邦の段階、即ち第

5、 第 6土器群段階と考えてよい。

なお、 2号(7号、 8号、 9号濤状遺構からも少量の土器が出土 しているものの、それらは

いずれも年代を示し得 るほどのものではない。

次いでその性格について考えてみるが、この際、検討 しなければならない事柄に底面を覆う

堆積上の土性 と堆積状況、並びに混入物、底面 レベルの変化がある。

3́号、 4号濤状遺構においては、流水作用の結果沈澱したと思われるsandが底面を覆ってお

り、しかも、その底面 レベルは周辺の自然地形と歩調を合わせるかのように変化 しているとこ

ろから、水に関係する施設であったと考えて問題はない。ちなみに、 3号濤状遺構は最も標高

の高い所に大 きな竪穴部を有 し、そこから濤が下方にのびているもので、天水を蓄える井戸状

の施設 と考えられる。 これに類似するものとしては、高清水町五輪 C遺跡(小野寺祥一郎:1979.

8)か ら検出された井戸跡があげられる。 4号濤状遺構については完掘 していないため全容は不

明であるが、これも恐 らく3号濤状遺構類似の施設である可能性が強い。

これ以外の 1号、 2号、 5号～11号濤状遺構については、次に示すような事実から3号、 4

号濤状遺構と同様な性格づけをすることは困難と思われる。① 底面を覆 う堆積上が、流水作用

によって形成されたとは考えられない濤状遺構(1号、2号 (5号～ 7号濤状遺構 )。 ② 底面を覆

う堆積土がその中央部分に分布せず、底面の両脇部分にのみ将棋倒 し状に認められる濤状遺構

(7号、8号濤状遺構 )。 ③ 底面を覆 う堆積上に、基本層序皿層に酷似するclayが ブロック状に含

まれる濤状遺構(2号 、 5号、 9号、10号滞状遺構 )。 ④ 濤状遺構の中間部分の底面 レベルが、そ

の両端部分よりも高い濤状遺構(1号、 2号、 5号、 9号～11号濤状遺構 )。 なお、発掘調査以前

の踏査段階においては、これ らは6号濤状遺構を除いていずれも濤状の窪みとして観察された

もので、機能的には山道としての可能性が強いと思われる。                 ヽ
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〔5〕 遺物包含層

遺物伍含層は標高 31～ 33mの 丘陵南緩斜面、わずかに沢状 に窪んだ場所から 1枚検出された

(1号遺物包含層 )。 その状況は I層 (表土)と H層 の間に堆積するもので、層厚は 6～ 9 cm、 分布

範囲は 9× 26mの 不整長円形をなす。堆積土は 1層 しか認められなかったが、遺物は上面に集

中する傾向がある。

遺物 としては土師器、須恵器、赤焼 き土器 を主体 とするが、これに若千量の弥生土器、鉄製

品、石製品が出土 している。その主な形成年代については土師器郭、須恵器 郭を考慮した場合、

llXね 第 5、 第 6土器群段階にあったと把えてよいであろう。

ところで、本包含層の北西にはそれぞれ年代 を異にする 5基の住居跡が検出されている。 こ

のうち、極めて近接 した位置にあるのが第 5土器群段階に所属する29号住居跡、第 6土器群段

階に所属する28号住唇跡であり、位置的関係から両住居 とも本包含層の形成に密接 な関係 をも

っていたと思われ る。 このことは29号住居跡において床面や施設底而出土土器の中に、本包含

層出土土器 と同一個体のものが幾つか認められている事実からも容易に想像することができよ

う。本書では、29号住居跡でのこのような事実をもって、本包含層の形成原因を同住居跡にの

み帰することは避け、これ も含めた近接する幾つかの住居によって形成 されたと把えて置 きた

い。

1.栗 原郡の南東端、瀬峰町に所在する大境山遺跡は栗駒山麓から平行 してのびる派生丘陵の

ほぼ末端部に位置 し、蕪栗沼に注 ぐ瀬峰川 と小山田川にはさまれた標高35m前後の低丘陵上

にある。

2.今 回の発掘調査では住居跡34基 、掘立柱建物跡 2棟、小竪穴遺構47基 、滞状遺構11条 、遺

物包含層 1枚 が検出されたが、そのあり方から遺跡の範囲は、丘陵上 を中心 としてさらに広

がることが予想される。

なお、住居跡に関 しては外延濤や外周滞など特異な施設 をもつものが多 く、しかも、その

機育ヒについて具体的に考 えられる資料が多 く得 られた。

3.出 上 した遺物 としては土師器、須恵器、赤焼 き土器が主体 を占めるが、これらは第 1～ 第

6土器群 に区分 される。 ちなみに第 1土器群は塩釜式期(4世紀代 )、 第 2土器群は栗囲式期か

ら国分寺下層式期 (7世紀後半～ 8世紀前半頃 )、 第 3土器群 は国分寺下層式期の中葉(8世紀

中頃 )、 第 4土器群 は国分寺下層式期の後葉 (8世紀後半頃 )、 第 5土器群は表杉ノ入式期初頭

めとまⅨ
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(9世紀代 )、 第 6土器群 は表杉ノ入式期の中葉(10世紀代 )と 考えられるものである。

なお、この他 に若干量の縄文土器、弥生土器、それに各種の上製品、瓦、石製品 (石核、フ

レーク、チップも含む )、  鉄製品(鉄滓 も含む)等 も出上 している。

4,本 遺跡の構成 を年代的に概観すると、次のように把握することができよう。

縄文土器 としては早期末葉から前期前葉、前期末棄、中期中葉、後期初頭に比定されるも

のが極 くわずかであるが出上 している。 また、弥生土器は後期に編年 されるものが出土 して

いる。 しかし、今回の調査ではこの時代 に属する明確 な遺構は、一切検出することができな

かった。 このことは縄文・弥生時代において本遺跡が居住の場 として一定期間、継続的に機

能 したのではなく、む しろ狩猟や採集等の舞台として下時的、または断続的に利用されたこ

とを物語っているのかも知れない。

本遺跡で明確 な居住の痕跡が認められるようになるのは、第 1土器群段階以降のことであ

る。第 1土器群段階においては、丘陵間に展開する狭小な谷地に向かって舌状 にのびる丘陵頂

部から、11基の住居跡がほぼ列状 に認められた。 その占地の仕方からは極めて強い共同体的

規制が存在 したことを窺 うことができるが、唇住期間は概ね―型式内に限定される。

その後、 しばらくの間、大境山遺跡は無人に等 しい状態 となるが、第 2土器群段階に至 り、

再び居住の場 として機能 し始める。 しかし、同土器群段階において住居数は 1基 だけであり、

遺跡の範囲かさらに広がることを考慮 しても、その占地の仕方は散左するようである。 この

傾向は第 3土器群段階にも認められている。

第 4土器群段階になると、住居跡数は明確 なものだけでも11基 を数え、一挙に増大する。

しか し、これ とても調査面積 と比較 した場合、決 して数的に多いとは言えず、占地の仕方に

は依然 として散在する傾向が認められる。なお、この現象は後続する第 5、 第 6土器群段階

にも指摘することができる。 ちなみに第 5土器群段階での住居跡数は 4基、第 6土器群段階

での住居跡数は 2基検出されている。このように住居を構える際、各々の周囲に一定の空間を

有する理由は、今回の調査では必ずしも明確にすることはできなかったが、恐 らく、これら

の段階における生産活動の一側面を強 く反映 したものであろう。

第 6土器群段階以降に所属することが明確に把えられた遺構は、今回の調査では検出する

ことができなかった。よって、大境山遺跡も概ね第 6土器群段階をもってその役割 を終えたもの

と思われるが、本遺跡のより詳細な検討にあたっては、周辺に所在する諸遺跡についても積

極的に調査 してい く必要がある。
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瀬峰町周辺の地質 と地形

瀬 峰 町 周 辺 の 地 質 と 地 形

宮城県仙台第二高等学校 教諭 石  田 琢  二

1.は じ め に

瀬峰町は、北上山地と奥羽山脈にはさまれて南北に細長くのびる北上川河谷帯の低地の一部、

下流右岸一帯にひらけた仙台平野北部のほぼ中央に位置している。北上川河谷帯には、北上山

地に露出する先第二系や奥羽山脈の第二系中新統を基盤として、鮮新統や第四紀層などの新し

い地層が分布している。

このうち、仙台平野北部の低地帯は、北縁に一関丘陵、南縁は松島丘陵などの著しい高まり

で区画される。その山寄りの地域には古い地層が、中央に近い低地には新期の地層が分布して

おり、この地域が仙北盆地 と呼ぶ地形的、並びに構造的な盆地を形成している。

2.地  形

仙北盆地は低い丘陵 と沖積平野からできている。盆地の主部をな

す岩出山付近か ら築館、瀬峰に広がる丘陵は、北西に位置する奥羽

山脈の山麓で、高さは 300m内 外である。これは南東にゆ くにつれ

て次第に低 くなり、北上山地東縁の迫付近では50m以下になる。こ

の丘陵に接 して南東には、高さ 200mの箆岳丘陵があり、さらに旭

山丘陵をはさんで松島丘陵に連なる。

北上川は北上山地東縁に峡谷をつ くり、直線上の流路をなして南

に流れる。迫川や江合川、および鳴瀬川は西方の奥羽山脈に水源をも

ち、その支流 と共に南東、または東に流れ、鳴瀬川が直接石巻湾に

入る以外は北上川 と合流する。迫川や江合川、および鳴瀬川の上流

沿いには大規模な河岸段丘群が発達するが、一般に下流部では迫川

の右岸一帯、志波姫付近 を除いてあまり見られない。

沖積平野は、石越付近から下流の迫川沿岸や古川 を中心 とした江

合川と鳴瀬川沿いに形成されている。下位の段丘面は沖積面より勾

配が急なことから、下流では下位の段丘群は沖積層の下に沈んでい

ると考えられる。丘陵上の小谷の谷壁は急であるが、その下流には

一般に谷底平野をもつ。これらは沖積平野の主部に連なって、丘陵

末端は沖積平野の低地 と櫛歯状に入 り組んでいる。また、その上流

1中 積 層

新 期 火 山 灰

段 丘 構 成 層

柳 沢 凝 灰 岩

荷 坂 続 灰 岩

中 里 火 山 灰

下 山 里 凝 灰 岩

池 月 凝 灰 岩

― ― ―――?―‐A―
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瀬 山争 層
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では緩やかな幅広い谷の中に谷中谷をつ くることもある。

瀬峰丘陵は一迫川支流の小山田川や瀬峰川で刻 まれる低い丘陵で、迫川の沖積平野に接 し、そ

の西方は岩出山の丘陵に連なる。丘陵内の谷底平野が迫川の沖積平野主部に接する所ではしば

しば低湿地が認め られ、内沼・伊豆沼 。長沼・蕪栗沼などが湛水する。北部の内沼、伊豆沼、

および長沼は、迫川の小支谷の出口が本流の自然堤防の堆積作用によって閉塞され、埋め残さ

れた支谷内の低地である。米山か ら涌谷にかけて箆岳北方にひろがる蕪栗沼やその東方の低湿

地 も同様で、小山田川や瀬峰川が土砂運搬や堆積能力において本流の迫川のそれに及ばないた

めに埋め残された低地 と考えられる。

3.地  質

北上山地に露出する先第二系は古生代の二畳系、中生代の硬質砂岩や泥岩(ス レー ト)な ど且

激しく招曲し、断層で切 られている。第二系中新統は海成の砂岩を主とし、安山岩質角礫岩や

凝灰岩を伴い夕くの貝化石を含んでおり、瀬峰近辺では、箆岳丘陵から旭山丘陵を経て松島か

ら仙台北部の丘陵一帯に広 く分布する。一関から栗駒付近では、この上に一部熔結した石英安

山岩質軽石凝灰岩が不整合に重なる。仙北盆地主部の低い丘陵は鮮新統や第四系からなり、こ

れらは下位より亀岡層、竜ノロ層、瀬峰層、高清水層、池月凝灰岩、下山里凝灰岩、中里火山

灰、荷坂凝灰岩、柳沢凝灰岩に分けられる。平野部は段丘構成層、新期火山灰層、沖積層から

なる。これらの地層の関係は第 1表に示してある。

亀岡層は陸成層で、礫岩や礫質砂岩から始まり、上部になるにつれて次第に細粒となり、泥岩で終

図版 I 高,青水層 と瀬峰層 :瀬峰層の砂岩層(下 )と 高清水層下部礫層(上 )

瀬峰町清水山、瀬峰小学校にて

瀬
　
峰
　
層
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るいくつかの層と軽石質の凝灰岩からなる。泥岩は亜岩層をはさむことが分い。亀岡層は北部

の一関丘陵や南部の三本木丘陵に広 く分布する。竜ノロ層も亀岡層 と同じ地域に分布するが、

多くの貝化石を含む灰黒色の軟かい泥岩からなり、風化して乾燥すると菱形に割れ、その表面は

淡黄色となる。一般に泥岩が多く、しばしばカキ貝などの化石を含むことから、内湾性の海成層と考え

られている。瀬峰付近では、瀬峰か ら築館にいたる県道沿いに背斜軸に沿って点在して見ら

れる。なお、竜ノロ層とその相当層は福島県の海岸沿いから仙台周辺を通 り、北上川河谷沿い

に岩手県北上付近まで分布することが知られている。瀬峰層は盆地全体に広 く分布する。亀岡

層と同じような陸成層で、礫岩・砂岩・亜炭を含む泥岩や軽石質の凝灰岩からなる。奥羽山麓

では小野田層と呼ばれ、礫の発達が良いものの、東へ行 くにつれて全体 として細粒になる傾向

が認められる。瀬峰町清水山や南方町寺志田には瀬峰層の好露頭がある(図版 1)。

高清水層は従来、清滝層と呼ばれていた地層の一部で、高清水から築館に至る国道 4号線よ

り東側の地域に広 く分布する。下部は10～ 15mの厚さで、卵～こぶし大の礫層、中部が厚さ 5

～10m、 自色の細粒軽石質凝灰岩、上部は厚さ5m以上の礫まじり砂層からなる。高清水町北方、

砂岩層

高清水町国道 4号線沿い伊藤ハムエ場前にて

図版 2 高清水層 :下部礫層、凝灰岩(中 間の白い所)、 上部砂まじり
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国道 4号線に沿って好露頭があり(図版 2)、 また瀬峰町清水山や南方町寺志田では、下位の瀬

峰層 との不整合関係を見ることができる。池月凝灰岩は軽石凝灰岩で、一部は溶結する。下山

里凝灰岩、荷坂凝灰岩、柳沢凝灰岩 も軽石質の凝灰岩からなリー部に礫層を含んでい る。これ

ら凝灰岩層は一括して北川石英安山岩の名で呼ばれ、栗駒山山麓から岩出山周辺に至る地域に

広 く分布する。東北本線梅 ヶ沢駅構内や迫町葉の木沢付近の丘陵には新田凝灰岩 と呼ばれる黒

色のガラス片を含む軽石凝灰岩があるが、これは岩出山周辺の下山里凝灰岩に相当する。南方

町高石付近でも新田凝灰岩が点在し、高清水層の下部や瀬峰層を大 きく切 り込んで不整合に接

している。中里火山灰は厚さ 5m以上、岩出山町下山里から東、平坦な丘頂にだけ分布する。

下底に軽石層をもつ数枚の火山灰層からなり、風化が著 しい赤褐色の粘土で、いわゆるローム

状を呈す る。瀬峰町寺沢から藤沢に至る道路 (町道寺沢線 )沿 いにも好露頭が見られる(図版 3)。

段丘構成層は礫層である。新期火山灰は段丘礫層や岩出山付近の平らな丘陵頂をおおってい

る。これはローム状の赤土で、岩出山付近では大きく見て 2層 に分けられる。下層は細粒の軽

石層である。この新期火山灰層の厚さは全体で数 mに 満たない。最近、この中から旧石器時代

の遺物が続々発見され注目されている。沖積層は主に河成の礫層で、一部は海成の粘土層から

なる。海成層は小牛田や若棚l付近の内陸部にも認められる。

第二紀層の地質構造 と地形は密接な関係をもち、全体 として盆地を形成していることは既に

述べた。鹿島台の丘陵から東側を見ると、平野 と丘陵が同心円状に交互に並び、特異な配列を

示 している。これも地質構造に規制されて生 じたもので、箆岳や旭山のいわゆる環状丘陵は背

斜山陵であ り、その内イ貝1の鳴瀬川沿いや外側の津山周辺から石巻海岸にかけての低地は沖積層

中里火山灰

図版 3 中里火山灰 :寺沢から藤沢にいたる道路工事現場にて



瀬峰町周辺の地質 と地形

が向斜谷を埋積 してできたものである。北川石英安山岩は堆積状態から考えると、火山灰流が

東側の大崎平野に連なる低地帯に流れ込んで堆積 したもので、更新世には既に大崎平野を中心

にして、現在見られるような向斜盆地ができていたと考えられる。

4.地    史

以上のことから、瀬峰町を中心にした仙台平野北部の地えをまとめてみると次のようになる。

第二紀中新世には北上山地が一つの島をつ くり、その西側一帯は海であった。末期に隆起し

て奥羽山脈ができると、この地域一帝は北上山地 と奥羽山脈の間に広がる低地帯 となった。鮮

新世前半はおおむね海水面の上昇と堆積が平衡 して海岸平野の形態が保持されていたが、竜ノ

ロ層の分布から見ると、海水面が急上昇 して、仙台湾が岩手県北上市付近や奥羽山脈の山麓まで

広がったこともあったことがわかる。

鮮新世の中期から第四紀初めには、瀬峰層や北川石英安山岩の中に大量の凝灰岩や礫層があ

り、またこれらの地層の間に多くの不整合が見られることから、奥羽山脈では火山活動や隆起

運動が活発になり、山麓にあたるこの地域は大量の火山砕婿物と礫の堆積のために海岸 線は前

進 し、内陸化したと考えられる。しかも、この時代は仙台付近の大年寺層の堆積から考 えて、

海面はまだ上昇を継続していたと思われる。

しかし、主に鮮新世の地層でつ くられている丘陵は、その高さがよく揃っていることから、

第四紀始めにはそれまで上がり続けていた海水面は、ほぼこの高さに停滞 し、それを基準面 と

して広 く侵食面が作 られ、あるいはそれを覆って火山灰流が堆積面を作ったと考えられる。最

も新 らしい火山灰による堆積面は岩出山町から中新田町附近の丘陵に認められる。この平坦面

は、その後第四紀を通 じて海水面が低下 していくにつれて侵食を受け解体 して丘陵化 した。

一方、盆地を作る運動は鮮新世 を通 じて継続 していた。それは地層の分布や厚さからわかる。

これに続 く第四紀の運動は一様な高さに成立 した丘陵の高度を差別的に変え、盆地構造のみな

らず、現在のような仙北盆地の形態を作ったと考えられる。

第四紀後半の海水面の昇降運動 (そ れは全体 として低下の過程の中でおこっているが)は世

界的な気候変動によって引きおこされた氷河の消長に原因があるとされる。これによって 谷

沿いに段丘が作 られた。最後の海面のいちじるしい変動は更新世末約40,000年前より始 まる。

沖積平野の形態、それをつ くる沖積層、その下の埋没谷の存在から考えると次のような事 にな

る。最後の氷期に入って海面が低下すると、海岸線が後退 し、陸地には深い谷が亥1ま れた。そ

の後約18,000年 前ごろから気候が暖化 し、海水面が上昇を始めると、海岸に近い所から谷が埋

められ扇状地や海岸平野が作 られ、それがしだいに内陸におよんでいく。やがて、海面上昇の

速さが増すと、谷は全体に水没し、現在の沖積平野にあたる地域の大部分は内湾化 し、丘陵線

はリアス海岸になった。この海進は糸屯文海進 と呼ばれる。仙台平野は関東平野などとともに貝
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塚 が多いが、それ らはこの時代 の ものが分い。海面上昇が緩やかにな り、堆積 もすす んで遠浅

になると、現在 の石巻海岸附近 に沿岸州 がで き内湾 は潟湖 となった。 ここにそそ ぐ北上川や追

川 な どの河 口に三角州 が作 られ、埋立 てがすすみ低 湿地 がで きると川沿いに自然堤防が作 られ

て平野が広 げ られてい く。 この平野形成の最後 の仕上 げは歴史時代 に入 ってか らも続 いてい る。

伊豆 沼、長沼、蕪栗沼 は糸過文海の名残 りである。
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大境山遺跡出土土器に認められる植物種子

瀬峰町文化財保護委員 佐々木 尚 見

瀬峰町教育委員会主事 阿 部 正 光

1.イよじめ に

大境山遺跡から出土 した土器を整理 している段階で、数 点́の土器に粗 と思われる圧痕が認め

られた。そこで、注意 しながら整理を進めたところ、その数は増え、合計16点 となった。これら

は土器の表面、あるいは割れ面に認められるもので、その 1つ 1つ について丁寧に観察 した結

果、概の圧痕だけではないことがわかってきた。

ここでは、大境山遺跡出土土器に認められる粗、または他の植物種子について、分析の結果

を提示することにしたい。また、本遺跡に近接する瀬峰町岩石 I遺跡からも同様の資料が得 ら

れてお り、これも合わせて末尾に収録 してある

2.分 析 の結果

資料 1(第 1図 、図版 1)

AR-37、 I層 (表土 )か ら出土 したものである。本報告ではこれを弥生土器甕、または壺BⅡ と

分類 し、弥生時代後期、踏瀬大山式に比定 している。

圧痕は休部外面の上端 と思われるところに認め られる。土器面に対 して腹部が深 く、斜めに

ついたもので、将先は深 く、護穎部は浅い。顆粒配列は見られない。腹部の稜線は観察される

が、と痕、茎痕は見ることができ

ない。

粒長 7 4mm、 概の圧痕である。

^
第 1図  縮尺 1/4

図版 |

資料 2(第 2図 、図版 2)

11号住居跡煙道底面か ら出土 した ものである。本報告 ではこれ を上師器甕 B12と 分類 し、第

襲
ヽ
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4土器群、国分寺下層式に比定している。

圧痕は体部下半の内面に認められる。土器面に対して、外穎側面が深 く、平らについたもの

で、側面部の濤が 2条、および顆粒配列がうっすらと見られる。と痕、茎痕は見ることができ

ない。

粒長6.Omm、 粒幅3.2mm、 長幅比は1.88、 粗の圧痕であ

る。

図版 2

資料 3(第 3図 、図版 3)

27号住居跡床面から出上したものである。本報告ではこれを上師器甕D Hlと 分類し、第 4土

器群、国分寺下層式に比定している。

圧痕は休部下半内面に認められる。土器面に対して、外穎側面が深 く、平らについたもので、

側面部の濤が 1条観察される。また、写真中、圧痕右端には茎痕 と考えられる小孔が認められ

る。

粒長7.2mm、 粒幅3.4mm、 長幅比

は2.12、 長粒稲の粗痕であろう。

第 2図   縮尺 1/4

図版 3
第 3図
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資料 4(第 4図、図版 4)

27号住居跡床面か ら出土 したものである。本報告ではこれを須恵器杯EⅡ と分類 し、第 4土器

群、国分寺下層式に比定 している。

圧痕は回縁部外面、口唇部直下に認められる。本例は概遺体が胎土中に含まれたまま焼成さ

れ、焼けたまま充填されたものである。土器面に対 して腹部から突き刺さり、背部が表面に露

出しているが、概遺体の大部分は胎土中に覆われている。背部の稜線、および外穎側面の濤 1

条が観察されるが、顆粒配ア1は摩耗によって見ることはできない。また、き痕や茎痕 も見るこ

とはできない。

計測イ直|こ ついては、前述の状況から正確 を期 しがたいが、露出した部分での粒長は 5.2 mmで あ

第 4図  縮尺 1/4

図版 4

資料 5(第 5図 、図版 5)

27号住居跡、外周濤層No21か ら出土したものである。本報告ではこれを上師器鉢A111と 分類

し、第 4土器群、国分寺下層式に比定 している。

圧痕は底郡外面に認められる。

土器面に対して、腹部、あるいは  酔li;イ

ー
l「 :

背部が浅 く、平らについたもので、

8:J伝房最吾ふ猛長ζ

'It身

穏 章亀
こヽ

ある。圧痕 内部の底面には 2条 の

第 5図  縮尺 1/4
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濤が見 られ る。 また、写真 中、圧痕 の左端 には長 さ 5 0mmの 茎痕 、右端 には長 さ 7.O mmの亡痕

も観察 され る。

粒長 6.7 mm、 脱穀 されない麦類の圧痕であろう。

資料 6(第 6図、図版 6)

AC-23グリット、I層 (表土 )か ら出土 したものである。本報告ではこれを土師器高台付郭 A

と分類 し、ロクロ不使用のものであるが、類例が23号住呂跡においてロクロ使用のもの と共伴

して出上 した事実を踏まえ、製作年代 を第 4土器群、国分寺下層式、廃棄年代 を第 5土器群、

表杉ノ入式 と位置づけられている。よって、本資料 もほぼ同様の編年的位置づけがなされてよ

いと思われる。

圧痕は体部下半内面に認められる。土器面に対 して外穎側面が極めて深 く、平 らについたも

ので、側面部の濤が 2条、および顆粒配列が うっす らと見られる。と痕、茎痕は見ることがで

きない。

粒長5 4mm、 粒幅3.OⅢ m、 長幅比

は1.80、 粗の圧痕である。

第 6図  縮尺 1/4

AC-23グ リット、I層 (表土 )か

ら出土 した ものである。本報告

ではこれを土師器甕D I12と 分類し、

第 5土器群、表杉ノ入式に比定 し

図版 7 第 7図  縮尺 1/4
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ている。

圧痕は体部内面に認められる。土器面に対 して外穎側面が浅 く、やや斜めについたもので、

側面部の滞 1条 だけが認められる。また顆粒配列、および写真中、圧痕右端には長さ 5 mmのと

痕 も観察することができる。茎痕は見ることはできない。

粒長 5.9 mm、 粒幅3 3mm、 長幅比は179、 概の圧痕である。

資料 8(第 8図、図版 8)

23号住居跡周濤底面から出土したものである。本報告ではこれを上師器甕E13と 分類し、第

5土器群、表杉ノ入式に比定 している。

圧痕は体部上半の割れ口に認め られ、胎土中に含まれていたものである。土器の割れ口に対

ど兵i琶芭九揖景再1摂τ彗み|｀
 日

滑らかである。

粒長6 0mm、 粒幅4 0mm、 長幅比

は150、 豆類ではなかろうか。

第 8図   縮尺 1/4

資料 9(第 9図 、図版 9)

AB-22グ リット、I層 (表土)か ら出上したものである。本報告ではこれを土師器簑B Ⅱ4と 分

類 し、第 5土器群、表杉 ノ入式に

比定 している。

圧痕は体部上半の外面に認めら

れる。土器面に対 して、深 く、ほ

ぼ平 らについているが、圧痕の内

部は丸味を帯び、滑らかである。

|!Ⅲlを十llⅢⅢ
l工 i■ lrⅢII

図版 9
第 9図 糸宿バと 1/4
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粒長 6.9 mm、 粒幅 4.6 mm、 長幅比は1.50、 米や麦、豆など穀類以外の種子痕であろう。

資料 10(第 10図 、図版10)

AP-47グ リット、I層 (表土 )か ら出上 したものである。土師器甕の体部破片であるため、本

報告では分類や型式名を特定せず、第 3～ 第 6土器群、国分寺下層式～表杉ノ入式 と幅をもた

せて把えている。

圧痕は体部の割れ口に認められ、胎土中に含まれていたものである。土器の割れ口に対 して

腹部、あるいは背部が深 く、平 らについたもので、どちらか一方の稜線、および顆粒配列が見

られる。また、窪み状の圧痕の一側壁面には外穎側面の濤 1条が観察される。苦痕、茎痕は認

めることができない。

粒長 5,8 mm、 粗の圧痕である。

ф

劇 ′
縮尺 1/4

第 10図

資料‖(第 11図 、図版11)

BT-4グ リット、I層 (表土 )か ら出土したものである。土師器甕の底部破片であるため、本

報告では分類や型式名を特定せず、第 3～ 第 6土器群、国分寺下層式～表杉 ノ入式と幅をもた

群評ゞと彗| 
せ
と書を琶とi鼻蓄に認められる

隷  土墓笞|:尋とここ銚系極ilし阜七
についたもので、背部の稜線、お

よび顆粒配列が認められる。また、

写真中、圧痕右端か ら 1 3mm離 れ

たところにと痕 と思われる痕跡 も

図版 10

図版 II 第田図  縮尺 1/4
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観察される。

粒長 5.8 mm、 粗の圧痕である。

資料12(第 12図 、図版12)

CB-44グリット、1層 (表土 )か ら出上したものである。土師器甕の底部破片であるため、本

報告では分類や型式名は特定せず、第 3～ 第 6土器群、国分寺下層式～表杉ノ入式 と幅をもた

せて把えている。

圧痕は休部内面の下部に認められる。土器面に対 して、腹部、あるいは背部が極 く浅 く、斜

めについたもので、どちらか一方の稜線、および明瞭な顆粒配ア」が認められる。また、写真中、

圧痕右端、深 くつき刺さっている部分の先端にはせ、あるいは茎の痕跡 と思われる小孔が見ら

れる。

残存す る部分 での粒長は5.Omm、

概の圧痕 である。

第 12図  縮尺 1/4

資料13(第 13図 、図版13)

AH-32グ リット、I層 (表土 )か ら出土したものである。本報告ではこれを須恵器甕 AⅡ と分

類しているが、型式名は特定せず、

第 3～ 第 6土器群、国分寺下層式

～表杉 ノ入式と幅をもたせて把え

ている。

圧痕は体部外面に認められる。

本来は胎土中に含まれていたもの

が、焼成時、器外面の手」離によっ

て現われたものである。土器面に

対 して外頴恨1面が深 く、平 らにつ

いたもので、側面部の濤が 2条 、

図版 12

図版 13
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および顆粒配列が見られる。また、写真

中、圧痕左端には長さ 5 5mmの亡痕、右

端には 2 mmの 茎痕 も明瞭に観察される。

粒長5 1mm、 粒幅3 4mm、 長幅比は150、

概の圧痕である。

資料14(第 14図 、図版14)

BS-4グ リット、I層 (表土 )か ら出上 したものである。土師器甕の体部破片であるため、本

報告では分類や型式名を特定せず、第 3～ 第 6土器群、国分寺下層式～表杉ノ入式と幅をもた

せて把えている。

圧痕は休部外面に認められる⑥土器面に対 して深 く 平 らについた もので、圧痕 内部の底面

には 1条の筋が浮き上がった状態

で残っている。顆粒配列、亡痕、

茎痕などは見られない。

粒長5 8mm、 粒幅3 4mm、 長幅比

は171、 脱穀された麦類の圧痕で

あろう。

糸宿尺 1/4

図版14                    第 14図

資料15(第 15図 、図版15)

AB-22グリット、I層 (表土 )か ら出土 したものである。本報告ではこれを土師器甕F11と 分

類 し、第 5～ 第 6土器群、表杉 ノ入式に比定 している。

圧痕は口縁部外面、口唇部直下に認められる。土器面に対 して極めて深 く、平 らについてい

海

〃

図版 14



大境山遺跡出土土器に認め られる植物種子

るが、圧痕は周囲の胎土によって覆われ、露出部分は少なかった。ここにあげた写真を撮影 し

た後、圧痕の詳細な観察 と計測を行なうため、覆いかぶさっていた周囲の胎土を崇J離した結果、

弱い側面部の濤 2条が明らか とな り、また、写真中、圧痕左右両端は丸味を帯び、滑らかであ

ることが判明 した。 しか し、顆粒

配列 、と痕 、茎痕は認め られなか  :・・・

った。

粒長 5 6mm、 粒幅 3 1mm、 長幅比

は181、 概痕 でな く、脱殻 された

米 (玄 米 )で あろう。

第 5図
縮尺 1/4

資料16(第 16図 、図版16)

CA―Hグ リット、I層 (表土 )か ら出土したものである。本報告ではこれを須恵器郭 EHと 分

類 し、第 5～ 第 6土器群、表杉ノ入式に比定 している。

圧痕は底部内面に認め られる。土器面に対 して腹部、あるいは背部が深

ので、どちらか一方の稜線、および非常に細かな顆粒配列が観察される。

圧痕左端に認められる。

粒長6 8mm、 幅は不明であるが、

厚 さがないことなどか ら、イネ科

の野草、エゾノサヤヌカグサの種

子痕ではないだろうか。

r

く、平 らについたも

茎部の小孔が写真中、

7´

:

第 6図  縮尺 1/4

参考資料 1(第 17図 、図版17)

瀬峰町大里宇富岩石所在、岩石 I遺跡から表採されたものである。ロクロ使用の土師器甕で、

編年的には表杉 ノ入式に位置づけられるものである。

図版 15

図版 16
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図版 17

圧痕は休部の割れ口に認められ、

胎土中に含まれていたものである。

土器の割れ口に対 して外穎側面が

深 く、平 らについたもので、側面

部の濤が 2条、および顆粒配列 を

極めて明瞭に認めることができる。

と痕は土器の破損により残ってい

ないが、写真中、圧痕左上端には

護類部 と茎部 を観察することがで

きる。

粒長5,Omm、粒幅3 6mm、

長幅比は1.39、 粗の圧痕

である。

第 17図 縮尺 1/4

3.お わ り に

合計16点の資料 を分析 した結果、概の圧痕 と判断できたものは10例 で、その他に玄米の圧痕

1例 、麦類の圧痕 2例 、豆類の圧痕 1例 、米、麦、豆類など穀類以外の種子の圧痕 1例 、エゾ

ノサヤヌカグサ と思われる圧痕 1例が含まれることがわかった。

粗、または玄米の圧痕、11例 について、それを年代的に見ると、弥生時代後期、踏瀬大山式

期の土器に認められるのは 1例 だけで、残 りの10例 は、全て国分寺下層式期から表杉ノ入式期

の上器に認められた。

現在の ところ、宮城県内において、弥生土器の中でも踏瀬大山式期、あるいはそれに先行す

る天王山式期の上器に概の圧痕が確認された報告例 としては、岩出山町所在の遺跡 (興野、遠藤 :

1970,6)岩 出山町向山遺跡 (佐藤信行 :1981.5)、古川市三丁 目山遺跡 (佐藤信行 :1972.3)出 土

資料があり、この時期の稲作農耕の論議に重要な役害‖を果たしている。

一方、国分寺下層式期から表杉ノ入式期の上器に粗の圧痕が認め られた報告例 としては、蔵

王町赤鬼上遺跡(阿部・黒川 :1980.3)、 大橋遺跡 (大田昭夫 :1980,9)、 仙台市六反田遺跡 (星

川清親 :198112)等があげられる程度で、あまり多くはない。むしろ、炭化米の分析に力が注

がれる傾向が認められる(佐藤 敏 也 :1979,3、 1980.3)。

このような状況の背景には、圧痕 をもつ土器の出土数が少ないこと、圧痕のつき方や焼成時
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の伸縮性など、分析の対象 として十分な条件 を備えた資料が少ないこと、さらには、分析の結

果を考古学的にどのように展開してい くのか という方法論上の問題も原因していると思われる。

以上のことは、今回の分析に関しても決 して例外ではな く、分析結果を踏まえて粗や玄米の原

形 を推定することなどは、多くの危険性 を伴なうため、ここでは単にその結果を報告するに留

めておきたい。

麦類、豆類の圧痕、 3例については、いずれも国分寺下層式期から表杉ノ入式期に認められ

た。よって、この時期に麦類、豆類が本遺跡、またはその周辺で栽培されていた可能性が十分

考えられる。

穀物以外の種子やエゾノサヤヌカグサ と思われる圧痕 については、表杉ノ入式期の土器に認

め られたがこれ らは栽培されたものではないと思われる。
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大境山遺跡出土石器の使用痕分析

東北大学文学部助手 梶原 洋

1.は じどめ に

石器の使われ方は、ただ石器 を分類すればわかるというものではない。現在、石器の使われ

方を知るもっとも効果的な方法 としては、高倍率 (200倍～400倍 )の顕微鏡 を使い、実験結果 と

比較 して調べ る実験使用痕分析がある(阿子島 :1981、 梶原 。阿子島 :1981、 芹沢・梶原・阿子

島 :1982)。

この方法の詳細 と成果については別紙に譲るとして、ここではその概 H各 を述べる。

1.高倍率落射型顕微鏡の使用 (オ リンパスBHM・ 50倍～ 1、 000倍 )。

2.複製石器を使 った実験によるモデル資料の作成と観察結果のデータ化。実験は頁岩170フ点、

チャー ト51点 、黒曜石40点 、サヌカイ ト7点である(継続中 )。

3.使用痕 として光沢・線状痕・微細手J離痕 。すい星状の凹みなどを取 り上げ、複数の使用

痕により
｀
機能

〃
を推定する。

4。 ここで
｀
機能

″
を理解するとは、どの部分(使用部 )が、どのように(操作 )、 何に対して(被

加工物 )使われたか を知る事である。

我々は使用痕の中でも特に光沢を重視 しているが、実験の結果 A一 Yま での11種類のタイプ

に分類することができ(図版 1)、 それぞれはかな りの程度、イネ科植物、木、角、骨、皮、肉、

上、石などの被加工物 と関連する事がわか っている(梶原・阿子島 :1981、 芹沢・梶原 。阿子

島 :1982)。 従って、実際の遺物 を観察 し、その光沢 をタイプわけで きれば、ある程度、被加

工物 を推定できる。さらに線状痕や微細争J離痕 と組み合わせれば操作の推定 も可能である。こ

こでは上述のような方法を使って大境山遺跡出上の石器の うち、石匙 3′くとスクレイパー 1′く

の分析 を試みた。 もとより、分析例 も少なく、組織的に行なわれたものでもないため、分析事

実の提示に留めることにしたい。

文中使われている略語 として、Vは Ventral(手 U片 の腹面 )、 Dは Dorsal(同 じく背面 )を 意味す

る。L、 Rは それぞれLeft(左側辺 )、 Right(右側辺 )を 意味 し、Deは Distal end(末 端 )を意吋

る。また操作 とは石器の動かし方を意味する。

2.使 用痕 分 析

資料 1

AD-3グ リッ トI層 出上のスクレイパー(図版 2)
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これは維長手」片を素材 として、Deが 弧状に調整 されている。D側の調整はV側の調整によって

切 られている。右側辺の二次加工は新 しい傷である。 D側上部から調整され、基部が薄 くなっ

ている。

末端の光沢はタイプEl・ E2で (図版 2-1)、 V側により明瞭に見 られる。線状痕は縁辺にほ

ぼ直交 している。従って、操作はV側に引 く掻 き取 り、被加工物 としては皮・肉が推定される。

このいわゆる刃部以外に D側の呆」片の稜 (図版 2-4)と R、 Lの縁辺 (図版 2-3)、 V側の

バルブ付近にはタイプFl・ Dl、 もしくはDlの光沢が見られる。線状痕はいずれの場合 も長軸に

ほぼ直交する。またV側 中央部 (図版 2-2)|こ はタイプ B、 もしくはDlの光沢が点在している。

これらの事実か らは主に 2つの可能な仮説が導 き出される。 1つは、全てが同一の原因によ

って、同時に作 られた。 もう 1つ は、別々の原因によって作 られたとするものである。前者 と

した場合には、角・骨、もしくは木の着柄によるものとする考え方が最 も有力であり、後者の場

合は、角・骨、木などの別々の作業による事になる。しか し、まだ着柄による使用痕のつ き方に

ついて、モデル実験 を実施 していない事か ら、いずれの仮説がより蓋然性が高いかは、今後の

課題 としな くてはならない。

資料 2

出土 グリット不明(表採 )の石匙 (図版 3)

縦長黒1片 を素材 とし、両側辺に調整を加え、つまみ部 を作 り出している。 DLの調整はVの

千」離面を打面 としてお り、かつその打面 となった部分を全部 とり去 らないで一部残 している。

この調整はDRでは見られない。以上のような二次加工の特徴は松原技法と呼ばれるものに近

い(秦 :1977)。

使用痕は、DRと VLに タイプEl・ E2・ Flの光沢が見られる。線状痕は D、 Vと も縁辺に平

行に走る。従って、被加工物は皮・肉、操作は切断、もしくは鋸引きが推定される(図版3-1、

2)。

DLと VRの縁辺には光沢タイプFl・ Dlが主に見られ、両面にほ,F均等に広がる。線状痕は

縁辺にほぼ直交、もしくは急角度に交わる。従って、操作は一方向の掻 き取 り、削 りというより

も、両方向に動かされたもの と考えられる(図版 3-4)。

図版 3-3は V部分だが、あまり光沢は見られない。

資料 3

12号住居跡層No 7出 土の石匙 (図版 4)

DR、 VLに はFlも しくはFl・ Dlの光沢が見られるが、VLの方がより明環である。線状痕

は縁辺にほぼ直交 している(図 版 4-1、 2、 3、 4)。 被加工物は角・骨、操作は削 りと推定

される。この使用痕が見られるVL、 DRの縁辺は大きく凹んでお り、切 り合いから見るとV
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Rに連続する手J離面が最 も新 しく、刃郡再生の可能性 も考えられる。

DL、 VRに は使用痕 と考えられる光沢は見 られない。

資料 4

出土グリット不明(表採 )の石匙 (図版 5)

半分欠損したものである。 DL、 VRにはEl・ E2の光沢がほぼ同 じような広が りを見せ、線

状痕は縁辺にほぼ平行 して走る。従って、被加工物は皮・肉、操作は切断 もしくは鋸引きが推

定される(図版 5-1、 2)。

VLに は特徴的な光沢が縁辺に対 して斜めに、断続的に見られる。この光沢は石でこすった

時に特徴的なタイプ Yの光沢に最 も類似する(図版 5-4)。 線状痕は同様に、縁辺に対 し斜

行する。これらの光沢、線状痕か らは石でこすったか、こす りつけられたか したという事が推

定される。それがどのような機能であるのかは不明である。

折れ面には使用痕は見 られない。

この研究は、「特定研究古文化財」の一部 として、芹沢長介に交付された文部省科学研究費によ

る研究に基 づ いている。
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図版 I 頁岩の標準的な光沢のタイブ
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スケール 1:ユ

10o       200μ
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図版 2 資料 I(AD 3グ リットI層 出土)
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図版 3 資料 2(出土グリット不明)
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1             110            210″

スケール lil

図版 4 資料 3(12号住居跡層Nα 7出 土)
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スケール 1:ユ

図版 5 資料 4(出土グリット不明)
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大境山遺跡出土鉄器、鉄滓の分析調査

宮城県古川工業高等学校 教諭 鴇 田 勝 彦

1.供試試料と調査方法

宮城県栗原郡瀬峰町の大境山遺跡から、鋤先・刀子 。鉄鏃等の鉄器 と鉄滓が出土した。大境

山遺跡は丘陵地帯に立地する古墳時代から平安時代にわたる集落遺跡であ り、鉄滓の出土は集

落内での鉄器製作を示唆 している。しかし、調査区内から、豊里町沼崎山遺跡で検出された鍛

冶炉にあたる遺構は確認されなかった。これらの遺物の中から 5点について、分析調査の依頼

を受けたので、その結果を以下に報告するc

調査はつぎの方法で実施 した(第 1表 )。

○肉眼観察

①光学顕微鏡観察

鉄滓は 2分割して一方を検鏡試料とし、残 りを分析用試料とした。検鏡試料は、グライング

で上下底面を平らにして、♯320～ ♯2000の エメリーペーパーで研磨 した後、酸化クロムを研磨

剤としてバフ仕上げをした。 2試料とも研磨のまま検鏡して構成鉱物の同定を行なったが、OF

-1の金属鉄(M・ Fe)の 部分は 3%硝 酸アルコール液 (ナ イタル )で腐食し、金属組織を観察

した。

鉄器は、銹化が著しく鉄質部分がなかったので、顕微鏡観察をしなかった。

③粉末X線回折法

鉄滓 を構成 している元素・酸化物が どんな形状をしているのかを知 るため、X線回折法を

用いた。試料 を粉末に し 、コバル ト(Co)を ターゲットとしたX線回折計(X― raydiffractmeter)

にかけて回折 X線図 を記録、ASTMヵ― ドと照合 して物質の同定をした。

第 1表 大境山遺跡出上供試鉄器・鉄滓と調査項目

試  料 種 類 出 土 地 区
調 査 項 目

金属顕微鏡 X線回折 化学分析

鉄 器

OT-1 鋤 先 1号 住 居 跡 床 面 ○

OT-2 刀 子 29号住居跡周溝底面 ○

OT-3 刀 子 4号 住 居 跡 床 面 ○

鉄滓

OF-1 椀形鍛冶滓 BP 41。 I層 (表土 ) ○ ○ ○

OF-2 製 錬 滓 ? 28号住居 跡 層 No 2 ○ ○ ○

――‐――」
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①化学組成

原子吸光法及び湿式法による化学分析 を行なって、鉄器、鉄滓の化学組成を求めた。ただし、

OF-1の M・ Feの定量分析はしていない。

2.鉄 器 の調査 結 果

供試鉄器 3点は、いずれも金秀の程度がひどく、鉄質部分が認められなかったので、顕微鏡観

察 もビッカース硬さ涙1定 もしなかった。また、保存処理後の試料 ということもあって、化学分

析結果 (第 2表 )も 、本来の成分を正確に示 しているとはいえない。

鋤先 OT-1(第 1図 )

OT-1は国分寺下層式頃 と推定される 1号住居跡床面から出上 した。よってOT-1も 同様の

位置づけがなされ、年代的には8世紀中頃(奈良時代 )

と理解することができる。
さん

木製の読床部先 をはめ込んで使用 したものである。

鍛造品であるが、着装部は型をはめて鍛えたものと

推定される。

〈化学組成〉 炭素 (C)量が0,47%あ った。金秀化の

程度 を考慮 するとCがもっと低 目の鍛鉄を素材に

したものであろう。製鉄の過程で殆んどが鉄滓

に入るチタン(Ti)が0.06%と 、銅(Cu)の倍もあ

るので、原鉱は砂鉄である。リン(P)、 イオウ

≪ 券

(S)の含有量が多い。TL素 (Si)が 2%と 分いが 2次付加物であろう。

刀子 OT-2(第 2図 )

OT-2は 表杉ノ入式でも初期の頃とされる29号住居跡周濤底面から出上した。よってOT-2

も同様の位置づけがなされ、年代的には 9世紀代(平安時代 )と 理解することができる。

刃部、茎部ともに半分ほど折損しているが、刃部は平棟造 りで、わずかな反りが見られる。

刃区は全 く認められず、棟区は傾斜している。鍛造法は九鍛えなのか    |   |
折返し鍛えか不明である。現長7.5Cm、 刃幅13～ 0.8Cm、 棟幅0 3Cm。

〈化学組成〉 C量 0,42%の鍛鉄である。 P、 S、 Cuの含有量はOT-1

とほtヂ同じだが、Ti量が0.28%と 5倍近 く含まれているのが特徴

である。しかし、同町のがんげつ遺跡出土鉄器と比べると%と 少ない

赤日系砂鉄を原鉱とする素材を鍛造して製作したものと推定できる。

刀子 OT-3(第 3図 )

OT-3は 国分寺下層式とされる4号住居跡床面から出土した。よってOT-3も 同様の位置づ

第 1図    縮尺 1/3

早      g

第 2図  縮尺 1/3

。 P、 S、 TIの分い
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けがなされ、年代的には 8世紀後半頃(奈良時代 )と 理解す ることができる。

切先 は欠損 しているが、比較的原形 をとどめている。刃部は平棟造 りで、わずかだが逆反 り

がみられる。刃区はわずかに認められるが、棟部はない。断

面に鍛接面がみられず、九鍛え法で鍛えた製品である。現長

12.lcm、 刃幅 1.0～ 0 5Cm、 棟幅 0 2cm。

〈化学組成〉 C量が0,7%と やや共析金岡に近い鍛鉄である。Pは上記 2点 と比べて少ない力＼

Sは 0.37%と 他の 3倍に達する。Cuは o.02%以下で、Tiが 006%と 、赤日系砂鉄を原

鉱とした遺元鉄を素材にしたものと推定される◇

40° 45°

WV:Wllstite    U:Ulヤ Ospinel

M:Magnetite  I:Ilumenite
F:Fayalte

,           9

第 3図   縮尺 1/3

ＭＨ
酬
Ｍ
拙
一

第 4図 鉄滓の X線回折



第 2表 鉄器の化学分析結果
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(大 同特殊鋼い中央研究所 )

試 料
炭 素

C
准 素

Si

マンガン
トIn

リ  ン
P

イオウ
S

銅
Ｃｕ

ニッケノし
Ni

クロム
Cr

チタン
Ti

全 鉄
T・ Fe

鋤先 OT-1 0 471 2 00 <0 02 0 130 0 12 0 03 0 09 <0 02 0 06 54 93

刀子  OT-2 0 421 0 83 <0 02 0 118 0.12 0 04 0 04 <0 02 0 28 55,79

刀子  OT-3 0 704 <0 02 0 079 0 37 <0 02 <0 02 <0 03 0 06

註)OT-3の Si、 T・ Feは 試料不足のため、定量できなかった。

3.鉄津 の調査結果

供試鉄滓の顕微鏡組織は図版 3に 、化学分析結果は第 3表にあらわし、X線回折は第 4図に

示す。

70°

Ｕ

・
Ｆ

一
Ｉ

Ｉ

に
．
―

―

ト

一‐‐止

一　

　

一

夫同特殊銅い中央研究所 20-――_―__→
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鉄津 OF-1(図 版 1)

BP-41タリットのI層 (表土)か ら出上し、椀形鍛冶滓に類似した鉄津である。表皮は赤褐色

を呈し、焼けただれたようなブツブツが見られ、粗審な感 じがする。図版1は保れ処理後(OF-2

も同じく保存処理が施されたものである)の もので、コー クス状の黒褐色を示す。破面は黒褐

色で、横に長い気孔が見られ、一部に粘土をかみ込んでいる。還元鉄を精錬加工するとき発生

図版 I

する鍛冶滓 と思われる。明確な年代

は不明であるが、本遺跡から出上し

たことを踏まえれば、概ね古代のも

のと理解することが妥当であろう。

重さ 170g。

〈鉱物組成〉 顕微鏡写真でわかる

ように、同一試料でも検鏡部分

によって、その様相が異なる。

上方部(a)では、淡灰色短柱状

結晶のフェアライ ト(Fayalite

:2 FeOo Si02)を地に、 白色ぶ

どう状のウスタイ ト(Wustite:FeO)がほぼ全面に均―に分布 している。下方 (b、 c)に ゆ

くに従い、ウスタイト(FeO)が減 り、フエアライ ト(2FeOoSi02)が大きく成長 しているのが見

える。また、一部(d)に金属鉄(M・ Fe)が観察された。 X線回折では、フェアライト(2FeO・

Si02)、  ウスタイ ト(FeO)が強 く検出されて、顕微鏡組織を裏づけているが、ついで、ウ

ルボスピネル(Ulv6spinel:2FeO・ Ti02)、 マグネタイ ト(Magnetite:Fe304)が 同定 さ

れた。

(化学組成〉 全鉄分 (T・ Fe)が 高 く51,4%あ り、このうち酸化第 1鉄(FeO)は 52.9%と 大き

い。造滓成分 (Si02+A1203+CaO tt MgO)は 22.4%と やや高いが、二酸化チタン(Ti02)が

1.57%と T・ Feの 0.03倍 しかない。これらの成分値は鍛冶滓 としての性格をよくあらわし

ている。赤 目系砂鉄 を原鉱 とした逮元鉄を素材 とした鍛造時に発生 したものと推定される。

〈金属鉄の組織〉 M・ Feの 組織 を知 るため、 3%ナイタルで腐食して検鏡 した。図版 3がそ

の写真である。M(a)の右側黒灰色部は銹化部分である。結晶粒界は明らかでないが、灰

白部分がフェライ ト(Ferrite)、  黒い片状部分がパーライ ト(Pearlite)であ り、その面積

比から炭素量がo.3%前後であると推定できる。フェライ ト粒内の黒点は非金属介在物で、

酸化物 と思われる。拡大すると(M(b))、 パーライ トが、フェライ トとセメンタイト(Cementite:

Fe3C)の 層状組織であることがわかる。熱処理面からこの金属鉄 を見ると、焼なまし状態
‐‐

―

・
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にあり、当然のことながら、鍛冶津は鍛冶炉内で自然に徐冷されたものと考えられる。

鉄滓 OF-2(図版2)

第28号竪穴住居跡層No 2か ら出土した 3点の鉄滓のうちの 1つである。OF-2は 堆積土出土

のため、明確な年代は不明であるが、本住居跡に伴なう土器が表杉ノ入式の中でも10世紀代の

ものとされていることから、ほぼその年代頃と理解することができる。表皮は、鉄の酸化物を

思わせる赤褐色を呈し、黒褐色の破面には気孔も見られるが、緻密部分が多い。重さ25gと 小

さいが、 比重は大きい。

〈鉱物組成〉 検鏡部分で鉱物組織は異なるが、どの部分 に

も、白色板状結晶が連なっているプシュ ドブルーカイ ト

(Pseude_brookite i Fe203・ Ti02)と 大きく生長 した灰

色のフェアライ ト(2FeO oSi02)が 観察される。 また、

微細なマグネサイ ト(Fe304)が均―に分布 (a)している

のがわかる。X線回折では、イルミナイト(Ilumenitei FeO・ 図版 2

Ti02)と フエアライ ト(2FeO o Si02)が強く検出され、ついでウルボスピネル(2FeO・ Ti02)

が同定された。鉱物組成を見る限 り、Ti分 をかなり含んだ製錬滓 と思われる。

〈化学組成〉 Ti02は 2.6%と 、鉱物組成から推定 していたよりも大分低 目だった。T・ Feは 37

34%と 低目であるが、造滓成分 もまた12.7%と 低い。Cuが少な く、Ti02が多いので、砂鉄

を原鉱とした鉄滓であることは間違いない。〔Ti02/T・ Fe)、 及び〔造滓成分/T・ Fe〕 は、各々、

007、 0,34と 、宮城県内の鉄滓では鍛冶滓に区分される成分を示している。また、住居跡

内からの出土を考慮するなら、還元鉄と製錬滓が混在している素材を鍛造した際に発生 し

た製錬滓の鉱物組成が主体の鍛冶滓とみなすことも可能である。

第 3表 鉄淳の化学分析結果 (大同特殊銅い中央研究所 )

試  料
全 鉄
T・ Fe

酸化第 1鉄
FeO

駿化第 2鉄
Fe203

金属鉄

M・ Fe
二酸化柱素

Si02
酸化アル ミニウム

A1203
酸化 カルシウム

CaO

OF-1 51 38 52 88 1393 18 86

OF-2 87 34 25 15 16 97 0 32 9 26 1 51

試  料
酸化マ グネシウム

MgO
酸化マンガン

MnO
二酸化チタン

Ti02
鋼

Ｃｕ

イオウ
S

ニッケル

Ni

酸化 クロム

Cr2 0a

OF-1 0 55 0 12 1 57 <002 0 05 0 17 <002

OF-2 1 47 <002 2 60 <002 0 04 <0 02

試  料
サ  ン
P

炭 素
C

ナヾジウム
V

峨化ナ トリウム
Na20

崚化カリウム
K20 灼熱llk il 造洋成分

造洋成分
T・ Fe

Ti02
T・ Fe

OF-1 0 065 0 90 002 0 67 1 28 <002 2 37 0 435 (〕 0306

OF-2 ()069 211 0()2 0 66 25 02 12 70 0 340 0 0696

註)造津成分は (Si02+A1203+CaO tt MgO)%で ある。
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OF-2(a)

図版 3 鉄津の顕微鏡組織 ×300

おヽFと ハヽナustite

F:Fayalite
m:metal Fe
P:Pseude― brfJOk ite

OF-1(a) OF-1(b)

OF-1(c)

OF-lM(a)× 150 OF-lM(b)

OF-2(b)
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4。 ま と め

(1)供試試料のうち、OT-1、 OT-31よ 奈良時代後半の鉄器であり、OF-1、 OF-21よ 平安時

代中期以降に形成された鉄津であると推定される。

(2)鉄器はいずれも鍛造品で、素材は亜共析鋼である。また、鉄器の化学組成から、 P、 S、

Ti量の分い赤目系砂鉄が原鉱と考えられる。

(3)OF― Hよ鍛冶滓であり、大境山遺跡内で鍛冶による鉄器製作が行なわれた可能性があるこ

とを示唆している。

僻)OF-2は、製錬滓の様相を呈しているが、諸条件から、遺元鉄とよく分離しなかった一部

の製錬津が、鍛治工程で除かれたものと推測でき、精錬鍛冶滓と考えられる。

(5)OF-1、 OF-2と も原鉱は、赤 日系砂鉄である。

謝辞 :本稿作成に当り、成分分析やX線回折を行なって下さった大同特殊鋼株式会社の

ご厚意と、同社課長小出興三氏、並びに同社中央研究所研究員成田正氏をはじめと

するスタッフの方々に感謝の意を表します。

註

1)鉄津は原鉱(鉄鉱石、砂鉄 )か ら製鉄を経て鍛造、鋳造を行なって鉄器を製作する過程で発生す る津

(slag)で 、工程毎に製錬津、鍛冶滓、鋳物津に大別される。製錬津は、さらに流出滓、炉内残留津(還元

期 i卒 、分離期滓、造淳期津に細別 )、 柄実に分類される。鍛冶津は大鍛冶津、小鍛冶滓に分けることもあ

る。椀形津は鍛冶津に属する。

2)遊佐五郎ほか(1980.3):「沼崎山遺跡」『豊里町文化財調査報告書』第 2集  P,1～ 78豊里町教育委員会

3)粘田勝彦(19773):「 鉄器、鉄津について」『瀬峰町文化財調査報告書y第 1集  P,43～ 59、 77～ 82

瀬峰町教育委員会

4)Fe一 C系合金で、o8%Cの銅を共析鋼 といい、その組織はフェライト(α一Fe)と セメンタイ ト(Fe3C)

が層状に重なったパーライト組織である。 C量がこれより少ない鋼を亜共析鋼、多い鋼を過共析鋼 と呼

んでいる。

5)常田勝彦(19833):「 仙台市微山C遺跡出土鉄滓の分析調査」『仙台市文化財調査報告書』第45集  P。 471

～486 仙台市教育委員会 同中第 3図 の I区域に入る。
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大 境 山 遺 跡 の 灰 白 色 火 山 灰

東北大学農学部 教授 庄 子 貞 雄

東北大学農学部 助手 山 田 一 良焉

1. イよ じめ に

宮城県各地の奈良～平安期遺跡、火山灰土壌、および泥炭中には灰白色の風化の進んでいな

い火山灰が認められ、その分布、岩石鉱物学的性質、年代が明らかにされた。瀬峰町大境山遺

跡の発掘により、同遺跡中にも灰白色の火山灰が見出され、鉱物学的性質を検討 したところ、

宮城県の各地に存在する灰自色火山灰 と同一のものと判定されたので、その結果を報告する。

2.分 析 法

有機物を6%H202処理で除いた後、0.l mm以 上部分を選別 し、超音波処理 を行なった。つい

で、遊離の酸化物を除去 し、再度0.lmm以上部分 を節別 した。この粒径部分を乾燥後、0.1～ 0 2mm部

分を節別 し、テ トブロムエタン(比重2.96)で重鉱物部分 と軽鉱物部分に分けた。表には重鉱物

含量を重量%で示 した。重鉱物組成、H.X鉱物組成は、各々 300粒以上を検鏡 しその粒数%で示

した。

火山ガラスの形態は(01～ 0.2mm部 分 )、 スポンジ状型、繊維状型、扁平状型、顆粒状型の 4種類

に分けた。スポンジ状型は無色で分数の鋭角 な角 をもつガラスであり、内部に小気胞のないものか

ら多いものまでを含む。繊維

状型はあたか も繊維が束にな

ったようにみえるものである。

扁平状型は無色の平板状のも

ので、スポンジ状型や繊維状

型よ り厚みがある。顆粒状型

は茶褐色から黒褐色で、多数

の晶子 を含み顆粒状のガラス

である。

3.結    果

表 1に は大境山遺跡、およ

び先に報告 した他の遺跡の資

料名、および試料採取地′ミ名

第 1表 供試試料および採取地名

試料名(遺跡名) 採 取 地 名

太境山遺跡

16号住居跡 層No 2

24号住居跡 層No 2

25号住居跡ピット1柱抜き取り痕上層

13号住居跡 層No l

22号小竪穴遺構 層Nf 3

〃    層N(14

〃    層No 5

宮城県栗原郡瀬峰町大里字富大境山

御駒堂遺跡

佐内屋救遺跡

観音沢遺跡

根岸遺跡

沼崎山遺跡

兜塚古墳

宮城県栗原郡志波攻E町堀口

宮城県栗原都築館町秋沢

宮城県栗原郡高清水町小山田

宮城県玉造郡岩出山町根岸

宮城県登米都豊里町赤生津

官城県仙台市根岸町
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を示 した。また、表 2に は重鉱物組成、軽鉱物組成を、表 3に は火山ガラスの形態について示

してある。

大境山遺跡の試料中、16号住居跡層No 2、 24号住居跡層No 2、 25号住居跡ピット1柱抜 き取

り痕上層は有機物で汚染されていない灰 白色の火山灰である。第2表および第3表 に示したように、

宮城県各地の遺跡中に見い出された灰 白色火山灰は、重鉱物含量が極めて少なく、重鉱物組成

はシソ輝石が過半数 を占め、ついで磁鉄鉱、普通輝石の順であ り、わずかの普通角閃石 を含ん

でいる。また、軽鉱物組成は火山ガラスが圧倒的であ り、10～ 20%の 斜長石、および少量の風

化粒 を含んでいる。火山ガラスの形態はスポンジ状 型が大部分で、ついで20%前後の顆粒状 ガラ

スと、少量の繊維状ガラスを含んでいる。扁平状ガラスは含まれても極めて少量である。

16号住居跡層No 2、 24号住居跡層No 2に ついてみると、重鉱物含量は2%、 3%と 極めて少な く、

その組 成はシソ輝石 >強磁性鉱物>普通輝石 >普通角閃石の順である。軽鉱物組成は火山ガラ

スが圧倒的である。また火山ガラスの形態はスポンジ状型が大部分であり、ついで顆粒状型と

なっている。これらの性質は、他の遺跡中の灰 白色火山灰 と同一のものであることか ら、宮城県

一帝に分布する灰白色火山灰 と同じものであると結論できる。

一方、25号住居跡柱抜き取 り痕上層は重鉱物含量は 7%と 少なく、軽鉱物組成は火山ガラス

が圧倒的に多く、火山ガラスの形態は スポンジ状 型が圧倒的である。これらの性質は他の地域の

灰 白色火山灰の性質 と同一のものである。しか しながら、重鉱物組成をみると、普通角閃石が27

%と 、他の灰 白色火山灰に比べると極めて高い。本試料は、火山ガラスが火山灰中の大部分 を

占める本質火山灰であ り、この普通角閃石が混入物である可能性は少ない。従って、25号住居

跡柱抜き取 り痕上層は灰自色火山灰 とは異なる火山灰 と思われる。宮城県小野田町の薬莱山で

第 2表 一 次 鉱 物 組 成

i式 料 名 (遺跡名)

重 鉱 物  組  成  (粒数%) 軽 鉱 物 組 成 (粒数 %) 重鉱物含量
(重量%)

シソ輝石 普通輝石 普通面閃石 磁鉄鉱 風化粒 斜長石 石英 火山 ガ ラス 風化粒

大境山遺跡

16号住居跡 層Nα 2

24号住居跡 層No 2

25号住居跡ビット1柱抜き取り痕上層

13号住居跡 層No l

22号小竪穴遺構 層Nα 3

〃    層No 4

″    層No 5

14 4 9 よ 2

45 6 1 3 3

1 9 1 7

7 10

1 8 13

8 1

16 3 10

御駒堂遺跡

佐内屋敷遺跡

観吉沢遺跡

根岸遺跡

沼崎 山遺跡

兜塚古墳

1 l 15 1 8 3

5 2 1 3 3

13 3 4

13 1 1 11 1 2 1

13 1 1 2 2

19 12 1 ユ
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は、火山灰土壊の最表層部分に有機物に汚染されていない火山灰が認められ、この鉱物学的性

質が25号住居跡柱抜き取り痕上層と極めて類似している。薬茶山のこの火山灰はその鉱物学的性

質より山形県の肘折火山起源と推定される。

大境山遺跡の試料中、13号住居跡層No lは黒ボク上、22号小竪穴遺構層No3、 同層No4、 同層

No 5は 地山の上面である。これらの試料の重鉱物含量は約20%と 比較的高 く、重鉱物組成は、

磁鉄鉱含量、普通角閃石含量が高い。また、普通輝石がほとんど含まれていない。軽鉱物組成

は、斜長石が大部分であり、火山ガラス含量 は20%以下 と少なく、石英が約10%含まれている。

火山ガラスの形態は顆粒状ガラスが大半であり、22号小竪穴遺構層No 3お よび同層No 4に は多

くの扁平状ガラスも含まれている。以上 の、鉱物学的性質からみて、13号住居跡層No l、 22号

小竪穴遺構層No3、 同層No 4、 同層No 5は 灰白色火山灰 とは異なるものであり、地山層との混合

物 と思われる。

4.お わ り に

宮城県一帝に検出される灰白色火山灰の年代について、最近、白′亀氏は870(貞 観12)年以降、

第 3表 火山ガラスの形態934(承平 4)年の間の うち、

934年 に近い時期の ものと推
註 3

定 している。扶桑略言己には915

年出羽国に 2寸 (6 Cm)の 火山

灰が降灰 した記録が認め られ、

宮城県の灰 白色火山灰が、こ

の火山灰に対応する可能性 も

考えられる。

引 用 文 献

註 1:山 田・庄子(1980):

註 2:白 鳥良―(1980):

註 3:扶桑略記、第廿三、

(粒数%)

試 料 名 (遺跡名 )
スポンジ型 繊 維 状 扁平状 顆 粒 状

大境山遺跡

16号住居跡 層No 2

24号住居跡 層No 2

25号住居跡ピット1柱抜き取り痕上層

13号住居跡 層No l※

22号小竪穴遺構 層No 3X

〃    層No 4※

″       '冒 No 5X

12 2

5

11

7

6

御駒堂遺跡

佐内屋敷遺跡

観音沢遺跡

根岸遺跡

沼崎山遺跡

兜塚古墳

5 1

8

6 13

8 1

6 1

1 l

※ :こ れらの試料では火山ガラス含量が少なかったので、値は約50粒子の検鏡

結果である。

「宮城県に分布する灰白色火山灰について」『宮城県多賀城跡調査研究所年報1979-

昭和54年度発掘調査概報―』P.97～ 102

「多賀城出土土器の変遷」『研究紀要』Ⅶ 宮城県多賀城跡調査研究所 P。 1～ 39

裡書
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学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

1982、 8月 3日

瀬峰町教育委員会殿

1981年 12月 1日 受領致 しました試料についての14c年
代測定の結果を下記の通 り御報告致 し

ます。

なお年代値の算出には14cの
半減期 としてLibbyの 半減期 5570年 を使用 しています。また付

記した誤差はβ線計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差(one sigma)に

相当する年代です。試料の β線計数率 と自然計数率の差が2σ以下のときは、3σに相当する年代を

下限とする年代値 (B.P。 )のみを表示 してあ ります。また試料の、β線計数値 と現在の標準炭素に

ついての計数率 との差が2σ以下のときには、Modernと 表示して、ド
4c%を

付記 してあります。

己一ご
ロ

Code No.        試    料 B.P.年代(1950年 よりの年数 )

Gak-loolo    charcOal from Ozakaiyama.          1520 ± 10o

2号住居跡 層No 6          A.D。 430

Gak-10012    CharcOal from Ozakaiyama。          1410 ± 100

4号住居跡 層No 4          A.D.540

Gak-10013.   CharcOal frOm Ozakaiyama。           1460 ± 110

27号住居跡 外周濤底面        A.D.490

年代値は200～ 300年古すぎる年代 となってお りますが、

14cの
年代値 (上記 )を 暦年代に換算 します と1400～ 1500

臥Rで約 ЮO年位若い暦年代に相当することになります。 木 越 邦 彦
□
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図版67 I層 (表土)出 土遺物
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図版68 I層 (表土 )出 土遺物
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図版70 I層 (表土 )出 土遺物
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